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浅
草
橋
場
町
八
十
二
番
地

　
　
陶
磁
器 

井
上
良
吉　

 

業
名
東
玉
園
良
斎　

 

五
十
二
歳　

　
　
流
派　
瀬
戸
流

　
　
所
長　
磁
器
食
盆
類
ノ
如
キ
重
畳
ス
ヘ
キ
モ
ノ
規
矩
整
然

　

 　
製
造
種
類　
石
焼　
素
焼　
樂
焼
ノ
種
各
種　
但
シ
現
在
焼
窯
狭
隘
ナ
ル
ヲ
以
テ
二
尺

以
上
ノ
器
ヲ
製
ス
ル
ヲ
得
ズ

　
　
嘱
品
家　
浅
草
馬
道
町
七
丁
目
島
田
惣
兵
衛　
起
立
工
商
会
社　
精
工
社

　
　
助
工
人
員　
六
人

　

 　
博
覧
会
出
品　
内
国
博
覧
会
ヘ
島
田
惣
兵
衛
並
ニ
太
田
萬
吉
ノ
出
品
ヲ
製
ス
ヲ
花
紋
賞

牌
ヲ
受
ケ
又
本
年
佛
国
博
覧
会
ヘ
工
商
会
社
ヨ
リ
出
品
セ
ル
白
磁
網
掛
ノ
茶
壺
等
ヲ
製
セ

リ
　

 　
開
業
沿
革　
今
ヨ
リ
三
十
七
八
年
前
愛
知
瀬
戸
ニ
於
テ
開
業
シ
其
後
十
七
年
ヲ
経
タ
ル

頃
松
平
摂
津
候
ニ
徴
サ
レ
四
ツ
谷
邸
内
ニ
居
宅
ヲ
受
ケ
各
種
陶
磁
器
ヲ
製
ス
ル
コ
ト
数
年

文
久
年
間
主
命
ニ
依
テ
下
谷
新
町
石
川
邸
内
ニ
転
シ
同
家
ノ
樂
焼
ヲ
造
ル
コ
ト
又
数
年
慶

応
二
年
ニ
至
リ
暇
ヲ
乞
ヒ
当
所
ニ
移
リ
焼
窯
二
個
ヲ
築
キ
爾
後
専
ラ
尾
張
国
愛
知
郡
瀬
戸

村
ニ
産
ス
ル「
ガ
イ
ロ
メ
土
」石
粉
玻
璃
粉
天
草
土
並
ニ
同
所
近
傍
ナ
ル
字
五
位
塚
ノ
陶

土
ヲ
用
ヒ
テ
各
種
陶
磁
器
ヲ
製
シ
漸
次
旧
法
ヲ
改
良
シ
時
好
ニ
適
セ
ン
コ
ト
勉
メ
タ
リ
シ

ガ
幸
ニ
内
外
ノ
愛
顧
ヲ
受
ケ
日
ニ
月
ニ
盛
昌
ニ
進
メ
リ
故
ニ
慶
応
年
度
ニ
比
ス
レ
ハ
其
産

額
二
倍
ヲ
超
過
セ
リ

　
こ
の
記
事
は
大
き
く
分
け
て
以
下
の
４
つ
の
部
分
か
ら
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
順
番
に
内
容
を

紹
介
し
つ
つ
、
適
宜
解
説
を
入
れ
て
い
く
。

　
　
　
　
１
．
職
人
の
所
在
と
技
法
の
特
徴

　
　
　
　
２
．
嘱
品
家
と
出
品
歴

　
　
　
　
３
．
開
業
沿
革

　
　
　
　
４
．
使
用
素
材

初
代
井
上
良
斎
と
瀬
戸
の
陶
工

―
川
本
治
兵
衛
門
下
に
よ
る
幕
末
か
ら
明
治
期
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
つ
い
て
―

茨
城
県
陶
芸
美
術
館　
副
主
任
学
芸
員　

飯
田
将
吾

は
じ
め
に

　
二
〇
二
〇
年
春
に
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
で
開
催
し
た
巡
回
展「
神
業
ニ
ッ
ポ
ン　
明
治
の

や
き
も
の　
幻
の
横
浜
焼
・
東
京
焼
」に
お
い
て
、
各
館
の
担
当
学
芸
員
が
明
治
期
の
輸
出

陶
磁
器
に
関
連
す
る
内
容
を
執
筆
し
論
考
集
の
形
に
ま
と
め
た
。
こ
の
中
で
私
が
担
当
し
た

の
は
江
戸
末
期
か
ら
明
治
期
に
東
京
で
活
躍
し
た
陶
工
・
初
代
井
上
良
斎（
一
八
二
八
―

一
八
九
九
）に
つ
い
て
の
論
考
で
、
彼
の
業
績
に
つ
い
て
、
そ
の
生
涯
や
内
国
勧
業
博
覧
会

で
の
出
品
作
を
中
心
に
紹
介
し
た
。
今
回
の
紀
要
で
は
、『
東
京
名
工
鑑
』に
見
ら
れ
る
良

斎
の
業
績
を
見
る
と
と
も
に
、
生
涯
で
関
わ
り
を
持
っ
た
出
身
地
・
瀬
戸（

1
）の
職
人
た
ち
と
、

そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
幕
末
か
ら
明
治
を
中
心
に
考
察
し
て
み
た
い
。

１
．『
東
京
名
工
鑑
』に
見
る
井
上
良
斎
の
経
歴

　
（
１
）初
代
井
上
良
斎
に
つ
い
て

　
明
治
期
の
陶
工
を
含
む
職
工
に
つ
い
て
比
較
的
早
い
時
期
に
記
し
た
資
料
に『
東
京
名
工

鑑
』が
あ
る
。
こ
れ
は
明
治
十
二
年
に
東
京
府
勧
業
課
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
こ

の
時
代
の
東
京
在
住
の
陶
工
を
含
む
諸
工
芸
の
職
人
の
実
態
を
知
る
た
め
の
よ
い
資
料
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
で
初
代
井
上
良
斎
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
箇
所

に
つ
い
て
以
下
に
引
用
す
る（

2
）。

―
川
本
治
兵
衛
門
下
に
よ
る
幕
末
か
ら
明
治
期
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
つ
い
て
―

2



至
リ
暇
ヲ
乞
ヒ
当
所
ニ
移
リ
焼
窯
二
個
ヲ
築
キ
」と
あ
り
、
慶
応
二
年（
一
八
六
六
）に
石
川

邸
を
去
っ
て
、「
当
所
」つ
ま
り
現
在
の
工
房
で
あ
る
浅
草
橋
場
町
八
十
二
番
地
に
移
っ
て

橋
場
焼
を
創
始
し
た
と
あ
る
。
開
窯
に
当
た
り
、
良
斎
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
の
が
前
述
の「
嘱

品
家
」の
一
人
、
島
田
惣
兵
衛
で
あ
る
。『
日
本
近
世
窯
業
史
』に
引
用
さ
れ
た
島
田
の
談
話

で
は
、
そ
の
後
に
竹
本
要
斎
の
も
と
で
窯
業
に
従
事
し
た
と
あ
る
が
、「
竹
本
窯
も
不
運
に

傾
き
、
良
斎
も
同
所
を
去
り
、
夫
よ
り
島
田
の
手
に
て
橋
場
の
寺
地
に
新
窯
を
設
置
す
る
が
、

後
に
良
斎
の
窯
と
な
れ
る
も
の
な
り
」と
し
、「
島
田
惣
兵
衛
が
橋
場
窯
を
建
つ
る
や
、
良

斎
は
前
年
来
の
諸
道
具
を
持
参
し
て
、
自
ら
之
に
従
事
せ
し
が
、
更
に
其
後
に
及
ん
で
、
良

斎
は
島
田
よ
り
此
窯
を
引
受
け
た
り
」と
あ
っ
て
、
橋
場
へ
の
窯
の
移
転
は
島
田
の
招
請
に

よ
る
も
の
と
し
て
い
る（

5
）。

　
「
４
．
使
用
素
材
」に
つ
い
て
、
良
斎
は
流
派
の
部
分
で「
瀬
戸
流
」と
さ
れ
る
よ
う
に
、

愛
知
県
瀬
戸
地
方
の
出
身
で
、
同
地
の
職
人
の
系
譜
に
連
な
る
。
陶
磁
器
の
原
料
も
、
瀬
戸

村
で
算
出
す
る
蛙
目
粘
土（
ガ
イ
ロ
メ
土
）を
筆
頭
に
石
粉
、
玻
璃
粉
、
天
草
土
を
使
用
。

瀬
戸
の
五
位
塚
の
陶
土
も
用
い
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
多
様
な
素
材
に
よ
り
旧
来
の
製
法
を
改

良
し
た
こ
と
で
、
国
内
外
の
顧
客
よ
り
多
く
の
注
文
を
受
け
、
明
治
十
二
年
の『
東
京
名
工
鑑
』

刊
行
の
頃
に
は
、
創
業
当
時
と
比
し
て
二
倍
以
上
の
生
産
額
を
誇
っ
た
と
し
て
い
る（

6
）。

　

以
上
が『
東
京
名
工
鑑
』が
紹
介
す
る
良
斎
の
状
況
と
な
る
。
従
来
、
彼
の
業
績
に
つ
い

て
は
明
治
期
の
輸
出
陶
磁
器
に
お
け
る
東
京
の
中
心
的
な
生
産
者
と
い
う
点
か
ら
、
明
治
期

の
活
躍
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
動
静
に
つ
い
て
は
、『
東
京
名
工
鑑
』の
略
歴

な
ど
の
よ
う
に
、
む
し
ろ
江
戸
末
期
の
活
動
の
ほ
う
が
、
窯
場
の
移
動
な
ど
も
含
め
た
事
跡

を
詳
細
に
追
う
こ
と
が
で
き
る
。
次
章
か
ら
は「
瀬
戸
流
」に
属
す
る
良
斎
の
活
動
と
、
そ

れ
を
可
能
に
し
た「
背
景
」に
つ
い
て
、
彼
の
周
辺
に
い
た
瀬
戸
系
の
職
人
と
の
関
わ
り
か

ら
述
べ
て
い
き
た
い
。

２
．
江
戸
期
の
初
代
井
上
良
斎
と
川
本
治
兵
衛
の
人
脈

　
（
１
）三
代
川
本
治
兵
衛（
塐
仙
堂
）と
良
斎

　
良
斎
の
活
動
の
始
ま
り
は
故
郷
の
瀬
戸
で
、
彼
の
師
と
な
っ
た
の
は
三
代
川
本
治
兵
衛（
？

　

ま
ず「
１
．
職
人
の
所
在
と
技
法
の
特
徴
」に
つ
い
て
、
工
芸
各
分
野
に
お
け
る
職
人
の

住
所
と
年
齢
、
技
法
の
特
徴
が
語
ら
れ
て
い
る
。
良
斎
は
東
京
浅
草
の
橋
場
町
八
十
二
番
地

を
拠
点
に
、
陶
磁
器
業
を
営
む
。
本
名
は
井
上
良
吉
で
職
業
名
は
東
玉
園
良
斎
と
号
し
た
。

後
に
詳
し
く
触
れ
る
が
、
彼
は
瀬
戸
系
の
職
人
で
、
製
品
の
特
徴
と
し
て
磁
器
食
器
類
を
中

心
と
し
た
丁
寧
な
仕
事
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
磁
器（
石
焼
）の
他
に
も
無
釉
の
や
き
も
の
、

楽
焼
な
ど
様
々
な
も
の
を
製
造
し
て
い
た
が
、
窯
場
が
小
さ
い
た
め
二
尺（
六
〇
セ
ン
チ
）

以
上
の
も
の
は
焼
成
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

　
「
２
．
嘱
品
家
と
出
品
歴
」に
つ
い
て
だ
が
、
嘱
品
家
と
は
製
造
し
た
陶
磁
器
を
販
売
委

託
し
た
業
者
の
こ
と
で
、
こ
の
時
代
は
商
品
の
販
売
や
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
出
品
に
つ
い

て
は
、
作
家
の
代
わ
り
に
こ
の
よ
う
な
業
者
が
請
け
負
っ
て
い
た
。
良
斎
と
取
引
が
あ
っ
た

の
は
島
田
惣
兵
衛
、
起
立
工
商
会
社
、
精
工
社
な
ど
で
、
こ
の
う
ち
浅
草
馬
道
町
七
丁
目
に

住
む
島
田
惣
兵
衛
が
良
斎
と
の
関
わ
り
は
最
も
深
い
。
島
田
は
陶
商
と
し
て
陶
磁
器
を
主
要

に
扱
っ
て
い
た
が
、
太
田
萬
吉
に
つ
い
て
は
良
斎
の
他
に
も
漆
工
や
金
工
な
ど
様
々
な
素
材

の
職
人
と
の
取
引
が
あ
っ
た
。
こ
の
両
名
は
国
内
産
業
を
紹
介
す
る
た
め
に
明
治
政
府
が
開

催
し
た
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
い
て
も
良
斎
の
作
品
を
出
品
し
て
い
る
。
彼
ら
の
他
に
名
前

が
見
ら
れ
る
起
立
工
商
会
社
だ
が
、
こ
こ
は
陶
磁
器
を
は
じ
め
と
し
た
日
本
の
工
芸
品
の
海

外
輸
出
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
会
社
で
、
良
斎
の
作
品
で
は「
白
磁
網
掛
ノ
茶
壺
」を
パ
リ

万
博
に
出
品
し
て
い
る
。

　
「
３
．
開
業
沿
革
」で
は
早
期
の
良
斎
の
実
情
を
記
録
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
良
斎

は
三
十
七
、八
年
前
に
瀬
戸
に
て
窯
業
を
始
め
た
と
あ
り
、
こ
れ
は
お
お
よ
そ
天
保
十
二
年

か
ら
天
保
十
三
年
の
間（
一
八
四
一
―
一
八
四
二
）と
な
る
。
そ
の
後「
十
七
年
ヲ
経
タ
ル
頃

松
平
摂
津
候
ニ
徴
サ
レ
四
ツ
谷
邸
内
ニ
居
宅
ヲ
受
ケ
各
種
陶
磁
器
ヲ
製
ス
ル
」と
あ
る
よ
う

に
、
安
政（
一
八
五
四
―
一
八
五
九
）頃
に
江
戸
に
出
て
四
ツ
谷
邸
に
住
み
、
さ
ま
ざ
ま
な

陶
磁
器
を
製
造
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
四
ツ
谷
邸
に
つ
い
て
は
拙
稿
に
お
い
て
高
須
松
平
家

の
江
戸
で
の
邸
宅
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た（

3
）。
こ
こ
で
窯
業
に
従
事
し
た
後
、「
主
命
ニ
依

テ
」、
同
じ
く
江
戸
の
下
谷
新
町
に
所
在
す
る
石
川
邸
へ
と
移
り
楽
焼
の
制
作
に
従
事
し
て

い
る
。
こ
れ
は
亀
山
藩
主
・
石
川
日
向
守
の
邸
宅
で
、
そ
こ
に
設
け
ら
れ
た
三
輪
窯
の
こ
と

と
考
え
ら
れ
る（

4
）。
こ
こ
で
数
年
間
御
庭
焼
に
従
事
す
る
が
、
生
産
し
た
の
は「
楽
焼
」と

あ
る
よ
う
に
、
陶
器
が
中
心
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、「
慶
応
二
年
ニ

3　　初代井上良斎と瀬戸の陶工 ―川本治兵衛門下による幕末から明治期のネットワークの形成について―



―
一
八
六
六
）と
呼
ば
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
瀬
戸
の
職
人
の
業
績
を
記
し
た『
尾
張
の
花
』

に
よ
る
と
、
三
代
治
兵
衛
は
塐
仙
堂
と
号
し
、
父
祖
は
代
々
瀬
戸
で
陶
業
を
営
ん
で
い
た
。

彼
の
父
で
あ
る
二
代
治
兵
衛
は
明
和
四
年（
一
七
六
七
）に
瀬
戸
に
朝
日
・
夕
日
の
両
窯
を

再
興
し
た
こ
と
で
、
当
時
瀬
戸
を
領
し
て
い
た
尾
張
藩
よ
り
厚
遇
を
得
た
。
文
化
四
年

（
一
八
〇
七
）に
加
藤
民
吉
に
よ
っ
て
磁
器
の
製
法
が
瀬
戸
に
伝
え
ら
れ
る
と
、
そ
の
技
術

を
習
得
し「
自
己
数
拾
年
間
の
経
験
を
応
用
し
て
種
々
の
磁
器
を
製
出
し
終
に
良
工
の
名
を

得
た
」と
す
る
。
こ
れ
以
降
、
川
本
一
族
は
磁
器
生
産
を
主
に
手
掛
け
、
瀬
戸
の
陶
工
の
中

心
的
な
立
場
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

　
彼
は
経
営
者
と
し
て
も
優
れ
た
素
質
を
見
せ
、「
長
男
勝
助
と
云
へ
る
を
陶
本
屋
と
号
し

名
古
屋
に
分
派
し
尾
州
家
御
蔵
元
瀬
戸
物
問
屋
に
列
せ
し
め
四
男
達
平
を
江
戸
に
於
て
瀬
戸

物
販
売
店
を
開
か
し
む
」と
あ
る
よ
う
に
、
長
男
を
尾
張
藩
の
お
膝
元
で
あ
る
名
古
屋
に
、

四
男
を
江
戸
に
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
瀬
戸
の
陶
磁
器
を
商
う
商
人
と
し
て
活
動
さ
せ
た
。

そ
し
て「
文
政
八
年
業
を
三
男
藤
平
に
継
が
し
め
退
隠
せ
り
」と
あ
る
が
、
こ
の
達
平
こ
そ

井
上
良
斎
の
師
と
な
っ
た
三
代
川
本
治
兵
衛
で
あ
る（

7
）。

　
彼
は「
近
時
の
良
工
に
し
て
尾
州
家
の
御
窯
屋
に
列
せ
ら
れ
」る
な
ど
、
父
よ
り
引
き
続

い
て
藩
の
厚
遇
を
受
け
、「
瑠
璃
釉
」と
よ
ば
れ
る
釉
薬
を
中
心
に「
瀬
戸
青
華
磁
に
於
け
る

改
良
発
明
甚
多
く
益
を
後
世
に
遺
せ
し
事
実
に
算
ふ
る
に
遑
あ
ら
ず
」と
、
瀬
戸
磁
器
に
関

す
る
様
々
の
発
明
を
行
っ
た
と
あ
る（

8
）。
こ
の
よ
う
に
川
本
一
族
は
磁
器
に
関
す
る
尾
張

藩
の
御
用
窯
と
し
て
大
い
に
活
躍
を
見
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
瀬
戸
の
磁
器
生
産

を
主
導
す
る
立
場
が
災
い
し
、
後
に
彼
や
一
門
に
と
っ
て
の
苦
難
を
呼
ぶ
こ
と
に
も
な
る
。

　
井
上
良
斎
は
彼
の
弟
子
と
し
て
、
出
身
地
の
瀬
戸
で
教
え
を
受
け
、
師
に
同
道
し
て
、
同

じ
尾
張
国
の
犬
山
の
地
で
犬
山
焼
に
従
事
し
た
。『
日
本
近
世
窯
業
史
』は
嘉
永
年
間
の
犬
山

焼
に
お
け
る
川
本
治
兵
衛
の
関
与
を
述
べ
て
お
り
、「
下
り
て
嘉
永
年
中
に
及
び
、
瀬
戸
の

名
工
た
る
川
本
治
兵
衛
も
亦
此
地
に
来
り
、
南
京（
青
華
磁
器
）、
呉
洲（
青
華
炻
器
）、
青

磁
等
を
試
み
て
、
良
果
を
挙
げ
た
り
し
が
、
永
続
せ
ず
し
て
帰
り
去
れ
り
」と
、
青
華
の
磁

器
や
炻
器
を
手
掛
け
る
も
、
途
中
で
断
念
し
て
瀬
戸
へ
戻
っ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
そ
の
理
由

と
し
て「
此
際
治
兵
衛
は
、
瀬
戸
以
外
の
地
に
於
て
磁
器
を
製
せ
し
罪
に
よ
り
、
暫
く
入
獄

し
た
る
が
如
し
」（

9
）と
あ
り
、
犬
山
で
の
事
業
の
断
念
に
は
瀬
戸
で
の
産
業
保
護
政
策
に
反

し
、
他
所
で
窯
業
を
起
こ
し
た
治
兵
衛
へ
の
罰
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

　
こ
こ
で
語
ら
れ
た
尾
張
藩
の
保
護
政
策
と
は
、
藩
よ
り
陶
工
に
対
し
て
運
営
資
金
を
貸
し

付
け
る
と
い
う
も
の
だ
が
、
こ
れ
を「
保
護
政
策
」と
す
る
の
は
、
他
藩
の
商
人
な
ど
に
よ

る
窯
元
へ
の
融
資
と
そ
こ
で
生
じ
る
抜
け
荷
と
呼
ば
れ
る
密
貿
易
を
防
ぎ
、
技
術
の
藩
外
へ

の
流
出
を
阻
止
す
る
と
い
う
意
味
合
い
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
方
式
は
磁
器
生
産
の
時
代

に
な
る
と
荷
代
金
と
い
う
形
で
窯
元
に
対
し
て
貸
し
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
藩

の
蔵
に
納
め
る
作
品
に
対
す
る
対
価
と
し
て
払
わ
れ
た
も
の
だ
が
貸
し
付
け
の
形
で
、
そ
の

上
利
子
ま
で
取
ら
れ
て
い
た
と
い
う（
10
）。
こ
う
し
た
保
護
政
策
と
い
う
名
目
で
の
藩
へ
の

借
金
に
よ
っ
て
職
人
は
拘
束
さ
れ
て
お
り
、
尾
張
藩
の
外
で
の
大
名
商
人
と
の
自
由
な
取
引

を
求
め
る
の
は
あ
る
意
味
当
然
で
あ
っ
た
。

　
保
護
政
策
に
反
し
て
犬
山
で
窯
業
に
従
事
し
た
こ
と
で
治
兵
衛
は
入
獄
し
、
弟
子
で
あ
っ

た
良
斎
も
瀨
戸
を
出
る
こ
と
と
な
っ
た
。『
日
本
近
世
窯
業
史
』で
は「
又
治
兵
衛
の
同
伴
者

に
は
、
親
族
井
上
良
斎
も
あ
り
し
が
、
是
は
江
戸
に
逃
れ
て
貞
二
の
窯
に
入
り
、
後
更
に
橋

場
窯
に
従
事
し
た
り
」と
、
良
斎
の
江
戸
行
き
の
原
因
に
つ
い
て
、
保
護
条
例
に
反
し
て
の

犬
山
焼
で
の
従
事
と
、
そ
れ
に
よ
る
追
及
か
ら
逃
れ
る
た
め
だ
っ
た
と
述
べ
る（
11
）。
だ
が『
東

京
名
工
鑑
』に
は「
文
久
年
間
主
命
ニ
依
テ
下
谷
新
町
石
川
邸
内
ニ
転
シ
同
家
ノ
樂
焼
ヲ
造

ル
」と
あ
る
よ
う
に
、
良
斎
の
江
戸
出
府
を
主
命（
尾
張
徳
川
家
）だ
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
見
解
を
異
に
す
る
説
が
併
存
し
て
い
る（
12
）。

　

こ
れ
ら
様
々
な
治
兵
衛
の
事
跡
を
紹
介
し
た
後
で
、『
日
本
近
世
窯
業
史
』は
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。「
塐
仙
堂
は
瀬
戸
磁
器
の
研
究
改
良
上
に
於
け
る
第
一
の
名
工
に
し
て
、

兼
ね
て
事
業
経
営
の
志
望
に
も
富
み
た
れ
ば
、
自
身
は
美
濃
の
兼
山
に
赴
き
、
或
は
尾
張
の

犬
山
に
至
り
て
、
要
す
る
に
瀬
戸
以
外
に
製
陶
の
自
由
を
得
ん
と
欲
し
、
時
に
は
之
が
制
裁

を
受
け
し
が
如
く
な
る
も
、
尚
ほ
其
子
弟
及
び
門
人
を
し
て
、
各
地
に
工
業
並
に
商
業
上
の

新
運
動
を
試
み
し
め
た
る
も
の
あ
り
。
即
ち
製
造
上
に
於
て
は
、
親
族
貞
二
を
し
て
江
戸
四

谷
の
郊
外
に
開
窯
せ
し
め
、
又
門
人
政
兵
衛
を
し
て
下
谷
三
輪
の
地
に
築
窯
せ
し
め
た
る
が

上
に
、
商
業
上
に
於
て
も
亦
、
其
兄
弟
を
し
て
名
古
屋
及
び
江
戸
に
開
店
せ
し
む
る
な
ど
、

凡
そ
陶
磁
器
の
製
造
并
に
発
展
の
た
め
に
は
、
頗
る
努
力
を
費
せ
し
こ
と
、
他
の
瀬
戸
工
中

に
て
独
り
抜
群
の
勢
あ
る
を
見
る
べ
し
」（
13
）。
犬
山
を
始
め
と
し
た
自
身
の
開
窯
事
業
や
、

各
地
に
子
弟
を
派
遣
し
て
新
し
い
運
動
を
起
こ
さ
せ
た
一
連
の
治
兵
衛
の
活
動
は
、
文
中
の

「
瀬
戸
以
外
に
製
陶
の
自
由
を
得
ん
と
欲
し
」と
い
う
一
文
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
尾
張
藩

4



の
保
護
政
策
の
外
側
へ
と
活
動
の
場
所
を
求
め
る
こ
と
に
重
き
を
お
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う

な
彼
の
活
動
は
江
戸
に
お
い
て
も
花
開
い
て
お
り
、
治
兵
衛
の
門
弟
の
川
本
貞
二
が
開
窯
し

た
四
谷
窯
や
福
島
政
兵
衛
の
三
輪
窯
が
、
江
戸
に
お
け
る
良
斎
の
拠
点
と
な
っ
て
い
く
。

　
（
２
）川
本
貞
二
と
井
上
良
斎

　
江
戸
に
お
け
る
良
斎
の
動
向
に
は
川
本
貞
二（
別
名
友
四
郎
）（
？
―
一
八
五
五
？
）の
影

響
が
大
き
い
。
貞
二
は
川
本
治
兵
衛
の
甥
と
さ
れ
、
早
く
に
江
戸
に
出
て
四
谷
津
ノ
森
に
あ

る
高
須
藩
松
平
家
の
御
庭
焼
の
操
業
に
携
わ
っ
た
。『
日
本
近
世
窯
業
史
』の
引
用
す
る
明
治

四
十
四
年
の
島
田
惣
兵
衛
の
談
話
で
は
、「
貞
二
は
実
に
江
戸
磁
器
の
最
初
な
り
」と
そ
の

活
動
を
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「（
良
斎
は
）十
八
歳
の
時
に
出
府
し
て
、
貞
二
の
窯

に
入
り
、
同
所
に
て
陶
法
を
習
へ
り
」（
14
）と
良
斎
が
貞
二
に
作
陶
の
技
術
を
教
わ
っ
た
と
し
、

師
の
治
兵
衛
と
と
も
に
貞
二
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
部
分
に

つ
い
て
、
先
に
紹
介
し
た『
東
京
名
工
鑑
』で
は「
今
ヨ
リ
三
十
七
八
年
前
愛
知
瀬
戸
ニ
於
テ

開
業
シ
其
後
十
七
年
ヲ
経
タ
ル
頃
松
平
摂
津
候
ニ
徴
サ
レ
四
ツ
谷
邸
内
ニ
居
宅
ヲ
受
ケ
各
種

陶
磁
器
ヲ
製
ス
ル
」と
あ
り
、『
東
京
名
工
鑑
』に
記
さ
れ
た
当
時
の
良
斎
の
年
齢
よ
り
逆
算

す
る
と
、
十
四
、十
五
歳
で
瀬
戸
に
て
修
行
を
始
め
、
そ
の
十
七
年
後
の
三
十
歳
前
半
で
江

戸
に
出
た
こ
と
に
な
る
。
良
斎
が
一
八
歳
で
出
府
し
た
と
す
る『
日
本
近
世
窯
業
史
』の
島

田
惣
兵
衛
の
談
話
と
は
年
齢
に
十
年
以
上
の
開
き
が
生
じ
、
大
き
な
矛
盾
が
生
じ
る
。
島
田

は
良
斎
の
嘱
品
家
と
し
て
最
も
密
接
な
関
わ
り
を
し
た
商
人
で
あ
る
が
、
彼
の
談
話
は
明
治

後
期
段
階
で
の
回
顧
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
年
代
の
矛
盾
が
多
い
。
こ
こ
で
は
官
撰
の
東
京

名
工
鑑
の
説
に
則
っ
て
考
え
る
べ
き
か
。

　
さ
て
、
川
本
貞
二
の
技
法
に
つ
い
て
だ
が
、「
治
兵
衛
と
は
大
い
に
其
製
作
を
殊
に
し
、

人
物
、
翖
毛
の
置
物
等
を
作
り
、
其
妙
を
得
た
り
。
嘗
て
京
都
人
な
る
欣
古
堂
亀
助
と
い
ふ

細
工
師
を
聘
し
、
之
を
師
匠
と
せ
り
」（
15
）と
の
記
述
か
ら
、
人
形
な
ど
の
置
物
細
工
に
技
術

を
発
揮
し
て
い
た
事
が
わ
か
る
。
ま
た
、
彼
が
師
事
し
た
欣
古
堂
亀
助（
亀
祐
）と
い
う
人

物
は
、
京
都
を
中
心
に
活
躍
し
た
陶
工
で
奥
田
頴
川
に
作
陶
を
学
び
、
伏
見
の
人
形
屋
で
あ
っ

た
実
家
の
出
自
を
活
か
し
て
人
間
や
動
物
の
意
匠
が
あ
し
ら
わ
れ
た
作
品
を
手
が
け
た
。
さ

ら
に
兵
庫
県
の
三
田
焼
を
は
じ
め
、
各
地
の
藩
窯
の
操
業
に
関
わ
る
な
ど
幅
広
い
活
動
を
行
っ

て
い
た
。
貞
二
も
同
じ
く
人
形
な
ど
の
細
工
物
を
得
意
と
し
て
お
り
、
京
都
で
も
一
流
の
職

人
で
あ
っ
た
亀
助
の
技
術
を
吸
収
し
た
と
も
推
測
で
き
る
。

　
貞
二
の
薫
陶
を
受
け
た
井
上
良
斎
の「
色
絵
陶
磁
器
文
花
瓶
」と
い
う
作
品
は
、
黒
色
の

壺
の
周
囲
に
骨
と
う
品
の
モ
チ
ー
フ
を
配
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
釉
薬
が
掛
け
分
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
の
中
に
は
小
型
の
青
磁
花
瓶
も
含
ま
れ
て
お
り
、
良
斎
の

そ
れ
は
や
や
青
み
が
か
っ
た
釉
調
を
見
せ
て
い
る
。
そ
の
色
調
は
亀
助
の
興
し
た
三
田
焼
の

作
品
に
類
似
し
て
い
る
。
三
田
焼
で
は
青
磁
釉
に
よ
る
小
型
の
香
炉
や
角
皿
、
人
形
や
動
物

の
置
物
が
作
ら
れ
て
い
た
。
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
三
田
焼
に
見
ら
れ
る
亀
助
の
技
術
の

一
端
が
、
貞
二
を
通
じ
て
良
斎
に
ま
で
伝
わ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
亀
助
は
ま
た『
陶
器
指
南
』と
い
う
日
本
最
初
の
陶
磁
器
制
作
の
指
南
書
を
著
し
て
い
る
。

こ
れ
に
関
し
て
貞
二
の
関
与
を
明
治
期
の
陶
彫
作
家
で
あ
る
寺
内
真
一
が
著
し
た『
尾
張
瀬

戸
・
常
滑
陶
瓷
誌
』で
は「
貞
二
は
、
欣
古
堂
亀
祐
と
相
図
り
、
陶
器
指
南
と
云
ふ
書
を
著
し
、

陶
器
の
製
法
を
世
に
公
に
せ
ん
と
計
り
し
も
、
其
原
稿
は
官
よ
り
押
収
せ
ら
れ
し
と
な
り
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る（
16
）。
こ
れ
に
よ
る
と
師
の
治
兵
衛
に
よ
る
犬
山
へ
の
開
窯
と
同
様
に
、

藩
の
枠
を
超
え
て
磁
器
の
技
術
を
広
め
よ
う
と
図
っ
た
こ
と
が
、
尾
張
藩
の
瀬
戸
磁
器
産
業

の
保
護
方
針
に
反
し
、
原
稿
が
押
収
さ
れ
た
と
あ
る
。

　
貞
二
の
最
期
に
つ
い
て
も
こ
う
し
た
流
れ
の
中
に
あ
り
、「
新
宿
先
な
る
大
久
保
新
田
に

窯
を
築
き
、
瀬
戸
の
原
料
を
運
び
て
、
石
焼
を
製
造
せ
し
」と
あ
る
よ
う
に
、
大
久
保
新
田

で
瀬
戸
の
原
料
に
よ
る
磁
器
の
生
産
を
試
み
た
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
、「
尾
州
家
の
咎
む

る
所
と
な
り
、
遂
に
禁
錮
せ
ら
る
る
に
至
れ
り
と
い
ふ
」と
、
藩
に
よ
っ
て
禁
獄
さ
せ
ら
れ

た（
17
）。
そ
の
後
の
安
政
二
年（
一
八
五
五
）に
獄
死
し
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
る
が
、
同
じ

く
瀬
戸
地
域
出
身
の
陶
工
・
井
上
延
年
は
談
話
の
中
で
、「
江
戸
の
地
震
は
安
政
二
年
に
あ

り
。
而
し
て
貞
二
が
獄
中
に
て
焼
死
せ
る
」と
、
安
政
大
地
震
の
際
に
地
震
に
よ
る
出
火
に

巻
き
込
ま
れ
貞
二
が
焼
死
し
た
と
述
べ
て
い
る（
18
）。
さ
ら
に
貞
二
が
築
い
た
窯
自
体
も
こ

の
地
震
に
よ
っ
て
崩
壊
し
て
し
ま
い
、
江
戸
に
お
け
る
瀬
戸
の
磁
器
産
業
の
火
は
一
時
途
絶

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
（
3
）福
島
政
兵
衛
と
井
上
良
斎

　
貞
二
が
築
い
た
四
ツ
谷
の
窯
が
倒
壊
し
た
後
、
良
斎
は
下
谷
の
三
輪
窯
へ
と
移
る
。
こ
の

窯
は
亀
山
藩
の
石
川
家
の
邸
内
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
元
は
福
島
政
兵
衛（
？
―
？
）

5　　初代井上良斎と瀬戸の陶工 ―川本治兵衛門下による幕末から明治期のネットワークの形成について―



が
興
し
た
も
の
と
伝
わ
る
。
福
島
は
江
戸
の
人
で
、
尾
張
の
瀬
戸
を
訪
ね
川
本
治
兵
衛
の
門

に
入
り
、
陶
磁
器
制
作
の
技
術
を
学
ん
だ
。『
内
国
勧
業
博
覧
会
報
告
書
』に
紹
介
さ
れ
た
福

島
政
兵
衛
の
経
歴
に
よ
る
と
、
尾
張
か
ら
江
戸
に
戻
る
に
あ
た
っ
て
、
師
の
治
兵
衛
よ
り「
江

戸
は
百
工
の
淵
藪
な
り
。
而
し
て
古
よ
り
今
に
至
る
ま
で
、
未
だ
至
大
な
る
陶
業
を
興
せ
し

も
の
あ
る
を
聞
か
ず
。
余
夙
に
窯
を
江
戸
に
築
か
ん
と
欲
す
る
の
志
を
抱
く
も
、
歳
我
と
興

な
ら
ず
。
今
老
い
た
り
、
能
く
為
す
こ
と
な
し
。
汝
幸
に
江
戸
に
還
り
、
以
て
我
が
志
を
継

げ
」と
の
言
葉
と
と
も
に
、「
陶
術
書
数
巻
及
び
古
来
の
名
器
若
干
」を
託
さ
れ
た
と
す
る（
19
）。

そ
の
後
、
文
久
三
年（
一
八
六
三
）に
江
戸
・
三
輪
村
の
石
川
知
總（
い
し
か
わ
と
も
ふ
さ
）

の
邸
地
を
借
り
、
そ
の
中
に
巨
窯
を
築
き
、
各
地
の
陶
土
、
磁
土
を
購
求
し
て
陶
業
を
起
こ

し
た
。
こ
れ
ら
の
業
績
か
ら
福
島
は「
東
京
磁
器
の
鼻
祖
」と
も
さ
れ
た
と
い
う
。

　
福
島
政
兵
衛
は
三
輪
窯
で
の
磁
器
生
産
に
お
い
て
、
後
に
宮
川
香
山
も
使
用
す
る
伊
豆
天

城
山
の
土
を
手
に
入
れ
て
用
い
る
な
ど
様
々
な
工
夫
を
重
ね
る
も
、
築
窯
の
た
め
に
借
用
し

た
土
地
を
持
ち
主
に
返
却
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
志
半
ば
で
廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
と
い
う
。『
東
京
名
工
鑑
』で
は
良
斎
が
文
久
年
間
に
石
川
邸
の
窯
で
楽
焼
に
従
事
し
た
と

あ
る
が
、
こ
れ
が
福
島
政
兵
衛
の
下
で
の
こ
と
な
の
か
、
あ
る
い
は
福
島
が
去
っ
て
の
ち
の

こ
と
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
島
田
惣
兵
衛
の
談
話
で
は
、「
三
輪
窯
に
て
は
磁
器
を
作
ら

ず
」と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
良
斎
が
従
事
し
た
時
期
に
は
三
輪
窯
で
磁
器
生
産
を
行
う
こ

と
は
出
来
な
か
っ
た
事
実
を
述
べ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
も
政
兵
衛
退

去
後
の
三
輪
窯
に
良
斎
が
移
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
時
期

の
動
向
に
つ
い
て
は「
此
前
後
数
窯
の
間
に
出
入
せ
し
井
上
良
斎
の
経
過
順
序
は
、
頗
る
複

雑
な
る
変
化
あ
る
に
似
た
る
も
、
要
す
る
に
貞
二
窯
よ
り
三
輪
窯
に
移
り
、
更
に
竹
本
窯
よ

り
橋
場
窯
に
来
れ
る
も
の
の
如
し
」と
、『
日
本
近
世
窯
業
史
』も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
不

明
な
点
が
多
い
の
が
実
状
で
あ
る（
20
）。
こ
こ
で
は
良
斎
は
三
輪
窯
で
の
従
事
の
後
に
、
竹
本

要
蔵
・
隼
太
父
子
が
営
む
竹
本
窯
へ
の
移
動
が
あ
り
、
そ
の
後
に
島
田
惣
兵
衛
と
と
も
に
橋

場
窯
へ
移
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
の
際
に「
殊
に
此
間
に
あ
り
て
、
藩
主
等
の
保
護
窯
よ
り
、

漸
く
民
営
の
自
由
経
営
に
進
め
る
は
、
最
も
注
目
す
べ
き
点
た
り
」と
あ
る
よ
う
に
、
尾
張

藩
と
そ
の
支
藩
で
あ
る
犬
山
藩
、
高
須
藩
さ
ら
に
亀
山
藩
と
い
っ
た「
藩
主
等
の
保
護
窯
」か

ら
、
竹
本
親
子
の
竹
本
窯
、
島
田
惣
兵
衛
が
用
意
し
た
橋
場
窯
と
い
っ
た「
民
営
の
自
由
経

営
」の
窯
へ
と
拠
点
を
移
し
て
い
る
点
に
も
触
れ
、
時
代
の
変
化
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る（
21
）。

　
こ
こ
ま
で
江
戸
期
の
良
斎
と
瀨
戸
系
の
職
人
の
関
係
を
見
て
き
た
が
、
良
斎
の
窯
場
の
移

動
に
は
、
尾
張
徳
川
家
の
磁
器
産
業
の
保
護
政
策
下
に
抗
し
た
、
川
本
治
兵
衛
と
そ
の
門
下

へ
の
迫
害
に
起
因
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
尾
張
藩
に
従
属
し
、
補
佐
的
な
立
場
に
あ
っ

た
犬
山
藩
に
お
け
る
窯
業
従
事
は
尾
張
藩
の
取
り
締
ま
り
対
象
と
な
っ
た
の
に
対
し
、
高
須

藩
の
松
平
家
や
亀
山
藩
の
石
川
家
へ
の
移
動
に
つ
い
て
は
咎
め
を
受
け
た
形
跡
は
見
ら
れ
な

い
。
こ
れ
に
は
高
須
藩
が
尾
張
の
支
藩
で
あ
っ
た
上
に
幕
末
の
尾
張
藩
主
は
高
須
松
平
家
よ

り
出
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
移
動
に
際
し
て
尾
張
藩
の
承
諾
が
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
理

由
で
あ
ろ
う
が
、
亀
山
藩
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
の
調
査
を
待
ち
た
い
。

　
江
戸
出
府
後
の
良
斎
の
活
動
は
、
川
本
貞
二
の
高
須
松
平
家
、
福
島
政
兵
衛
の
亀
山
石
川

家
の
三
輪
窯
と
、
師
・
川
本
治
兵
衛
の
弟
子
筋
の
築
窯
し
た
場
所
を
中
心
に
移
動
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
川
本
治
兵
衛
の
縁
に
連
な
る
瀬
戸
の
人
脈
と
良
斎
と
の
関
係

は
明
治
以
降
も
続
い
て
い
く
。

第
三
章　
明
治
以
降
の
初
代
井
上
良
斎
と
瀬
戸
の
陶
工

　
江
戸
末
期
の
良
斎
は
、
川
本
治
兵
衛
門
下
の
職
人
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
窯
場
を
中
心
に
窯

業
を
行
っ
て
い
た
が
、
明
治
維
新
以
後
は
浅
草
の
橋
場
窯
に
拠
点
を
定
め
て
、
治
兵
衛
門
下

の
東
京
に
お
け
る
中
心
人
物
と
し
て
、
上
京
し
た
瀬
戸
の
陶
工
た
ち
に
様
々
な
便
宜
を
図
る

よ
う
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
は
明
治
期
に
お
け
る
彼
の
動
向
と
、
彼
に
関
与
し
た
瀬
戸
の
職
人

に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

　
三
輪
窯
、
竹
本
窯
と
渡
り
歩
い
た
の
ち
に
、
島
田
惣
兵
衛
の
手
引
き
で
浅
草
の
橋
場
町
に

開
窯
し
た
良
斎
だ
が
、
初
期
の
橋
場
窯
で
は
磁
器
の
制
作
が
困
難
で
あ
り
、
三
輪
窯
で
の
延

長
で
陶
器
を
中
心
に
生
産
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
一
例
と
し
て
、
瀬
戸
の
陶
工
・

加
藤
友
太
郎
と
良
斎
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

　　
（
1
）加
藤
友
太
郎
と
三
代
目
松
風
嘉
定
と
の
関
係

　
明
治
を
代
表
的
す
る
陶
工
の
ひ
と
り
で
あ
る
加
藤
友
太
郎（
一
八
五
一
―
一
九
一
六
）は
、

瀬
戸
の
窯
元
・
加
藤
與
八
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
維
新
後
の
明
治
六
年（
一
八
七
三
）に

6



上
京
し
、
良
斎
に
入
門
す
る
。
彼
の
伝
記
に「
明
治
六
年
単
身
郷
里
を
去
て
帝
都
に
出
て
窯

業
家
井
上
良
斎
の
門
に
入
り
し
も
専
ら
樂
焼
を
主
と
す
る
所
に
し
て
自
家
の
志
す
本
窯
を
研

究
す
る
に
便
な
ら
ず
間
な
く
勧
業
寮
の
洋
法
陶
器
試
験
場
に
入
り
精
励
勤
苦
明
治
九
年
九
月

石
膏
模
型
科
第
一
期
を
卒
業
せ
り
」と
あ
る
よ
う
に
、
最
初
に
入
っ
た
良
斎
の
窯
が「
専
ら

樂
焼
を
主
と
す
る
所
に
し
て
本
窯
を
研
究
す
る
に
便
な
ら
ず
」と
あ
り
、
こ
れ
は
三
輪
窯
よ

り
引
き
続
い
て
陶
器
に
よ
る
楽
焼
を
主
と
し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

環
境
が
、
友
太
郎
が
取
り
組
も
う
と
し
て
い
た「
本
窯
を
研
究
す
る
」、
す
な
わ
ち
磁
器
の

制
作
に
適
さ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
良
斎
の
も
と
を
出
て
勧
業
寮
に
入
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て

い
る（
22
）。

　
そ
の
後
の
友
太
郎
だ
が
、
明
治
期
の
日
本
陶
芸
を
牽
引
し
た
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ワ
グ
ネ

ル（
23
）に
協
力
し
て
江
戸
川
製
陶
所
に
働
き
、
独
立
の
後
は
内
国
勧
業
博
覧
会
及
び
各
国
で

の
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
多
数
の
受
賞
を
重
ね
る
な
ど
、
東
京
の
陶
工
の
中
心
的
な
存
在
と

し
て
頭
角
を
現
し
て
い
っ
た
。
友
太
郎
が
良
斎
の
下
で
窯
業
に
従
事
し
て
い
た
期
間
は
わ
ず

か
で
あ
っ
た
も
の
の
、
瀬
戸
の
作
家
の
間
で
の
良
斎
の
声
望
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
れ
と
似
た
ケ
ー
ス
が
井
上
延
年
の
子
息
・
三
代
目
松
風
嘉
定（
一
八
七
一
―
一
九
二
八
）

に
も
見
ら
れ
る
。
彼
の
父
・
井
上
延
年（
一
八
四
二
―
一
九
一
四
）も
ま
た
瀬
戸
出
身
の
陶

工
で
、
幼
少
よ
り
川
本
治
兵
衛
の
門
下
に
入
る
。
先
述
し
た『
日
本
近
世
窯
業
史
』で
川
本

貞
二
の
死
に
つ
い
て
も
語
る
な
ど
、
治
兵
衛
門
下
と
の
関
わ
り
も
深
か
っ
た
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
。
延
年
は
明
治
二
十
年
に
友
人
で
治
兵
衛
の
相
弟
子
の
二
代
目
松
風
嘉
定
の
誘
い
を
受

け
て
京
都
に
移
住
し
、
延
年
の
息
子
が
後
に
二
代
目
嘉
定
の
養
子
と
し
て
三
代
目
の
名
を
継

い
だ
。
彼
ら
は
瀬
戸
の
技
術
を
京
都
に
導
入
し
て
、
西
欧
へ
の
輸
出
陶
磁
を
制
作
、
森
村
組

（
現
在
の
ノ
リ
タ
ケ
の
ル
ー
ツ
）か
ら
受
注
を
受
け
て
の
洋
食
器
生
産
に
も
携
わ
っ
た
。
興

し
た
会
社
は
現
在
で
も「
松
風
」の
名
で
人
工
歯
を
始
め
と
す
る
歯
科
材
料
メ
ー
カ
ー
と
し

て
続
い
て
い
る
。

　
こ
の
三
代
目
嘉
定
は
瀬
戸
美
術
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
一
時
浅
草
の
良
斎
の
元
に
行
き
、

彼
の
家
に
滞
在
し
な
が
ら
英
語
や
漢
文
の
勉
強
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
嘉
定
の
作
風
に
つ
い

て
娘
婿
の
藤
岡
幸
二
が
編
纂
し
た『
聴
松
庵
主
人
伝
』や『
京 

焼
百
年
の
歩
み
』に
よ
れ
ば
、

「
明
治
二
十
九
年
こ
ろ
磁
器
の
表
面
の
図
柄
を
盛
り
上
げ
に
よ
り
付
着
さ
せ
る
方
法
を
考
案

し「
都
盛
」と
名
付
け
た
釉
下
彩
の
陶
磁
器
で
名
声
を
得
て
い
た
」と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
技
法

は
良
斎
が
得
意
と
し
た
盛
上
の
技
法
と
共
通
し
て
お
り
、
良
斎
か
ら
直
接
的
に
陶
技
の
指
導

を
受
け
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
加
藤
友
太
郎
や
松
風
嘉
定
の
例
を
見
る
と
、
多
く
の
瀬
戸
の
陶
工
が
、

東
京
に
遊
学
す
る
際
に
良
斎
を
頼
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
多
く

が
川
本
治
兵
衛
の
門
下
に
属
し
て
お
り
、
同
様
の
傾
向
は
次
に
述
べ
る
二
代
井
上
良
斎
に
つ

い
て
も
い
え
る
。

　
（
２
）二
代
井
上
良
斎（
四
代
川
本
治
兵
衛
）と
そ
の
周
辺

　
良
斎
を
始
め
多
く
の
瀬
戸
の
陶
工
の
師
で
あ
っ
た
川
本
治
兵
衛
は
、
明
治
を
迎
え
る
こ
と

な
く
慶
応
二
年（
一
八
六
六
）五
月
に
没
す
る
。
彼
の
跡
を
継
い
だ
の
が
実
子
の
勝
三
郎
の

ち
の
二
代
井
上
良
斎（
一
八
四
五
―
一
九
〇
五
）で
あ
る
。『
尾
張
の
花
』に
よ
れ
ば
、「
次
男

勝
三
郎
は
幼
に
し
て
業
を
承
か
し
む
る
能
は
ず
故
に
親
族
川
本
半
助
加
藤
五
助
等
に
法
を
遺

し
伝
へ
て
慶
応
二
寅
年
五
月
没
す
」と
あ
る
よ
う
に
、
勝
三
郎
が
幼
少
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

治
兵
衛
の
親
族
で
陶
工
の
川
本
半
助
と
加
藤
五
助
の
両
名
を
後
見
人
と
し
て
立
て
た（
24
）。

　
こ
の
両
名
は
瀬
戸
在
住
の
職
人
の
中
で
も
筆
頭
に
上
が
る
名
工
で
、
良
斎
と
並
ん
で
内
国

勧
業
博
覧
会
や
万
国
博
覧
会
へ
多
く
の
作
品
を
出
品
し
て
い
る
。「
川
本
半
助
加
藤
五
助
は

遺
子
勝
三
郎
を
養
育
し
て
塐
仙
堂
の
遺
法
を
移
し
成
長
の
後
第
三
世
治
兵
衛
と
し
て
業
を
興

さ
し
め
し
も
故
あ
り
て
東
京
に
移
り
業
を
営
む
現
時
の
人
な
り
」と
あ
り
、
彼
ら
の
指
導
の

も
と
に
四
代
治
兵
衛
と
し
て
襲
名
す
る
も
、
諸
般
の
事
情
に
よ
っ
て
明
治
八
年（
一
八
七
五
）

に
東
京
に
居
を
移
し
た
と
す
る（
25
）。
そ
の
場
所
が
良
斎
の
活
動
拠
点
の
浅
草
橋
場
窯
で
あ
り
、

三
代
治
兵
衛
は
良
斎
の
婿
と
な
り
、
襲
名
し
て
二
代
井
上
良
斎（
井
上
治
兵
衛
）と
名
乗
り
、

そ
の
業
を
継
い
だ
。
そ
の
後
の
二
代
良
斎
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、
同
十
年（
一
八
七
七
）

第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
磁
器
の
大
花
瓶
を
出
品
し
て
花
紋
賞
牌
を
授
与
さ
れ
、
十
四
年

（
一
八
八
一
）の
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
も
作
品
を
出
品
す
る
。
二
十
六
年（
一
八
九
三
）

に
は
シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
万
国
博
覧
会
に
出
品
し
、
二
十
八
年（
一
八
九
五
）の
第
四
回

内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
出
品
作
は
宮
内
庁
の
買
上
と
な
る
。
ま
た
日
本
美
術
協
会
美
術
展
覧

会
に
お
い
て
も
毎
年
の
よ
う
に
受
賞
を
重
ね
る
な
ど
、
瀬
戸
、
東
京
の
み
な
ら
ず
明
治
の
陶

工
の
中
核
を
担
う
存
在
と
な
っ
た
。
二
代
良
斎
の
瀬
戸
か
ら
東
京
へ
移
る
流
れ
は
、
加
藤
友

太
郎
、
三
代
松
風
嘉
定
と
い
っ
た
明
治
初
期
の
瀬
戸
の
若
い
世
代
と
共
通
し
て
お
り
、
特
に

7　　初代井上良斎と瀬戸の陶工 ―川本治兵衛門下による幕末から明治期のネットワークの形成について―



彼
の
場
合
は
良
斎
の
養
子
と
し
て
そ
の
業
を
継
ぐ
に
ま
で
至
っ
た
。

　

東
京
に
移
っ
た
こ
と
で
二
代
良
斎
と
、
彼
を
扶
育
し
た
加
藤
五
助（
一
八
三
九
―

一
九
〇
五
）ら
の
関
係
が
絶
た
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
二
代
良
斎
が
黄
料
と
呼
ば
れ
る
磁
器

の
釉
下
彩
に
用
い
る
黄
色
絵
具
の
素
材
を
美
濃
に
探
し
求
め
た
時
、
瀬
戸
の
五
助
宅
に
投
宿

し
て
お
り
、
そ
こ
で
彼
か
ら
黄
料
を
分
け
て
も
ら
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が『
尾
張
瀬
戸
・
常
滑

陶
瓷
誌
』に
紹
介
さ
れ
て
い
る（
26
）。
こ
の
加
藤
五
助
の
家
も
瀬
戸
に
お
い
て
代
々
窯
業
に
携

わ
っ
て
お
り
、
本
稿
で
紹
介
し
て
い
る
の
は
四
代
に
当
た
る
。
彼
は
、「
青
磁
等
の
釉
に
白

磁
の
浮
上
紋
様
を
描
出
し
た
る
器
に
し
て
頗
る
優
美
繊
妙
」な
製
品
を
得
意
と
し
た
。
器
面

表
現
を
浮
き
上
げ
る
技
法
と
い
う
点
で
は
初
代
良
斎
と
も
共
通
し
て
お
り
、
興
味
深
い
。
ま

た
、
陶
器
商
・
島
田
惣
兵
衛
と
も
取
引
が
あ
り
、
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
は
島
田
が
嘱

品
家
と
し
て
、
初
代
良
斎
や
加
藤
友
太
郎
の
作
品
と
併
せ
て
五
助
の
も
の
を
出
品
し
て
い

る（
27
）。

　
こ
う
し
た
瀬
戸
の
陶
工
の
共
通
点
は
そ
れ
ぞ
れ
の
号
に
も
現
れ
て
い
る
。
加
藤
五
助
は
自

身
を「
陶
玉
園
」と
号
し
て
お
り
、
加
藤
友
太
郎
は
明
治
十
六
年（
一
八
八
三
）に
独
立
、
開

窯
し
た
際
に
自
身
の
名
を
採
り「
友
玉
園
」と
称
し
て
い
た
。
そ
し
て
初
代
良
斎
に
つ
い
て

は
東
京
名
工
鑑
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
業
名
を「
東
玉
園
良
斎
」と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々

に
共
通
す
る「
玉
」の
字
は
磁
器
を
生
産
す
る
窯
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ

も
彼
ら
の
師
で
あ
る
三
代
川
本
治
兵
衛
も
魁
玉
園
を
名
乗
っ
て
お
り
、
治
兵
衛
門
下
に
共
通

し
て
見
ら
れ
る
と
い
う
点
で
も
興
味
深
い（
28
）。

　
明
治
以
降
、
瀬
戸
の
職
人
の
活
動
が
東
京
、
京
都
な
ど
に
広
が
り
を
見
せ
る
原
因
に
、
廃

藩
置
県
に
よ
っ
て
尾
張
藩
に
よ
る
瀬
戸
技
術
の
保
護
政
策
が
解
か
れ
た
と
い
う
点
に
求
め
ら

れ
よ
う
。
こ
う
し
た
動
き
の
中
で
江
戸
期
よ
り
東
京
に
お
い
て
継
続
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

た
良
斎
を
頼
り
、
加
藤
友
太
郎
や
三
代
松
風
嘉
定
な
ど
多
く
の
人
材
が
瀬
戸
よ
り
上
京
し
て

い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
材
が
内
国
勧
業
博
覧
会
や
万
国
博
覧
会
に
出
品
を
重
ね
る
な
ど
国
内

外
を
問
わ
ず
に
活
躍
し
、
明
治
の
輸
出
陶
磁
器
を
牽
引
す
る
こ
と
に
な
る
。
江
戸
時
代
の
瀬

戸
の
磁
器
産
業
を
牽
引
し
た
川
本
治
兵
衛
の
血
筋
も
、
四
代
次
兵
衛
が
二
代
良
斎
と
な
り
瀬

戸
よ
り
東
京
に
移
る
。
二
代
良
斎
は
彼
の
娘
婿
に
川
本
の
名
を
継
が
せ
、
塐
仙
堂
の
系
譜
は

関
東
に
お
い
て
続
い
て
い
く
。

　
日
本
の
近
代
陶
芸
に
お
け
る
初
代
良
斎
の
事
跡
に
つ
い
て
、
従
来
は
作
品
の
質
と
海
外
で

の
声
望
の
高
さ
か
ら
評
価
を
受
け
て
き
た
。
こ
う
し
た
点
に
加
え
、
明
治
期
に
瀬
戸
か
ら
東

京
へ
と
多
く
の
人
材
を
呼
び
、
輸
出
陶
磁
器
の
産
地
し
て
の「
東
京
」の
発
展
を
促
し
た
と

い
う
点
か
ら
も
、
彼
の
役
割
は
見
直
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
初
代
良
斎
の
事
績
を
、
瀬
戸
の
陶
工
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
見
て
き
た
。
江
戸

時
代
の
彼
の
事
業
は
、
川
本
治
兵
衛
門
下
の
瀬
戸
系
陶
工
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
頼
っ
て
為
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
関
係
は
明
治
以
降
で
は
、
良
斎
を
軸
と
し
て
東
京
に
お
い
て
続
い
て
い
く

こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
う
し
た
川
本
治
兵
衛
門
下
の
広
範
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
遡
れ
ば
三

代
川
本
治
兵
衛
の
父
で
あ
る
二
代
の
頃
よ
り
見
ら
れ
、
二
代
が
自
身
の
子
弟
を
尾
張
や
江
戸

の
陶
器
商
と
し
て
活
動
さ
せ
て
い
た
。
三
代
治
兵
衛
や
そ
の
門
下
の
活
動
も
前
代
か
ら
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
継
承
し
た
も
の
で
、
初
代
良
斎
の
江
戸
に
お
け
る
活
動
も
、
こ
う
し
た
流
れ
の

延
長
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
明
治
の
輸
出
陶
磁
器
の
動
静
に
つ
い

て
、
同
時
代
の
流
れ
を
追
う
こ
と
は
重
要
だ
が
、
そ
れ
と
共
に
、
江
戸
時
代
よ
り
継
続
す
る

要
素
に
つ
い
て
も
掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
の
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
視
点
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
良
斎
を
支
援
し
、
そ
の
販
売
や
内
国
勧
業
博
覧
会
へ
の
出
品
も
手

が
け
た
島
田
惣
兵
衛
が
こ
う
し
た
瀬
戸
職
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ど
の
よ
う
な
形
で
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
の
か
と
い
う
点
も
含
め
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
調
査
を
続
け
て
い
き
た
い
。

註（
1
）　 
良
斎
の
出
身
地
で
あ
る
愛
知
県
瀬
戸
地
方
は
中
世
か
ら
現
代
ま
で
続
く
伝
統
的
な
や
き
も
の
の
産

地
で
、
こ
の
地
方
で
作
ら
れ
る
や
き
も
の
を
総
称
し
て
瀬
戸
焼
と
い
う
。

（
2
）　
東
京
府
勧
業
課
編　
『
東
京
名
工
鑑
』　
一
八
七
九
年　
有
隣
堂　
九
〜
一
二
頁

（
3
）　 

飯
田
将
吾「
初
代
井
上
良
斎
と
そ
の
周
辺
」『
神
業
ニ
ッ
ポ
ン　
明
治
の
や
き
も
の　
幻
の
横
浜
焼
・

東
京
焼　
論
考
集
』四
六
頁
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（
4
）　
前
掲
書（
註
3
）四
六
頁

（
5
）　 
大
日
本
窯
業
協
会
編　
『
日
本
近
世
窯
業
史
』　

一
九
二
二
年　

大
日
本
窯
業
協
会　

七
四
四
〜

七
四
五
頁

（
6
）　 

良
斎
が
用
い
た
原
料
の
中
で
も「
天
草
土
」と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
天
草
陶
石
の
こ
と
だ
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
佐
賀
県
の
有
田
焼
で
用
い
ら
れ
る
磁
器
の
原
料
だ
が
、
他
の
産
地
で
用
い
ら

れ
た
例
と
し
て
は
か
な
り
早
い
も
の
と
な
る
。

（
7
）　
瀬
戸
陶
磁
工
商
同
業
組
合『
尾
張
の
花　
鳥
』　
一
九
二
〇
年　
瀬
戸
陶
磁
工
商
同
業
組
合　
一
九
頁

（
8
）　
前
掲
書（
註
7
）　
二
〇
頁

（
9
）　
前
掲
書（
註
5
）　
三
五
五
頁

（
10
）　
瀬
戸
市
史
編
纂
委
員
会　
『
瀬
戸
市
史
』　
一
九
六
七
年　
第
一
法
規
出
版　
一
五
六
頁

（
11
）　
前
掲
書（
註
5
）　
三
五
五
頁

（
12
）　
前
掲
書（
註
2
）　
一
一
頁

（
13
）　
前
掲
書（
註
5
）　
三
四
七
頁

（
14
）　
前
掲
書（
註
5
）　
七
四
二
頁

（
15
）　
寺
内
真
一『
尾
張
瀬
戸
・
常
滑
陶
瓷
誌
』　
一
九
三
七
年　
学
芸
書
院　
四
八
頁

（
16
）　
前
掲
書（
註
15
）　
四
八
頁

（
17
）　
前
掲
書（
註
15
）　
四
八
頁

（
18
）　 

貞
二
の
最
期
に
つ
い
て
は
延
年
の
談
話
以
外
に
も
諸
説
あ
り
、
出
獄
し
て
の
ち
に
亡
く
な
っ
た
と

す
る
も
の
も
あ
る
。

（
19
）　 『
明
治
十
年
内
国
勧
業
博
覧
会
報
告
書
．
陶
磁
，
蒔
絵
，
繍
綵
』　

一
八
七
八
年　

内
国
勧
業
博
覧

会　
二
頁

（
20
）　
前
掲
書（
註
5
）　
七
四
六
頁

（
21
）　
前
掲
書（
註
5
）　
七
四
七
頁

（
22
）　 

福
井
常
静「
我
國
に
於
け
る
洋
式
窯
の
開
祖
友
玉
園
加
藤
製
陶
所
の
起
源
」『
大
日
本
窯
業
協
会
雑
誌
』

四
七
四
号　
一
九
三
二
年　
三
八
一
頁

（
23
）　 

ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ワ
グ
ネ
ル（
一
八
三
一
―
一
八
九
二
）。
ド
イ
ツ
出
身
の
お
雇
い
外
国
人
と
し
て
、

明
治
期
の
日
本
の
窯
業
技
術
の
発
展
に
尽
力
す
る
。
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
で
は
日
本
の
出
品
顧

問
と
し
て
関
わ
り
、
多
く
の
作
品
を
海
外
に
紹
介
し
た
。

（
24
）　
前
掲
書（
註
7
）　
二
〇
頁

（
25
）　 

前
掲
書（
註
7
）　
二
〇
頁
こ
こ
で
は「
三
世
治
兵
衛
」と
あ
る
が
、
四
代
が
正
し
い
。
彼
の
東
京
へ

の
移
住
、
お
よ
び
良
斎
へ
の
弟
子
入
り
に
つ
い
て
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
尾
張
藩
の
御
用
窯
師
と

し
て
の
立
場
を
失
っ
て
廃
窯
寸
前
と
な
っ
た
た
め
、
瀬
戸
よ
り
東
京
に
移
っ
た
と
の
説
も
あ
る
。

（
26
）　 

前
掲
書（
註
15
）一
八
四
頁「
黄
料
と
治
兵
衛
」と
い
う
項
目
で
は
、
明
治
二
十
九
年
の
事
と
し
て
こ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
伝
え
て
い
る
。

（
27
）　
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局『
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録　
第
三
回
』　
一
八
九
〇
年
、
二
四
頁

（
28
）　 

瀨
戸
系
の
窯
で
は
こ
れ
ら
の
例
の
他
に
情
玉
園（
小
崎
香
山
）、
宝
玉
園（
加
藤
仙
八
）等
が
見
ら
れ

る
が
、
こ
れ
ら
の
職
人
と
川
本
治
兵
衛
の
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
。
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編　
『
東
京
名
工
鑑
』　
一
八
七
九
年　
有
隣
堂

内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局『
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
目
録　
第
三
回
』一
八
九
〇
年

瀬
戸
陶
磁
工
商
同
業
組
合『
尾
張
の
花
』鳥　
一
九
二
〇
年　
瀬
戸
陶
磁
工
商
同
業
組
合

大
日
本
窯
業
協
会
編　
『
日
本
近
世
窯
業
史
』　
一
九
二
二
年　
大
日
本
窯
業
協
会

寺
内
真
一『
尾
張
瀬
戸
・
常
滑
陶
瓷
誌
』　
一
九
三
七
年　
学
芸
書
院

覧
田
力
蔵『
日
本
陶
工
傳（
三
）』　
一
九
三
八
年　
雄
山
閣
出
版　

瀬
戸
市
史
編
纂
委
員
会　
『
瀬
戸
市
史
』　
一
九
六
七
年　
第
一
法
規
出
版

『
現
代
日
本
の
陶
芸
第
一
巻　
現
代
陶
芸
の
あ
け
ぼ
の
』　
一
九
八
五
年　
講
談
社

黒
田
和
哉「
近
世
の
茶
碗（
81
）魁
翠
園
焼
」『
陶
説
４
９
０
』 　
一
九
九
四
年

今
村
嘉
宣「
松
風
の
創
業
者　
松
風
嘉
定
に
つ
い
て　
美
術
陶
磁
器
か
ら
人
工
陶
歯
ま
で
」『
一

般
社
団
法
人
国
際
歯
科
学
士
会
日
本
部
会
雑
誌 

46（
1
）』　
二
〇
一
五
年

9　　初代井上良斎と瀬戸の陶工 ―川本治兵衛門下による幕末から明治期のネットワークの形成について―



陶
芸
の
現
代
史
叙
説

 

茨
城
県
陶
芸
美
術
館　
館
長　

金
子
賢
治

は
じ
め
に

　
陶
芸
は
工
芸
で
あ
る
。
工
芸
と
は「
素
材
の
プ
ロ
セ
ス
に
沿
っ
て
自
分
の
形
を
作
り
出
す
、

即
ち
自
己
を
表
現
す
る
」近
代
美
術
の
一
分
野
で
あ
る
。
し
か
し
工
芸
の
分
野
は
実
に
幅
広

く
、
変
化
に
富
む
。
土
は
形
を
作
れ
る
が
漆
は
塗
料
で
あ
る
。
自
ず
と
造
形
思
考
に
も
違
い

が
出
て
く
る
。
一
方
は
土
の
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
に「
形
の
意
識
」を
注
ぎ
込
む
。
も
う
一
方

は
形（
ボ
デ
ィ
ー
）を
ま
ず
異
素
材
で
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
形
を
い
か
に
作
る
か
。

そ
こ
か
ら「
漆
が
喚
起
す
る
形
」と
い
う
方
法
を
編
み
出
し
た
。

　
そ
の
事
情
は
素
材
の
数
だ
け
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
多
様
性
に
目
が
眩
ん

で
、
し
ば
し
ば
遭
遇
す
る
言
説
が「
私
は
陶
芸
を
問
題
に
し
て
い
る
の
で
、
工
芸
を
問
題
に

し
て
い
る
の
で
は
な
い
」「
私
は
陶
芸
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
の
で
、
工
芸
に
つ
い
て
で
は

な
い
」と
言
う
断
定
で
あ
る
。
正
確
に
は
断
定
的
混
乱
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
混
乱
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
種
の
発
言
に
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
共
通
し
て
い
る
の

が「
陶
芸
と
は
何
か
」「
工
芸
と
は
何
か
」を
問
い
、
そ
の
後
に「
陶
芸
で
あ
っ
て
、
工
芸
で

は
な
い
」と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
一
〇
〇
％
、
論
理
の
対
義
語
で
あ
る

情
緒
に
過
ぎ
な
い
。

　
そ
こ
か
ら
脱
す
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
方
法
は
鑑
賞
で
は
な
く
創
造
の
相
で
事
態
を
捉

え
直
す
こ
と
で
あ
る
。
素
材
が
違
う
と
か
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
が
全
く
違
う
様
子
を
し
て

い
て
違
和
感
が
あ
る
と
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
作
家
が
作
る
と
き
に
何
を
な
し
て
い
る

か
、
何
を
考
え
た
か
と
い
う
こ
と
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が「
素

材
の
プ
ロ
セ
ス
に
沿
う
」で
あ
り
、
そ
れ
は
如
何
に
素
材
が
違
お
う
と
共
通
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
「
工
芸
＝
用
＋
美
」な
ど
と
い
う
明
治
の
産
業
工
芸
観
が
未
だ
に
一
人
前
の
顔
を
し
て
居

座
っ
て
い
る
の
が
現
代
。
し
か
し
現
実
は
そ
こ
か
ら
か
な
り
遠
く
へ
来
て
い
る
。
そ
こ
を「
陶

芸（
な
い
し
工
芸
）の
現
代
」と
し
て
捉
え
よ
う
と
い
う
の
が
主
題
で
あ
る
。

Ⅰ
．「
陶
芸
の
現
代
史
」ス
テ
ッ
プ
１

　
　
美
術
の
応
用
：
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
美
術
工
芸
」

（
１
）発
端
―「
三
つ
の
工
芸
」

　
単
な
る
手
作
り
産
業
と
し
て
出
発
し
た
近
代
工
芸
は
、
一
方
で
は
機
械
工
業
化
を
背
景
と

し
た
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
進
展
し（
明
治
初
期
〜
）、
他
方
で
近
代
的
な
意
味
で
の
個
人
作
家

に
よ
る
、
絵
画
や
彫
刻
を
作
る
の
と
同
じ
よ
う
に
工
芸
品
を
作
ろ
う
と
す
る
芸
術
と
し
て
の

工
芸
制
作
、「
表
現
の
工
芸
」に
発
展
し
た（
大
正
中
頃
〜
）。
そ
し
て
二
十
世
紀
を
通
じ
て

　

    

① 

手
作
り
産
業
と
し
て
の
工
芸（
＝
手
工
業
、
産
業
工
芸
）

　

    

② 

モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
系
譜
と
し
て
の
産
業
デ
ザ
イ
ン

　

    

③ 

個
人
作
家
に
よ
る「
表
現
の
工
芸
」

と
い
う
三
つ
の
工
芸
と
し
て
現
象
し
た
の
で
あ
る
。

　
①
の
代
表
的
な
も
の
が
経
産
省
所
管
の
伝
統
的
工
芸
品
で
あ
り
、
民
芸
と
称
さ
れ
る
も
の

も
こ
こ
に
入
る
。
②
は
明
治
初
期
、
当
時
の
最
先
端
産
業
で
あ
っ
た
工
芸（
＝
手
作
り
の
産

業
＝
手
工
業
）に
目
を
付
け
た
明
治
政
府
が
、
機
械
工
業
化
を
背
景
に
、
そ
れ
を
リ
フ
ァ
イ

ン
し
、
付
加
価
値
の
高
い
も
の
、
値
段
の
高
い
も
の
に
し
、
万
博
な
ど
を
通
じ
て
欧
米
に
売

り
込
み
、
外
貨
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
際
の
思
想
が「
美
術
工
芸
」で
あ
っ
た
こ
と

は
後
に
述
べ
る
。
戦
後
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
と
い

う
巨
大
な
市
場
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
③
が
、
現
在
我
々
が「
工
芸
家
」な
い
し「
陶
芸

家
」、「
漆
芸
家
」な
ど
と
称
す
る
、
職
人
で
は
な
い
、
近
代
作
家
と
し
て
の
工
芸
制
作
で
あ
る
。

（
２
）�モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
始
動
：
応
用
美
術
、
ア
ー
ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
、
ア
ー
ツ
・
ア

ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ

　
さ
て
、
②
の
誕
生
の
直
接
的
契
機
と
な
っ
た
の
は
近
代
万
博
の
も
と
に
な
っ
た
一
八
五
一

10



年
の
ロ
ン
ド
ン
万
博
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
産
業
革
命
以
降
の
効
率
一
辺
倒
の
工
業
製
品
の

粗
悪
な
品
質
、
デ
ザ
イ
ン
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
、
心
あ
る
英
国
の
産
業
デ
ザ
イ
ン
家
を
デ
ザ

イ
ン
の
根
本
的
な
改
革
に
駆
り
立
て
た
の
で
あ
る
。
気
持
ち
の
よ
い
実
用
品
、
美
し
い
生
活

造
形
製
作
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

　
彼
ら
を「reform

ist
」（
改
革
主
義
者
）と
称
す
る
。
初
代
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
美
術
館

（
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ア
ン
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
美
術
館
の
前
身
）長
で
あ
っ
た
ヘ
ン
リ
ー
・
コ
ー

ル
、『
装
飾
の
文
法
』の
著
者
、
オ
ー
ウ
ェ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
世
界
最
初
の
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ア
ル
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
言
わ
れ
る
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ド
レ
ッ
サ
ー
な
ど
が
い
る
が
、
中

で
最
も
顕
著
な
活
動
を
見
せ
た
の
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
彼
ら
が
と
っ
た
方
法
は
、
当
時
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
純
粋
美
術（fine art

）を
構

成
す
る
概
念
と
し
て
の
絵
画
や
彫
刻
を
作
る
の
と
同
じ
美
の
観
念
を
、
工
業
製
品
の
生
産
過

程
に
も
反
映
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。「
純
粋
美
術
を
応
用
す
る
」、
す
な
わ
ち

「applied art（
応
用
美
術
）」の
考
え
方
が
こ
う
し
て
出
て
く
る
。

　
そ
れ
は
当
時
、「art industry

」、「arts and crafts
」な
ど
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
は
絵
画
や
彫
刻
な
ど
の「greater art

」に
対
し
て
生
活
実
用
品
を「lesser 

art

」と
呼
ん
だ
。
言
い
換
え
る
と
、「art industry

」、「arts and crafts

」、「lesser 
art

」は
と
も
に
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
初
期
概
念
で
あ
り
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
応
用
美
術
の
初

期
概
念
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
少
な
く
と
も
美
し
い
生
活
実
用
品
を
指
す
と
い
う
点
で
は
一

致
し
て
い
た
。

　
英
国
に
お
け
る「arts and crafts

」の
活
動
を
目
の
当
た
り
に
し
た
ヘ
ル
マ
ン
・
ム
テ

ジ
ウ
ス
は
、
そ
れ
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
移
植
し
よ
う
と
し
て
ド
イ
ツ
工
作
連
盟
を
つ
く
り
、

そ
れ
は
更
に
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ホ
フ
マ
ン
ら
の
ウ
ィ
ー
ン
工
房
な
ど
に
受
け
継
が
れ
、
一
九
二
〇

年
代
に
至
っ
て
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
い
う
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
研
究
・
普
及
機
関
に
よ
っ
て
モ
ダ
ン

デ
ザ
イ
ン
の
理
論
・
実
践
と
し
て
確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
を「
モ

ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
父
」と
称
す
る
の
は
、
最
も
顕
著
な
活
動
を
示
し
た
人
を
し
て
、
こ
の
過

程
を
象
徴
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。

　
日
本
は
こ
の
過
程
を
主
と
し
て
万
博
を
通
し
て
体
験
し
、
少
し
遅
れ
て
そ
れ
を
導
入
し
よ

う
と
し
た
。
そ
の
中
心
に
な
っ
た
言
葉
が「art industry

」を
文
字
通
り
直
訳
し
た「
美
術

工
芸
」で
あ
っ
た
。
現
在
で
は「
美
術
工
業
」と
訳
す
と
こ
ろ
だ
が
、
機
械
工
業
が
実
質
化
し

て
い
な
い
当
時
、
工
業
は
す
な
わ
ち
手
工
業
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
工
芸
と
も
呼
ば
れ
て
い

た
。「
工
芸
＝
工
業
＝
手
工
業
」時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
日
本

で
は「
工
芸
」の
方
が
優
勢
で
あ
り
、「
美
術
工
芸
」の
方
が
用
い
ら
れ
る
機
会
が
よ
り
多
か
っ

た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に「
工
芸
美
術
」、「
工
業
美
術
」と
も
称
さ
れ
る
。

　
明
治
六（
一
八
七
三
）年
は
日
本
の
美
術
、
工
芸
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
年
で
あ
っ

た
。
こ
の
年
日
本
は
政
府
と
し
て
初
め
て
公
式
に
ウ
ィ
ー
ン
の
万
国
博
覧
会
に
参
加
し
た
の

で
あ
る
。

　
そ
の
出
品
区
分
を
翻
訳
す
る
際
に
、
ど
う
も
ド
イ
ツ
語
の「kunstgew

erbe

」（
工
業
美

術
）と「bildende künste

」（
造
形
芸
術
）に「schöne kunst

」（
純
粋
美
術
）が
微
妙

に
絡
み
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
関
心
、
意
味
を
正
確
に
つ
か
み
難
い
こ
と
か
ら
く
る
躊

躇
な
ど
が
混
ざ
り
合
い
、
そ
の
訳
語
と
し
て「
美
術
」と
い
う
言
葉
を
作
り
出
し
た
ら
し
い

の
で
あ
る
。

　

英
語
で
は「fine art

」（
純
粋
美
術
）に
当
た
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
現
在
の
言
葉
で
言

う「craft

」（
工
芸
）に
あ
た
る
も
の
が
当
時
の
日
本
に
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
お
そ
ら

く
中
国
の
書
物
か
ら「
工
芸
」と
い
う
言
葉
を
持
っ
て
き
て
、
そ
れ
に
充
て
た
と
推
測
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
工
芸
が「
＝
工
業
」で
あ
っ
た
。
例
え
ば
最
も
早
い
工
芸
の
使
用
例
の
一
つ
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
明
治
三
年
頃
と
考
え
ら
れ
る「
工
部
省
ヲ
設
ク
ル
ノ
旨
」（
註
１
）に
は
、

　
　

 「
方
今
西
洋
各
国
ノ
開
化
強
盛
ナ
ル
モ
全
ク
鉄
器
ノ
発
明
、
工
芸
ノ
進
歩
ヨ
リ
成
レ
リ
、

是
ヲ
以
テ
工
芸
ハ
開
化
ノ
本
タ
ル
者
ト
ス
ヘ
シ
」

と
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
産
業
革
命
に
よ
る
工
業
の
発
展
を「
工
芸
」で
言
い
表
し
て
い
る
。

ま
た
明
治
六
年
に
帰
国
し
た
岩
倉
具
視
ら
の
遣
欧
使
節
の
視
察
記
録
に
も
、

　
　
「
製
作
工
芸
の
起
こ
る
は
、
製
鉄
の
業
、
開
け
る
を
以
っ
て
根
本
と
す
。」（
註
２
）

と
あ
っ
て
、「
工
芸
」が
何
を
意
味
し
て
い
た
か
、
よ
り
明
確
に
表
し
て
い
る
。
要
す
る
に

明
治
初
期
に
お
い
て
は
、「
工
芸
＝
工
業
」で
あ
り
、
そ
し
て
現
実
に
進
行
し
て
い
る
実
態

は
手
工
業
を
中
心
と
す
る
産
業（
産
業
工
芸
）で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
３
）「
工
芸
」か
ら「
工
芸
美
術
」ヘ
：
言
葉
の
概
念
の
変
遷

　
「
工
芸
」と
い
う
言
葉
の
変
化
を
主
な
事
項
に
よ
っ
て
見
て
み
る
と
表
の
よ
う
に
な
る
が
、

11　　陶芸の現代史叙説  



「工芸」という言葉の変遷
事項

年代 名称 意味するところ 典拠・文献

1867 （銅）細工（器物） 工業 パリ万博「可差送品書」
1870 工芸 工業 工部省ヲ設クルノ旨
1872 人工、器物、新造創製 工業 文部省博物館博覧会「布達」

1873 
製作工芸 工業 遣欧使節視察記録
人造物部 美術、工業 内山下町博物館博覧会

1875 工芸 工業 ワグネル「博物館創立ノ報告」

1876 工芸部
芸術部

工業
画のある工芸他 内務省所管博物館

1877 製造物
美術

工業
美術と画のある工芸他 第１回内国勧業博覧会

1878
工芸 工業 米欧回覧実記
工芸 工業 工芸志料

1879
工芸部
芸術部

工業
美術と画のある工芸他 内務省所管博物館（列品区分改定）

工芸 工業 東京名工鑑

1881
工芸課
芸術課

工業か
美術他 農商務省所管博物館 

製造物
美術

工業
美術と画のある工芸他 第２回内国勧業博覧会

1885 美術工芸品ノ試製所 美術工芸 農商務省博物局興業意見
1886 美術工業 美術工芸 ワグネル「美術の要用」
1888 工芸芸術 美術工芸か？ 図書寮付属博物館

1889
美術（ファインアート）
工芸（インダストリー）
工芸美術（アートインダストリー）

美術
工業
美術工芸

帝国博物館提要

美術工芸科 美術工芸 東京美術学校

1890
工芸
美術工芸

工業
美術工芸 帝国博物館

工業
美術工業

工業
美術工芸 第3回内国勧業博覧会

1895 工芸
美術工芸

工業
美術工芸 第4回内国勧業博覧会

1897 美術
美術工芸

美術
美術工芸 帝国博物館全国宝物鑑査規定

1898 優等工芸 美術工芸 1900年パリ万博出品規則

1900
美術部
美術工芸部（工芸部廃止）

美術
美術工芸 帝室博物館

諸工芸の応用美術品
応用美術部は工芸博物館として独立

美術工芸
美術工芸 明治美術会美術館構想

1908 工芸美術品
一般の工業品

美術工芸
工業

前田健次郎「美術館に工芸美術品を供陳する
の可否」

1913 工芸美術 美術工芸 富本憲吉書簡
1919 工芸展覧会 工業 農商務省第6回工芸展覧会

1922 美術工芸課が廃され、美術課に美術部、
美術工芸部が置かれる 美術工芸 帝室博物館

1923 美術工芸
製作工業

個人作家的工芸
工業 平和記念大正博覧会報告書

1927
美術工芸部 個人作家的工芸 第8回帝国美術院美術展覧会
工芸美術 個人作家的工芸 高村豊周「无型の誕生」

1930 絵画、彫刻
応用美術

美術
工芸

帝室博物館建築設計調査委員会第一部特別
委員会調査報告

1944 美術、工芸 美術、工芸 帝室博物館列品区分
1946 美術工芸部 個人作家的工芸 第1回日本美術展覧会
1951 美術課、工芸課 美術、工芸 国立博物館
1961 工芸美術 個人作家的工芸 現代工芸美術家協会
1962 工芸美術 個人作家的工芸 第1回現代工芸美術展覧会
1963 工芸美術 個人作家的工芸 第6回新日展
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細
工
と
か
人
造
と
か
言
わ
れ
て
い
た
も
の
が「
工
芸
」と
い
う
ま
と
め
た
言
い
方
に
収
斂
し

て
く
る
の
が
ワ
グ
ネ
ル
の「
博
物
館
創
立
ノ
報
告
」の
あ
た
り
、
つ
ま
り
一
八
七
五（
明
治
八
）

年
の
そ
の「
報
告
」が
収
め
ら
れ
た
佐
野
常
民
の
ウ
ィ
ー
ン
万
博
の
報
告
書（
註
３
）が
出
さ
れ

た
頃
で
あ
る
。

　
こ
の
報
告
書
の
中
で
佐
野
は
、
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
美
術
館
に
代
表
さ
せ
て
博
物
館
の

効
用
を
説
い
て
い
る
。
そ
の
学
術
・
芸
術
上
の
感
化
が
経
済
上
の
利
益
に
つ
な
が
る
と
い
う

論
理
で
あ
る
。

　
時
は
先
ほ
ど
述
べ
たreform

ist
の
時
代
、
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
美
術
館
も
、
そ
の
設

立
目
的
の
一
つ
に
、
そ
う
し
た
デ
ザ
イ
ン
改
良
活
動
に
貢
献
す
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
こ
を
佐
野
が
捉
え
た
の
で
あ
り
、
彼
は
博
物
館
の
感
化
に
よ
っ
て
英
国
製
品
は
他
国

に
勝
り
、
十
二
年
間
に
芸
術
に
関
す
る
も
の
の
輸
出
額
が
四
億
五
千
万
フ
ラ
ン
も
増
え
た
と

述
べ
て
い
る
。
博
物
館
建
設
の
緊
急
性
を
指
摘
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
佐
野
を
通
し
て
こ
の
時
期
、
日
本
に
も
先
に
述
べ
た
応
用
美
術
の
考
え
方
が
芽
生
え
て
い

る
こ
と
、
こ
の
こ
と
が「
工
芸
」概
念
の
変
遷
を
み
て
い
く
上
で
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

や
が
て
そ
れ
は
九
鬼
隆
一
の
帝
国
博
物
館
提
要（
註
４
）に
あ
る「
工
芸
美
術（
ア
ー
ト
・
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
）」と
い
う
表
記
に
つ
な
が
り
、
同
館
分
掌
の「
美
術
工
芸
部  

美
術
ヲ
応
用

ス
ル
工
芸
」を
経
て
、「
純
正
ナ
ル
美
学
ノ
原
則
ニ
基
」づ
い
た「
美
術
作
品
」と「
美
術
ヲ
応
用
」

し
た「
優
等
工
芸
品
」（
註
５
）と
い
う
考
え
方（
後
述
）に
至
っ
て
、
純
粋
美
術
・
応
用
美
術
か

ら
な
る
西
洋
近
代
の
美
術
概
念
に
限
り
な
く
近
づ
く
の
で
あ
る
。「
美
術
工
業
」も
類
語
で
あ

り
、「
工
芸
美
術
」も
こ
の
頃
は「
美
術
工
芸
」と
同
じ
意
味
で
あ
る
。

　
ア
ー
ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
と
は
ま
さ
に
十
九
世
紀
後
半
、
デ
ザ
イ
ン
改
良
活
動
の
中
で

出
て
き
た
概
念
で
あ
っ
た
。
や
が
て
そ
れ
は
よ
り
大
規
模
な
機
械
工
業
社
会
の
中
で
、
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
の
大
海
の
中
に
吸
収
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
一
九
二
〇

年
代
に
入
る
頃
ま
で
命
脈
を
保
つ
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
初
期
の
応
用
美
術
概
念
と
言
い
得
る

の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
陶
磁
器
産
業
で
言
う
と
、「
ア
ー
ト
・
ポ
タ
リ
ー
」、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
ポ
ッ

タ
ー
」（
註
６
）と
い
う
の
が
そ
れ
で
、
未
だ
小
規
模
な
工
場
で
ペ
ー
パ
ー
デ
ザ
イ
ン
か
ら
完
成

ま
で
一
人
の
作
家（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）が
芸
術
的
指
導
を
行
う
よ
う
な
場
合
の
こ
と
で
あ
る
。

　
モ
リ
ス
の
陶
磁
器
部
門
で
の
よ
き
協
力
者
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ド
・
モ
ー
ガ
ン
な
ど

は
そ
の
典
型
で
、
モ
リ
ス
自
身
の
活
動
も
高
質
の
ア
ー
ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
と
言
い
得
る

だ
ろ
う
。

　
佐
野
か
ら
九
鬼
に
至
っ
て
そ
の
影
響
が
よ
り
鮮
明
に
現
れ
て
き
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
そ
れ
と
平
行
し
て「
美
術
工
芸
」と
い
う

言
葉
が
用
い
ら
れ
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
初
め
は
農
商
務
省「
興
業
意
見
」（
註
７
）の「
美
術
工
芸
品
の
試
製
所
」ら
し
い
の
だ
が
、

こ
の
あ
た
り
に
も
佐
野
の
博
物
館
の
効
用
論
が
反
映
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
た
だ
し
こ
の「
美
術
工
芸
」と
い
う
言
葉
に
は
、
そ
う
し
た
工
芸
概
念
の
進
展
の
反
映
は

確
か
に
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
一
方
で
江
戸
時
代
か
ら
の
上
手
物
、
下
手
物
と
い
う
区
別
の

反
映
も
半
ば
し
て
い
る
。
例
え
ば「
美
術
工
芸
」出
現
以
前
の
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の

「
第
二
区
製
造
物 

第
六
類
漆
器（
但
美
術
を
示
す
も
の
は
第
三
区
）」と「
第
三
区
美
術 

第
三

類
書
画 

其
四
蒔
絵
、
漆
画
、
焼
絵
等
」（
註
８
）の
対
比
で
あ
る
。

　
平
面
的
な
絵
で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
絵
画
で
あ
る
と
い
う
分
け
方
は
第

一
回
内
国
博
を
受
け
て
い
る
が
、
第
二
回
で
は「
漆
器
」と「
蒔
絵
」と
い
う
対
比
で
、よ
り
は
っ

き
り
と
そ
の
感
覚
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
漆
の
装
飾
技
法
で

蒔
絵
を
至
上
の
も
の
と
す
る
江
戸
時
代
ま
で
の
日
本
の
伝
統
的
な
美
意
識
が
色
濃
く
反
映
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
美
意
識
の
密
か
な
混
入
は
内
務
省
所
管
博
物
館（
註
９
）に
も
認
め
ら
れ
る
。
例
え

ば「
工
芸
部 

塗
物
類
」と「
芸
術
部 

蒔
絵
漆
器
類
」（
一
八
七
六
年
）と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

し
て
み
る
と
こ
の「
工
芸
部
」に
対
し
て
登
場
す
る「
芸
術
部
」は
、
一
八
七
五（
明
治
八
）年

の
佐
野
報
告
の
一
早
い
反
映
と
し
て
の
応
用
美
術
論
の
具
体
的
適
用
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
は
内
国
博
に
も
受
け
継
が
れ
、
さ
ら
に
農
商
務
省
所
管
博
物
館（
註
10
）の「
芸

術
課
」、
図
書
寮
付
属
博
物
館（
註
11
）の「
工
芸
芸
術
」を
経
て
最
終
的
に「
美
術
工
芸
」と
言
い

換
え
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
伝
統
的
美
意
識
と
西
洋
近
代
の
美
術
概
念
に
基
づ
く
応
用
美
術
、
そ
れ
を
い
わ
ば
折
衷
し

た
と
こ
ろ
に「
美
術
工
芸
」の
位
置
が
あ
る
の
だ
が
、「
美
術
工
芸
」と
は
実
に
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
言
葉
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
そ
の
折
衷
と
は
、
物
を
作
り
出
す
応
用
美
術
論（
創
造
の
論
理
）と
、
出
来
上
が
っ

た
も
の
の
外
面
的
特
徴（
蒔
絵
至
上
主
義
な
ど
）を
判
断
の
基
準
に
す
る（
鑑
賞
の
論
理
）と
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い
う
矛
盾
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
そ
れ
は
決
着
を
つ
け
ざ
る
を
え
な
い
も
の
で

あ
っ
た
。

　
後
者
は
結
局
日
本
の
伝
統
的
美
意
識
、
つ
ま
り
具
体
的
に
は
伝
統
的
様
式
を
追
う
こ
と
に

結
果
し
て
し
ま
う
。
同
時
代
性
や
新
し
い
表
現
を
求
め
れ
ば
創
造
の
論
理
に
与
す
る
の
は
必

然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
が
一
九
〇
〇
年
パ
リ
万
博
の
準
備
過
程
で
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。
当
初
、
出
品
作

の
選
定
方
針
は「
美
術
工
芸
品
ハ
…
特
ニ
ソ
ノ
趣
味
ハ
十
分
本
邦
高
趣
ノ
気
格
ヲ
保
持
シ
而

シ
テ
外
人
ノ
用
具
ニ
応
用
ス
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
モ
ノ
ヲ
撰
フ
事
」（
一
八
九
六
・
明
治
二
十
九

年（
註
12
））と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
従
来
と
変
わ
ら
な
い
折
衷
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
一
八
九
八（
明
治
三
十
一
）年
、
林
忠
正
が
事
務
官
長
に
就
任
す
る
に
及
ん
で
、「
美

術
工
芸
」が
不
穏
当
な
名
称
で
あ
り「
優
等
工
芸
」と
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。「
優

等
工
芸
」と
は「
美
術
ヲ
応
用
シ
製
作
良
好
ニ
シ
テ
鑑
賞
実
用
其
ノ
宜
シ
キ
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ

ニ
限
ル
」（
註
13
）と
限
定
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
美
術
の
出
品
基
準
が「
本
邦
固
有
ノ
神
趣
ヲ
失
ハ
サ
ル
モ
ノ
」か
ら「
純
正
ナ
ル

美
学
ノ
原
則
ニ
基
キ
各
自
カ
意
匠
ト
技
能
ト
ヲ
発
揮
ス
ヘ
キ
モ
ノ
」と
変
更
さ
れ（
註
14
）、
西

洋
近
代
の
美
術
概
念
に
基
づ
く
純
粋
美
術
の
自
己
表
現
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
こ
と
と
、
ま
さ

に
パ
ラ
レ
ル
に
進
行
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
美
術
」と「
優
等
工
芸
」、「
純
粋
美
術
」と「
応
用
美
術
」、
こ
れ
ま
で
創
造
の
論
理
と
鑑

賞
の
論
理
の
奇
妙
な
混
合
の
中
で
曖
昧
に
さ
れ
て
き
た「
美
術
」と「
工
芸
」が
き
っ
ぱ
り
と

言
い
分
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
ま
た
こ
れ
以
降
、
決
し
て「
優
等
工
芸
」と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
も
な
け
れ
ば
、「
美
術
工
芸
」と
い
う
言
葉
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
も
な
い
。「
優
等

工
芸
」と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
応
用
美
術
が
や
が
て
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
理
論
と
実
践
に
高

め
ら
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
、
日
本
の
応
用
美
術
が
産
業
工
芸
や「
図
案
」と
い
う
考
え
方
を

吸
収
し
て
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
へ
と
高
ま
っ
て
い
く
過
程
の
い
わ
ば
徒
花
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。

　
そ
の
背
景
に
は
言
う
ま
で
も
な
く
機
械
工
業
の
実
質
化
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
明
治
一
〇

〜
二
〇
年
代
に
か
け
て
数
多
く
の
失
敗
の
教
訓
を
重
ね
て
き
た
日
本
の
機
械
工
業
は
三
〇
年

代
に
入
っ
て
よ
う
や
く
定
着
し
て
き
た
。

　
こ
こ
で
機
械
工
業
と
い
う
意
味
で
の
工
業
が
発
展
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、「
優
等
工
芸
」

と
は
む
し
ろ
こ
の
文
脈
で
語
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
も
は
や「
工
芸
」で
は

な
く「
工
業
」で
あ
っ
た
。

　

一
方
、「
美
術
工
芸
」は
全
く
別
の
道
を
辿
っ
た
。
そ
れ
は
す
で
に
一
九
一
三（
大
正
二
）

年
の
富
本
憲
吉
の
書
簡（
註
15
）に
見
ら
れ
る
よ
う
に
近
代
的
な
意
味
で
の
個
人
作
家
的
工
芸
制

作
の
環
境
の
中
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
富
本
は「
工
芸
美
術
」と
い
う
使
い
方
を
し
て
い
る
が
、
彼
は
常
に「
美
術
陶
器
」

と
い
う「
美
術
工
芸
」の
陶
器
へ
の
応
用
と
も
い
う
べ
き
語
の
用
い
方
を
し
て
お
り
、
後
に

述
べ
る
日
展
系
工
芸
家
の
意
識
的
な「
工
芸
美
術
」と
は
違
う
と
考
え
て
よ
い
。

　
個
人
作
家
的
環
境
の「
美
術
工
芸
」の
決
定
打
は
帝
展
の「
美
術
工
芸
部
」開
設
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
建
前
に
せ
よ
、
絵
画
、
彫
刻
と
並
ん
だ「
美
術
工
芸
」は
急
速
に
個
人
作
家
的
な
意

味
合
い
を
強
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
美
術
」と
き
っ
ぱ
り
と
言
い
分
け
ら
れ
た「
工
芸
」は
、「
美
術
ヲ
応
用
シ
製
作
良
好
ニ
シ

テ
鑑
賞
実
用
其
ノ
宜
シ
キ
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
」と
規
定
さ
れ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
だ
け
に
納
ま

ら
な
い
の
が
我
が
国
の「
工
芸
」で
あ
る
と
い
う
意
識
は
常
に
纏
わ
り
つ
い
て
い
る
。

　
九
鬼
隆
一
が
一
八
八
八（
明
治
二
十
一
）年
、
京
都
で
の
講
演
で
こ
う
述
べ
た
。

　
　

 「
人
心
ノ
好
尚
次
第
ニ
十
全
完
備
シ
妙
想
モ
偏
頗
ナ
ラ
ザ
ル
ニ
ヨ
リ
今
后
ニ
現
出
ス
ヘ

キ
美
術
コ
ソ
諸
体
ヲ
具
足
ス
ル
ハ
自
然
ノ
勢
ニ
シ
テ
絵
画
彫
刻
建
築
其
一
切
ノ
美
術
工

芸
均
シ
ク
人
世
美
術
ノ
一
部
分
ト
シ
テ
平
等
ニ
発
達
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
即
チ
将
来
ノ
大

家
ハ
大
体
ノ
妙
想
ヲ
失
ハ
ズ
各
自
ノ
巧
妙
ヲ
顕
ス
ヲ
要
ス
ル
ナ
リ
即
チ
統
一
ト
変
化
ヲ

兼
子
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
然
ル
ニ
西
洋
ニ
在
リ
テ
ハ
美
術
ヲ
純
正
美
術
ト
応
用
美
術

ノ
二
科
ニ
分
チ
絵
画
彫
刻
建
築
ヲ
入
レ
乙
ハ
金
工
陶
磁
器
織
物
等
総
テ
実
用
ト
美
術
ヲ

交
フ
ル
モ
ノ
ヲ
入
ル
則
真
ノ
美
術
家
ト
応
用
美
術
家
ト
ハ
全
ク
別
人
ニ
シ
テ
社
会
ノ
品

位
自
ラ
差
等
ア
リ
美
術
教
育
上
ニ
在
リ
テ
モ
美
術
学
校
ト
美
術
工
芸
学
校
ノ
二
種
ヲ
設

ケ
タ
リ
然
レ
ド
モ
理
ヲ
以
テ
推
ス
時
ハ
絵
画
彫
刻
建
築
モ
全
ク
人
世
ノ
実
用
ニ
依
テ
生

ジ
実
用
ニ
依
テ
支
配
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
絵
画
ヲ
製
作
ス
ル
ノ
意
匠
モ
、
金
工
陶

磁
ニ
画
ス
ベ
キ
意
匠
モ
、
同
一
ノ
法
則
ニ
従
テ
動
ク
モ
ノ
ナ
リ
。
古
代
美
術
隆
盛
ノ
時

代
ニ
在
リ
テ
ハ
東
西
ヲ
問
ハ
ズ
所
謂
純
正
美
術
家
ハ
即
チ
応
用
美
術
家
ニ
シ
テ
更
ニ
差

異
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
。」（
註
16
）
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こ
う
い
う
議
論
は
今
で
も
よ
く
み
う
け
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
し
か
し
近
代
的
な
自
我
に
基

づ
い
て
表
現
す
る
と
い
う
エ
レ
メ
ン
ト（
自
己
表
現
）を
介
し
た
ら
一
体
ど
う
な
る
の
か
と

い
う
こ
と
が
す
っ
ぽ
り
抜
け
て
い
る
。
こ
の「
差
異
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
」と
い
う
部
分
に
近
代

的
自
我
に
基
づ
く
表
現
を
通
す
こ
と
。
あ
る
い
は「
差
異
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
」が
そ
の
表
現
を
通
っ

て
い
く
こ
と
。
そ
の
こ
と
が
必
須
な
の
で
あ
る
。

　
そ
の
こ
と
が
可
能
な
の
か
否
か
。
そ
れ
が
実
は
富
本
以
降
の
、
あ
る
い
は
帝
展
以
降
の「
美

術
工
芸
」の
内
容
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
文
献
や
言
葉
だ
け
で
は
窺
い
知
れ
な
い
世
界
で
あ
る
。

実
体
と
の
交
通
整
理
な
し
に
は
掴
み
よ
う
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
れ
が
富
本
の「
陶
器

≒

抽
象
彫
刻
論
」を
嚆
矢
と
す
る
近
代
的
と
い
う
意
味
で
の
個
人

作
家
的
工
芸
制
作
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
そ
れ
に
し
て
は
お
か
し
い
。「
工
芸
」が「
美
術
」と
き
っ
ぱ
り
と
言
い
分
け
ら
れ
た

時
、
そ
れ
は「
工
業
」（
機
械
工
業
）と
も
分
け
ら
れ
た
。
こ
こ
か
ら「
工
芸
」は「
美
術
」に

近
い
分「
美
」を
意
識
し
、「
工
業
」に
近
い
分「
用
」を
意
識
す
る
、
そ
の
合
わ
さ
っ
た
部
分
、

つ
ま
り「
工
芸
＝
用
＋
美
」と
い
う
近
代
的
工
芸
観
が
出
来
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
れ
は
前
記
の
よ
う
に「
優
等
工
芸
」の
、
つ
ま
り
は「
工
業
」の
概
念
で
あ
る
。

モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
に
な
ら
い
く
ら
で
も「
用
」を
持
ち
込
ん
で
も
構
わ
な
い
。

　
個
人
作
家
的
工
芸
制
作
と
な
る
と
話
は
全
く
別
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
個
人
作
家
の
表
現
の

世
界
に「
工
芸
＝
用
＋
美
」と
い
う「
工
業
」の
概
念
を
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
同
じ「
工
芸
」

だ
か
ら
と
い
う
こ
と
だ
け
で
。

　
す
る
と
ど
う
な
る
か
。「
用
＋
美
」の
世
界
で
硬
直
化
す
る
か
、「
用
」を
桎
梏
と
感
じ
、
限

り
な
く「
美
」に
偏
重
す
る
の
で
あ
る
。
後
者
の
一
つ
が
日
展
系
工
芸（
現
代
工
芸
な
ど
）の「
工

芸
美
術
」論
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
明
治
の「
工
芸
美
術
」と
は
違
い
、
全
く
個
人
作
家
に
奉
仕

す
る
概
念
で
、
工
芸
的
素
材
を
使
っ
た「
美
術
」と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
た
ま

た
ま
漆
や
陶
を
用
い
て
は
い
る
が
、
純
粋
美
術
の
概
念
を
構
成
す
る
意
味
で
の
絵
画
、
彫
刻

を
作
っ
て
い
る
の
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
芸
術
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
何

故
そ
ん
な
不
自
由
な
素
材
を
使
う
の
か
、
と
い
う
素
朴
で
原
則
的
な
疑
問
に
答
え
ら
れ
ず
、

こ
う
し
た
傾
向
は
沈
静
し
て
い
っ
た
。

　
要
す
る
に
そ
こ
に
は
全
く
別
の
新
し
い
造
形
の
論
理
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が

「
表
現
の
工
芸
」論
で
あ
る
。

Ⅱ
．「
陶
芸
の
現
代
史
」ス
テ
ッ
プ
２

　

���「
表
現
の
工
芸（
な
い
し
陶
芸
）」の
胚
胎
と
成
立
：
近
代
的
工
芸
観
の

内
側
で

（
１
）吾
楽
会

　
「
表
現
の
工
芸
」は
い
か
な
る
過
程
を
辿
っ
て
成
立
し
て
い
っ
た
か
。
そ
の
第
一
歩
の
一
つ

と
な
る
の
が
吾
楽
会
で
あ
る
。
東
京
美
術
学
校
長
・
正
木
直
彦
を
主
宰
と
し
、
同
校
出
身
者

を
中
心
と
す
る
画
家
、
彫
刻
家
、
工
芸
家
が
集
ま
っ
て
、
明
治
四
十
三（
一
九
一
〇
）年
に
創

立
し
た
も
の
で
、
工
芸
家
が
職
工
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、「
吾
自
ら
を
楽
し
ま
し
め
」、
作

者
の
個
性
反
映
を
目
指
し
、「
堕
落
せ
る
工
芸
界
の
風
潮
を
」根
本
的
に
正
そ
う
と
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た（
註
17
）。
文
字
通
り
応
用
美
術
的
な
考
え
方
を
根
底
に
お
く
、
①
か
ら
②（
冒
頭

に
述
べ
た
三
つ
の
工
芸
の
う
ち
）へ
の
展
開
で
あ
っ
た
。
団
扇
展
、
蓋
物
展
、
婦
人
用
具
展
な

ど
を
行
い
、
大
正
五
年
か
ら
は
同
人
展
と
並
行
し
て
農
商
務
省
商
品
陳
列
館
で「
美
術
工
芸
展
」

を
主
催
し
た
。
大
正
十
二
年
に
は
三
越
で
も「
吾
楽
会
工
芸
品
展
覧
会
」を
開
催
し
て
い
る
。

（
２
）文
展
工
芸
部
開
設
期
成
活
動

　
こ
の
淵
源
を
辿
れ
ば
、
直
接
的
に
は
文
展（
文
部
省
美
術
展
覧
会
、
明
治
四
十
年
開
設
）、

す
な
わ
ち
当
時「
公
設
」と
称
さ
れ
た
官
の
展
覧
会
に
工
芸
が
含
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
行

き
着
く
。
周
知
の
ご
と
く
文
展
は
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
の
三
部
制
で
始
ま
り
、「
美
術
で

は
な
い
」工
芸
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
。
工
芸
は
、
当
時
の
認
識
と
し
て
は（
現
代
の
言
葉
で

言
う
と
）手
工
業
に
機
械
工
業
的
要
素
を
少
し
混
合
し
た
よ
う
な
、
そ
の
中
間
の
よ
う
な
、

モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
に
は
い
ま
だ
実
績
が
不
十
分
な
も
の
、
と
う
の
が
せ
い
ぜ
い
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
時
点
か
ら
文
展
参
加
は
工
芸
制
作
者
の
悲
願
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に

は
対
政
府
文
展
工
芸
部
門
開
設
期
成
の
直
接
的
な
活
動
を
実
行
す
る
と
同
時
に
、
た
だ
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
美
術（
絵
画
、
彫
刻
）と
並
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
実
体
、
す
な
わ
ち
優
れ

た
工
芸
作
品
を
作
り
出
す
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
に
見
え
て
表

れ
た
第
一
歩
の
一
つ
が
吾
楽
会
結
成
で
あ
っ
た
。
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（
３
）農
展

　
当
時
、
工
芸
唯
一
の
官
展
で
あ
っ
た
の
は
大
正
二
年
に
始
ま
る「
農
商
務
省
図
案
及
応
用

作
品
展
覧
会
」で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
通
称「
農
展
」と
呼
ば
れ
、
同
七
年
に「
農
商
務
省
工
芸

展
」、
さ
ら
に
同
十
四
年
に
は「
商
工
省
工
芸
展
」（
商
工
展
）と
改
称
さ
れ
て
い
く
が
、
基

本
的
に
①
と
②
が
微
妙
に
混
ぜ
合
わ
さ
れ
た
、
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
曖
昧
な
、
あ
る
意
味
で
は

時
代
を
反
映
し
た
公
募
展
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
必
然
的
に
新
し
い
時
代
の
要
望
に
応
え
得
る

も
の
で
は
な
く
、
手
作
り
産
業
の
持
つ
土
着
性
、
地
方
性
に
引
っ
張
ら
れ
、
職
人
的
製
作
の

域
を
な
か
な
か
出
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
工
芸
近
代
化
の
先
鋒
と
な
っ
た
高
村
豊
周
は
、
大
正
六
年
、

　
　

 「
私
は
農
展
を
廃
し
て
、
文
展
に
装
飾
美
術
を
包
容
す
る
か
、
さ
も
な
く
ば
別
に
文
部

省
に
隷
属
し
て
装
飾
美
術
展
覧
会
を
組
織
す
る
の
が
官
営
と
し
て
は
寧
ろ
妥
当
な
る
所

置
で
あ
る
と
信
ず
る
」（
註
18
）

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
相
変
わ
ら
ず
旧
態
依
然
と
し
て
変
わ
っ
て
い
か
な
い
農
展
に
苛
立

ち
、
産
業
工
芸
と
美
術
工
芸（
①
と
②
）の
綯
い
交
ぜ
状
況
を
脱
し
、
美
術
工
芸（
高
村
は
こ

れ
を
、
装
飾
美
術
と
述
べ
て
い
る
）を
独
立
さ
せ
る
の
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
文
展
へ
の
移

行
で
あ
る
と
意
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
で
な
け
れ
ば
公
設
美
術
工
芸
展
新
設
を
と
い
う
過
激

な
見
解
ま
で
述
べ
て
い
る
。

　
農
展
開
始
か
ら
四
年
で
、
も
う
こ
う
い
う
見
解
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
に
は
も
と
も

と
日
本
に
存
在
し
た
手
作
り
産
業（
①
）に
美
術
を
応
用
し
、
時
代
に
即
し
た
新
し
い
デ
ザ

イ
ン
を
実
現
す
る（
②
）こ
と
と
農
展
の
実
際
に
幻
滅
を
感
じ
た
こ
と
、
そ
し
て
も
う
一
つ

重
要
な
こ
と
は
明
ら
か
に
工
芸
家
た
ち
が
新
し
い
工
芸
制
作
に
対
す
る
志
向
を
強
め
、
③
が

い
よ
い
よ
勃
興
し
て
き
た
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

（
４
）装
飾
美
術
家
協
会

　
こ
う
し
た
高
村
ら
の
意
識
が
、
大
正
八
年
の
装
飾
美
術
家
協
会
の
結
成
に
つ
な
が
る
。
こ

の
会
は
画
家
の
岡
田
三
郎
助
が
工
芸
家
に
力
を
貸
し
、
高
村
、
杉
田
禾
堂
ら
、
東
京
美
術
学

校
出
身
の
若
手
工
芸
家
が
新
し
い
工
芸
制
作
、
す
な
わ
ち
こ
こ
で
い
う
③
を
目
指
す
た
め
の

グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。

　
「
装
飾
美
術
協
会
々
則
」（
註
19
）に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

 

一
．
本
会
は
芸
術
品（O

BJET D
’A

RT

）を
製
作
発
表
し
、
従
来
の
所
謂
工
芸
美
術

品
の
品
位
を
高
め
其
帰
趨
を
示
す
事
を
以
て
目
的
と
な
す

　
　

 

一
．
本
会
は
真
摯
な
る
芸
術
品
の
作
家
並
び
に
其
欣
求
愛
護
者
を
も
っ
て
組
織
し
作
家

と
否
と
に
関
せ
ず
会
員
一
同
平
等
の
資
格
あ
る
も
の
と
す

　
「objet d’art

」（
当
時
、
工
芸
と
訳
さ
れ
も
し
た
）の
意
味
は
と
も
か
く
、
近
代
作
家
に

よ
る「
表
現
の
工
芸
」（
③
）を
志
向
す
る
工
芸
の
一
層
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い

た
こ
と
が
よ
く
理
解
さ
れ
る
。

（
５
）平
和
記
念
東
京
博
覧
会

　
一
方
、
大
家
た
ち
は
彼
ら
を
中
心
に
工
芸
家
を
大
同
団
結
さ
せ
、
大
工
芸
展
を
開
催
し
た

り
、
工
芸
家
団
体
を
結
成
し
て
団
体
展
を
開
催
し
た
り
し
よ
う
と
し
た
。
大
正
八
年
に
国
民

美
術
家
協
会
を
結
成
し
、
文
展
工
芸
部
開
設
の
申
請
書
を
提
出
す
る
。
さ
ら
に
同
協
会
は
日

本
工
芸
美
術
協
会
と
組
織
を
変
え
、
同
十
一
年
に
嘆
願
書
を
提
出
し
た
。
ま
た
同
年
の
平
和

記
念
東
京
博
覧
会
、
十
四
年
の
工
芸
済
々
会
結
成
、
十
五
年
の
聖
徳
太
子
奉
賛
展
な
ど
が
そ

れ
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
過
程
で
工
芸
の
ス
タ
イ
ル
、
工
芸
観
、
工
芸
論
の
近
代
化
が
推
進
さ
れ
て
い
っ

た
。
な
か
で
も
平
和
記
念
東
京
博
覧
会
は
一
つ
の
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
。

　
こ
の
博
覧
会
は
全
十
二
部
門
制
で
行
わ
れ
、
美
術
部
門
は
第
二
部
で
、
そ
の
中
を
四
部
、

す
な
わ
ち
第
一
部
絵
画
、
第
二
部
彫
刻
、
第
三
部
建
築
、
第
四
部
工
芸
に
分
け
て
行
わ
れ

た（
註
20
）。

　

第
二
部
の
部
長
、
福
原
鐐
二
郎（
貴
族
院
議
員
、
東
北
帝
国
大
学
総
長
）は
、
工
芸
に
つ

い
て
、

　
　

 「
工
芸
…
ハ
陶
磁
器
、
彫
金
、
鋳
金
、
染
織
等
、
頗
ル
多
種
多
様
ニ
渉
レ
リ
ト
雖
、
総

テ
此
レ
等
ノ
出
品
ヲ
総
合
シ
テ
鑑
査
審
査
ヲ
行
ヒ
、
真
ニ
其
ノ
本
質
ニ
於
テ
美
術
工
芸

品
ト
シ
テ
推
奨
ス
ル
ノ
価
値
ア
ル
モ
ノ
ヲ
選
抜
シ
タ
」

と
述
べ
、
工
芸
部
門
の
審
査
委
員
長
を
務
め
た
正
木
直
彦
は
、
お
そ
ら
く
は
文
展
創
設
以
来

の
工
芸
を
め
ぐ
る
近
代
化
状
況
を
す
べ
て
踏
ま
え
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
、
次
の
よ
う
な
注

目
す
べ
き
見
解
を
披
露
し
た
。

　
　

 「
絵
画
彫
刻
、
建
築
工
芸
ノ
四
科
ヲ
列
シ
其
間
ニ
何
等
軽
重
ヲ
置
カ
ザ
ル
…
工
芸
ノ
出
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品
ニ
対
シ
テ
ハ
美
術
ノ
一
科
ト
シ
テ
…
絵
画
彫
刻
ト
同
一
ノ
標
準
ニ
依
リ
綜
合
鑑
別
ヲ

為
シ
タ
ル
」

　

こ
こ
に
お
い
て「
美
術
工
芸
」が
、
実
態
は
別
と
し
て
、
形
と
し
て
は
、
産
業
デ
ザ
イ
ン

的
な
尾
ひ
れ
、
尻
尾
を
完
全
に
払
拭
し
て
、
絵
画
・
彫
刻
と
並
ぶ
近
代
美
術
の
一
部
門
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
後
は
後
述
の
无
型
な
ど
に
よ
る
実
態
が
出
現
す
れ
ば
よ
い

だ
け
と
な
る
、
歴
史
を
画
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
視
点
で
の
選
考
は
そ
れ
な
り
に
厳
し
い
も
の
に
な
り
、
九
百
九
十
一
点
中
、
入

選
二
百
点
と
い
う
ふ
う
に
厳
選
さ
れ
た
と
い
う
。

　

工
芸
を
素
材
別
に
細
分
せ
ず
、
絵
画
・
彫
刻
・
建
築
と
平
行
に
並
べ
て
た
だ「
工
芸
」と

一
括
し
て
呼
称
し
、
い
わ
ゆ
る
純
粋
美
術
と
肩
を
並
べ
さ
せ
、「
美
術
」と
し
て
並
行
せ
し

め
る
と
い
う
の
が
正
木
ら
の
意
図
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
で
公
設
展
工
芸
部
開
設
活

動
に
弾
み
を
つ
け
よ
う
と
し
た
。

　
し
か
し
な
か
な
か
事
は
思
う
よ
う
に
は
い
か
な
い
。
大
正
十
二
年
、
や
っ
と
帝
国
美
術
院

総
会
で
文
展
で
の「
大
正
十
四
年
美
術
工
芸
部
門
設
置
」を
要
望
し
た
文
部
大
臣
へ
の
建
議

が
決
議
さ
れ
た
。
正
木
直
彦
の
日
記（
註
21
）に
は
、
翌
十
三
年
八
月
二
十
二
日
、
赤
塚
自
得（
漆

芸
）、
板
谷
波
山（
陶
芸
）、
海
野
清（
金
工
）が
来
訪
し
、
農
商
務
省
の
担
当
役
人
が
あ
ま
り

に
も
工
芸
家
の
地
位
に
無
理
解
で
あ
る
こ
と
に
怒
り
心
頭
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
同
十
五
年

九
月
二
十
七
日
、
商
工
省
課
長
が
来
訪
し
、
工
芸
部
設
置
に
関
し
、
省
と
し
て
不
賛
成
で
あ

る
旨
述
べ
て
い
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
高
村
の
怒
り
と
合
わ
せ
る
と
、
当
時
の
工

芸
側
の
当
事
者
た
ち
が
日
々
い
か
に
心
を
砕
き
ま
た
痛
め
、
そ
し
て
怒
っ
て
い
た
か
、
如
実

に
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
特
に
十
五
年
秋
の
帝
展
に
は
い
よ
い
よ
第
四
部
工
芸
部
門
が
設
置
さ
れ
る
も
の
と
の
期
待

が
飽
和
状
態
ま
で
達
し
た
観
が
あ
っ
た
。
し
か
し
文
部
省
は
設
置
の
こ
と
は
既
に
決
し
て
い

て
、
あ
と
は
形
式
上
の
処
置
だ
と
し
な
が
ら
も
、
予
算
等
の
関
係
か
ら
一
時
保
留
に
せ
ざ
る

を
得
ず
と
し
た
。
工
芸
家
側
は
こ
こ
で
黙
し
て
は
立
場
を
失
う
恐
れ
あ
り
と
し
て
帝
展
を
向

こ
う
に
回
し
て
同
等
の
展
示
の
可
能
な
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
。
そ
の
第
一
が
同
年
五
月
の

第
一
回
聖
徳
太
子
奉
賛
展（
東
京
府
美
術
館
開
館
記
念
展
）で
あ
り
、
第
二
で
か
つ
当
時
の

工
芸
の
水
準
を
知
ら
し
め
、
帝
展
工
芸
部
の
設
置
の
気
運
を
的
に
し
た
の
が
第
一
回
日
本
工

芸
美
術
会
展
で
あ
っ
た
。

（
６
）无
型
結
成

　
そ
の
前
に
ふ
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
が
、
そ
の
三
ヶ
月
前
に
結
成
さ
れ
た
无
型
の
成

果
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
高
村
豊
周
を
主
宰
と
し
、
主
に
東
京
美
術
学
校
卒
業
の
新
進

工
芸
家
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
し
た
も
の
で
、
装
飾
美
術
家
協
会
な
ど
の
活
動
の
い
わ

ば
集
大
成
で
あ
っ
た
。
高
村
の
他
に
、
内
藤
春
治
、
杉
田
禾
堂
、
豊
田
勝
秋（
以
上
、
金
工
）、

広
川
松
五
郎（
染
色
）、
松
田
権
六（
漆
芸
）、
藤
井
達
吉（
諸
工
芸
）な
ど
が
い
る
。
昭
和
二

年
一
月
に
機
関
紙「
无
型
」（
ガ
リ
版
刷
り（
註
22
））を
発
行
し
、
同
三
月
に
三
越
に
て
第
一
回

展
を
開
催
し
た
。

　
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
最
新
動
向
、
ロ
シ
ア
構
成
主
義
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
、
ア
ー
ル
・
デ

コ
、
未
来
派
の
絵
画
、
抽
象
美
術
な
ど
を
よ
く
捉
え
、
日
本
の
古
典
的
な
も
の
と
の
融
合
な

ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
清
新
で
モ
ダ
ン
な
工
芸
ス
タ
イ
ル
を
作
り
出
し
た
。

　

彼
ら
の
作
品
は
強
い
影
響
力
を
持
っ
た
。
当
時
若
手
の
増
村
益
城（
髹
漆
の
人
間
国
宝
）

に『
乾
漆
花
筒
』（
一
九
三
四
年
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
蔵
）と
い
う
作
品
が
あ
る
が
、
そ

れ
は
豊
田
の
鋳
金
作
品
に
強
い
影
響
を
受
け
た
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
模
し
た
と
い
っ
て
も
よ

い
様
式
的
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
生
前「
こ
れ
に
沿
っ
て
行
か
な
い
と
遅
れ
て
い
る
と
言
わ

れ
た
」と
証
言
し
て
い
る
。
若
き
日
の
増
村
の
情
熱
と
時
代
の
雰
囲
気
が
よ
く
伝
わ
る
好
個

の
作
品
で
あ
る
と
同
時
に
、
い
か
に
无
型
が
新
し
い
工
芸
の
出
現
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
か
が
分
か
る
。

（
７
）日
本
工
芸
美
術
会
結
成
～
帝
展
美
術
工
芸
部
開
設

　
そ
し
て
い
よ
い
よ
大
正
十
五
年
四
月
に
日
本
工
芸
美
術
会
が
結
成
さ
れ
、
十
月
に
帝
展
と

同
時
期
に
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
正
木
直
彦
は

　
　

 「
而
し
て
帝
展
と
同
じ
く
鑑
別
し
て
、
十
一
日
に
そ
の
結
果
を
発
表
し
、
す
べ
て
同
形

式
を
取
っ
て
あ
た
か
も
帝
展
第
四
部
あ
る
ご
と
く
で
あ
っ
た
。（
中
略
）出
品
は
概
し
て

精
選
さ
れ
相
当
見
ご
た
え
の
あ
る
も
の
は
あ
っ
た
。
な
か
で
も
東
京
側
の
金
工
が
最
も

活
躍
し
、
特
に
構
成
派
の
手
法
を
掬
め
る
も
の
あ
り
、
…
明
日
の
工
芸
は
こ
の
あ
た
り

に
胚
胎
す
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
わ
れ
た
。
其
外
に
古
典
味
を
生
か
そ
う
と
す
る

一
派
あ
り
、
好
個
の
対
照
を
な
し
て
い
た
。」（
註
23
）

と
評
価
し
て
い
る
。
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構
成
派
と
は
ロ
シ
ア
構
成
主
義
に
影
響
さ
れ
た
ド
イ
ツ
構
成
主
義
彫
刻
な
ど
の
様
式
を
参

考
と
し
た
工
芸
の
様
式
的
特
徴
を
表
す
言
葉
で
、
ま
さ
に
无
型
同
人
の
作
品
が
そ
れ
で
あ
っ

た
。
た
だ
、
狭
義
に
は
高
村
豊
周
の『
挿
花
の
た
め
の
構
成
』（
大
正
十
五
年
）の
よ
う
な
ま

さ
に
構
成
的
な
作
品
を
指
す
が
、
そ
う
し
た
作
品
は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
。
む
し
ろ
、
広

義
に
、
无
型
ス
タ
イ
ル
と
い
う
よ
う
な
、
先
に
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ス
タ
イ
ル
と
述
べ
た

よ
う
な
よ
り
広
い
様
式
特
徴
や
、
无
型
の
活
動
に
加
わ
っ
て
い
る
作
家
を
広
く
そ
う
呼
ん
だ
、

と
い
う
ほ
う
が
正
確
で
あ
ろ
う
。
先
の
増
村
作
品
な
ど
は
そ
の
埒
内
の
も
の
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

　
こ
う
し
て
美
術
と
並
ん
で
遜
色
の
な
い
工
芸
作
品
の
質
を
示
す
目
的
が
達
成
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
成
果
が
昭
和
二
年
の
帝
国
美
術
院
美
術
展
覧
会
美
術
工
芸
部
開
設
に
つ
な
が
る

の
で
あ
る
。

　

改
め
て
述
べ
る
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
美
術
工
芸
」と
い
う
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の

系
譜
と
し
て
産
業
デ
ザ
イ
ン
の
中
心
を
な
す
言
葉
が
、
同
じ「
美
術
工
芸
」と
い
う
言
葉
の

ま
ま
、
作
家
の
個
性
を
表
現
す
る
、
こ
れ
ま
た
中
心
的
な
言
葉
へ
と
変
貌
し
た
こ
と
で
あ
る
。

美
術
の
応
用
か
ら
自
己
表
現
の
言
葉
へ
と
す
っ
ぽ
り
脱
皮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ

「
工
芸
の
現
代
」、
そ
し
て「
陶
芸
の
現
代
」の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

Ⅲ
．「
陶
芸
の
現
代
史
」ス
テ
ッ
プ
３

　

���

工
芸
的（
な
い
し
陶
芸
的
）プ
ロ
セ
ス
を
通
し
た
自
己
表
現
：
近
代
的
工

芸
観
の
超
克

（
１
）四
つ
の「
拠
り
所
」

　
こ
う
し
て
始
ま
っ
た「
陶
芸
の
現
代
」（
な
い
し「
工
芸
の
現
代
」）は
当
初
、
そ
の「
表
現
」

が
拠
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
を
い
か
に
設
定
す
る
か
に
よ
っ
て
四
つ
の
傾
向
を
持
っ
て
い
た
。

　
第
一
は
西
洋
現
代
美
術
。
同
時
代
の
西
洋
の
様
々
な
芸
術
様
式
や
考
え
方
を
基
盤
に
し
、

職
人
か
ら
作
家
へ
と
脱
皮
し
よ
う
と
し
た
人
た
ち
で
あ
る
。
富
本
憲
吉
、
楠
部
彌
弌
な
ど
の

陶
芸
家
に
、
高
村
豊
周
、
内
藤
春
治
な
ど
の
金
工
家
な
ど
が
い
る
。

　
第
二
は
日
本
の
古
典（
陶
芸
で
い
う
と
ピ
ー
ク
の
一
つ
で
あ
っ
た
桃
山
時
代
の
茶
陶
、
漆

芸
で
い
う
と
奈
良
、
平
安
時
代
）。
荒
川
豊
蔵
、
金
重
陶
陽
な
ど
が
い
る
。

　
第
三
は
中
国
・
朝
鮮
の
古
典
的
な
陶
磁
。
石
黒
宗
麿
、
加
藤
土
師
萌
な
ど
が
そ
の
代
表
で

あ
る
。

　
第
四
は
民
芸
様
式
。
民
衆
が
使
っ
て
き
た
雑
器
の
持
っ
て
い
る
シ
ン
プ
ル
な
力
強
さ
、
そ

の
背
景
に
あ
る
宗
教
的
精
神
な
ど
を
制
作
活
動
の
刺
激
に
し
た
。
河
井
寛
次
郎
、
浜
田
庄
司
、

木
工
・
漆
工
の
黒
田
辰
秋
、
染
色
の
芹
沢
銈
介
な
ど
が
い
る
。

　
拠
り
所
は
そ
こ
か
ら「
表
現
」に
進
む
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
。
そ
れ

に
依
拠
す
る
こ
と
が「
自
己
表
現
」の
表
徴
、
或
は
記
号
と
し
て
働
く
。
だ
か
ら
そ
れ
は
ス

ト
レ
ー
ト
な「
自
己
表
現
」で
は
な
く
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
置
い
た
、
い
わ
ば「
自
己
表
現
」の

前
段
階
で
あ
り
、
十
全
な「
自
己
表
現
」と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
は
戦
後
の
、
走
泥
社
の
仕

事
を
待
た
な
い
と
な
ら
な
い
。

（
２
）戦
後
工
芸
界
の
形
成

　
戦
後
の
工
芸
界
は
、
昭
和
二
十
一
年（
一
九
四
六
）三
月
に
第
一
回
日
本
美
術
展（
文
部
省

主
催
）、
十
月
に
は
第
二
回
展
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、
比
較

的
早
い
立
ち
直
り
を
見
せ
て
い
る
。

　
工
芸
家
た
ち
は
日
本
美
術
展
に
参
加
す
る
と
同
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
小

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
様
々
な
制
作
、
展
覧
会
活
動
を
展
開
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
戦
前
ま
で
の

日
本
の
近
代
工
芸
の
到
達
点
、「
美
術
工
芸
」（
主
に
日
本
美
術
展
、
後
の
日
展
に
出
品
）に「
産

業
工
芸
」・「
生
活
工
芸
」（
小
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
追
求
）が
絡
み
合
っ
た
当
時
の
工
芸
観

を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
昭
和
三
十（
一
九
五
五
）年
頃
か
ら
、
各
団
体
な
い
し
工
芸
家
そ
れ
ぞ
れ
の
工

芸
観
に
よ
っ
て
純
化
発
展
の
過
程
を
辿
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
第
一
の
象
徴
的
な
出
来
事
が

昭
和
二
十
九
年
の
日
本
伝
統
工
芸
展
の
開
始
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
日
展
で
活
動
し
て
い

た
伝
統
派
の
作
家
た
ち
が
大
量
に
伝
統
工
芸
展
に
移
っ
て
い
っ
た
。

　
ま
た
昭
和
三
十
一
年
に
は
、
日
本
デ
ザ
イ
ナ
ー
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
協
会
が
結
成
さ
れ
、
ク
ラ

フ
ト
展
を
開
始
し
た
。「
生
活
工
芸
」を「
ク
ラ
フ
ト
」と
言
い
換
え
、
現
代
的
な
実
用
の
工
芸

制
作
を
目
指
し
た
。
こ
こ
に
も
日
展
の
生
活
工
芸
派
が
参
加
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
日
展
の
中
か
ら
伝
統
、
ク
ラ
フ
ト
志
向
派
が
出
て
い
っ
た
後
、
当
の
日
展
の
工
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芸
家
た
ち
も
、
自
ら
の
立
脚
点
を
は
っ
き
り
と
持
ち
、
意
識
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き

た
。
そ
こ
で
昭
和
三
十
六
年
に
結
成
さ
れ
た
の
が
現
代
工
芸
美
術
家
協
会
で
、
翌
昭
和

三
十
七
年
、
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
を
開
催
し
た
。

　

さ
ら
に
昭
和
二
十
九
年
に
は
、
八
木
一
夫
、
鈴
木
治
ら
走
泥
社（
一
九
四
八
・
昭
和

二
十
三
年
結
成
）の
作
家
に
よ
っ
て
、
工
芸
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
初
め
て
器
の
形
を
し
て
い

な
い
純
粋
な
立
体
造
形
作
品（
本
稿
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
素
材
の
プ
ロ
セ
ス
に
沿
っ
て

自
己
の
形
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
も
の
）が
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
は「
オ
ブ
ジ
エ
焼
」と
称
さ

れ
た
、
い
わ
ゆ
る
前
衛
陶
芸
の
出
現
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
四
つ
の
工
芸
の
傾
向
、
即
ち（
ⅰ
）伝
統
工
芸
、（
ⅱ
）創
作
工
芸（
日
展
系
）、（
ⅲ
）ク

ラ
フ
ト
、（
ⅳ
）前
衛
工
芸
そ
れ
ぞ
れ
の
純
化
発
展
が
、
二
十
世
紀
末
頃
ま
で
、
様
々
な
作
品
、

作
風
を
作
り
出
し
、
複
雑
か
つ
豊
か
な
日
本
の
現
代
工
芸
の
世
界
を
作
り
出
し
て
き
た
の
で

あ
る
。

　
な
か
で
も（
ⅳ
）の
陶
の
立
体
造
形（
前
出
と
同
じ
意
味
で
の
）、
い
わ
ゆ
る
オ
ブ
ジ
ェ
は

戦
後
の
陶
芸
な
い
し
工
芸
界
に
衝
撃
を
与
え
た
。
作
り
出
し
た
の
は
八
木
一
夫
を
は
じ
め
と

す
る
走
泥
社
の
陶
芸
家
た
ち
。
誰
が
最
初
に
作
っ
た
か
な
ど
と
い
う
言
説
が
未
だ
に
耳
に
、

目
に
入
る
が
、
鑑
賞
の
論
理
に
基
づ
く
彫
刻
的
な
立
体
造
形
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
そ
ん
な
も
の
な
ら
杉
田
禾
堂
の
作
品（『
用
途
を
指
示
せ
ぬ
美
の
創
案
』、

一
九
三
〇
・
昭
和
五
年
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
蔵
）を
始
め
と
し
て
戦
前
か
ら
作
ら
れ
て

い
た
。

（
３
）「
不
文
律
」か
ら
背
水
の
陣
へ

　
走
泥
社
開
店
休
業
中
の
一
九
五
〇
年
、
八
木
一
夫
と
鈴
木
治
は
連
れ
立
っ
て
京
都
東
山
の

今
熊
野
、
通
称
蛇
ヶ
谷
の
坂
を
登
っ
て
行
っ
た
。
向
か
う
は
山
田
光
邸
。
あ
る
重
要
な
提
案

を
持
っ
て
。

　
　

 「
八
木
さ
ん
と
鈴
木
さ
ん
が
家
へ
き
て
、
公
募
団
体
へ
出
す
の
は
や
め
よ
や
な
い
か
と
、

一
つ
の
不
文
律
を
作
っ
た
ん
で
す
わ
。
そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
は
、
古
い
も
の
の
陶
器
を

や
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。」（
註
24
）

　
三
人
の
父
は
戦
前
、
制
作
の
拠
り
所
を
前
記
の
第
三
、
中
国
・
朝
鮮
の
古
典
陶
磁
に
求
め

る
と
い
う
こ
と
に
置
い
て
制
作
活
動
を
行
っ
た
作
家
で
あ
っ
た
。
三
人
も
そ
の
順
な
流
れ
の

中
に
あ
り
、「
陶
芸
の
現
代
」に
棹
差
す
た
め
の
拠
り
所
を
同
じ
も
の
に
置
い
た
。「
古
い
も

の
の
陶
器
を
や
め
る
」と
い
う
の
は
、
そ
れ
を
断
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
既
存
の

価
値
に
依
拠
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
公
募
展
を
や
め
る
と
い
う
こ
と
も

同
じ
こ
と
を
意
味
し
た
。

　
「
拠
り
所
」と
は
職
人
で
は
な
い
作
家
活
動
を
保
証
す
る
た
め
の
表
徴
、
記
号
。
常
に
前

を
向
い
て
前
進
し
、
後
ろ
に
倒
れ
な
い
た
め
の
い
わ
ば
つ
っ
か
え
棒
。
自
己
表
現
を
持
続
し

て
い
く
た
め
の
支
え
で
あ
る
。
そ
れ
が
外
さ
れ
る
と
ど
う
な
る
か
。
後
ろ
に
倒
れ
る
。
倒
れ

た
く
な
け
れ
ば
前
進
あ
る
の
み
。
背
水
の
陣
で
あ
る
。

　
前
進
す
る
前
に
は
何
が
待
ち
受
け
て
い
る
か
。
公
募
展
も
捨
て
、
拠
り
所
も
捨
て
た
。
も

う
何
も
な
い
。
陶
芸
そ
の
も
の
、
や
き
も
の
そ
の
も
の
を
除
い
て
。

（
４
）「
や
き
も
の
の
構
造
」へ
分
け
入
る

　
や
き
も
の
そ
の
も
の
と
は
？　
そ
れ
は
陶
芸
を
陶
芸
た
ら
し
め
て
い
た
伝
統
的
秩
序
、
す

な
わ
ち「
轆
轤
―
土
の
構
築
―
乾
燥
―
施
釉
―
焼
成
―
完
成
」で
あ
る
。
前
進
あ
る
の
み
の

走
泥
社
の
作
家
た
ち
は
そ
こ
に
分
け
入
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
何
の
夾
雑
物
の
な
い
、
ス

ト
レ
ー
ト
な
十
全
の「
自
己
表
現
」の
要
件
が
整
え
ら
れ
た
。「
表
現
」し
た
い
も
の
だ
け
を
持
っ

て
や
き
も
の
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
に
入
っ
て
行
け
ば
い
い
の
で
あ
る
。

　
同
じ
頃「
工
芸
＝
用
＋
美
」の「
用
」を
欠
き
取
れ
ば
工
芸
は
革
新
さ
れ
る
と
考
え
た
作
家

た
ち
が
い
て
、
陶
を
使
っ
た
彫
刻
制
作
を
盛
ん
に
行
な
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
が
挫

折
、
転
向
を
体
験
し
た
。
宇
野
三
吾
、
藤
本
能
道
ら
で
あ
る
。
走
泥
社
と
決
定
的
に
違
う
の

は
こ
こ
で
あ
る
。

（
５
）構
造
探
訪
か
ら
新
機
軸
へ
：「
土
の
プ
ロ
セ
ス
の
導
き
」

　
さ
て
陶
芸
の
秩
序
に
分
け
入
っ
た
最
若
手
、
鈴
木
治
の
回
想
か
ら
は
、
藪
を
突
い
た
ら
何

が
出
て
く
る
か
と
い
う
、
も
ど
か
し
い
何
と
も
し
よ
う
の
な
い
苦
渋
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
　

 「
機
能
性
を
な
く
し
て
し
ま
う
と
い
う
と
こ
ろ
に
い
く
ま
で
に
ね
、
つ
ま
り
、
例
え
ば

高
麗
青
磁
の
壷
が
あ
り
ま
す
わ
な
。
そ
の
口
を
取
る
と
か
ね
。
な
ん
か
一
つ
形
が
あ
っ

て
、
脚
だ
け
別
の
ギ
リ
シ
ャ
の
脚
を
持
っ
て
く
る
と
か
。
な
ん
か
い
ろ
ん
な
物
を
砕
い

た
り
、
継
ぎ
足
し
た
り
し
て
、
形
を
模
索
す
る
い
う
か
な
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
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た
わ
な
。
そ
れ
で
も
な
ん
か
、
根
本
的
に
解
決
で
き
ひ
ん
や
り
方
な
ん
や
わ
ね
。
モ
ダ

ン
な
と
か
、
な
ん
か
ひ
と
つ
だ
け
目
標
が
あ
っ
て
そ
こ
へ
行
こ
う
と
い
う
の
と
ち
が
う
。

な
ん
に
も
な
い
ん
や
け
ど
も
、
も
の
足
ら
ん
か
ら
動
い
て
る
っ
て
い
う
感
じ
。
そ
や
か

ら
そ
れ
が
た
ま
た
ま
非
常
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
も
の
が
で
き
た
り
も
す
る
時
も

あ
る
し
、
一
方
非
常
に
モ
ダ
ン
な
と
い
う
感
じ
の
も
あ
る
し
。
あ
の
ね
、
ち
ょ
う
ど
、

つ
つ
い
て
る
っ
ち
ゅ
ー
感
じ
ね
。
そ
う
す
る
と
段
々
、
機
能
が
邪
魔
に
な
っ
て
く
る
。

ほ
ん
で
、
そ
の
、
ま
ー
言
う
た
ら
、
口
な
ら
口
と
い
う
の
を
今
度
は
逆
手
に
と
っ
て
、

口
ば
っ
か
り
つ
け
よ
う
か
と
か
ね
。
そ
や
か
ら
も
ー
ほ
ん
と
に
、
な
ん
ち
ゅ
ー
こ
と
な

い
模
索
ば
っ
か
り
と
い
う
も
ん
で
す
よ
。
今
ま
で
な
い
も
ん
を
何
か
や
り
た
い
と
い
う

気
が
底
に
あ
る
か
ら
ね
。
結
局
、
そ
こ
が
一
番
難
し
い
と
こ
や
ね
。
つ
ま
り
、
も
ー
、

焼
物
や
な
く
な
っ
て
く
る
。
山
田
さ
ん
な
ん
か
、
僕
ら
よ
り
も
突
っ
込
ん
で
し
も
た
か

ら
ね
。
辻
晋
堂
と
変
わ
ら
ん
こ
と
に
な
っ
て
く
る
わ
け
や
ね
。
で
、
結
局
、
そ
こ
ま
で

行
く
と
、
焼
物
の
プ
ロ
セ
ス
が
も
の
す
ご
く
希
薄
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
ま
で
行
っ
た

ん
で
は
、
焼
き
物
と
違
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る
ん
で
、
踏
み
と
ど
ま
る
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
ね
、
僕
に
は
。」（
註
25
）

　
形
、
機
能
、「
や
き
も
の
の
プ
ロ
セ
ス
」が
余
す
と
こ
ろ
な
く
語
ら
れ
て
い
る
。

　
山
田
光
は
こ
う
で
あ
る
。

　
　

 「
僕
は
切
っ
た
ん
で
す
、
壺
を
。
八
木
さ
ん
は
へ
こ
ま
せ
た
ん
で
す
ね
。
性
格
の
違
い

で
す
ね
。」（
註
26
）

　
「
僕
ら
よ
り
も
突
っ
込
ん
で
し
も
た
」山
田
と
は
、
こ
の「
切
っ
た
」面
を
い
く
つ
も
集
積

し
て
、
山
田
自
身
が「
も
ー
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
オ
ブ
ジ
ェ
に
し
て
い
た
。
袋
小
路
で
す
わ
」（
註
27
）

と
語
る
状
況
の
こ
と
を
指
す
。
山
田
は
後
に「
塔
シ
リ
ー
ズ
」で
希
薄
だ
っ
た
も
の
を
回
復

す
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
う
し
た
試
行
錯
誤
か
ら
、
八
木
一
夫
が
見
出
し
た
の
は
以
下
の
よ
う

な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　

 「
絵
画
や
彫
刻
の
よ
う
に
、
自
分
の
観
念
が
先
行
し
て
、
そ
う
い
う
も
の
が
材
料
や

技
術
を
引
き
よ
せ
た
ち
ゅ
う
の
じ
ゃ
な
し
に
ね
、
や
っ
ぱ
り
材
料
や
技
術
が
先
に
あ
っ

た
…
…
」（
註
28
）

　
　

 「
僕
ら
の
仕
事
と
い
う
の
は
、
形
か
ら
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
粘
土
の
生
理
だ
と
か
粘

土
を
構
築
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
か
ら
の
導
き
み
た
い
な
も
の
で
発
展
し
て
い
る
わ
け
で
、

つ
ま
り
純
粋
な
美
術
と
ち
ょ
っ
と
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
…
…
要
す
る
に
や
き
も
の
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
と
、
そ
れ
か
ら
自
分
の
精
神
み
た
い
な
も
の
と
を
、
も
っ
と
ス
ト
レ
ー
ト

に
ピ
シ
ャ
ッ
と
結
び
付
け
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ
う
な
考
え
方
、
と
い
う
よ
り
動

作
…
…
」（
註
29
）

　

八
木
の
言
葉
を
じ
っ
く
り
見
る
と
、
ま
ず
自
分
の「
形
の
意
識
」が
あ
り
、
や
き
も
の
の

プ
ロ
セ
ス
が
あ
る
。
そ
し
て「
導
き
」が
あ
る
。
そ
れ
を
統
合
し
て
造
形
論
的
に
整
理
す
る
と
、

「
プ
ロ
セ
ス
と
精
神
を
ピ
シ
ャ
ッ
と
合
一
さ
せ
る
」と
い
う
造
形
論
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
言

い
換
え
る
と「
形
の
意
識
」が
土
の
構
築
プ
ロ
セ
ス
の
可
能
と
不
可
能
の
範
囲
の
中
で
自
分

の
形
を
探
り
取
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
陶
芸
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
工
芸
で

あ
る
。
そ
れ
は
素
材
を
限
定
し
て
始
ま
る
造
形
の
必
然
で
も
あ
る
。

　
形
か
ら
で
は
な
く
、
土
の
立
ち
上
げ
、
技
術
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
形
が
で
き
て
い
く
。

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
オ
ブ
ジ
ェ
の
み
の
特
徴
で
は
な
く
、
器
制
作
を
も
含
め
た
個
人
作
家
的
陶

芸
一
般
の
性
格
で
あ
る
。
陶
芸
と
は
、
実
は
、「
用
＋
美
」と
い
う
外
面
の
特
徴
の
内
部
に

そ
う
し
た
本
質
を
隠
し
て
い
た
。

　
即
ち
八
木
た
ち
は
過
去
の
価
値
に
囚
わ
れ
な
い
自
由
な
造
形
を
追
求
す
る
中
で
、
陶
芸
の

根
本
的
な
造
形
の
論
理
に
気
が
付
い
た
の
で
あ
る
。
陶
芸
の（
ひ
い
て
は
工
芸
の
）本
質
は

形
と「
プ
ロ
セ
ス
」が
、
ど
ち
ら
が
先
か
ど
ち
ら
が
重
要
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
不
可

分
に
連
動
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
鋭
く
見
抜
い
た
の
で
あ
る
。

　
だ
か
ら
そ
れ
は
形
が
素
材
を
自
由
に
選
ぶ
純
粋
美
術
と
は「
ち
ょ
っ
と
違
う
」の
で
あ
る
。

し
か
し
同
時
に
ま
た「
用
」を
基
本
と
す
る
従
来
の
工
芸
と
も
違
う
。
こ
こ
か
ら
陶
芸
の
プ

ロ
セ
ス（「
轆
轤
―
土
の
構
築
―
乾
燥
―
施
釉
―
焼
成
―
完
成
＝
実
用
性
」＝
陶
芸
の
伝
統
的

秩
序
）を
通
し
て
作
家
の
個
性
や
自
己
自
身
を
表
現
す
る
と
い
う
、
純
粋
美
術
の
よ
う
で
も

あ
り
従
来
の
工
芸
で
も
あ
り
、
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
、
つ
ま
り
土
の
プ
ロ
セ
ス
に
自
我
が

溶
け
込
ん
で
い
く
よ
う
に
形
を
作
り
出
す
と
い
う
、「
近
代
美
術
」（
正
確
に
は
西
洋
の
）に

は
な
い「
新
し
い
造
形
の
論
理
」が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
完
成
」は
必
ず
し
も「
実

用
性
」を
意
味
せ
ず
、
明
治
三
十
年
代
以
来
工
芸
の
絶
対
条
件
の
如
く
捉
え
ら
れ
て
き
た「
用
」

は
相
対
化
さ
れ
、
日
本
の
近
代
的
工
芸
観
は
超
克
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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閑
話
１
解
題

　
こ
う
い
う
議
論
を
す
る
と
た
び
た
び
出
て
く
る
の
が「
八
木
一
夫
一
元
論
」、
開
く
と「
八

木
一
夫
だ
け
が
工
芸（
な
い
し
陶
芸
）じ
ゃ
な
い
！
」と
い
う
も
の
。「
一
元
」な
わ
け
が
な
い
。

「
だ
け
が
…
じ
ゃ
な
い
」の
は
当
た
り
前
。
な
の
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
言
い
方
が

出
て
く
る
の
か
。

　
論
議
の
筋
の
中
心
は
、
こ
の
論
議
に
特
殊
な
こ
と
が
普
遍
性
を
持
っ
た
も
の
で
あ
り
、
工

芸
論
の
極
く
一
般
論
に
敷
衍
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
事
象
の
中
に

現
わ
れ
た
普
遍
的
な
こ
と
を
抽
出
す
る
と
い
う
こ
と
。
演
繹
法
で
も
な
く
、
帰
納
法
で
も
な

い
、
や
や
仮
説
形
成
に
近
い
が
そ
れ
で
も
な
い
。
そ
れ
は
す
べ
て
の
陶
芸
な
い
し
工
芸
に「
素

材
の
プ
ロ
セ
ス
に
沿
う
」と
い
う
共
通
性
が
あ
る
か
ら
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
近
代

音
楽
が
あ
っ
さ
り
と
西
洋
音
階
を
ベ
ー
ス
に
敷
い
て
始
め
ら
れ
た
の
と
似
て
、
議
論
に
制
作

に
強
力
な
パ
ワ
ー
を
発
揮
す
る
工
芸（
な
い
し
陶
芸
）の
大
元
で
あ
る
。

　

普
遍
性
の
最
大
の
根
拠
で
あ
る「
プ
ロ
セ
ス
に
沿
う
」。
制
作
者
に
は
プ
ロ
セ
ス
に
順
に

沿
う
と
意
識
、
志
向
す
る
も
の
、
そ
れ
と
対
決
し
て
ね
じ
伏
せ
よ
う
と
志
向
す
る
も
の
、
そ

の
両
者
の
間
の
様
々
な
段
階
を
意
識
、
志
向
す
る
も
の
な
ど
、
様
々
な
段
階
、
タ
イ
プ
が
あ

る
。

　
「
プ
ロ
セ
ス
に
沿
う
」が
始
ま
る
も
う
一
つ
の
大
き
な
、
重
要
な
要
素
が「
素
材
の
限
定
」

で
あ
る
。
そ
れ
が
出
発
に
あ
る
か
ら「
プ
ロ
セ
ス
に
沿
う
」が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　
陶
芸
な
い
し
工
芸
は
、
ま
ず
素
材
を
限
定
し
、
そ
の
素
材
に
様
々
に
仕
掛
け
る
。
限
定
は

そ
の
ま
ま
で
も
う
大
き
な
制
約
で
あ
る
。
初
っ
端
か
ら
大
き
な
制
約
を
背
負
う
の
が
陶
芸
な

い
し
工
芸
の
最
も
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
制
約
を
表
現
を
縛
る
も
の
と
捉
え
る

こ
と
も
十
分
あ
り
得
る
。
そ
こ
か
ら
逃
れ
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
否
定
し
、
別
の
道
に
移
る

と
い
う
選
択
が
そ
こ
か
ら
十
分
考
え
う
る
。
そ
の
具
体
例
が
、
後
述
の
清
水
九
兵
衛
で
あ
る
。

　
も
う
一
つ
は
そ
の
制
約
に
敢
え
て
分
け
入
っ
た
人
達
で
あ
る
。
そ
こ
で
出
て
く
る
方
法
論

の
第
一
が
、「
工
芸
＝
用
＋
美
」と
い
う
近
代
的
工
芸
観（
こ
こ
で
述
べ
て
き
た
、
ス
テ
ッ
プ

１『
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
美
術
工
芸
」』時
代
）を
前
提
に
し
、
そ
の
制
約
を
打
ち
破
る
た
め
、
桎

梏
と
し
て
作
用
し
て
い
る
と
考
え
た「
用
」を
欠
き
取
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
宇
野
三
吾
、

藤
本
能
道
ら
が
そ
の
具
体
例
で
あ
る
。
第
二
が「
プ
ロ
セ
ス
に
沿
う
」で
あ
る
。
そ
れ
は
先

に
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ
る（
不
文
律
〜
構
造
探
訪
の
項
）。

　
こ
の
二
つ
の
違
い
は
、
工
芸
作
品
が
様
々
な
過
程
を
経
て
出
来
上
が
っ
た
姿
と
い
う
完
成

形
を
分
岐
点
と
し
て
そ
の
前
後
、
ど
ち
ら
に
焦
点
を
定
め
る
か
と
い
う
違
い
で
あ
る
。

　
前
者
が
出
来
上
が
っ
た
工
芸
作
品
の
完
成
形
を
見
る
と
い
う
鑑
賞
的
経
験
を
出
発
点
と
し
、

そ
の
特
徴
を「
用
＋
美
」と
判
断
す
る
こ
と
か
ら
次
の
手
を
打
つ
と
い
う
こ
と
。
後
者
は
鑑

賞
で
は
な
く
創
造
の
相
、
言
い
換
え
る
と
工
芸
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
側
面
に
焦
点
を
据
え

る
と
い
う
こ
と
。
完
成
形
の
前
後
、
出
来
上
が
っ
て
い
く
過
程
か
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
を

い
か
に
鑑
賞
す
る
か
、
こ
の
違
い
で
あ
る
。

　
完
成
形
を
見
る
と
い
う
行
為
か
ら
出
て
く
る
の
は
、
す
べ
て
異
な
る
様
式
、
ス
タ
イ
ル
を

持
つ
工
芸
作
品
の
数
に
鑑
賞
者
の
数
を
乗
じ
た
天
文
学
的
な
数
の
異
な
る
感
想
で
あ
る
。
こ

こ
か
ら
は
確
か
に「
一
元
論
」「
だ
け
…
じ
ゃ
な
い
」的
批
判
が
洪
水
の
如
く
い
く
ら
で
も
出

て
く
る
。
出
て
来
て
し
か
る
べ
し
。
天
文
学
的
数
字
の
感
想
に
い
ち
い
ち
批
判
を
ぶ
つ
け
て

い
れ
ば
よ
い
。
灰
だ
ら
け
の
世
界
で
あ
る
。

　
一
方
、
後
者
の
プ
ロ
セ
ス
は
非
視
覚
的
で
あ
る
。
勿
論
、
轆
轤
上
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る

最
中
の
土
の
形
、
手
捻
り
で
上
げ
ら
れ
て
い
る
土
の
形
な
ど
は
確
か
に
見
え
て
い
る
が
、
そ

れ
は
瞬
間
瞬
間
の
完
成
形
と
同
じ
類
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
繋
い
だ
全
体
は
意
識
の
中
に

抽
象
化
さ
れ
た
も
の
で
、
一
種
の
概
念
で
あ
る
。
そ
れ
が
プ
ロ
セ
ス
と
い
う
も
の
で
、
陶
芸
、

や
き
も
の
な
ど
と
称
さ
れ
る
も
の
の
総
体
が
同
じ
プ
ロ
セ
ス
を
通
す
。
と
い
う
か
、
そ
の
プ

ロ
セ
ス
を
通
し
た
も
の
を
陶
芸
、
や
き
も
の
と
称
す
る
の
で
あ
る
。
し
ば
し
ば「
土
と
炎
の

芸
術
」な
ど
と
い
わ
れ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
程
度
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、

全
く
不
正
確
な
言
い
方
で
あ
る
。
陶
芸
な
い
し
工
芸
の
歴
史
と
概
念
を
問
題
と
す
る
際
に
は

「
土
の
構
築
と
焼
成
の
芸
術
」と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
八
木
を
例
に
し

て
述
べ
て
き
た
プ
ロ
セ
ス
に
沿
っ
て
自
己
を
表
現
す
る
と
い
う
方
法
は
普
遍
性
を
持
ち
得
る

も
の
で
あ
る
。

閑
話
休
題

閑
話
２
解
題

　
閑
話
１
で
第
一
、
第
二
傾
向
と
清
水
九
兵
衛
の
あ
り
方
、
と
い
う
言
い
方
を
し
た
が
、
こ

の
時
代
い
わ
ゆ
る「
前
衛
陶
芸
」に
都
合
四
つ
の
傾
向
が
あ
っ
た
。
第
一
は
走
泥
社
の
メ
ン
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バ
ー
の
在
り
方
で
、
既
に
詳
述
し
た
。

　

第
二
は
こ
こ
で「
第
二
」と
し
た
も
の
で
、
具
体
的
に
は
四
耕
会
、
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
協
会

の
陶
芸
家
た
ち
で
、
基
本
的
に「
工
芸
＝
用
＋
美
」と
い
う
明
治
以
来
の
日
本
の
近
代
的
工

芸
観
を
前
提
に
し
、
工
芸
が
革
新
さ
れ
る
た
め
に
は「
用
」を
欠
き
取
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
思
考
し
た
。
そ
し
て
轆
轤
や
土
を
抱
え
た
ま
ま
そ
れ
が
造
形
の
一
素
材
と
し
て
相
対
化

さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
世
界
へ
と
踏
み
込
ん
だ（
素
材
相
対
主
義
）。
そ
ん
な
制
作
が
挫
折
す

る
の
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
、
実
際
、
五
十
年
代
後
半
か
ら
六
十
年
代
前
半
に
か
け
て
、

こ
う
し
た
作
家
た
ち
は
挫
折
・
転
向
し
て
い
っ
た
。

　
曰
く
。

宇
野
三
吾

　
「
四
耕
会
の
ね
ら
い
は
、
…
…「
用
」、
使
う
と
い
う
こ
と
を
い
ち
お
う
度
外
視
し
て
、
美
し

い
も
の
の
要
素
だ
け
を
抽
出
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
…
…
オ
ブ
ジ
エ
が
あ
ま
り

独
走
す
る
と
彫
刻
に
な
っ
て
し
ま
う
。
何
も
土
で
作
る
必
要
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
…
…

焼
物
の
解
体
と
い
う
こ
と
は
、
機
能
と
美
の
解
体
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
度
解
体
し
て
、
美

だ
け
を
追
求
し
て
い
っ
た
の
が
オ
ブ
ジ
エ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
美
だ
け
を
い
つ
ま
で
も
追
っ
て

い
っ
た
の
で
は
、
オ
ブ
ジ
エ
そ
の
も
の
の
所
期
の
目
的
が
霧
散
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
も
う

一
度
機
能
の
原
点
に
帰
っ
て
、
そ
こ
で
ま
た
再
び
組
み
立
て
を
す
る
と
い
う
、
そ
の
繰
り
返
し

を
続
け
、
焼
物
と
は
何
か
、
を
作
陶
と
い
う
行
為
の
中
で
模
索
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」（
註
30
）

藤
本
能
道

　
「
こ
の
ま
ま
い
け
ば
立
体
は
彫
刻
だ
し
、
平
面
は
絵
画
で
と
考
え
る
べ
き
だ
。
だ
か
ら
や

き
も
の
と
は
何
か
に
拘
泥
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
が
本
筋
の
理
屈
で
は
な
い
の
か
と
。

そ
う
な
る
と
自
分
が
や
っ
て
い
く
仕
事
に
非
常
に
矛
盾
を
き
た
す
。
も
う
そ
の
時
私
は
や
き

も
の
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
で
す
か
ら
」（
註
31
）

　
唯
一
人
熊
倉
順
吉（
モ
ダ
ン
ア
ー
ト
協
会
所
属
）の
み
は
、「
土
と
火
に
よ
っ
て
生
ま
れ
出

る
陶
器
の
宿
命
的
な
姿
に
、
可
能
性
と
不
可
知
性
を
求
め
る
」（
註
32
）と
し
て
改
め
て
仕
切
り

直
し
、
走
泥
社
へ
と
活
動
を
一
本
化
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
第
三
傾
向
。

　
そ
し
て
第
四
傾
向
が
清
水
九
兵
衛
で
あ
る
。
彼
は
周
知
の
如
く
陶
器
作
り
か
ら
彫
刻
へ
と

転
向
し
、
鉄
次
い
で
ア
ル
ミ
彫
刻
で
日
本
の
現
代
彫
刻
の
代
表
的
作
家
へ
と
成
長
し
、
大
き

な
足
跡
を
残
し
た
。

　
曰
く
。

　
『
陶
土
の
仕
事
が
ど
う
に
も
好
き
に
な
れ
な
く
て
彫
刻
へ
移
っ
て
し
ま
っ
た
だ
け
に
、
な

か
な
か
陶
器
に
手
を
出
せ
な
い
ま
ま
過
ご
し
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状
な
の
で
あ
る
。

　
十
数
年
前
、
陶
土
に
対
す
る
嫌
悪
感
が
極
点
に
来
て
し
ま
っ
て
、

　
（
中
略
）

　
陶
土
ほ
ど
や
っ
か
い
な
代
物
は
な
い
と
い
う
気
持
ち
は
相
変
わ
ら
ず
ふ
っ
き
れ
な
い
ま
ま
、

ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

　
素
材
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
質
感
を
持
っ
て
い
て
、
私
た
ち
に
語
り
か
け
て
く
る
気
が
す
る

の
だ
が
、
陶
土
と
い
う
の
は
中
で
も
質
感
が
強
く
て
、
そ
れ
だ
け
に
最
も
お
し
ゃ
べ
り
な
素

材
だ
と
思
っ
て
い
る
。
先
日
も
電
車
の
中
で
隣
の
二
人
の
女
性
が
と
り
と
め
の
な
い
話
を
機

関
銃
の
よ
う
に
し
ゃ
べ
り
ま
く
る
の
に
辟
易
し
た
が
、
ふ
と
又
、
陶
土
を
思
い
浮
か
べ
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
陶
土
の
世
界
に
は
昔
か
ら「
首
ま
で
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
」と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
実
に

う
ま
い
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
、
素
材
の
性
格
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
て
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。

た
し
か
に
、
ま
ず
陶
土
の
中
に
踏
み
込
ん
で
向
う
の
言
う
こ
と
を
聞
き
な
が
ら
い
つ
の
間
に

か
こ
ち
ら
へ
引
き
つ
け
て
く
る
の
が
こ
の
世
界
の
奥
義
の
よ
う
に
思
え
る
。
素
材
の
性
格
を

無
視
し
て
無
理
矢
理
引
き
つ
け
よ
う
と
し
て
も
陶
土
は
な
か
な
か
言
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ

な
い
。
最
初
は
こ
ち
ら
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
く
れ
た
と
思
っ
て
も
、
乾
燥
す
る
に
従
っ
て

少
し
ず
つ
ず
れ
て
行
く
の
が
わ
か
る
。
素
焼
の
段
階
、
い
わ
ゆ
る
テ
ラ
コ
ッ
タ
の
段
階
で
は

ま
だ
ま
だ
こ
ち
ら
に
顔
を
向
け
て
い
て
く
れ
る
が
、
こ
れ
で
釉
薬
を
か
け
て
千
二
百
度
以
上

の
温
度
で
焼
成
す
る
と
な
る
と
、
目
も
手
も
と
ど
か
な
い
所
で
一
挙
に
変
身
す
る
。
陶
土
の

性
格
を
無
視
す
れ
ば
、
こ
の
時
に
裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
頭
を
な
で
る
こ
と
を
心

得
て
い
れ
ば
、
陶
土
は
ぐ
っ
と
身
近
に
せ
ま
っ
て
く
る
。
陶
土
の
い
や
ら
し
さ
と
面
白
さ
は

そ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
だ
。

　
陶
土
は
乾
燥
か
ら
焼
成
ま
で
に
お
よ
そ
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
収
縮
す
る
か
ら
、
ま
す
、
タ
テ
、

ヨ
コ
、
厚
さ
の
バ
ラ
ン
ス
が
狂
っ
て
く
る
の
は
当
然
だ
し
、
歪
み
も
出
て
く
る
し
、
釉
薬
の

厚
み
も
加
わ
っ
て
、
い
っ
そ
う
変
形
し
て
く
る
。
こ
れ
は
人
間
の
側
か
ら
見
れ
ば
偶
然
性
と

思
わ
れ
る
点
が
多
分
に
あ
る
が
、
陶
土
の
側
か
ら
い
え
ば
成
る
よ
う
に
し
て
成
っ
た
必
然
で

あ
る
。
こ
の
両
者
の
差
の
中
に
多
く
の
人
た
ち
が
人
生
を
か
け
る
だ
け
の
価
値
を
見
出
し
て
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き
た
の
だ
ろ
う
。
事
実
、
そ
れ
故
に
多
く
の
愛
好
者
が
い
る
わ
け
で
あ
る
。
私
の
よ
う
に
素

材
を
自
分
の
ほ
う
へ
引
き
つ
け
る
こ
と
に
の
み
執
心
す
る
人
間
に
は
や
は
り
抵
抗
感
が
あ
る
。

金
属
は
、
陶
土
に
比
べ
れ
ば
ず
っ
と
無
口
で
、
そ
れ
だ
け
に
質
感
と
フ
ォ
ル
ム
を
一
体
化
さ

せ
て
い
か
に
う
ま
く
し
ゃ
べ
ら
せ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
面
白
さ
が
あ
る
。
し
か
し
、
う
ま

く
し
ゃ
べ
ら
せ
て
も
、
所
詮
、
静
的
で
無
口
な
素
材
に
は
ち
が
い
な
い
か
ら
、
ど
う
に
も
と
っ

つ
き
に
く
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
よ
う
だ
。』（
註
33
）

　
清
水
が
意
識
し
て
い
る
造
形
素
材
と
し
て
の
土
は
、
八
木
や
熊
倉
ら
が
意
識
し
た
の
と
同

一
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
と
は
正
反
対
の
結
論
を
出
し
た
の
で
あ
る
。「
土
の
導
き
」を
断
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
い
わ
ば
ネ
ガ
の
形
で「
土
か
ら
陶
へ
」の
プ
ロ
セ
ス
と
の
真
摯
な

取
り
組
み
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

閑
話
休
題

（
６
）新
し
い
素
材
観
―
富
本
・
加
守
田

　
さ
て
閑
話
の
前
に
戻
ろ
う
。
そ
の「
新
し
い
造
形
の
論
理
」を
生
み
出
す
も
と
に
な
っ
た

新
し
い
素
材
観
を
初
め
て
意
識
し
た
の
は
富
本
憲
吉
で
あ
る
。
彼
を
模
様
の
作
家
な
ど
と
呼

ぶ
の
は
あ
る
意
味
で
は
虚
妄
で
あ
り
、
陶
器
を
一
種
の
抽
象
彫
刻
と
と
ら
え
た
形
の
作
家
と

い
う
べ
き
で
あ
る（「
陶
器

≒

抽
象
彫
刻
」論
）。
そ
れ
は「
線
の
戦
い
」（
轆
轤
上
に
立
ち
上

が
る
土
の
輪
郭
線
と
、
自
分
が
作
り
出
し
た
い
形
の
輪
郭
線
と
の
相
克
）を
起
点
と
し
て
、

陶
器
制
作
を「
空
間
に
一
つ
の
立
体
を
生
み
出
す
作
業
」と
い
う
、
よ
り
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

な
認
識
を
経
て
出
来
上
が
っ
て
き
た
も
の
だ（
註
34
）。

　
つ
ま
り
富
本
は
既
成
の
陶
芸
や
陶
芸
の
歴
史
に
学
び
つ
つ
も
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
延
長
し

て
い
く
の
で
は
な
く
、
そ
の
大
本
で
あ
る
土
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
再
確
認

し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
史
上
初
め
て
、
陶
芸
の
プ
ロ
セ
ス
を
自
己
の
芸
術
的
方
法
と
し
て

採
用
で
き
る
か
否
か
を
自
ら
に
問
う
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
明
治
工
芸
的
な
も
の
、
産
業
工

芸
的
な
も
の
か
ら
近
代
的
な
意
味
で
の
作
家
に
よ
る
表
現
の
工
芸（
な
い
し
陶
芸
）が
派
生

し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
現
代
陶
芸
の
始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
ま
た
富
本
は
、
陶
器
は
土
と
い
う
材
料
と
共
に
用
途
に
も
絶
対
的
な
制
約
を
受
け

る
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
て
い
た
。
こ
こ
で
歴
史
の
中
で
初
め
て
、「
改
め
て
選
び
直
す
」

と
い
う
近
代
作
家
と
し
て
の
仕
種
と
伝
統
的
秩
序
の「
完
成
＝
実
用
性
」と
の
衝
突
が
認
め

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り「
陶
器

≒

抽
象
彫
刻
」論
と「
用
途
」に
よ
る
フ
ォ
ル
ム
の
制
約

と
が
決
定
的
に
矛
盾
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の「
用
途
」に
疑
問
を
点
灯
さ
せ
た
の
が
加
守
田
章
二
で
あ
る
。
機
械
に
よ
る
良
質
の

量
産
陶
器
に
深
い
信
頼
感
を
抱
き
、
手
作
り
に
よ
っ
て
そ
れ
に
一
層
磨
き
を
か
け
る
こ
と
に

制
作
の
目
標
を
置
い
て
い
た
彼
が
、「
私
の
作
品
は
外
見
は
陶
器
の
形
を
し
て
い
ま
す
が
中

身
は
別
の
も
の
で
す
」と
い
う
有
名
な
言
葉
を
発
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
手
と
如
何
と
も
し

難
い
土
特
有
の
性
質
の
相
剋
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
別
の
道
か
ら
富
本
と
同
じ
認
識
に
至
る
の

で
あ
る
が
、
彼
の
場
合
は
量
産
陶
器
へ
の
信
頼
感
と
、
そ
れ
と
は
あ
ま
り
に
違
っ
て
し
ま
っ

た
自
ら
の
制
作
に
、
富
本
の
よ
う
に「
用
途
」と
は
明
言
で
き
ず
、「
別
の
も
の
で
す
」と
曖

昧
に
、
い
わ
ば
疑
問
形
と
し
て
残
し
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
彼
の
作
品
は
す
べ
て
器
形
を

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る（
註
35
）。

　
そ
し
て
こ
の「
用
途
」に
最
終
的
解
決
を
与
え
た
の
が
走
泥
社
の
作
家
た
ち
で
あ
っ
た
。

（
７
）七
〇
年
代

　

こ
う
し
た
新
し
い
陶
芸
観
は
、
伝
統･

創
作･

ク
ラ
フ
ト･

前
衛
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
の

中
で
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
松
井
康
成
が
多
色
練
上
と
轆
轤
を
融
合
し
た
独
自
の
練
上
技
法
に
よ
る
制
作
の
一
応
の
試

作
を
終
え
た
の
は
六
〇
年
代
の
末
期
だ
が
、
続
く
七
〇
年
代
は
そ
の
練
上
が
更
に
複
雑
な
嘯
裂
、

象
裂
へ
と
進
化
し
て
い
く
、
作
家･

松
井
に
と
っ
て
頂
点
へ
と
上
り
詰
め
た
時
期
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
過
程
で
彼
は
鑑
賞
的
傾
向
が
強
ま
っ
て
造
形
的
方
向
へ
と
転
身
す
べ
き
だ
と
感

じ
、
用
器
を
無
視
し
た
、
例
え
ば
球
体
の
壷
と
い
っ
た
感
覚
の
も
の
を
目
指
そ
う
と
し
た
。

こ
れ
を
彼
は
根
源
的
な
魂
を
意
味
す
る「
御
須
麻
流
之
珠
」（『
古
事
記
』）と
称
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
彼
が
こ
う
し
た
過
程
の
中
で
遂
行
し
た
の
は
、
不
可
能
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
轆
轤

と
練
上
の
融
合
を
通
し
て
、
土
の
特
性
を
強
力
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
あ
く
ま
で
も
彼
の
造

形
意
志
を
基
本
に
置
い
て
、
土
の
本
性
と
の
交
感
に
よ
っ
て
土
を
立
ち
上
げ
、
形
を
作
り
出

す
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
轆
轤
技
法
の
合
目
的
性
に
そ
う
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
も
は
や

用
器
と
し
て
の
壷
の
形
を
作
り
出
そ
う
と
い
う
意
志
を
持
っ
た
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
富
本
―
加
守
田
の
流
れ
に
沿
っ
て
な
お
、「
用
途
」と
の
不
毛
な
妥
協
策
な
ど

考
え
も
し
な
い
論
理
的
明
快
さ
も
備
え
、
そ
れ
を
超
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

23　　陶芸の現代史叙説  



　
こ
う
し
た
伝
統
的
環
境
で
の
新
し
い
動
き
は
、
伝
統
性
の
特
に
強
い
古
く
か
ら
の
産
地
で

も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
美
濃
の
加
藤
孝
造
、
鈴
木
藏
の
二
人
は
、
荒
川
豊
蔵
以
来
の
桃
山
茶
陶
の
復
興
、
再
現
を

作
家
活
動
の
根
拠
に
す
る
と
い
う
あ
り
方
を
受
け
継
ぎ
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
制
作
の
独
自
性

を
可
能
に
し
て
い
る
。

　
加
藤
が
も
と
も
と
注
目
さ
れ
た
の
は
鉄
釉
陶
器（
六
〇
年
代
後
半
）で
あ
っ
た
が
、
や
が
て

桃
山
の
志
野
、
瀬
戸
黒
な
ど
を
範
と
し
た
制
作
に
移
っ
て
い
っ
た
。
加
藤
は
土
、
窯
、
質
感

す
べ
て
に
、
桃
山
〜
荒
川
流
の
継
承
を
真
正
面
に
掲
げ
て
き
た
。
し
か
し
そ
れ
は
ス
タ
イ
ル

を
真
似
る
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で「
土
の
動
き
に
…
」、「
自
然
の
流
れ
に
…
」と
彼
が
言

う
よ
う
に
創
造
の
プ
ロ
セ
ス
に
生
か
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
加
藤
流
志
野
釉

の
独
特
の
質
感
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
宇
の
大
き
な
フ
ォ
ル
ム
が
出
来
上
が
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
比
べ
鈴
木
の
志
向
は
全
く
違
う
。
同
じ
志
野
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
自
分
の
作
り
出

し
た
い
表
面
感
情
と
質
感
を
作
り
出
す
た
め
に
選
択
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
骨

太
で
し
か
も
志
野
釉
な
ら
で
は
の
ゆ
っ
た
り
と
柔
ら
か
い
質
感
と
強
い
個
性
を
持
っ
た
志
野

が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。

　
九
谷
焼
を
背
景
と
し
て
祖
父
の
代
か
ら
色
絵
磁
器
を
制
作
し
続
け
て
き
た
三
代
徳
田
八
十

吉
は
、
同
じ
色
絵
に
よ
り
な
が
ら
、
そ
の
面
目
を
一
新
し
た
。
五
十
〜
七
十
種
類
の
釉
を
一

条
ず
つ
差
し
て
施
釉
し
、
繰
り
返
し
焼
成
さ
れ
、
た
だ
色
彩
の
輝
き
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の

み
で
画
面
を
構
成
す
る
、
全
く
新
し
い
解
釈
の
色
絵
磁
器
を
作
り
続
け
て
き
た
。
青
九
谷
の

色
彩
と
同
じ
要
素
を
用
い
な
が
ら
、
完
璧
に
現
代
的
に
組
み
替
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
他
に
こ
の
系
統
に
属
す
る
作
家
に
は
岡
部
嶺
男
、
清
水
卯
一
な
ど
が
い
る
。
ま
た
備
前
の

島
村
光
、
隠
崎
隆
一
、
金
重
有
邦
な
ど
も
注
目
さ
れ
る
。

　
七
〇
年
代
は
前
衛
陶
芸
に
も
新
し
い
機
軸
が
で
き
た
。
戦
後
美
大
入
学
、
作
家
活
動
を
始

め
た
世
代
で
、
戦
後
奔
流
の
よ
う
に
流
入
す
る
抽
象
表
現
主
義
を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
の

現
代
美
術
の
魅
力
に
ひ
か
れ
、
そ
の
現
地
を
体
験
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
柳
原
睦
夫
、

森
野
泰
明
、
中
村
錦
平
、
三
輪
龍
作
ら
で
あ
る
。
共
通
す
る
反
応
は
現
地
で
美
術
、
生
活
を

実
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
々
白
日
の
下
に
晒
さ
れ
る
自
分
の
中
の「
日
本
人
」で
あ
っ
た
。

そ
こ
か
ら
彼
ら
は
、
中
村
が
劇
中
劇
に
な
ぞ
ら
え
て
言
う「
メ
タ
セ
ラ
ミ
ッ
ク
」と
い
う
よ
う
な
、

作
品
で
あ
る
と
同
時
に「
や
き
も
の
と
は
何
か
？
」に
こ
た
え
よ
う
と
す
る
、複
雑
な
内
容
を
持
っ

た
作
品
を
作
り
出
し
た
。
や
き
も
の
が
思
想
性
を
獲
得
し
た
な
ど
と
い
う
言
い
方
も
さ
れ
た
。

　
柳
原
は
京
都
芸
大
で
の
富
本
の
教
え
を
ベ
ー
ス
に
、
ア
メ
リ
カ
で
の
現
代
美
術･

工
芸
体

験
を
踏
ま
え
、
日
本
の
焼
物
の
特
質
を
客
観
視
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
そ
こ
で
彼
が
掴
ん
だ

の
は
、
触
覚
的
に
表
面
を
辿
っ
て
い
く
よ
う
な
、
特
に
日
本
で
顕
著
な
陶
芸
制
作･

鑑
賞
上

の
特
質
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
彼
の
造
形
の
論
理
と
は
、
そ
う
し
た
特
質
を
持
っ
た
制
作
と
そ

の
特
質
を
形
と
し
て
示
す
、
二
重
構
造
を
持
っ
た
作
品
作
り
で
あ
る
。
あ
た
か
も
触
覚
が
辿

る
よ
う
に
少
し
ず
つ
手
が
素
材
を
立
ち
上
げ
て
い
く
。
形
と
は
手
の
触
覚
を
通
し
て
自
己
自

身
が
土
の
プ
ロ
セ
ス
に
乗
り
移
っ
て
い
っ
た
も
の
な
の
だ
。
七
〇
年
代
の
新
世
代
と
は
現
代

美
術
体
験
の
中
で
一
層
剥
き
出
し
に
さ
れ
て
い
く
日
本
的
造
形（「
新
し
い
造
形
の
論
理
」）

の
認
識
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
鯉
江
良
二
も
そ
の
意
識
は
濃
厚
で
あ
る
。
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
現

代
美
術
、
特
に
ハ
イ
レ
ッ
ド･

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
陶
芸
の
新
し
い
動
き

に
参
画
し
て
き
た
。
取
り
分
け
走
泥
社
の
活
動
に
剌
激
を
受
け
、「
焼
物
と
は
何
か
？
」か

ら「
何
度
か
ら
焼
物
か
？
」、「
焼
か
な
く
て
も
焼
物
」と
い
う
彼
独
特
の
問
い
を
深
化
さ
せ

て
い
っ
た
。

　
走
泥
社
の
作
家
た
ち
は
新
し
い
陶
芸
を
生
み
だ
そ
う
と
、
取
り
分
け
形
に
問
題
を
集
中
さ

せ
た
。
例
え
ば
八
木
は
そ
の
た
め
黒
陶（
低
火
度
焼
成
で
変
形
が
少
な
い
）を
採
用
し
、「
焼
成
」

の
工
程
を
抑
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
鯉
江
の「
焼
く
」に
対
す
る
問
い
の
深
刻
さ
は
群
を
抜
い
て
強
烈
で
あ
り
、
あ

く
ま
で
伝
統
的
秩
序
の
中
の「
焼
成
」を
問
い
直
す
た
め
、
木
を
焼
き
、
鉄
板
を
焼
き
、
大

地
を
焼
き
、
つ
い
に「
焼
成
」を
完
璧
に
芸
術
的
方
法
と
し
て
開
放
す
る
ま
で
に
到
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
こ
で「
轆
轤
―
土
の
構
築
―
乾
燥
―
施
釉
―
焼
成
―
完
成
」と
い
う
陶
芸
の
伝

統
的
秩
序
は
、
現
代
の
芸
術
的
方
法
と
し
て
完
璧
に
開
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
現
代
美
術
と
違
う
の
は
、
素
材
を
一
つ
に
限
っ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
特
殊

な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
形
が
作
ら
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
大
き
な
造
形
的

根
拠
を
得
た
現
代
陶
芸
な
い
し
工
芸
は
、
こ
こ
か
ら
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
る
前
提
を
得
た
。

こ
の
全
体
を
工
芸
的
造
形
と
呼
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
前
記
の
特
殊
な
性
格
の
た
め

に
様
々
な
問
題
を
孕
ん
で
次
ぎ
の
時
代
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
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（
８
）八
〇
年
代
～
九
〇
年
代

　
八
〇
年
代
は
以
上
の
よ
う
な
陶
芸
の
根
本
か
ら
の
変
貌
を
受
け
て
、
制
作
の
基
軸
、
作
品

の
様
式
、
規
模
が
大
き
く
変
化
し
た
。

　
な
か
で
も
八
〇
年
代
後
半
は
、
作
品
の
大
型
化
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
化
、
そ
し
て
超

少
女
と
い
わ
れ
た
陶
の
巨
大
な
人
形
群
像
作
り
や
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
群
の
よ
う
な
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
、「
ク
レ
イ
ワ
ー
ク
」の
名
の
下
に
評
論
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
一
体

と
な
っ
て
持
ち
上
げ
、
大
き
な
動
き
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
そ
れ
は
往
々
に
し
て
素
材
を
限
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
来
る
陶
芸
の「
工
芸
的
造
形
」

的
特
質
を
無
視
す
る
と
い
う
こ
と
を
引
き
起
こ
し
た
。
要
す
る
に
芸
術
的
方
法
と
し
て
開
放
さ

れ
た
伝
統
的
秩
序
が
、
素
材
を
限
定
す
る
と
い
う
特
殊
な
性
格
と
一
体
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
考
慮
さ
れ
ず
、
素
材
を
限
定
し
な
い
現
代
美
術
の
世
界
に
単
純
に
移
行
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
土
を
現
代
美
術
の
単
な
る
一
素
材
と
し
て
相
対
化
し
な
が
ら
一
つ
に
限
る（
絶

対
化
）と
い
う
、
深
刻
な
自
己
矛
盾（「
素
材
相
対
主
義
」（
註
37
））に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
八
木
が
発
見
し
た
こ
と
と
は
全
く
逆
の「
形
か
ら
発
想
す
る
」と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

土
が
単
純
に
形
に
当
て
嵌
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
意
味
も
な
い
と
こ
ろ
で
作
品

は
連
結
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
こ
と
か
ら
来
る
作
品
の
不
様
さ
は
前
代
未
聞
で
あ
り
、
到

底
見
る
も
の
を
し
て
感
動
さ
せ
る
も
の
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
こ
れ
は
何
も
前
衛
環
境
の
中
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
器
と
い
う
予
め
前
提
と
さ

れ
た
固
定
概
念
の
中
に
土
を
当
て
嵌
め
て
い
く
こ
と
と
論
理
的
に
は
同
じ
事
で
あ
り
、
伝
統

工
芸
、
日
展
、
民
芸
的
環
境
で
も
あ
る
意
味
で
は
日
常
的
に
起
こ
っ
て
き
た
こ
と
な
の
で
あ

る
。
こ
う
し
て
作
風
が
固
定
し
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
、
創
造
性
の
薄
い
大
公
募
展
様
式
と
言
わ

れ
る
よ
う
な
問
題
を
お
こ
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
や
は
り
富
本
流
の「
線
の
戦
い
」

な
ど
の
原
点
に
立
ち
返
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
し
か
し
九
十
年
に
入
る
頃
か
ら
素
材
相
対
主
義
的
な
制
作
活
動
は
沈
静
化
し
、
伝
統
的
環

境
で
も
新
鮮
な
作
品
を
生
み
出
す
活
動
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
前
衛
的
な
環
境
で
は
、
素

材
を
限
る
こ
と
の
意
味
を
積
極
的
に
捉
え
、
素
材
と
自
己
の
つ
な
が
り（
回
路
）、
つ
ま
り

表
現
の
出
発
点
と
な
る「
土
か
ら
陶
へ
」の
過
程
の
中
で
出
て
く
る
表
情
を
探
す
こ
と
を
制

作
の
原
点
に
据
え
よ
う
と
し
た
。

　
深
見
陶
治
は
鋳
込
を
作
品
制
作
に
応
用
し
た
。
そ
れ
は
磁
器
で
し
か
も「
手
跡
を
消
し
た

い
」と
い
う
彼
の
回
路
探
し
の
結
果
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
磁
土･

鋳
込
と
一
体
と
な
っ
た

彼
な
ら
で
は
の
独
特
の
フ
ォ
ル
ム
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
鋭
い
エ
ッ

ジ
と
シ
ン
プ
ル
だ
が
抑
揚
に
富
ん
だ
面
構
成
が
作
り
出
す
、
限
り
な
く
静
浄
な
ま
る
で
遥
か

彼
方
の
天
上
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
に
し
た
よ
う
な
フ
ォ
ル
ム
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

板
橋
廣
美
の『A

ssociation w
ith W

hite

』は
、
シ
ャ
モ
ッ
ト（
耐
火
粘
土
を
焼
成
し

て
粉
に
砕
い
た
も
の
で
、
耐
火
煉
瓦
を
作
る
材
料
）と
釉
薬
を
混
ぜ
て
成
形
し
た
も
の
に
、

別
に
焼
い
た
白
磁
の
刀
型
を
差
し
込
み
焼
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
を
シ
ャ
モ
ッ
ト
で
覆
っ

て
焼
成
す
る
と
、
釉
薬
を
混
ぜ
た
部
分
だ
け
が
焼
き
固
ま
る
。
悠
久
の
時
の
流
れ
の
中
で
浸

食
さ
れ
た
よ
う
な
直
立
形
に
、
対
照
的
な
真
新
し
い
磁
刃
が
突
き
剌
さ
っ
た
、
幻
想
的
で
な

お
か
つ
モ
ダ
ン
な
感
覚
が
印
象
的
で
あ
る
。

　

建
築
を
学
ん
だ
八
代
清
水
六
兵
衛（
柾
博
）は
建
築
模
型
感
覚
で
制
作
を
す
る
。
タ
タ
ラ

に
よ
る
箱
型
を
作
り
、
そ
の
一
定
の
部
分
に
切
り
込
み
を
入
れ
強
度
を
落
と
し
、
焼
成
中
に

僥
ま
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
僥
み
が
彼
の「
回
路
」な
の
だ
が
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
人
間
を

包
み
込
む
建
築
的
空
間
と
い
っ
た
も
の
を
作
り
出
す
の
で
あ
る
。

　
松
本
ヒ
デ
オ
は
、
土
の
構
築
と
自
然
の
生
態
の
進
行
と
の
類
似
か
ら
や
が
て「
囲
み
取
っ

て
賞
で
る
」と
い
う
制
作
の
テ
ー
マ
を
見
出
し
た
。
精
神
の
刻
々
の
変
貌
と「
土
か
ら
陶
へ
」

の
プ
ロ
セ
ス
の
リ
ズ
ム
を
統
合
さ
せ
、
形
を
作
り
だ
し
、
輪
郭
を
定
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
、

正
に「
新
し
い
造
形
論
理
」そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
伊
村
俊
見
は
文
字
通
り
形
に
素
材
を
沿
わ
せ
る
彫
刻
的
な
手
法
と
、
土
の
構
築
の
プ
ロ
セ

ス
と
形
の
意
識
が
融
合
し
た
陶
芸
的（
な
い
し
工
芸
的
）手
法
の
狭
間
で
苦
悩
し
、
い
か
に「
土

か
ら
陶
へ
」の
合
理
的
な
手
法
に
よ
っ
て
フ
ォ
ル
ム
を
創
出
す
る
か
を
思
考
し
て
き
た
。
そ

こ
か
ら
編
み
出
し
た
の
が「
延
」と
自
ら
称
す
る
考
え
方
で
、
あ
る
基
点
と
な
る
形
を
ま
ず

措
定
し
そ
こ
か
ら「
土
と
の
対
話
」に
よ
っ
て
形
を
紡
ぎ
出
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

（
９
）磁
器
の
表
現
／
青
磁
の
系
譜

　
こ
の
時
期
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
に
磁
器
の
表
現
の
確
立
が
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
例
え

ば
富
本
憲
吉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
生
涯
、
磁
器
制
作
を
専
ら
に
し
な
が
ら
自
作
を「
陶
器
」

と
称
し
て
疑
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
長
い
間
陶
器
と
比
較
し
て
の
磁

器
の
特
質
と
い
う
点
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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そ
れ
が
問
わ
れ
る
の
は
や
は
り
陶
芸
な
い
し
工
芸
が「
新
し
い
造
形
の
論
理
」に
基
づ
く

芸
術
的
方
法
と
し
て
意
識
さ
れ
、
土
の
構
築
の
プ
ロ
セ
ス
に
自
己
を
込
め
よ
う
と
し
て
初
め

て
陶
土
に
は
な
い
磁
土
の
特
徴
的
な
性
質
が
頭
を
も
た
げ
、
意
識
化
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
ま
ず
深
見
陶
治
の
陶
器
と
磁
器
は「
本
来
狙
い
も
対
象
も
違
う
ん
で
は
な
い
か
」

「
あ
る
部
分
非
な
る
も
の
か
も
し
れ
ん
」と
い
う
対
陶
器
的
磁
器
制
作
論
か
ら
始
ま
る
。 

一
九
八
〇
年
の
深
見
の
個
展
が
始
ま
り
の
指
標
に
な
る
が
、
そ
れ
が
前
田
昭
博
、
加
藤
委
ら

に
よ
っ
て
広
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
時
点
で
の
問
題
意
識
は「
上
げ
よ
う
上
げ
よ
う
と
し
て
も
落
ち
る
。
こ
れ
が
本
当
に

土
か
。
多
分
一
生
、
磁
器
は
や
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
た
」（
前
田
）と
い
う
よ
う
に
、「
土

の
構
築
が
陶
土
よ
り
難
し
い
」と
い
う
こ
と
を
い
わ
ば
逆
手
に
と
っ
て
磁
器
な
ら
で
は
の
形

を
探
り
取
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
が
次
の
時
代（
次
章
）に
、「
陶
器
で
は
不
可
能
な
、
磁
器
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
表
現
」

と
い
う
磁
器
の
表
現
第
二
段
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
典
型
的
な
例
が
室
伏
英
治
の
白
磁
練
込

作
品
で
あ
る（
註
38
）。
陶
土
に
比
べ
て
一
段
と
薄
く
大
き
な
磁
土
を
型
に
被
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
こ
と
の
発
見
か
ら
、
白
磁
土
の
濃
淡
が
透
け
て
見
え
る
美
し
い
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン

を
伴
っ
た
、
前
代
未
聞
の
練
込
磁
器
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
二
〇
一
〇
年
頃
で
、
同
じ
頃
に
猪
倉
髙
志
や
和
田
的
ら
に
よ
る
磁
土
を
深
々
と
削
っ

て（
陶
土
で
は
不
可
能
）現
代
的
な
形
を
作
る
作
品
が
大
量
に
登
場
し
、
磁
器
表
現
第
二
段

が
大
き
な
流
れ
を
形
成
す
る
。

　
こ
の
白
磁
表
現
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
並
行
し
て
青
磁
表
現
が
成
熟
し
て
く
る
の
も
見
逃

せ
な
い
。
青
磁
表
現
の
現
代
を
予
想
さ
せ
る
作
品
の
登
場
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
岡
部
嶺
男

の
仕
事
で
、「
粉
青
瓷
大
砧
」に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
世
界
最
高
峰
と
も
い
わ
れ
る
宋
の
青

磁
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
、
一
段
と
迫
力
を
増
大
さ
せ
た
。
そ
の
仕
事
に
、
清
水
卯
一
、
中

島
宏
、
そ
し
て
次
の
時
代
の
高
垣
篤
、
志
賀
暁
吉
ら
の
仕
事
が
続
く
。

　
色
絵
磁
器
の
分
野
で
は
、
徳
田
の
仕
事
に
続
き
、
川
口
淳
ら
の
仕
事
が
注
目
さ
れ
る
。
川

口
の「
ゾ
エ
ア
」と
は
成
長
の
過
程
で
変
態
を
繰
り
返
す
甲
殼
類
の
幼
虫
の
こ
と
で
、
そ
の

変
態
の
中
で
伝
え
ら
れ
る
太
古
か
ら
の
記
憶
と
い
う
人
間
の
中
に
潜
む
人
類
の
秘
密
を
テ
ー

マ
に
、
そ
れ
を
極
彩
色
で
探
り
取
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
色
絵
を
素
材･

技

術
的
に
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
全
く
新
し
い
表
現
を
展
開
す
る
。

（
10
）「
ク
ラ
フ
ト
」分
野
の
新
動
向

　
ま
た
八
〇
年
代
は
ク
ラ
フ
ト
の
分
野
で
新
し
い
表
現
が
生
ま
れ
た
時
期
で
あ
る
。
ク
ラ
フ

ト
の
根
幹
で
あ
る
日
々
進
行
す
る
現
代
生
活
に
マ
ッ
チ
し
た
器
と
い
う
側
面
を
よ
り
一
層
強

め
る
作
品
が
登
場
し
た
。
古
川
章
蔵
は
自
ら「
デ
タ
ラ
メ
文
」と
称
す
る
肩
の
力
の
抜
け
た

色
絵
を
描
い
て
高
い
人
気
を
博
し
た
。
勝
間
田
千
恵
子
は
モ
ダ
ン
な
色
使
い
、
ソ
フ
ト
で
柔

ら
か
い
形
の
食
器
に
、
ま
る
で
抽
象
画
を
描
く
感
覚
で
絵
付
け
を
し
、
器
の
現
代
を
リ
ー
ド

し
た
。
彼
ら
の
仕
事
は
、
様
々
な
個
人
的
制
作
体
験
や
、
ク
ラ
フ
ト
分
野
全
般
の
表
現
や
流

通
と
の
様
々
な
問
題
の
歴
史
的
経
過
の
反
映
の
中
で
行
き
着
い
た
の
は
、
と
ど
の
つ
ま
り「
自

分
の
生
活
に
使
い
た
く
な
る
器
は
一
体
ど
ん
な
も
の
か
？
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
っ
た
。

Ⅳ
．「
陶
芸
の
現
代
史
」ス
テ
ッ
プ
４

　

��

二
十
一
世
紀
―
平
成
十
年
代
様
式
の
発
展

（
１
）「
平
成
十
年
代
様
式
」の
進
展
と
器
ブ
ー
ム
、
茶
碗
ブ
ー
ム

　
二
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら
現
代
陶
芸
に
新
し
い
ス
タ
イ
ル
が
現
れ
始
め
、
十
年
ほ
ど
で
陶
芸

シ
ー
ン
の
主
要
な
流
れ
に
成
長
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
を
仮
に「
平
成
十
年
代（
一
九
九
八
〜

二
〇
〇
七
年
）様
式
」と
称
し
て
い
る
。
そ
の
特
徴
の
第
一
は
新
し
い
感
覚
の
器
な
い
し
器

型
。
シ
ン
プ
ル
で
美
し
い
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
持
ち
、
白
や
青
と
言
っ
た
清
潔
な
色
感
に
満
ち

て
い
る
。
第
二
は
異
形
装
飾
。
形
が
不
定
形
で
有
機
的
。
単
体
な
い
し
多
数
が
集
積
し
た

形
。
様
々
な
装
飾
的
要
素
を
過
剰
に
纏
う
。
こ
れ
に
第
三
、
従
来
か
ら
の
伝
統
工
芸
の
新
風
、

第
四
、
走
泥
社
以
来
の
伝
統
的
オ
ブ
ジ
ェ（
立
体
造
形
）の
新
風
が
加
わ
り
、
お
互
い
に
共

鳴
し
合
い
な
が
ら
活
況
を
呈
し
て
い
る
の
が
現
代
日
本
の
陶
芸
シ
ー
ン
で
あ
る
。「
平
成
十

年
代
様
式
」と
は
狭
義
に
は
第
一
、二
の
こ
と
、
広
義
に
は
第
一
〜
第
四
全
体
を
指
す（
註
40
）。

　
大
正
中
頃
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
近
代
的
な
意
味
で
の
作
家
が
登
場
し
、
産
業
で
は
な

い「
表
現
の
工
芸（
な
い
し
陶
芸
）」が
誕
生
し
た
際
、
前
記
の
よ
う
に
、
四
つ
の
拠
り
所
を

設
定
し
た
。

　

戦
後
も
そ
の
流
れ
の
中
で「
表
現
」が
論
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
制
作
、
鑑
賞
、
史
的
研
究

な
ど
現
代
陶
芸
界
全
般
に
そ
う
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
年
代
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
荒
川
志
野
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や
石
黒
鉄
釉
の
創
造
と
そ
の
弟
子
筋
、
岡
部
の「
粉
青
瓷
大
砧
」に
代
表
さ
れ
る
仕
事
の
よ

う
に
、
古
典
的
ス
タ
イ
ル
に
新
風
を
吹
き
込
も
う
と
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
平
成
十
年
代
様
式
が
登
場
す
る
に
従
い
、
こ
う
し
た
古
典
的
ル
ー
ツ
や
伝
統
的

な
ス
タ
イ
ル
を
全
く
感
じ
さ
せ
な
い
作
品
が
陶
芸
シ
ー
ン
を
席
巻
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ

の
お
よ
そ
の
始
ま
り
は
新
里
明
士
の
初
個
展（
〇
三
年
）、
和
田
的
の
日
本
伝
統
工
芸
展
初

入
選（
〇
二
年
）あ
た
り
で
あ
る
。

　
作
品
ス
タ
イ
ル
に
伝
統
を
感
じ
さ
せ
な
い
か
ら
と
言
っ
て
日
本
の
伝
統
文
化
を
嫌
う
と
か

否
定
す
る
と
か
言
っ
た
仕
種
は
微
塵
も
な
い
。
逆
に
伝
統
文
化
、
陶
磁
器
の
古
典
に
対
す
る

尊
敬
の
眼
差
し
や
熱
い
研
究
心
に
満
ち
て
い
る
。
そ
れ
を
学
び
つ
つ
、
な
お
か
つ
、
現
代
に

呼
吸
す
る
同
時
代
人
と
し
て
の
感
性
を
作
品
に
刻
印
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
器
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
も
そ
う
で
あ
る
。
か
つ
て
器
で
あ
る
こ
と
自
体
が
自
由

な
表
現
を
縛
る
と
意
識
さ
れ
、
否
定
の
対
象
と
目
さ
れ
た
向
き
も
な
い
で
は
な
か
っ
た
。
し

か
し
現
代
美
術
と
陶
芸
な
い
し
工
芸
の
交
感
、
混
交
が
八
〇
年
代
後
半
、
一
種
の
飽
和
状
態

に
な
っ
た
時
、
そ
れ
へ
の
反
発
か
ら
、
一
旦
、
本
来
の
場
所
に
戻
り
、
じ
っ
く
り
陶
芸
な
い

し
工
芸
の
本
来
の
表
現
を
見
直
そ
う
と
す
る
時
期
が
あ
っ
た
。
一
九
九
三
年
頃
が
そ
の
転
換

点
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

　
前
記
し
た
素
材
相
対
主
義
的
環
境
の
中
で
は
、
極
端
な
場
合
、
器
の
形
を
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
が
作
家
の
表
現
を
縛
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
傾
向
の
裏
腹
で
、
い
わ
ゆ
る
オ
ブ
ジ
ェ

に
は
現
代
が
鋭
く
問
わ
れ
た
が
、
器
そ
の
も
の
の
現
代
性
は
そ
れ
ほ
ど
考
慮
さ
れ
た
と
は
言

い
難
い
。
本
来
の
場
に
回
帰
し
、
陶
芸
な
い
し
工
芸
本
来
の
表
現
、
あ
る
い
は
表
現
力
が
ど

こ
に
育
ま
れ
る
の
か
。
オ
ブ
ジ
ェ
の
み
で
は
な
い
、
器
こ
そ
そ
の
現
代
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。「
器
の
現
代
」が
か
つ
て
な
く
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
器
に
対
す
る
関
心
が
そ
れ
を
育
ん
で
き
た
日
本
の
伝
統
文
化
の
見
直
し
を
、
そ
し
て
陶
芸

と
最
も
近
接
的
な
伝
統
文
化
の
代
表
的
な
一
つ
で
あ
る
茶
道
、
そ
の
中
心
の
一
つ
で
あ
る
茶

陶
へ
の
関
心
を
改
め
て
呼
び
覚
ま
し
た
。
今
、
陶
芸
界
は
器
ブ
ー
ム（
あ
る
い
は
食
器
ブ
ー

ム
）、
そ
し
て
空
前
の
茶
陶
ブ
ー
ム（
＝
茶
碗
ブ
ー
ム
）に
沸
い
て
い
る
。

　

器（
な
い
し
食
器
）ブ
ー
ム
の
背
景
に
は
、
昭
和
十
年
代
帝
展
・
文
展
が
守
旧
的
な
ス
タ

イ
ル
、
そ
れ
を
拠
り
所
に
す
る
権
威
主
義
に
ま
み
れ
よ
う
と
し
た
際
、
そ
れ
に
反
発
し
て「
用

即
美
」を
掲
げ
て
結
成
さ
れ
た
実
在
工
芸
美
術
会
と
実
在
工
芸
美
術
展
。
そ
の
流
れ
の
中
で

胚
胎
し
た
産
業
工
芸
思
想
と
美
術
工
芸
観
が
、
戦
後
、
溶
け
合
お
う
と
し
た
到
達
点
か
ら
生

ま
れ
た
生
活
工
芸
集
団
と
生
活
工
芸
展
。
生
活
工
芸
思
想
が
や
が
て
ク
ラ
フ
ト
と
言
い
換
え

ら
れ
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
ク
ラ
フ
ト
マ
ン
協
会
を
中
心
に
行
わ
れ
た
ク
ラ
フ
ト
活
動
。
第
一
に
こ

の
ク
ラ
フ
ト
思
想
が
ま
ず
あ
る
。

　
つ
ま
り
作
家
の
作
品
で
あ
り
、
な
お
か
つ
実
用
を
第
一
義
と
し
、
壊
れ
れ
ば
す
ぐ
買
い
換

え
ら
れ
、
そ
の
た
め
に
は
安
価
で
、
そ
の
た
め
に
手
作
り
で
あ
る
が
量
産
す
る（
小
量
産
と

称
す
る
）、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
日
々
進
展
す
る
現
代
生
活
に
マ
ッ
チ
し
た
モ
ダ
ン
な
ス
タ

イ
ル
を
持
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
が
ク
ラ
フ
ト
活
動
の
目
指
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
思
想
が
陶
芸
な
い
し
工
芸
界
全
体
に
広
が
り
、
団
体
に
属
さ
な
い
作
家
達
に
も
多
く

の
ク
ラ
フ
ト
作
家
な
い
し
器
作
家
が
誕
生
し
て
い
っ
た
。
公
募
展
は
言
う
に
及
ば
ず
、
婦
人

雑
誌
の
器
特
集
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
作
家
も
の
の
器
の
店
が
数
多
く
誕
生
し
た
。
和
菓
子
の

老
舗
鶴
屋
八
幡
が
、
器
に
菓
子
を
盛
り
、
器
作
家（
工
芸
全
般
）を
紹
介
す
る
雑
誌
広
告
を

打
ち
、
そ
れ
を
三
回
に
わ
た
っ
て
単
行
本
に
ま
と
め
る
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た（
註
39
）。
器
作

家
の
活
動
を
横
支
え
す
る
形
と
な
っ
た
。

　
ク
ラ
フ
ト
思
想
と
周
辺
の
作
家
達
は
実
用
の
器
作
り
か
ら
、
思
考
が
生
活
そ
の
も
の
へ
と

遡
り
、
自
由
な
生
活
と
そ
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
器
作
り
の
パ
ワ
ー
の
源
泉
を
見
つ
め
た
。

都
会
の
中
心
か
ら
少
し
距
離
を
置
き
、
郊
外
や
山
里
に
移
り
住
み
、
今
で
言
う
ロ
ハ
ス
的
生

活
と
器
作
り
を
一
体
化
し
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
の
は
前
記
の「
自
分
の

生
活
に
使
い
た
く
な
る
器
と
は
一
体
ど
ん
な
も
の
か
」と
い
う
制
作
の
拠
り
所
で
あ
っ
た
。

桃
山
で
も
宋
で
も
な
い
、
古
い
も
の
で
は
な
い
、
自
ら
の
生
活
が
陶
磁
器
の
ス
タ
イ
ル
を
選

択
す
る
と
い
う
作
り
方
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　
す
っ
か
り
様
変
わ
り
し
た
産
地
の
動
向
も
器
ブ
ー
ム
に
大
い
に
関
係
し
て
い
る
。
極
端
な

例
は
茨
城
県
笠
間
で
、
戦
争
直
後
、
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
か
け
た
産
地
を
、
行
政
が
力
を
入
れ
、

作
家
を
誘
致
し
、
復
興
し
た
。
産
地
と
は
言
っ
て
も
、
窯
元
と
職
人
で
構
成
さ
れ
る
産
業
陶

芸
産
地
で
は
な
く
、
作
家
が
自
由
に
制
作
活
動
を
行
う
作
家
制
作
活
動
産
地
に
一
変
し
た
。

隣
の
益
子
も
同
様
な
作
家
産
地
に
変
貌
し
、
美
濃
、
萩
な
ど
で
も
、「
窯
元
＋
職
人
」産
地
色

の
強
い
有
田
、
備
前
で
も
作
家
の
台
頭
は
顕
著
で
あ
る
。「
窯
元
＋
職
人
」的
産
地
色
の
色
濃

い
と
こ
ろ
で
は
、
同
じ
制
作
者
が
窯
元
で
も
あ
り
作
家
で
も
あ
る
と
い
う
傾
向
を
強
め
て
き
た
。

　
大
量
に
発
生
し
た
産
地
作
家
が
ま
ず
手
に
染
め
る
の
は
器（
中
心
は
食
器
）で
あ
り
、
そ
れ
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は
日
本
の
器
文
化
の
影
響
や
生
活
の
た
め
と
い
う
点
か
ら
も
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ

が
九
〇
年
代
中
頃
か
ら
の
器
再
考
傾
向
に
沿
っ
て
押
し
上
げ
ら
れ
、
器
ブ
ー
ム
を
も
た
ら
し
た
。

　
茶
陶
ブ
ー
ム
は
伝
統
的
な
茶
陶
産
地
、
窯
元
、
茶
陶
作
家
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
第
一
傾

向
、
第
三
傾
向
の
作
家
達
が
多
数
参
入
し
た
。
第
二
傾
向
の
作
家
達
も
異
形
装
飾
な
茶
碗
を

作
り
出
し
、
第
四
傾
向
の
作
家
も
茶
碗
制
作
に
入
れ
込
む
例
が
多
い
。
第
一
、
第
二
の
作
家

た
ち
は
全
く
同
世
代
で
あ
り
活
動
の
場
を
共
有
す
る
こ
と
が
多
く
、
互
い
に
影
響
し
合
っ
て

き
た
。
共
有
の
象
徴
と
し
て
美
濃
・
京
都
の
こ
の
世
代
の
作
家
た
ち
に
よ
る
茶
事
の
梯
子
と

も
言
う
べ
き「
試
み
の
茶
事
」が
行
わ
れ
た
の
も
特
筆
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
器
再
考
傾
向
の

流
れ
に
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
一
方
で
茶
陶
の
本
宗
と
も
言
う
べ
き
第
十
五
代
樂

吉
左
衛
門
が
自
由
で
創
作
性
豊
か
な
茶
碗
を
発
表
し
、
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
が

茶
碗
制
作
の
バ
リ
ア
ー
を
低
く
小
さ
く
し
た
要
因
の
一
つ
で
あ
る（
註
41
）。

（
２
）第
一　
新
し
い
感
覚
の
器

　
第
一
傾
向
、
す
な
わ
ち
新
し
い
器
制
作
の
二
大
巨
頭
と
も
言
う
べ
き
が
新
里
明
士
、
和
田

的
で
あ
る
。
新
里
は
薄
く
シ
ャ
ー
プ
な
白
磁
の
器
に
規
則
的
に
穿
孔
を
施
し
透
明
釉
を
充
填

し
て
焼
成
し
、
光
の
透
過
効
果
を
狙
っ
た「
光
器
」シ
リ
ー
ズ
で
、
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
た
。
清
新
で
幾
重
に
も
洗
練
さ
れ
た
瀟
洒
な
表
現
世
界
で
あ
る
。

　
和
田
は
作
り
出
し
た
い
形
を
徹
底
的
に
削
る
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得
し
よ
う
と
し
た
。
代
表

作
が『
白
器「
ダ
イ
／
台
」』、「
表
裏
」で
あ
る
。
双
方
と
も
厚
く
成
形
し
た
白
磁
鉢
型
を
、

上
辺
は
円
形
に
、
下
辺
は
方
形
に
、
総
体
の
輪
郭
は
台
形
に
成
形
し
た
も
の
。
前
者
の
側
面

で
は
中
央
で
彫
が
ク
ロ
ス
し
、
後
者
は
前
後
の
二
側
面
が
壁
の
よ
う
に
円
柱
型
の
空
間
を
囲

ん
で
い
る
。「
ダ
イ（die

）」は
死
を
、「
台
」は
台
形
で
ど
っ
し
り
し
た
形
状
で
生
を
イ
メ
ー

ジ
し
、
生
と
死
が「
ク
ロ
ス
」し
な
が
ら
も
ど
っ
し
り
と
確
固
と
し
生
き
る
人
間
の
生
を
表
す
。

「
表
裏
」も
人
の
心
の
明
暗
を
象
徴
す
る
。

　
佐
藤
典
克
の「
縒
器
」は
脚
部
か
ら
一
気
に
鋭
い
張
り
の
あ
る
曲
線
を
呈
し
て
せ
り
上
が

る
潔
い
形
態
感
覚
が
素
晴
ら
し
い
。
単
に
轆
轤
に
手
技
を
加
え
て
作
っ
た
だ
け
の
も
の
で
は

な
く
、
土
を
足
し
て
は
削
り
引
い
て
は
削
っ
て
成
形
し
て
、
爽
快
で
強
靭
な
曲
面
を
作
り
出

し
た
。
鋭
く
鎬
だ
っ
た
稜
線
が
そ
れ
を
演
出
す
る
。

　
中
田
雅
巳
は
ひ
た
す
ら
線
を
引
く
。
し
か
も
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
、
ま
る
で
定
規
で
測
っ
た

よ
う
に
。
色
彩
の
感
覚
も
素
晴
ら
し
い
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
ス
ッ
キ
リ
整
っ
た
形
の
感
覚

が
全
体
を
引
き
締
め
る
ベ
ー
ス
で
あ
る
。

　

鈴
木
麻
起
子
と
阿
部
慎
太
郎
は
食
器
や
花
器
な
ど
を
中
心
と
し
た
器
作
家
の
代
表
で
あ

る
。
鈴
木
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
雑
貨
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
と
提
携
し

た
展
覧
会
で
作
品
を
発
表
す
る
全
く
新
し
い
タ
イ
プ
の
作
家
で
あ
る
。
ト
ル
コ
ブ
ル
ー
が
美

し
い「Turkish

」シ
リ
ー
ズ
、
キ
ラ
ッ
と
輝
く
よ
う
な
グ
レ
ー
イ
ッ
シ
ュ
な
グ
リ
ー
ン
が
印

象
的
な「Scintillant（
サ
ン
テ
ィ
ア
ン
）」シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
か
つ
て
日
本
に
は
な
か
っ
た

新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
器
群
を
作
り
出
す
。

　
阿
部
は
輪
花
、
木
瓜
や
楕
円
型
の
ソ
フ
ト
な
形
態
の
皿
型
が
制
作
の
中
心
で
、
リ
ム
に
施

さ
れ
た
レ
リ
ー
フ
状
の
花
模
様
、
幾
何
学
模
様
が
作
者
の
繊
細
な
感
性
を
示
し
て
い
る
。
グ

レ
ー
や
白
、
ブ
ル
ー
な
ど
控
え
め
な
落
ち
着
い
た
色
感
も
よ
く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
器
、
食
器
は
限
り
な
く
現
代
的
で
あ
る
が
、
他
に
も
内
田
鋼
一
、
福
本
双
紅
、

桑
田
卓
郎
、
高
橋
朋
子
、
高
橋
奈
己
、
竹
村
友
里
、
若
杉
聖
子
、
丹
羽
シ
ゲ
ユ
キ
、
山
田
想

な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
西
川
聡
ら
ベ
テ
ラ
ン
も
健
在
で
あ
る
。

（
３
）第
二　
異
形
装
飾

　
新
し
い
器
と
対
極
を
成
し
て
い
る
の
が
第
二
の
異
形
装
飾
で
あ
る
。
こ
の
作
家
達
も
や
は

り
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
美
大
を
卒
業
す
る
か
作
品
の
初
め
て
の
発
表
を
行
っ
て
い
る
。
多
く

が
卒
業
制
作
の
時
点
で
異
形
な
作
品
を
制
作
し
て
い
こ
と
か
ら
、
正
に「
平
成
十
年
代
様
式
」

で
あ
る
。
た
だ
一
言
で
異
形
と
言
っ
て
も
表
現
は
決
し
て
一
様
で
は
な
い
。

　
植
葉
香
澄
の
キ
メ
ラ
は
存
在
そ
の
も
の
が
既
に
異
形
で
あ
る
。
キ
メ
ラ
は
ギ
リ
シ
ャ
神
話

に
登
場
す
る
頭
が
ラ
イ
オ
ン
、
胴
が
山
羊
、
尻
尾
が
毒
蛇
と
い
う
よ
う
な
怪
物
で
、
植
葉
は

こ
れ
を
想
像
力
豊
か
に
変
身
さ
せ
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
犬
科
系
の
頭
部
を
持
っ
て
い
る

が
、
象
型
の
耳
、
鼻
も
あ
る
。
そ
れ
を
友
禅
の
下
絵
師
だ
っ
た
祖
父
の
影
響
だ
と
い
う
日
本

の
伝
統
模
様
と
作
家
な
り
の
解
釈
に
よ
る
そ
の
発
展
形
が
覆
う
。
青
海
波
・
七
宝
繋
・
桜
花

散
し
・
矢
絣
・
市
松
・
雲
錦
風
・
松
・
亀
甲
・
毘
沙
門
亀
甲
・
蝶
・
梅
鉢
・
菊
・
パ
ル
メ
ッ

ト
唐
草
風
な
ど
、
キ
リ
が
な
い
。
形
は
ほ
ぼ
左
右
対
称
。
そ
し
て
め
く
る
め
く
色
彩
と
模
様

の
乱
舞
、
と
見
え
て
、
か
な
り
規
則
的
に
左
右
連
動
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　
意
匠
感
覚
、
構
成
は
ま
さ
に
京
焼
の
そ
れ
で
あ
る
。
典
型
は『
色
絵
家
型
丁
子
風
炉
』（
古

28



清
水
、
十
八
世
紀
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）で
、
二
階
建
て
の
茅
屋
型
で
、
屋
根
に
は
空

の
雲
、
外
壁
に
は
周
囲
の
柴
垣
に
菊
や
撫
子
な
ど
の
秋
草
が
あ
た
か
も
映
り
込
ん
で
い
る
か

の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
植
葉
の「
家
形
香
炉
」で
は
、
苫
屋
の
屋
根
の
棟
木
に
鯱
鉾
よ
ろ

し
く
白
い
鳥
が
留
ま
り
、
屋
根
に
金
雲
、
側
面
に
は
青
海
波
の
地
に
逆
巻
く
波
頭
が
蕨
文
と

紛
う
ば
か
り
に
様
式
化
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。
京
焼
そ
の
も
の
で
あ
る
。
波
模
様
が
塩
屋

意
匠
を
暗
示
し
、
中
世
蒔
絵
・
絵
画
と
も
つ
な
が
る
。
植
葉
の
関
心
は
こ
う
し
た
質
を
持
つ
。

　
徳
丸
鏡
子
の
初
期
の
代
表
作
は
第
四
の
傾
向
で
取
り
上
げ
た
九
四
年
の「
蠕
動
―
表
皮
か

ら
記
憶
へ
」で
あ
る
が
、
九
九
年
の「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
・
プ
ラ
ン
ツ
」展
以
降
、
作
風
が
大
き
く

変
わ
る
。
画
廊
空
間
一
杯
に
広
が
る
巨
大
な
作
品
か
ら
、
高
さ
が
せ
い
ぜ
い
五
十
〜
六
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
型
の
も
の
に
急
変
す
る
の
で
あ
る
。
も
と
も
と「
蠕
動
」も
そ
れ

く
ら
い
の
パ
ー
ツ
を
集
積
し
た
も
の
で
、「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
・
プ
ラ
ン
ツ
」は
い
わ
ば
そ
の
パ
ー

ツ
が
一
つ
一
つ
独
立
し
た
作
品
に
な
っ
て
現
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　
徳
丸
に
は
原
風
景
み
た
い
な
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
目
の
前
に
あ
り
あ
り
と
広
が
る
風
景

で
、
そ
れ
は
海
底
の
植
物
の
よ
う
で
も
あ
り
動
物
で
も
あ
り
、
は
た
ま
た
鉱
物
の
よ
う
で
も

あ
る
。
そ
の「
何
か
達
」が
ゆ
ら
ゆ
ら
気
持
ち
良
さ
げ
に
揺
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
魅
か
れ
る
。

そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
ギ
ー
ガ
ー
描
く
エ
イ
リ
ア
ン
の
体
躯
の
部
品
が
混
ざ
り
合
っ
た
よ
う
な

感
じ
か
ら
、
自
然
形
態
、
工
業
的
な
形
態
、
日
本
の
伝
統
意
匠
な
ど
が
混
ざ
り
合
っ
た
も
の

へ
と
徐
々
に
変
化
し
て
き
た
。

　
稲
崎
栄
利
子
は
襞
状
形
の
連
続
と
細
い
針
状
形
の
集
積
に
よ
っ
て
異
形
を
作
る
。
針
状
形

の
典
型
が『afterim

age

』（
二
〇
〇
五
年
、
第
七
回
国
際
陶
磁
器
展
美
濃　
銅
賞
）で
、
襞

状
形
の
典
型
が『
木
霊
』（
二
〇
一
一
年
）で
あ
る
。
一
見
、
双
方
と
も
水
流
に
そ
よ
ぐ
海
中

植
物
の
よ
う
な
佇
ま
い
で
あ
る
。
し
か
し
稲
崎
に
は
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
は
全
く
な
い
。
何
の

理
由
も
な
い
。
た
だ
作
り
た
い
も
の
が
で
き
た
だ
け
。
い
わ
ば
生
命
の
自
動
記
録
、
そ
の
行

為
自
体
に
生
命
を
感
じ
る
。
そ
の
最
中
に「
私
は
生
き
て
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
取
れ
る
」。

こ
れ
は
徳
丸
が「
制
作
そ
の
も
の
が
自
身
の
精
神
の
リ
ハ
ビ
リ
で
あ
り
、
そ
れ
な
く
し
て
生

き
て
い
け
な
い
」と
語
っ
た
こ
と
と
あ
る
意
味
で
は
よ
く
通
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ

と
も
異
形
装
飾
系
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
驚
く
べ
き
集
中
力
と
確
か
な
制
作
プ
ロ
セ
ス
の

予
測
と
計
算
が
で
き
な
い
と
、
こ
ん
な
作
品
は
作
れ
な
い
。

　
今
野
朋
子
は
文
字
通
り「C

reature

」、
彼
女
の
想
像
上
の
生
き
物
を
作
る
。
磁
土
の
練

込
で
作
っ
た
パ
ー
ツ
を
、
表
に
は
花
び
ら
の
よ
う
に
重
ね
、
内
部
に
は
あ
た
か
も
顕
微
鏡
で

拡
大
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
植
物
の
起
毛
の
様
な
も
の
を
び
っ
し
り
と
密
集
さ
せ
る
。
磁
土
焼

締
の
平
滑
感
と
色
彩
の
美
し
さ
、
獲
物
を
狙
っ
て
大
き
く
口
を
開
け
た
得
体
の
し
れ
な
い
生

物
の
グ
ロ
テ
ス
ク
さ
が
同
居
す
る「
気
味
の
悪
い
爽
快
さ
」が
こ
の
作
家
の
身
上
で
あ
る
。

徳
丸
、
稲
崎
の「
行
為
と
し
て
の
生
命
感
」と
は
ま
た
違
う
、
よ
り
客
観
的
な
定
位
置
を
持
っ

た
作
者
な
り
の
生
命
感
で
あ
る
。

　
「
気
味
の
悪
い
爽
快
感
」が
異
形
装
飾
系
の
作
品
の
共
通
感
覚
で
あ
る
。
水
元
か
よ
こ
の「
う

さ
み
み
Ｐ
Ｏ
Ｐ
」を
中
心
と
し
た
仕
事
は
、
近
世
の
変
わ
り
兜
に
対
す
る
関
心
が
元
ら
し
い
が
、

う
さ
ぎ
の
耳
の
み
な
ら
ず
、
鹿
や
山
羊
の
角
、
変
わ
り
兜
顔
負
け
の
大
き
く
湾
曲
し
た
最
大

幅
七
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
角
が
付
い
た
茶
碗
も
あ
る
。
作
品
す
べ
て
に
共
通
す
る
の
が

目
玉
で
あ
る
。「
不
気
味
だ
が
心
地
好
い
」の
典
型
で
あ
る
。
赤
と
ピ
ン
ク
の
縞
の
花
び
ら
の

花
芯
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
目
玉
お
や
じ
然
と
し
た
も
の
も
あ
る
。
中
に
は
目
玉
が

立
体
に
な
っ
て
飛
び
出
し
て
い
る
。
目
玉
は
現
代
美
術
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
様
々
な
サ
ブ
カ

ル
チ
ャ
ー
に
登
場
し
て
き
た
。
水
元
の
目
玉
も
そ
の
流
れ
の
一
つ
と
言
え
る
が
、
装
飾
模
様

と
し
て
一
段
と
洗
練
さ
れ
て
い
る
。

　
異
形
装
飾
で
は
珍
し
い
男
性
作
家
で
あ
る
川
端
健
太
郎
の
作
品
も「
気
味
の
悪
い
爽
快
感
」

を
よ
く
示
し
て
い
る
。
が
っ
し
り
と
し
た
確
か
な
立
体
感
に
支
え
ら
れ
た
重
厚
な
オ
ブ
ジ
ェ

で
あ
る
。

（
４
）第
三　
伝
統
工
芸
の
新
風

　
伝
統
工
芸
の
新
し
い
世
代
の
活
躍
も
目
覚
ま
し
い
。
各
産
地
で
い
わ
ば
遺
伝
子
の
組
み
換

え
と
も
言
う
べ
き
伝
統
技
法
、
伝
統
的
材
料（
土
、
釉
薬
な
ど
）を
時
代
の
感
性
に
即
し
て

解
釈
し
直
し
、
新
し
い
表
現
を
打
ち
出
し
て
き
た
。
こ
れ
は
九
〇
年
代
か
ら
目
立
っ
て
き
た

こ
と
だ
が
、
例
え
ば
市
野
元
和
は
丹
波
の
伝
統
で
あ
る
赤
土
部
釉
と
白
釉
を
用
い
、
赤
と
白

の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
と
し
た
瀟
洒
な
鉢
を
作
り
、
日
本
伝
統
工
芸
展
で
高
松
宮
記
念
賞
を
受

賞
し
た
。
塚
本
治
彦
は
織
部
の
長
方
皿
で
、
一
方
の
角
を
逆
巻
く
波
涛
の
よ
う
に
翻
ら
せ
、

酒
井
博
司
は
志
野
釉
の
成
分
を
調
整
し
ブ
ル
ー
グ
レ
ー
を
呈
す
る「
藍
志
野
」を
開
発
し
、

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
直
線
的
に
立
ち
上
が
る
モ
ダ
ン
な
形
も
相
ま
っ
て
、
新
鮮
な
息
吹
を
感
じ

さ
せ
た
。
練
込
を
磁
土
と
結
び
つ
け
た
の
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
清
水
真
由
美
な
ど
の
仕
事
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が
先
行
す
る
が
、
本
格
的
な
仕
事
で
注
目
さ
れ
る
の
は
前
記
の
室
伏
英
治
で
あ
る
。

　
最
も
新
し
い
制
作
が
目
立
っ
た
の
は
磁
器
の
分
野
で
、
前
に
述
べ
た
磁
器
の
表
現
第
二
段

階
が
到
来
す
る
。
そ
の
一
番
手
は
石
橋
裕
史
で
あ
る
。
平
成
十
三
年（
二
〇
〇
一
）「
彩
刻

磁
鉢
」が
第
四
十
八
回
日
本
伝
統
工
芸
展
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
の
が
そ
の
始
ま
り
で
あ
っ

た
。
焼
成
後
、
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
で
刻
文
を
施
し
た
も
の
で
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
の
美
し
い
形

と
相
俟
っ
て
、
新
し
い
時
代
の
到
来
を
思
わ
せ
る
清
新
な
表
現
で
あ
っ
た
。
〇
三
年
、
一
一

年
に
は
日
本
陶
芸
展
で
二
度
の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
、
一
〇
年
に
は「
彩
刻
磁
鉢
」が
第

五
十
七
回
日
本
伝
統
工
芸
展
で
文
科
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
。
こ
の
作
品
は
や
や
楕
円
を
呈

し
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
描
く
鉢
で
、
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
に
よ
る
線
状
文
が

形
と
見
事
に
響
き
合
う
優
雅
な
作
品
で
あ
る
。

　
神
農
巌
は
日
本
伝
統
工
芸
展
で「
堆
磁
鉢
」（
〇
九
年
、
朝
日
新
聞
社
賞
）と「
堆
磁
線
文
鉢
」

（
一
一
年
、
日
本
工
芸
会
長
賞
）が
二
度
の
受
賞
に
輝
い
た
。
堆
磁
は
文
字
通
り
磁
土
を
盛

り
上
げ
て
レ
リ
ー
フ
状
の
文
様
を
作
り
出
す
も
の
で
あ
る
が
、
彼
は
通
常
指
で
盛
り
上
げ
る

の
を
、
シ
ャ
ー
プ
な
線
を
狙
っ
て
筆
で
盛
り
上
げ
た
。
そ
れ
が
成
功
し
現
代
に
通
ず
る
白
磁
・

青
白
磁
作
品
が
出
来
上
が
っ
た
。

　
福
島
善
三
は
以
前
か
ら
年
来
の
鉄
釉
の
他
に
青
磁
釉
の
研
究
を
行
い
、
〇
九
年
か
ら
作
品

発
表
を
始
め
、
一
三
年
、「
中
野
月
白
瓷
深
鉢
」が
日
本
伝
統
工
芸
展
で
高
松
宮
記
念
賞
に

輝
い
た
。
そ
れ
ら
が
評
価
さ
れ
、
二
〇
一
七
年
七
月
、
重
要
無
形
文
化
財「
小
石
原
焼
」保

持
者（
人
間
国
宝
）に
認
定
さ
れ
た
。『
中
野
月
白
瓷
鉢
』（
二
〇
一
七
年
、
茨
城
県
陶
芸
美
術

館
蔵
）は
そ
の
姉
妹
作
で
、
美
し
い
釉
調
と
立
ち
上
が
り
を
二
段
で
構
成
す
る
モ
ダ
ン
形
が

共
鳴
し
合
う
見
事
な
作
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
伝
統
工
芸
の
新
風
は
伝
統
的
な
各
産
地
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
、
他
に
も
中

村
清
吾
、
伊
勢
崎
晃
一
朗
、
伊
藤
秀
人
、
中
田
博
士
、
岡
田
泰
、
浜
岡
満
明
、
庄
村
久
喜
、

若
尾
経
、
見
附
正
康
、
吉
村
茉
莉
な
ど
、
優
れ
た
若
手
作
家
が
育
っ
て
き
て
い
る
。
織
田
達

也
、
船
越
保
、
三
上
亮
ら
ベ
テ
ラ
ン
も
健
在
で
あ
る
。

（
５
）第
四　
伝
統
的
オ
ブ
ジ
ェ
の
新
風

　
オ
ブ
ジ
ェ
、
立
体
造
形
の
新
風
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
九
〇
年
前
後
か
ら
新
し
い
状
況
が

生
ま
れ
て
い
た
。
第
一
が
斎
藤
敏
壽
の『
水
蒸
気
破
裂
９
８
９
１
１
』（
一
九
八
九
年
）で
、

あ
る
一
定
の
土
の
塊
を
用
意
し
、
そ
れ
を
叩
い
て
延
ば
し
て
い
く
。
限
界
ま
で
延
ば
し
、
次

に
心
理
的
に
そ
の
延
長
と
し
て
、
別
の
塊
を
ま
た
延
ば
し
て
い
く
。
土
を
叩
く
と
延
び
て
い

く
と
い
う
自
然
と
、
作
り
た
い
形
と
い
う「
形
の
意
識
」が
、
そ
の
過
程
で
せ
め
ぎ
合
い
、

拮
抗
し
合
い
、
は
た
ま
た
親
和
し
合
い
な
が
ら
進
行
し
て
い
く
。
か
つ
て
な
い
巨
大
な
作
品

が
出
来
上
が
っ
た
。
工
芸
的
造
形
論
の
一
つ
の
到
達
点
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
続
く
の
が
前
に
述
べ
た
徳
丸
鏡
子「
蠕
動
―
表
皮
か
ら
記
憶
へ
」で
あ
る
。
よ
り

大
き
な
空
間
的
広
が
り
を
持
ち
、
意
識
の
深
層
へ
遡
る
よ
う
な
強
烈
な
作
家
の
表
現
意
欲
に

感
動
す
る
。

　
五
味
謙
二
は
縄
文
土
器
、
沖
縄
パ
ナ
リ
焼
の
土
器
な
ど
に
触
発
さ
れ
て
陶
芸
を
志
す
よ
う

に
な
っ
た
。
様
々
な
陶
芸
体
験
を
経
て
、
焼
く
と
い
う
こ
と
の
物
質
の
変
化
の
理
に
最
も
適

う
形
を
求
め
た
。
土
で
作
っ
た
も
の
を
焼
く
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、
焼
く
た
め
の
も
の
を

土
で
作
る
。
こ
こ
か
ら
出
来
上
が
っ
た
の
が「
彩
土
器
」で
あ
る
。
独
特
の
質
感
を
表
出
す

る
た
め
、
土
を
何
層
も
塗
り
重
ね
、
こ
す
り
落
と
し
、
引
っ
掻
き
、
そ
し
て
焼
成
を
繰
り
返

す
。
工
芸
的
造
形
の
正
に
素
の
あ
り
方
と
も
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
制
約
が
あ
る
か
ら
こ
そ
出
て
く
る
形
。
こ
れ
も
工
芸
的
造
形
の
あ
り
方
で
あ
る
。
佐
藤
雅

之
、
藤
笠
砂
都
子
は
磁
土
の
制
約
を
逆
手
に
取
り
、
形
の
危
う
さ
に
陶
芸
な
ら
で
は
の
表
現

を
見
出
す
。
出
和
絵
理
も
そ
の
美
し
い
外
貌
か
ら
は
伺
い
知
れ
な
い
危
う
さ
と
の
拮
抗
の
中

で
形
を
つ
な
ぎ
と
め
る
。
黒
川
徹
の
強
靭
な
造
形
も
見
逃
せ
な
い
。

　
素
材
を
一
つ
に
限
り
こ
と
か
ら
く
る「
形
の
意
識
」と
の
限
り
な
い
闘
争
。
拮
抗
と
親
和

の
ス
ト
ー
リ
ー
。
そ
れ
が
日
々
進
化
す
る
現
代
陶
芸
シ
ー
ン
の
奥
深
さ
で
あ
り
思
わ
ず
引
き

込
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
橋
本
知
成
、
松
永
圭
太
、
松
村
淳
、
木
野
智
史
な
ど
期
待
の
新
人
が
現
れ
て
い
る
。

（
６
）第
五　
フ
ィ
ギ
ュ
ア

　
最
後
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
平
成
十
年
代
様
式
の
進
展
と
共
に
顕
著
に
な
っ
て
き
た

「
フ
ィ
ギ
ュ
ア
」と
称
す
べ
き
一
連
の
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
人
型
の
文
字
通
り
の
フ
ィ
ギ
ュ

ア
と
、
昆
虫
や
魚
介
類
の
動
物
系
フ
ィ
ギ
ュ
ア
に
大
別
さ
れ
る
。
前
者
で
は
北
川
宏
人
、
奥

村
直
子
、
後
者
で
は
奥
村
巴
菜
、
今
井
完
眞
、
大
上
伊
代
の
作
品
が
特
筆
さ
れ
る
。
田
崎
太

郎
は
そ
の
中
間
、
動
物
形
の
神
様
を
得
意
と
す
る
。
小
林
佐
和
子
は
動
物
形
に
限
ら
ず
器
型

30



月
一
日
所
収
）

18　
高
村「
自
画
像
」（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
六
八
年
）

19　
「
美
術
新
報
」２
９
４
号
、
第
２
巻
第
６
号
、
大
正
八
年
八
月
十
八
日

20　

 

東
京
府「
平
和
記
念
東
京
博
覧
会
審
査
報
告
」（
一
九
二
三
・
大
正
十
二
年
八
月
）。
以
下
す
べ
て
こ
れ

に
よ
る
。

21　
正
木「
十
三
松
堂
日
記
」（
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
六
五
年
）

22　

 「
无
型
」創
刊
号（
一
九
二
七
・
昭
和
二
年
一
月
二
十
九
日
）〜
第
28
号（
一
九
三
三
・
昭
和
八
年
一
月
）

23　
「
日
本
大
美
術
年
鑑
」（
中
央
美
術
社
、
一
九
二
六
年
）

24　

 

金
子「
工
芸
家
と
の
対
話
⑦　
視
線
と
マ
チ
エ
ー
ル
―
山
田
光（
一
）」（「
な
ご
み
」一
九
九
〇
年
七
月
、

淡
交
社
。
金
子「
現
代
陶
芸
の
造
形
思
考
」所
収
、
阿
部
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）

25　
鈴
木
治
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
、
一
九
九
九
年
一
月
十
八
日

26　
金
子
前
掲
エ
ッ
セ
イ（
註
23
）

27　
同
右

28　

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
一
ラ
ジ
オ
対
談
・
八
木
vs
木
村
重
信
、
一
九
六
九
年（「
現
代
日
本
の
陶
芸
家
た
ち　
京
都
・

信
楽
」収
録
、
一
九
八
九
年
、
学
習
研
究
社
）

29　
座
談
会「
草
創
期
の
前
衛
陶
芸
」（「
現
代
の
陶
芸
」12
、
月
報
、
講
談
社
、
一
九
七
三
年
）

30　
宇
野「
歴
史
と
技
術
の
伝
統
」（「
日
本
の
や
き
も
の
９　
京
都
」、
淡
交
社
、
一
九
七
五
年
）

31　
対
談
・
藤
本
／
林
屋
晴
三（「
藤
本
能
道
作
品
集
」、
講
談
社
、
一
九
八
八
年
）

32　
熊
倉「
私
は
か
く
考
え
て
突
き
進
む
」（「
陶
説
」93
、
一
九
六
〇
年
）

33　

 

清
水「
六
兵
衛
と
九
兵
衛
の
間
」（「
陶
説
」３
５
２
、一
九
八
二
年
七
月
、「
小
説
新
潮
’82
ス
ペ
シ
ャ
ル
」

か
ら
の
転
載
）

34　

 

富
本
に
関
す
る
部
分
は
、
金
子『
富
本
憲
吉
の「
立
体
の
美
術
」』（
金
子
前
掲
書
―
註
24
―
所
収
、
阿

部
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）参
照

35　

 

加
守
田
に
関
す
る
こ
と
は
、
金
子「
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
の
加
守
田
章
二
」（
金
子
前
掲
書
―
註
24
―
所
収
）

参
照

36　
以
下
に
取
り
上
げ
る
作
家
に
つ
い
て
詳
し
く
は
金
子
前
掲
書（
註
34
）参
照

37　
 

金
子「
ス
タ
ジ
オ
・
ク
ラ
フ
ト
を
介
し
て
ア
バ
カ
ノ
ヴ
ィ
チ
か
ら
橋
本
真
之
へ
―
素
材
相
対
主
義
の
系

譜
と
克
服
」（
金
子
前
掲
書
―
註
24
―
所
収
）参
照

38　
「
第
59
回
日
本
伝
統
工
芸
展
受
賞
者
座
談
会
」（「
陶
説
」七
一
七
）参
照

39　
「
こ
の
器
こ
乃
菓
子
」正
、
続
、
続
（々
鶴
屋
八
幡
、
一
九
七
八
、
八
六
、
九
四
年
）

40　
「
平
成
十
年
代
様
式
」に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
陶
芸
美
術
館「
現
代
・
陶
芸
現
象
」展
カ
タ
ロ
グ
参
照

41　

 

新
し
い
茶
陶
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県
陶
芸
美
術
館「
現
代
の
茶
陶
」展
、
同「
豊
か
な
る
茶
陶
」

展
カ
タ
ロ
グ
参
照

に
動
物
が
融
合
し
て
い
る
も
の
も
多
数
あ
る
。

　
陶
芸
が
中
心
で
は
あ
る
が
、
漆
芸
、
金
工
、
ガ
ラ
ス
、
革
工
芸
な
ど
様
々
な
異
素
材
に
広

が
っ
て
い
る
こ
と
が
大
変
興
味
深
く
、
見
逃
せ
な
い
。

　
従
来
の
人
間
な
い
し
動
物
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
的
傾
向
と
異
な
る
の
は
、
単
純
な
リ
ア
ル
と
い

う
も
の
で
は
な
く
、
冷
酷
さ
と
熱
い
血
潮
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
共
存
し
、
一
筋
縄
で
は

い
か
な
い
強
さ
と
親
し
み
を
滲
み
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
独
特
の
魅
力
に
満
ち
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
あ
る
。

註１　
「
工
部
院
設
置
ノ
議（
書
写
資
料
）」（
早
稲
田
大
学
大
隈
文
書
イ　
１
４
Ａ
０
４
５
５
）所
収

２　
鈴
木
健
二「
工
芸
」（「
原
色
現
代
日
本
の
美
術
」14「
工
芸
」、
小
学
館
、
一
九
八
〇
年
）

３　

 

澳
国
博
覧
会
事
務
局「
澳
国
博
覧
会
報
告
書
」（
一
八
七
五
・
明
治
八
年
）、「
澳
国
博
覧
会
参
同
記
要
」

（
一
八
九
七
・
明
治
三
十
年
）

４　
東
京
国
立
博
物
館
編「
東
京
国
立
博
物
館
百
年
史
」（
一
九
七
三
年
）

５　
「
明
治
三
十
三
年
巴
里
万
国
大
博
覧
会
出
品
規
則
」（
一
八
九
八
・
明
治
三
十
一
年
五
月
）な
ど
参
照
。

6　

 See, G
arth C

lark, The Potter’s A
rt, A

 C
om

plete H
istory of Pottery in Britain, 

London:Phaidon, 1995

７　
農
商
務
省
、
前
田
正
名
編
纂「
興
業
意
見
」（
一
八
八
四
・
明
治
十
七
年
）

８　

 「
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
」出
品
目
録（
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所「
明
治
美
術
基
礎
資
料
集
」所
収
、

一
九
七
五
年
）

９　
東
京
国
立
博
物
館
編
前
掲
書（
註
４
）

10　
同
右

11　
同
右

12　
「
千
九
百
年
巴
里
万
国
博
覧
会
臨
時
博
覧
会
事
務
局
報
告　
上
」（
一
九
〇
二
・
明
治
三
十
五
年
三
月
）

13　
同
右
、
及
び
前
掲
書（
註
5
）参
照

14　
同
右

15　
奈
良
県
立
美
術
館
編「
南
薫
造
宛
富
本
憲
吉
書
簡
」（
大
和
美
術
史
料
第
３
集
、
一
九
九
九
年
）

16　

 

九
鬼「
論
綱
」（
岡
部
宗
久
編「
内
外
名
士
日
本
美
術
論
」所
収
、
鼎
栄
館
、
一
八
八
九
・
明
治
二
十
二

年
）。
日
野
永
一『
万
国
博
覧
会
と
日
本
の「
美
術
工
芸
」』（「
万
国
博
覧
会
の
研
究
」、
思
文
閣
出
版
、

一
九
八
六
年
）参
照

17　

 

犀
水
生「
萬
蓋
あ
る
物
展
覧
会
を
見
て
」（「
美
術
新
報
」２
２
０
号
、
第
12
巻
第
３
号
、
大
正
二
年
一
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知
ら
れ
ざ
る
八
木
一
夫

―
一
九
六
〇
年
代
中
頃
のス

ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
に
つ
い
て

　
茨
城
県
陶
芸
美
術
館　
学
芸
課
長　

花
里
麻
理

は
じ
め
に

　
筆
者
は
、
二
〇
一
七
年
に
企
画
開
催
し
た「
八
木
一
夫
と
清
水
九
兵
衞　
陶
芸
と
彫
刻
の

あ
い
だ
で
」展（
菊
池
寛
実
記
念
智
美
術
館
）を
機
に
、
展
覧
会
終
了
後
に
八
木
家
に
遺
る（
１
）

蔵
書
、（
２
）写
真（
ア
ル
バ
ム
、
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
）、
ク
ロ
ッ
キ
ー
帳
・
ノ
ー
ト
類
、（
３
）作
品
・

参
考
品
等
に
つ
い
て
の
悉
皆
調
査
を
、二
〇
一
八
年
度
と
二
〇
一
九
年
度
の
二
ケ
年
に
わ
た
っ

て
公
益
財
団
法
人
ポ
ー
ラ
美
術
振
興
財
団
の
助
成
を
受
け
て
行
っ
た
。

　
調
査
は
、
八
木
一
夫（
一
九
一
八
〜
一
九
七
九
）の
長
男
で
あ
り
、
八
木
家
の
現
当
主
で
、

自
身
も
陶
芸
家
で
あ
る
八
木
明
氏（
一
九
五
五
〜
）の
協
力
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

調
査
に
あ
た
っ
た
の
は
、
筆
者
の
ほ
か
、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
研
究
員
の
大
長
智
広
氏
、

菊
池
寛
実
記
念
智
美
術
館
学
芸
員
の
髙
田
瑠
美
氏
、
主
任
学
芸
員
の
島
崎
慶
子
氏
で
あ
っ

た
。
調
査
資
料
の
撮
影
に
つ
い
て
は
カ
メ
ラ
マ
ン
の
守
屋
友
樹
氏
に
協
力
い
た
だ
い
た
。

　
調
査
対
象
と
な
っ
た
資
料
の
な
か
に
は
、
八
木
一
夫
の
父
で
陶
芸
家
で
あ
っ
た
八
木
一
艸

（
一
八
九
四
〜
一
九
七
三
）に
関
す
る
も
の
が
相
当
数
あ
り
、
調
査
終
了
後
に
八
木
一
艸
関

連
資
料
の
報
告
書
を
刊
行
し
た（
１
）。
本
稿
は
、
今
度
は
一
夫
に
関
す
る
資
料
を
概
略
し
、

資
料
の
う
ち
一
夫
自
身
が
撮
影
し
た
一
九
六
〇
年
代
中
頃
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
を
通
し
て
、

同
時
期
の
八
木
一
夫
の
造
形
思
考
を
新
た
な
視
点
か
ら
解
き
明
か
そ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ

る
。

１
．
こ
れ
ま
で
の
八
木
一
夫
研
究

　
八
木
一
夫
は
、
近
現
代
陶
磁
史
上
、
す
で
に
名
の
知
れ
た
陶
芸
家
で
は
あ
る
が
、
改
め
て

概
略
す
る
と
、
用
途
を
も
た
な
い
彫
刻
的
な
造
形
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る「
オ
ブ
ジ
ェ
焼
き
」（
２
）

を
追
求
し
続
け
、
前
衛
陶
芸
の
立
役
者
と
し
て
戦
後
日
本
陶
芸
の
表
現
の
可
能
性
を
切
り
開

い
た
作
家
で
あ
る
。
一
九
四
八
年
、
陶
芸
家
仲
間
の
鈴
木
治
、
山
田
光
、
松
井
美
介
、
叶
哲

夫
と
走
泥
社
を
結
成
し
、
走
泥
社
は
そ
の
後
メ
ン
バ
ー
を
増
や
し
て
前
衛
陶
芸
の
一
大
勢
力

と
な
り
、
一
九
九
八
年
、
結
成
か
ら
五
十
年
を
機
に
解
散
し
た
が
、
八
木
は
一
九
七
九
年
に

急
逝
す
る
ま
で
、
同
人
の
精
神
的
な
支
柱
で
あ
り
続
け
、
陶
芸
界
の
カ
リ
ス
マ
的
存
在
で
あ
っ

た
。

　
八
木
の
作
陶
の
軌
跡
は
、
没
後
ま
も
な
く
の
一
九
八
一
年
と
、
没
後
二
十
五
年
を
記
念
し

た
二
〇
〇
四
年
の
展
覧
会（
一
九
八
一
年
の
展
覧
会
は
東
京
国
立
近
代
美
術
館
、
京
都
国
立

近
代
美
術
館
で
開
催
、
二
〇
〇
四
年
の
展
覧
会
は
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
広
島
県
立
美
術

館
、
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
、
東
京
都
庭
園
美
術
館
、
岐
阜
県
現
代
陶
芸
美
術
館
で
開
催
）で
、

ガ
ラ
ス
、
ブ
ロ
ン
ズ
、
版
画
の
作
品
と
併
せ
て
回
顧
さ
れ
、
そ
の
際
刊
行
さ
れ
た
図
録
に
は
、

関
係
者
や
研
究
者
に
よ
る
論
稿
が
収
録
さ
れ
、
ま
た
、
作
品
の
収
蔵
先
、
経
歴
、
文
献
リ
ス

ト
の
情
報
が
新
た
な
調
査
を
経
て
更
新
さ
れ
て
い
る（

3
）。

　
そ
も
そ
も
八
木
は
、
戦
後
の
陶
芸
家
の
な
か
で
は
情
報
量
が
多
い
ほ
う
で
あ
り
、
生
前
に

は
、
大
型
本
の
作
品
集『
八
木
一
夫
作
品
集
』（
求
龍
堂
、
一
九
六
九
年　
奈
良
原
一
高
写
真
）

が
刊
行
さ
れ
、
没
後
に
も
別
の
作
品
集『
八
木
一
夫
作
品
集
』（
講
談
社
、
一
九
八
〇
年　

大
辻
清
司
写
真
・
田
中
一
光
装
幀
）が
出
版
さ
れ
て
い
る（

4
）。
ま
た
、
生
前
に
交
流
の
あ
っ

た
司
馬
遼
太
郎
が
八
木
の
多
才
を
天
才
と
評
し
て
、
な
か
で
も
文
才
に
つ
い
て「
若
い
こ
ろ

に
八
木
に
、
私
は
文
学
者
を
強
く
感
じ
、
八
木
が
い
る
か
ぎ
り
う
か
つ
に
小
説
な
ど
書
け
な

い
と
思
っ
た
」（

5
）と
記
し
た
よ
う
に
、
八
木
の
エ
ッ
セ
ー
は
、
近
代
絵
画
の
巨
匠
ア
ン
リ
・

マ
チ
ス
の
芸
術
論
や
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
の
手
紙
の
よ
う
に
第
一
級
の
芸
術
論
と
言
え
る
も
の

で
あ
る
。
八
木
が
新
聞
、
雑
誌
等
に
寄
稿
し
た
エ
ッ
セ
ー
の
数
々
は
、
生
前
、『
懐
中
の
風
景
』

（
講
談
社
、一
九
七
六
年
）と
し
て
出
版
さ
れ
、没
後
に
も
再
編
纂
さ
れ
て
、『
刻
々
の
炎
』（
駸
々

堂
出
版
株
式
会
社
、
一
九
八
一
年
）や『（
講
談
社
文
芸
文
庫
）オ
ブ
ジ
ェ
焼
き
』（
講
談
社
、

一
九
九
九
年
）が
刊
行
さ
れ
て
い
る（

6
）。
さ
ら
に
、
八
木
と
直
接
交
流
の
あ
っ
た
同
時
代
の

―1960

年
代
中
頃
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
に
つ
いて

32



人
々
の
証
言
も
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
二
〇
〇
四
年
の
展
覧
会
図
録
所
収
の
文

献
リ
ス
ト
に
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
八
木
一
夫
は
十
分
に
語
ら
れ
て
き
て
文
献
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
近
現
代
陶
磁
史
上
、「
オ
ブ
ジ
ェ
焼
き
」の
旗
手
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
伝
統

と
前
衛
を
考
察
す
る
際
の
ア
イ
コ
ン
的
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る（

7
）。
そ
の
一
方
で
、

作
品
の
所
蔵
は
依
然
と
し
て
個
人
蔵
が
多
く
流
動
的
で
あ
り
、
海
外
で
の
収
蔵
も
増
え
つ
つ

あ
る
と
い
う
。
二
〇
〇
四
年
の
展
覧
会
開
催
時
か
ら
状
況
は
変
化
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

今
後
、
そ
れ
ら
の
情
報
が
人
知
れ
ず
散
逸
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
悉
皆
調
査

は
、
こ
れ
ま
で
展
覧
会
活
動
を
通
し
て
各
関
係
研
究
者
が
断
片
的
に
触
れ
、
紹
介
し
て
き
た

資
料
の
全
体
を
初
め
て
本
格
的
に
取
り
扱
い
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
検
討
す
る
た
め
の
作
業
と

し
て
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
周
辺
資
料
は
八
木
の
立
体
造
形
の
成
立
を
新
た
な
視
点
か
ら
照
射

す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
八
木
が
対
峙
し
た
美
術
と
陶
芸
、
な
い
し
は
美
術
と
工

芸
の
境
域
の
、
定
め
き
れ
な
い
複
雑
な
状
況
を
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
角
度
か
ら
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

２
．
八
木
家
悉
皆
調
査
の
概
略　

　
さ
て
、
悉
皆
調
査
の
全
体
を
概
略
す
る
と
、
ま
ず
、
調
査
の
現
場
は
、
京
都
市
東
山
区
五

条
坂
に
あ
る
八
木
家
と
、
八
木
一
夫
が
一
九
七
六
年
に
宇
治
炭
山
に
築
い
た
工
房「
米
僩
居
」

の
二
ケ
所
で
あ
っ
た
。

　
五
条
坂
に
あ
る
現
在
の
八
木
家
は
、
一
夫
没
後
に
建
て
直
さ
れ
た
家
屋
だ
が
、
場
所
は
一

夫
の
父
で
あ
り
陶
芸
家
で
あ
っ
た
八
木
一
艸（
一
八
九
四
〜
一
九
七
三
）が
、
一
九
二
四
年

頃
に
近
隣
の
馬
町
界
隈
か
ら
引
っ
越
し
て
居
を
定
め
て
以
来
の
八
木
家
の
拠
点
で
あ
る
。
こ

こ
で
一
艸
と
そ
の
妻
松
江
、
長
男
の
一
夫
、
次
男
の
純
夫（
一
九
二
一
〜
一
九
四
四
、
享
年

二
十
三
歳
）が
暮
ら
し
、
一
夫
が
高
木
敏
子（
一
九
二
四
〜
一
九
八
七
）と
一
九
五
二
年
に
結

婚
し
て
、
一
艸
が
一
九
五
五
年
頃
に
一
夫
夫
妻
に
家
を
譲
っ
て
か
ら
は
、
一
夫
と
敏
子
が
長

男
明（
一
九
五
五
〜
）、
次
男
正（
一
九
五
六
〜
一
九
八
三
、
享
年
二
十
六
歳
）と
生
活
し
た
。

そ
の
後
、
明
氏
が
引
き
継
い
で
現
在
に
至
る
。

　
八
木
家
は
、
三
代
に
わ
た
っ
て
、
一
艸
の
妻
松
江
を
除
い
て
全
員
が
創
作
活
動
に
携
わ
っ

て
い
る
。
四
名（
一
艸
、
一
夫
、
純
夫
、
明
）が
陶
芸
、
一
名（
敏
子
）が
染
織
、
一
名（
正
）

が
彫
刻
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
八
木
家
の
資
料
は
、
と
く
に
蔵
書
や
参
考
品
の

類
は
、
家
族
間
で
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
誰
の
所
有
で
あ
っ
た
か
を
明
確
に

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
今
回
の
調
査
で
は
、
最
初
の
趣
旨
に
沿
っ
て
八
木
一

夫
に
関
す
る
資
料
の
リ
ス
ト
化
を
判
断
の
基
準
に
、
取
り
扱
う
資
料
を
一
夫
の
没
時
を
目
安

に
線
引
き
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
そ
の
上
で
の
調
査
結
果
を
ひ
と
ま
ず
の
総
量
で
示
す
と
、（
１
）蔵
書
が
千
五
百
七
十
五
件
、

（
２
）写
真（
ア
ル
バ
ム
、
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
）、
ク
ロ
ッ
キ
ー
帳
・
ノ
ー
ト
類
等
が
百
二
十
五
件
、

（
３
）作
品
・
参
考
品
が
七
百
四
十
六
件
で
あ
る
。（
３
）の
作
品
・
参
考
品
の
内
訳
は
、
一
艸

の
作
品
が
二
百
十
三
件
、
一
夫
の
作
品
が
二
百
五
十
六
件
、
敏
子
、
純
夫
、
正
の
作
品
が

十
五
件
、
参
考
品
が
二
百
六
十
二
件
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
夫
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
京
都

国
立
近
代
美
術
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
作
品
が
あ
る
こ
と
を
補
足
し
て
お
く
。

　
総
量
数
を「
ひ
と
ま
ず
」と
し
た
理
由
は
、
悉
皆
調
査
が
八
木
家
に
と
っ
て
初
め
て
で
あ
り
、

ま
た
、
調
査
現
場
が
明
氏
の
自
宅
で
あ
っ
た
た
め
、
資
料
の
確
認
、
撮
影
、
採
寸
等
の
情
報

採
取
が
作
業
上
の
優
先
と
な
り
、
内
容
に
即
し
て
整
理
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
蔵
書
に
つ
い
て
は
、
同
じ
シ
リ
ー
ズ
で
あ
っ
て
も
別
々
に
保
管
さ
れ

て
い
れ
ば
番
号
が
分
か
れ
、
作
品
、
参
考
品
に
関
し
て
も
、
保
管
場
所
が
分
か
れ
て
い
れ
ば
、

同
じ
も
の
で
あ
っ
て
も
番
号
が
複
数
に
わ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
可
能
な
範
囲
で

整
理
し
た
も
の
が
上
記
の
数
字
で
あ
り
、
現
状
で
は
目
安
と
し
て
の
総
量
数
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
改
め
て
、
現
段
階
に
お
け
る
調
査
の
成
果
を
述
べ
る
と
、
八
木
家
に
遺
る
資
料
の

う
ち
、
八
木
一
艸
と
八
木
一
夫
に
つ
い
て
は
、
リ
ス
ト
化
と
画
像
デ
ー
タ
化
を
完
遂
し
、
ア
ー

カ
イ
ブ
化
の
た
め
の
下
準
備
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
八
木
一
艸
に
つ
い
て
は
、
近

現
代
陶
磁
史
上
、
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
作
家
で
あ
り
な
が
ら
、
詳
細
が
明
ら
か
で
な
く

資
料
も
少
な
か
っ
た
た
め
、
現
時
点
で
の
報
告
書
を
刊
行
し
た（

8
）。
残
る
課
題
は
調
査
結

果
の
さ
ら
な
る
精
査
だ
が
、
悉
皆
調
査
で
採
取
し
た
デ
ー
タ
は
、
個
人
作
家
の
登
場
と
い
う

近
現
代
の
陶
磁
な
い
し
は
工
芸
史
上
、
京
都
を
拠
点
に
重
要
な
足
跡
を
残
し
た
二
人
の
陶
芸

家
に
つ
い
て
の
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
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３
．
八
木
一
夫
関
連
資
料

３
―
１　
資
料
の
概
略

　
次
に
、
八
木
一
夫
関
連
資
料
を
概
略
す
る
。
表
１
の
通
り
、
八
木
一
夫
に
関
す
る
資
料
は
、

①
蔵
書
、
②
写
真
類（
ア
ル
バ
ム
、
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
、
バ
ラ
の
プ
リ
ン
ト
写
真
等
）、
ク
ロ
ッ

キ
ー
帳
・
デ
ッ
サ
ン
類
、
自
筆
原
稿
・
ノ
ー
ト
類
、
個
展
資
料（
小
冊
子
や
案
内
状
）、
ス

ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
、
掲
載
誌
の
抜
き
刷
り
等
、
音
楽
テ
ー
プ
、
８
ミ
リ
映
像
、
そ
の
他
資
料
、

③
作
品
・
参
考
品
か
ら
な
る
。

　
表
１
を
補
足
す
る
と
、
①
蔵
書
は
、
前
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
誰
の
も
の
で
あ
っ
た
か

を
明
確
に
区
別
す
る
の
が
難
し
い
資
料
だ
が
、
八
木
明
氏
の
助
言
を
も
と
に
、
家
族
構
成
や

年
齢
な
ど
の
諸
状
況
を
考
慮
し
て
、
便
宜
上
の
概
数
を
出
し
た
。
戦
前
に
刊
行
さ
れ
、
か
つ
、

妻
敏
子
の
蔵
書
以
外
の
も
の
を
父
一
艸
の
蔵
書
と
し
、
戦
後
に
刊
行
さ
れ
、
か
つ
、
染
織
関

係
の
敏
子
の
蔵
書
と
思
わ
れ
る
も
の
以
外
を
一
夫
の
蔵
書
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
夫
の
蔵

書
の
総
量
は
約
千
冊
を
数
え
、
そ
の
内
訳
は
、
展
覧
会
図
録
お
よ
び
和
洋
の
芸
術
系
の
図
書

と
雑
誌
が
約
六
百
二
十
冊
、
そ
の
う
ち
和
洋
の
展
覧
会
図
録
と
図
書
が
約
三
百
四
十
冊
、
雑

誌
が
約
二
百
八
十
冊
で
あ
る
。
和
洋
の
一
般
図
書
と
雑
誌
は
約
三
百
七
十
冊
で
あ
っ
た
。

　
芸
術
系
の
図
書
や
雑
誌
の
テ
ー
マ
は
、
西
洋
美
術
、
現
代
美
術
、
中
国
美
術
、
そ
の
他
地

域
の
美
術
、
工
芸
、
陶
芸
、
デ
ザ
イ
ン
、
写
真
と
幅
広
い
。
た
だ
し
、
そ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

は
網
羅
的
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
偏
り
が
見
ら
れ
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
紙

面
の
都
合
で
全
リ
ス
ト
の
添
付
が
で
き
な
い
が
、
ご
く
一
部
の
書
籍
名
を
列
挙
す
る
と
、
和

書
で
は
、

　
　
・
柳
宗
悦
著『
美
術
と
工
藝
の
話
』（
桃
山
書
林
、
一
九
四
六
年
）、

　
　
・
長
谷
川
三
郎
著『（
ア
ル
ス
叢
書
）モ
ヂ
リ
ア
ニ
』（
ア
ル
ス
、
一
九
四
九
年
）、

　
　
・
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
著『
ノ
グ
チ
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
五
三
年
）、

　
　
・
平
野
敏
三
編
著『
信
樂
焼
に
就
て
』（
滋
賀
縣
立
産
業
文
化
館
、
一
九
五
三
年
）、

　
　
・
瀧
口
修
造
著『（
唯
物
論
全
書
18
）近
代
藝
術
』（
三
笠
書
房
、
一
九
四
九
年
）、

　
　
・�

赤
星
五
郎
、中
丸
平
一
郎
共
著『
朝
鮮
の
や
き
も
の��

李
朝
』（
淡
交
新
社
、一
九
六
五
年
）、

　
　
・
吉
田
光
邦
著『
ペ
ル
シ
ア
の
や
き
も
の
』（
淡
交
新
社
、
一
九
六
六
年
）、

　
　
・�

日
根
野
作
三
著『20cy

後
半
の
日
本
陶
磁
器
ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ン
の
記
録
』（
光
村

推
古
書
院
、
一
九
六
九
年
）、

　
　
・
濱
田
庄
司
監
修『
沖
縄
の
陶
器
』（
琉
球
電
信
電
話
公
社
、
一
九
七
二
年
）、

　
　
・
秦
秀
雄
著『
北
大
路
魯
山
人
作
品
集
』（
文
化
出
版
局
、
一
九
七
二
年
）、

　
　
・�

中
原
祐
介
著『
人
間
と
物
質
の
あ
い
だ
―
現
代
美
術
の
状
況
』（
田
畑
書
店
、一
九
七
二
年
）、

　
　
・
亀
倉
雄
策
著『
デ
ザ
イ
ン
随
想　
離
陸　
着
陸
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
七
二
年
）、

　
　
・
吉
岡
秀
人
発
行『
宋
瓷
名
品
圖
録
』（
学
習
研
究
社
、
一
九
七
三
年
）、

　
　
・
久
志
卓
真
著『
朝
鮮
の
陶
磁
』（
雄
山
閣
、
一
九
七
四
年
）

な
ど
で
あ
る
。
続
い
て
洋
書
で
は
、

　
　
・�Herbert�Read,�Henry M

oore, Sculpture and draw
ings since 1948,�

Lund�Hum
phries,�1955,

　
　
・�Carola�G

iedion-W
elcker,�Hans Arp,�Verlag�G

erd�Hatje,�1957,

　
　
・�Sir�Kenneth�Clark�ed.,�The Penguin M

odern Painters, PAU
L KLEE,�

Penguin�Books,�1953,

　
　
・�M

ichel�Seuphor,�La sculpture de ce siècle, D
ictionnaire de la 

sculpture m
oderne,�Editions�du�G

riffon,�1959,

　
　
・�W

olf�Strache�and�O
tto�Steinert,�THE G

ERM
AN

 PHO
TO

G
RAPHIC 

AN
N

U
AL 1960,�Ziff-D

avis�Publishing�Com
pany,�1960,

　
　
・�U

lf�Hard�af�Segestad,�Scandinavian D
esign,�N

ordick�Rotogravyr,�
1961,

　
　
・Alberto G

iacom
etti,�G

alerie�Beyeler,�1964,

　
　
・�PHO

TO
G

RAPHY AN
N

U
AL 1965,�the�Ziff-D

avis�Publishing�Com
-

pany,�1964,
　
　
・Lucy�R.�Lipperd,�PO

P ART,�Them
es�and�Hudson,�1966,

　
　
・�Pasadena�Art�M

useum
,�RICHARD

 SERRA,�Pasadena�Art�M
useum

,�
1970,

な
ど
で
あ
る
。
和
雑
誌
は
、『
み
づ
ゑ
』、『
ア
ト
リ
エ
』、『
藝
術
新
潮
』、『
美
術
手
帖
』が

中
心
で
、
洋
雑
誌
は
、
ア
メ
リ
カ
の
工
芸
雑
誌C

raft H
orizons

、
イ
タ
リ
ア
の
建
築
雑

誌dom
us

、
ド
イ
ツ
の
工
芸
雑
誌Kunst+

H
andw

erk

、
ベ
ル
ギ
ー
の
美
術
雑
誌

Q
uadrum

、
そ
れ
に
ス
イ
ス
で
発
行
さ
れ
たA

rt International

で
あ
っ
た
。
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表１　八木一夫関連資料
① 蔵書

（1010件）
展覧会図録 45件
美術図書（和） 185件
美術図書（洋） 109件　　和洋の美術図書小計294件
美術雑誌（和） 88件
美術雑誌（洋） 196件　　和洋の美術雑誌小計284件
一般図書（和） 289件
一般図書（洋） 5件　　　 和洋の一般図書小計294件
一般雑誌（和） 74件
一般雑誌（洋） 6件　　　 和洋の一般雑誌小計80件
その他 13件

② 写真類
（アルバム、ネガ
フィルム、バラの
プリント写真等）

アルバム14冊（一夫自身の撮
影によるもの）

自作や個展の記録（５冊）、走泥社関係（２冊）、自宅付近や旅先の
記録（５冊）、家族（１冊）、滴翠美術館作品（１冊）

アルバム６冊（自身の撮影で
はないもの）

結婚式等家族写真（１冊）、少年時代（昭和11年から13年にかけて）
の写真（１冊）、その他（４冊）

コンタクトシートを貼り付け
たスクラップブック１冊

自身が撮影したハーフサイズのフィルムのコンタクシートを貼り付
けたもの（このフィルムについてはほぼネガがある）

ネガフィルムのアルバム３冊 自身が撮影した写真のネガフィルム
アルバムに収録されていない
ネガフィルム

自身が撮影した写真のネガフィルム（1955年梅田画廊個展展示風景、
および1973年以降の作品に関しては353カットほどある）

バラのプリント写真 576枚ほど（焼き回しが多い）
クロッキー帳・
デッサン類

クロッキー帳５冊 スケッチが描かれた総頁数は約191頁。1964、1966、1969、1972、
1977年の自作との関連が窺われる。

デッサン類 24カットほどあり、初期の作風との関連が窺われる。
自筆原稿・
ノート類

自筆原稿４件 エッセー「田村一二さんの個展」（1970年の執筆と思われる）、「い
つも離陸の角度で」の草稿、エッセー「われわれ職人にとって・・・」、
エッセー「実作者にとって・・・」。

ノート３冊 昭和18年の八木虚平俳句集、作品名のリスト（展覧会のラインナッ
プか）、アシスタントによるメモなど。

メモ 八木13、山田7、叶9、松8、鈴木13（走泥社１回目展のメモか）
８ミリ映像のコンテ 「消しゴムの歌」（仕事場のソネット　その４）、「ソネット　その３　

左手」、「ソネット　その１　頭」、「ソネット　その２　フォーク」、
作品名のリスト（展覧会のラインナップか）

個展資料
（小冊子や案内状）

個展の小冊子や
案内状

1954年の大阪フォルム画廊「八木一夫陶器個展」から1978年のパリ、
グランパレでの「八木一夫陶彫展」（カサハラ画廊主催）にかけての
15件の展覧会についての小冊子や案内状

スクラップブック スクラップブック３冊 「昭和26年から38年」、「昭和38年から昭和46年」、「昭和47年
1月〜」

掲載誌の抜き刷り
等

掲載誌の抜き刷りやゲラ スクラップブックに貼り付けられた掲載誌や蔵書（掲載誌）とほぼ重
複する。

音楽テープ 音楽テープ 1969年3月からスタートしたNHKラジオの音楽番組をオープンリー
ルに録音したもので約113ケースある。

８ミリ映像 ８ミリ映像 自身でコンテを書き、スローモーションや逆回し、モンタージュ等
の技法を駆使した前衛的な短編映像

その他資料 その他資料 ・ イサム・ノグチ展（神奈川県立近代美術館　1952年）パンフレット
・ 出演した「五条坂の異端児」「日本の夫婦」などのDVD
・手紙類
・出演番組台本　など

③ 作品・参考品 作品 256件
参考品 262件（一艸から譲り受けた参考品、交友関係を示す作品、中近東

旅行の土産等、エッセーとの照らし合わせが可能）
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洋
図
書
、
洋
雑
誌
は
、
お
そ
ら
く
馴
染
み
の
書
店
を
通
し
て
入
手
も
し
く
は
定
期
購
読
し

て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
交
友
の
あ
っ
た
美
術
関
係
者
か
ら
の
謹
呈
本
も
多
く
、
そ
れ
は

一
般
図
書
も
同
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
般
図
書
の
な
か
に
は
、
現
代
俳
句
や
現
代
詩
の
詩

集
が
約
三
十
冊
あ
り
、
こ
れ
に
翻
訳
詩
や
日
本
の
古
典
文
学
に
関
す
る
図
書
を
入
れ
る
と
約

四
十
冊
で
あ
っ
た
。
詩
や
評
論
、
思
想
を
扱
う
文
芸
誌『
ユ
リ
イ
カ
』が
十
冊
ほ
ど
あ
り
、

自
身
の
詩
を
投
稿
し
た
詩
の
同
人
誌『
骨
』も
一
冊
で
は
あ
っ
た
が
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

戦
前
、
八
木
虚
平
の
号
で
俳
句
を
詠
ん
で
い
た
一
夫
の
一
貫
し
た
詩
や
俳
句
へ
の
関
心
を
示

す
蔵
書
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
一
夫
の
蔵
書
と
仮
定
し
た
書
籍
を
、
蔵
書
全
体
の
四
分
の
一
を
占
め
る
約

四
百
冊
の
父
一
艸
と
妻
敏
子
の
蔵
書
と
比
較
さ
せ
る
と
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
傾
向
を
指

摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
艸
の
蔵
書
と
し
た
の
は
、
戦
前
に
刊
行
さ
れ
た
本
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
戦
前
の
展

覧
会
図
録
、
美
術
品
の
売
立
目
録
、
中
国
陶
磁
器
に
関
す
る
研
究
書
、『
陶
器
講
座
』の
全

集
等
の
ほ
か
、
妻
松
江
が
子
供
用
に
入
手
し
た
と
思
わ
れ
る
小
学
生
全
集
等
で
あ
る（

9
）。

一
方
、
敏
子
の
蔵
書
と
し
た
の
は
、
戦
前
に
刊
行
さ
れ
、
裏
表
紙
等
に
敏
子
の
署
名
が
入
っ

て
い
る
も
の
で
、
具
体
的
に
は
、
児
童
書
、
教
科
書
、
敏
子
の
習
い
事
で
あ
っ
た
謡
曲
関
係

の
本
で
あ
り
、
敏
子
が
結
婚
時
に
持
参
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
敏
子
の
蔵

書
は
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
て
入
手
さ
れ
た
染
織
関
係
の
和
洋
の
展
覧
会

図
録
、
図
書
、
雑
誌
が
含
ま
れ
る
。

　
一
艸
と
敏
子
の
蔵
書
が
示
唆
す
る
の
は
、
生
活
環
境
が
変
化
し
て
も
本
人
が
手
放
さ
ず
、

ま
た
、
家
族
も
そ
れ
を
認
め
て
い
た
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
そ
れ
が
四
百
冊
を
数
え
、
蔵
書

全
体
の
四
分
の
一
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
、
八
木
家
に
お
け
る
二
人
の
存
在
感
を
自
ず
と
物

語
る
も
の
で
あ
る
。
偏
り
が
見
ら
れ
ず
縁
が
あ
っ
て
集
ま
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
一
夫

の
蔵
書
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。
こ
と
に
、
父
一
艸
の
蔵
書
は
、
一
夫
が

参
考
に
し
た
か
ど
う
か
と
関
わ
り
な
く
身
近
に
あ
り
続
け
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
ま

ま
一
夫
に
と
っ
て
の
父
の
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
こ
こ
で
、
八
木
一
艸
に
つ
い
て
概
略
す
る
と
、
一
艸
も
ま
た
後
の
一
夫
の
活
動
を
先
駆
け

る
か
の
よ
う
に
、
若
い
頃
に
は
陶
芸
界
の
既
存
の
価
値
観
へ
の
抵
抗
を
見
せ
て
、
京
都
市
陶

磁
器
試
験
場
附
属
伝
習
所
時
代
の
仲
間
で
あ
る
楠
部
彌
弌
ら
と「
赤
土
」を
結
成
し
た
反
骨

精
神
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。「
赤
土
」は
、
大
正
期
に
盛
ん
だ
っ
た
芸
術
運
動
の
陶
芸
に
お
け

る
若
者
た
ち
に
よ
る
結
社
で
あ
り
、
白
樺
派
の
思
潮
を
受
け
て
個
性
の
表
現
を
主
張
し
、
展

覧
会
活
動
を
活
発
に
行
っ
た
が
、
や
は
り
当
時
の
芸
術
運
動
と
同
様
、
活
動
期
間
が
短
く
、

僅
か
数
年
の
う
ち
に
会
員
が
減
り
、
い
わ
ば
自
然
消
滅
し
て
い
る（
10
）。
一
艸
は
、「
赤
土
」

解
散
後
も「
耀
々
会
」と「
辛
末
会
」の
結
成
に
名
を
連
ね
た
が
、
し
だ
い
に
展
覧
会
活
動

に
距
離
を
置
く
よ
う
に
な
り
、
一
九
五
五
年
頃
に
五
条
坂
の
家
を
一
夫
夫
妻
に
譲
っ
て
か

ら
は
、
嵯
峨
野
に
あ
る
慈
済
院
の
一
郭
を
自
宅
兼
工
房
と
し
て
亡
く
な
る
ま
で
制
作
を
続
け

た
と
い
う
。
芸
術
制
作
を
信
念
に
孤
高
を
貫
き
、
端
正
で
品
格
の
高
い
作
風
で
知
ら
れ
、
中

国
陶
磁
や
釉
薬
の
研
究
に
専
念
し
、
鈞
窯
や
青
磁
の
名
手
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ま
で
は
そ
の

こ
と
を
裏
づ
け
る
た
め
の
現
存
作
品
に
関
す
る
調
査
が
殆
ど
進
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
た
び
の
悉
皆
調
査
で
一
艸
の
作
品
が
当
初
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
て

二
百
十
三
件
を
数
え
、
作
域
全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
後
、
一
艸

の
制
作
の
実
態
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
調
査
を
し

な
が
ら
実
感
し
た
の
は
、
し
だ
い
に
脳
裏
に
焼
き
付
く
一
艸
の
作
品
の
端
正
な
姿
に
よ
っ
て
、

一
夫
の
作
風
と
の
対
極
性
が
際
立
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
一
夫
は
、
父
一
艸
へ
の
尊
敬
と
、
追

従
す
る
こ
と
へ
の
抵
抗
や
回
避
と
の
入
り
混
じ
り
の
心
持
ち
か
ら
、
自
身
の
作
風
を
選
ん
だ

の
か
も
し
れ
な
い
と
の
思
い
が
よ
ぎ
っ
た（
図
１
〜
６
が
一
艸
の
作
品
、
図
７
〜
12
が
一
夫

の
作
品
）。

　
さ
て
、
一
夫
の
③
作
品
資
料
は
二
百
五
十
六
件
を
数
え
る
。
主
だ
っ
た
作
品
は
す
で
に
京

都
国
立
近
代
美
術
館
に
寄
託
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
明
氏
に
よ
れ
ば
、
一
夫
の
代
表
的
な
手

法
で
あ
っ
た
黒
陶
に
つ
い
て
は
、
一
夫
の
没
後
に
夫
人
の
敏
子
が
遺
さ
れ
た
も
の
を
選
別
し

て
処
分
し
た
そ
う
で
あ
る
。
た
し
か
に
黒
陶
は
立
体
が
三
件
、
陶
板
が
十
件
の
ほ
か
は
、
作

品
の
パ
ー
ツ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
数
件
程
度
し
か
な
く
、
黒
陶
以
外
の
作
品
と
し
て

一
九
七
二
年
頃
の
制
作
と
思
わ
れ
る「
本
」の
シ
リ
ー
ズ
の
類
が
約
四
件
、
白
化
粧
、
あ
る

い
は
白
化
粧
に
鉄
絵
の
壺
の
作
品
が
約
十
五
件
で
あ
っ
た
。
大
半
以
上
を
占
め
た
の
は
実
用

の
器
類
で
、
型
を
使
っ
て
そ
の
接
ぎ
目
を
生
か
し
た
一
夫
独
特
の
花
器
類
、
土
瓶
・
注
器
類
、

小
鉢
や
小
碗
の
類
、
湯
呑
、
盃
等
、
そ
し
て
茶
碗
で
あ
っ
た
。
白
化
粧
、
鉄
絵
、
伊
羅
保
、

焼
締
が
多
く
、
ま
た
、
一
九
七
六
年
に
宇
治
炭
山
に
新
築
し
た
工
房「
米
僩
居
」の「
牙
州
窯
」

築
窯
後
に
始
め
た
白
磁
染
付
も
あ
っ
た
。
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図８　 八木一夫　ライオン　 
1964年頃

図４　八木一艸　白高麗獣耳壺　
　　　昭和初期

図９　 八木一夫　扁壺 
1965年頃

図２　八木一艸　飛青磁獣耳瓶　
　　　昭和初期

図７　 八木一夫　緑釉土瓶　

図３　八木一艸　鹿香炉　
　　　昭和初期

図６　八木一艸　白磁デミタス碗揃　
　　　昭和初期

図12　八木一夫　黒陶（少女）　図11　八木一夫　絵壺

図１　八木一艸　黒釉三耳瓶　
　　　昭和初期

図５　八木一艸　紅斑双耳三足香炉　
　　　昭和30年以前

図10　 八木一夫　花生
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こ
れ
ら
実
用
の
器
は
、
記
念
品
等
依
頼
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
制
作
時
期
を
推
測
で

き
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
型
を
使
っ
て
長
期
に
わ
た
っ
て
制
作
さ
れ

た
可
能
性
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
か
ら
で
な
い
と
制
作
時
期
の
推

定
は
難
し
い
。
こ
れ
ら
も
ま
た
、
一
艸
の
端
正
な
食
器
と
異
な
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
造
形
を
見

せ
る
が
、
一
夫
の
実
用
の
器
の
制
作
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
始
ま
る
ク
ラ
フ
ト
運
動
と
時

期
が
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
走
泥
社
に
お
い
て
も
生
活
の
器
を
テ
ー
マ
に
し
た
走
泥
社
ク
ラ

フ
ト
展
を
開
い
た
り
、
走
泥
社
の
仲
間
で
あ
る
山
田
光
と
二
人
で
実
用
の
器
を
制
作
す
る
た

め
の
門
工
房
を
立
ち
上
げ
た
り
す
る
な
ど
、
ま
た
、
エ
ッ
セ
ー
で
も
自
身
の
考
え
や
立
場
を

た
び
た
び
表
明
し
て
お
り
、
八
木
の
実
用
の
器
に
関
す
る
思
考
や
実
践
は
、
再
検
証
に
値
す

る
テ
ー
マ
と
思
わ
れ
る（
11
）。

　
貴
重
な
作
品
資
料
と
し
て
は
、
戦
前
の
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
彫
刻
科
に
在
籍
し
て
い

た
頃
の
制
作
と
思
わ
れ
る
レ
リ
ー
フ
の
石
膏
型
が
一
件
、
歴
程
美
術
協
会
展
に
出
品
し
て
い

た
一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
二
年
に
か
け
て
の
、
八
木
虚
平
の
印
銘
が
あ
る
三
島
手
の
花
器

が
三
件
、
一
夫
の
彫
銘
で
一
九
四
七
年
の
青
年
作
陶
家
集
団
の
展
覧
会
出
品
作
と
思
わ
れ
る

花
文
様
の
象
嵌
鉄
絵
の
壺
が
一
件
あ
り
、
ま
た
、
作
品
で
は
な
い
が
、
版
画
の
制
作
に
使
わ

れ
た
ア
ル
ミ
缶
や
、
黒
陶
作
品
に
貼
り
付
け
る
た
め
の
鉛
板
の
予
備
、
宇
治
炭
山
の
工
房
玄

関
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
暖
簾
等
を
件
数
に
含
め
た
。

　
参
考
品
二
百
六
十
二
件
に
つ
い
て
は
、
蔵
書
と
同
様
、
誰
の
所
有
で
あ
る
か
を
区
別
す
る

の
は
難
し
い
が
、
一
九
七
三
年
に
勤
務
先
の
京
都
市
立
芸
術
大
学
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
調
査
旅
行

に
隊
長
と
し
て
赴
い
た
と
き
に
参
考
資
料
と
し
て
持
ち
帰
っ
た
品
を
は
じ
め
、
エ
ッ
セ
ー
に

登
場
す
る
品
々
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

３
―
２　
②
写
真
類
、
ク
ロ
ッ
キ
ー
帳
・
デ
ッ
サ
ン
類
等
の
資
料
の
概
略

　
前
章
で
は
八
木
一
夫
関
連
資
料
の
う
ち
①
と
③
を
概
略
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
②
を
説
明

す
る
こ
と
と
す
る
。

　
②
の
資
料
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
先
の
表
１
の
通
り
、
写
真
類（
ア
ル
バ
ム
、
ネ
ガ
フ
ィ

ル
ム
、
バ
ラ
の
プ
リ
ン
ト
写
真
等
）、
ク
ロ
ッ
キ
ー
帳
・
デ
ッ
サ
ン
類
、
自
筆
原
稿
・
ノ
ー

ト
類
、
個
展
資
料（
小
冊
子
や
案
内
状
）、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
、
掲
載
誌
の
抜
き
刷
り
、

音
楽
テ
ー
プ
、
８
ミ
リ
映
像
、
そ
の
他
資
料
か
ら
な
る
。

　

写
真
類
に
つ
い
て
は
後
述
に
回
し
、
そ
れ
以
外
の
資
料
に
つ
い
て
表
１（
35
頁
）を
補
足

的
に
説
明
す
る
。

　
ク
ロ
ッ
キ
ー
帳
は
五
冊
あ
り
、
ス
ケ
ッ
チ
が
描
か
れ
た
頁
は
通
算
し
て
約
百
九
十
一
頁
に

わ
た
る
。
一
九
六
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け
て
の
作
品
が
、
完
成
作
に
近
い
シ
ル

エ
ッ
ト
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

個
展
資
料
は
、
生
前
少
な
く
と
も
二
十
九
回
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
個
展
の
う
ち
、

十
五
の
展
覧
会
に
関
す
る
小
冊
子
や
案
内
状
が
残
る
。
小
冊
子
で
は
自
身
で
撮
影
し
た
作
品

の
写
真
や
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
使
用
し
た
り
、
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、

一
夫
の
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
関
心
が
窺
わ
れ
る
。

　
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
は
三
冊
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ「
昭
和
二
六
年
〜
三
八
年
」、「
昭
和
三
八

年
〜
四
六
年
」、「
昭
和
四
七
年
一
月
〜
」と
、
活
動
期
間
を
ほ
ぼ
網
羅
し
て
お
り
、
新
聞
等

に
掲
載
さ
れ
た
展
覧
会
評
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
等
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
四

年
の
回
顧
展
図
録
に
収
録
さ
れ
た
文
献
リ
ス
ト
は
、
こ
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
を
も
と
に
作

成
さ
れ
て
お
り
、
未
収
録
の
文
献
は
数
件
に
と
ど
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
音
楽
テ
ー
プ
は
、
一
九
六
九
年
三
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
音
楽
番
組
を
オ
ー

プ
ン
リ
ー
ル
に
録
音
し
た
も
の
が
中
心
で
、
約
百
十
三
ケ
ー
ス
あ
る
。
自
身
の
エ
ッ
セ
ー「
論

理
的
な
構
造
―
ブ
ー
レ
ー
ズ
」で
は
、「
も
と
も
と
私
は
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
以
後
の
音
楽
が
好

き
」（
12
）と
記
し
て
い
る
が
、
録
音
内
容
は
幅
広
く
、
バ
ッ
ハ
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
、
マ
ー
ラ
ー
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
、
ラ
ベ
ル
、
シ
ェ
ー
ン
ベ
ル
ク
、
ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス

キ
ー
、
ブ
ー
レ
ー
ズ
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
、
ク
セ
ナ
キ
ス
等
と
バ
ロ
ッ
ク
か
ら
現
代

に
い
た
る
ま
で
、
ま
た
、
カ
ウ
ン
ト
ベ
イ
シ
ー
楽
団
、
チ
ャ
ー
ル
ス
・
ミ
ン
ガ
ス
、
オ
ー
ネ
ッ

ト
・
コ
ー
ル
マ
ン
、
チ
ッ
ク
・
コ
リ
ア
等
の
ジ
ャ
ズ
も
あ
り
、
音
楽
を
渉
猟
し
て
い
た
様
子

が
窺
わ
れ
る
。

　
自
筆
原
稿
は
四
件
残
る
。「
わ
れ
わ
れ
職
人
に
と
っ
て
、」や「
実
作
者
に
と
っ
て
、」で
始
ま

る
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
は
未
発
表
の
可
能
性
が
高
い
が
、
要
旨
は
、
た
び
た
び
文
章
や
対
談
で

語
ら
れ
て
い
る
内
容
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
ノ
ー
ト
類
に
は
、「
い
つ
も
離
陸
の
角
度
で
」

の
詩
の
草
稿
と
思
わ
れ
る
も
の
や
、
展
覧
会
出
品
作
を
検
討
す
る
た
め
の
作
品
名
の
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
の
書
き
付
け
が
あ
る
。
ま
た
、
第
一
回
走
泥
社
展
の
出
品
者
と
出
品
点
数
の
覚
書
か

も
し
れ
な
い
メ
モ
も
一
枚
見
つ
か
っ
た
。
蔵
書
作
業
の
流
れ
の
な
か
で
確
認
し
た
資
料
に
は
、
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一
夫
の
虚
平
時
代
の
俳
句
集
も
あ
っ
た
。

　
８
ミ
リ
映
像
は
、
自
身
で
コ
ン
テ
を
書
き
、
主
に
次
男
正
が
主
演
し
て
い
る
。
モ
ン
タ
ー

ジ
ュ
や
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン
、
逆
回
し
等
を
駆
使
し
た
前
衛
的
な
映
像
で
あ
る
。

３
―
３　
一
九
五
〇
年
代
中
頃
か
ら
一
九
六
〇
年
代
中
頃
に
か
け
て
の
写
真
類
に
つ
い
て
の

概
略
と
考
察

　

八
木
と
交
流
の
あ
っ
た
同
時
代
の
知
人
友
人
は
し
ば
し
ば
八
木
の
多
才
ぶ
り
を「
天
才
」

と
評
す
る
。
な
か
で
も
文
学
的
才
能
は
、
詩
的
飛
躍
を
見
せ
る
作
品
名
か
ら
も
窺
え
る
が
、

エ
ッ
セ
ー
で
余
す
と
こ
ろ
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
自
身
の
思
考
の
細
か
な
機
微
を
、
言
葉

で
な
ぞ
り
な
が
ら
掬
い
上
げ
て
い
く
文
章
の
運
び
は
、
簡
単
に
読
み
進
め
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
が
、
一
語
一
語
を
た
ど
る
う
ち
に
、
八
木
の
思
考
の
広
が
り
と
奥
深
さ
が
開
示
さ
れ
て

ス
ケ
ー
ル
感
を
共
有
し
て
い
る
気
持
ち
に
な
る
。

　
八
木
の
多
芸
多
才
に
つ
い
て
の
同
時
代
の
証
言
は
、
た
び
た
び
話
術
や
歌
の
上
手
さ
、
あ

る
い
は
前
衛
的
な
手
法
に
よ
る
８
ミ
リ
映
像
に
も
及
ぶ
。
し
か
し
、
写
真
に
関
し
て
は
、
ま

れ
に
触
れ
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
八
木
は
自
身
で
撮
影
し
た
ア
イ
デ
ア
満
載
の
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
個
展
の
小
冊
子
で
使
っ
た
り
、
ま
た
、
明
氏
に
よ
れ
ば
、
二
台
の
コ
ン

パ
ク
ト
カ
メ
ラ
を
使
い
分
け
た
り
し
て
い
た
そ
う
だ
が
、
写
真
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
パ
ー

ソ
ナ
ル
な
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
遺
さ
れ
た
写
真
は
そ
の
量
の
み
な
ら
ず
、
八
木
の
表
現
領
域
の
一
つ
で

あ
っ
た
と
み
な
し
た
く
な
る
ほ
ど
表
現
力
に
富
み
、
見
ど
こ
ろ
の
多
い
カ
ッ
ト
ば
か
り
で
見

る
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
魅
力
を
持
つ
。
八
木
の
写
真
は
、
記
録
写
真
と
い
う
意
味
合
い
以
上

に
八
木
の
制
作
上
の
肝
要
を
明
か
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
被
写
対
象
は
日

常
の
な
か
に
求
め
ら
れ
、
そ
の
眼
差
し
は
対
象
か
ら
対
象
と
渉
猟
し
続
け
、
撮
影
し
た
モ
チ
ー

フ
は
多
岐
に
わ
た
る
。
む
し
ろ
八
木
の
主
眼
は
モ
チ
ー
フ
と
い
う
よ
り
モ
チ
ー
フ
に
対
し
て

自
身
の
心
が
動
く「
新
鮮
な
発
見

4

4

」（13
）に
あ
り
、
そ
の
一
瞬
の
訪
れ
を
逃
す
こ
と
な
く
カ
メ

ラ
に
収
め
て
い
っ
た
と
言
え
る
。

　

八
木
自
身
の
撮
影
と
思
わ
れ
る
写
真
類
の
資
料
は
、
表
２（
40
頁
）の
通
り
で
あ
り
、
そ

の
内
容
を
概
略
す
る
と
、
ア
ル
バ
ム
が
十
四
冊
、
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
写
真
の
枚
数
が
、
ア
ル

バ
ム
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
バ
ラ
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
合
わ
せ
て
約
千
五
百
枚

以
上
、
コ
ン
タ
ク
ト
シ
ー
ト
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
が
約
千
三
百
カ
ッ
ト
以
上
、
フ
ィ
ル

ム
が
約
二
千
三
百
カ
ッ
ト
以
上
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
は
フ
ィ
ル
ム
が
あ
り
プ
リ
ン
ト
が
あ

り
コ
ン
タ
ク
ト
シ
ー
ト
も
あ
る
と
い
う
カ
ッ
ト
が
あ
り
、
そ
う
し
た
重
複
を
正
確
に
数
え
上

げ
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
難
し
い
が
、
現
存
す
る
カ
ッ
ト
の
総
数
は
約
三
千
〜
五
千
と
見
込

む
こ
と
が
で
き
る
。

　
十
四
冊
の
ア
ル
バ
ム
の
う
ち
十
三
冊
は
、
一
九
五
六
年
か
ら
一
九
六
七
年
に
か
け
て
撮
影

さ
れ
た
写
真
を
ア
ル
バ
ム
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
り
、
写
真
の
内
容
か
ら
二
種
類
に
分
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
自
身
の
作
品
や
個
展
、
あ
る
い
は
走
泥
社
の
メ
ン
バ
ー
や
メ
ン
バ
ー
の
作

品
に
関
す
る
ア
ル
バ
ム（
Ａ
）と
、
自
宅
周
辺
の
散
歩
、
近
郊
へ
の
外
出
、
家
族
と
の
行
楽
や

旅
行
、
や
き
も
の
関
係
で
の
旅
先
で
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
に
よ
る
ア
ル
バ
ム（
Ｂ
）で
あ
る
。

　
ア
ル
バ
ム
は
Ａ
も
Ｂ
も
、
レ
イ
ア
ウ
ト
に
変
化
を
つ
け
た
り
注
書
き
を
し
た
り
す
る
な
ど
、

全
体
の
構
成
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
眺
め
て
楽
し
い
内
容
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
年
月
を

経
て
写
真
が
剥
離
し
て
し
ま
っ
た
頁
や
、
元
の
場
所
に
戻
さ
ず
に
頁
間
に
差
し
込
ん
だ
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
バ
ラ
の
プ
リ
ン
ト
写
真
も
あ
っ
た
り
す
る
が
、
現
時
点
で
貼
り
付
け
て
あ
る

も
の
の
枚
数
を
数
え
る
と
、
七
冊
あ
る
Ａ
の
ア
ル
バ
ム
の
プ
リ
ン
ト
写
真
は
全
部
で

三
百
二
十
二
枚
、
Ｂ
は
六
冊
あ
り
、
プ
リ
ン
ト
写
真
は
全
部
で
七
百
七
枚
を
数
え
る
。
一
部

の
写
真
に
つ
い
て
は
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
が
あ
り
、
コ
ン
タ
ク
ト
シ
ー
ト
が
残
さ
れ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。

　
Ａ
の
ア
ル
バ
ム
は
、
個
展
歴
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
一
九
五
六
年
か
ら
一
九
六
七
年
に

か
け
て
の
ほ
ぼ
全
部
の
個
展
の
記
録
で
あ
る
。
な
か
で
も
一
九
六
三
年
の
フ
ジ
カ
ワ
画
廊（
東

京
）で
の
個
展
、
一
九
六
四
年
の
画
廊
紅（
京
都
）で
の
個
展
と
銀
座
松
屋（
東
京
）で
の
個
展
、

一
九
六
六
年
の
山
田
画
廊（
京
都
）で
の
個
展
、
一
九
六
七
年
の
銀
座
壱
番
館
画
廊（
東
京
）

で
の
個
展
に
つ
い
て
は
、
会
場
風
景
の
写
真
が
あ
っ
た
り
、
出
品
作
の
個
別
の
写
真
が
あ
っ

た
り
、
個
別
の
写
真
の
な
か
に
は
作
品
名
が
付
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
展
覧
会
の
内

容
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
フ
ィ
ル
ム
の
み
が
残

存
す
る
の
は
、
一
九
五
五
年
の
梅
田
画
廊（
大
阪
）で
の
個
展
と
思
わ
れ
る
会
場
風
景
と
会

場
で
撮
影
し
た
作
品
の
写
真
で
あ
る
。
走
泥
社
関
係
の
ア
ル
バ
ム
に
つ
い
て
は
、
メ
ン
バ
ー

の
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
や
制
作
風
景
、
作
品
の
写
真
な
ど
が
資
料
と
し
て
貴
重
だ
が
、
写
真
が
剥

離
し
て
い
る
頁
が
多
く
、
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
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表２　八木一夫自身の撮影と思われる写真類の資料

形式 調査時
番号 概要 内容 プリント写真

枚数 フィルムの有無

A 写真アルバム 11 作品と個展 1956年のタケミヤ画廊（東京）での個展と
1964年にかけての作品 95

ネガフィルムあり
（★）

写真アルバム 6 走泥社関係 1957年頃の走泥社（メンバーと作品） 34

写真アルバム 14 作品と個展 1963年のフジカワ画廊（東京）での個展 29

写真アルバム 1 作品と個展 1964年の画廊紅（京都）、銀座松屋（東京）
での個展、 1964年の画廊あの（大阪）、画
廊紅（京都）での下村との二人展、 第28回
走泥社展（1965年） 51

写真アルバム 12 走泥社関係 走泥社のメンバーの作品と第27回走泥社
展（1964年） 50

写真アルバム 4 作品と個展 1966 年 の 山 田 画 廊（京 都）で の 個 展 と
1967年の銀座壱番館画廊（東京）での個展
の出品作 29

ネガフィルムあり
（★）

写真アルバム 13 作品と個展 1964年の銀座松屋画廊（東京）での個展（撮
影者は八木ではない可能性） 34

上記の計 322

B 写真アルバム 9 散歩、
外出、旅行

1961年（近所、動物園、大原、嵯峨など）
と第22回走泥社展、第21回走泥社展のス
ナップ 150

一部ネガフィルム
あり（★）

写真アルバム 2 散歩、
外出、旅行

1962年1月1日から（近所、京橋硝子工場、
清水寺、桂硝子工場、大阪、動物園、嵯峨、
伊勢など） 135

一部ネガフィルム
あり（★）

写真アルバム 5 散歩、
外出、旅行

1962年6月から1963年6月にかけて（近所、
奈良、東京、動物園、信楽、七彩、波切な
ど） 137

一部ネガフィルム
あり（★）

写真アルバム 8 散歩、
外出、旅行

1963年6月から1964年にかけて（近所、
波切、石塔、日立造船所、伊部、信楽など） 66

一部ネガフィルム
あり（★）

写真アルバム 7 家族 1961年頃から1964年頃にかけての家族
写真 67

一部ネガフィルム
あり（★）

写真アルバム 3 散歩、
外出、旅行

1965年11月、12月（伊万里、信楽、仙台
など） 152

ネガフィルムなし

上記の計 707

★ を つ け た ネ ガ
フィルムのカット
数1,979枚

バラになってい
るプリント写真

35〜41, 
48, 119

作品のみ、展覧会会場風景、信楽行きなど
約576

一部ネガフィルム
あり

コンタクト
シート

17 写真アルバム9のものか（約1355カット）
約1,355

フィルム 69 作品 1973年以降の作品、1966年山田画廊（京
都）での展示風景、1955年梅田画廊個展

（大阪）展示風景、近所など

（一部バラの 
プリントもある）

353カット（フィル
ムのみのカットも
ある）

プリント写真とネガフィルムの重複を
粗く除いてカット数を想定した場合のカット数

約3,000〜
5,000
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Ｂ
の
ア
ル
バ
ム
は
、
一
九
六
一
年
か
ら
一
九
六
五
年
に
か
け
て
撮
影
し
た
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ

ト
を
ア
ル
バ
ム
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
り
、
Ａ
の
ア
ル
バ
ム
以
上
に
レ
イ
ア
ウ
ト
に
工
夫
が

あ
り
、
注
書
き
も
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
で
あ
る
。
注
書
き
か
ら
分
か
る
撮
影
場
所
を
一
部
で

は
あ
る
が
列
挙
す
る
と
、
散
歩
の
行
き
先
と
し
て
澁
谷
、
清
水
、
鳥
辺
野
、
動
物
園
等
、
近

郊
へ
の
外
出
と
し
て
父
一
艸
の
住
ま
い
が
あ
っ
た
嵯
峨
野
、
八
瀬
、
大
阪
京
橋
の
ガ
ラ
ス
工

場
や
守
口
の
野
球
場
、
岐
阜
や
伊
勢
へ
の
家
族
旅
行
、
信
楽
、
常
滑
、
駄
知
、
伊
万
里
等
の

窯
業
地
で
あ
り
、
行
く
先
々
で
風
景
や
人
を
は
じ
め
様
々
な
モ
チ
ー
フ
を
被
写
対
象
に
し
て

い
る
。
Ｂ
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
七
百
七
枚
の
ア
ル
バ
ム
写
真
に
対
し
、
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
が

二
千
枚
ほ
ど
残
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
時
系
列
に
沿
っ
て
ア
ル
バ
ム
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

可
能
な
範
囲
で
コ
ン
タ
ク
ト
シ
ー
ト
と
照
合
さ
せ
る
と
、
写
真
の
組
み
合
わ
せ
を
優
先
さ
せ

て
時
系
列
を
相
前
後
さ
せ
る
な
ど
の
編
集
が
一
部
に
見
ら
れ
る
。

　
こ
の
Ｂ
の
ア
ル
バ
ム
は
、
今
か
ら
六
十
年
前
の
一
九
六
〇
年
代
の
日
本
の
風
景
や
日
本
人

の
生
活
の
記
録
と
し
て
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
八

木
の
表
現
領
域
の
一
つ
と
し
て
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
で
あ
り
、「
新
鮮
な
発
見

4

4

」を
求
め

て
渉
猟
し
続
け
た
八
木
の
眼
差
し
で
あ
る
。

　
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
ラ
イ
カ
や
コ
ン
タ
ッ
ク
ス
の
小
型
カ
メ
ラ
の

登
場
と
と
も
に
展
開
し
た
革
新
的
な
写
真
の
手
法
で
あ
る
。
戦
後
の
日
本
で
も
一
九
五
〇
年

代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
コ
ニ
カ
や
オ
リ
ン
パ
ス
が
国
産
の
小
型
カ
メ
ラ
を
発
売
し
、

一
般
家
庭
に
普
及
す
る
よ
う
に
な
り
、
フ
ィ
ル
ム
は
安
く
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
気
軽
に

撮
影
で
き
て
、
移
ろ
い
の
一
瞬
を
捉
え
る
特
性
が
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
カ
メ
ラ
愛
好
家
が

出
現
し
、
八
木
の
写
真
へ
の
傾
注
も
広
く
は
そ
れ
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
図
13
〜
26
は
ア
ル
バ
ム
に
貼
ら
れ
て
い
る
七
百
七
枚
か
ら
選
ん
だ
十
四
枚
で
あ
る
が
、
八

木
の
写
真
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
図
13
で
は
、
大
樹
の
洞
や
樹
形
の
う
ね
り
、

ご
つ
ご
つ
と
し
た
肌
へ
の
関
心
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
図
15
で
は
、
空
を
突
く
電
信
柱
の

先
端
に
群
が
る
作
業
員
た
ち
の
姿
態
や
、
着
衣
の
膨
ら
み
と
そ
れ
以
外
の
物
と
の
質
感
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
が
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
図
17
で
は
、
陽
光
を
浴
び
な
が
ら
農
作
業
を
す

る
年
老
い
た
大
原
女
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
体
躯
が
見
事
に
捕
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も

図
18
の
街
角
に
積
み
上
が
っ
た
廃
棄
物
と
幾
何
学
的
な
構
図
と
の
対
比
や
、
図
19
の
石
材
と

鶏
が
見
せ
る
量
感
、
質
感
、
フ
ォ
ル
ム
の
対
比
、
図
20
の
雪
景
色
が
際
立
た
せ
る
建
造
物
の

シ
ル
エ
ッ
ト
の
お
も
し
ろ
み
な
ど
、
被
写
対
象
の
種
類
の
多
さ
、
対
象
物
の
質
感
や
フ
ォ
ル

ム
を
捕
え
る
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
の
絶
妙
さ
、
露
光
や
プ
リ
ン
ト
時
の
光
と
影
、
白
と
黒

の
表
し
方
な
ど
、
す
べ
て
の
選
択
が
八
木
な
ら
で
は
の
決
定
と
考
え
た
く
な
る
よ
う
な
も
の

で
あ
り
、
質
感
や
フ
ォ
ル
ム
へ
の
好
奇
心
か
ら
被
写
対
象
に
接
近
し
て
い
っ
た
八
木
の
心
の

動
き
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
う
し
た
八
木
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
の
特
徴
は
、

ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
の
代
表
格
と
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
リ
・
カ
ル
テ
ィ
エ
・
ブ
レ
ッ
ソ

ン
や
日
本
の
木
村
伊
兵
衛
の
写
真
、
あ
る
い
は
一
九
五
六
年
か
ら
一
九
五
九
年
に
か
け
て『
芸

術
新
潮
』に
掲
載
さ
れ
た
大
辻
清
司
の
写
真
な
ど
の
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
カ
メ
ラ
マ

ン
が
撮
影
し
た
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
と
の
見
比
べ
に
よ
っ
て
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
分
か

り
や
す
く
際
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
カ
メ
ラ
マ
ン
が
撮
影
し
た
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
に
は
テ
ー
マ
性

が
あ
り
、
構
図
も
決
定
的
で
、
見
る
側
が
そ
の
瞬
間
し
か
な
か
っ
た
と
納
得
す
る
ほ
ど
の
説

得
力
が
あ
る
。
対
し
て
八
木
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
は
、
構
図
の
工
夫
以
上
に
伝
わ
っ
て
く

る
の
が
、
眼
の
前
で
起
き
て
い
る
事
物
に
向
け
ら
れ
た
好
奇
の
眼
差
し
で
あ
り
、
そ
れ
へ
の

心
の
接
近
で
あ
る
。
視
線
の
感
覚
的
な
動
き
に
合
わ
せ
て
レ
ン
ズ
が
動
き
、
質
感
や
フ
ォ
ル

ム
へ
の
視
覚
的
触
感
的
な
興
味
が
鮮
明
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
八
木
の
眼
は「
新
鮮
な
発4

見4

」を
求
め
て
対
象
か
ら
対
象
へ
と
渉
猟
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
生
前
、
没
後
と
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
八
木
の
写
真
に
つ
い
て
、
二

つ
ほ
ど
あ
っ
た
新
聞
記
事
の
う
ち
の
一
つ
を
以
下
に
紹
介
す
る
。
一
九
六
三
年
の
六
月
十
一

日
付
の
毎
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た「（
人
間
形
成
23
）　
八
木
一
夫
」と
い
う
比
較
的
に
大
き

な
紙
面
の
記
事
中
、
小
さ
く
枠
組
さ
れ
た「
余
談　
陶
器
と
織
物
の
お
し
ど
り
講
師
」か
ら

の
抜
粋
で
あ
る
。

　
　

 
八
木
は
町
を
歩
き
な
が
ら
、
心
を
ひ
く
風
景
や
形
が
あ
る
と
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
小
型
カ

メ
ラ
を
と
り
だ
し
て
パ
チ
パ
チ
。
く
ず
れ
た
土
べ
い
、
壁
の
シ
ミ
模
様
、
工
事
現
場
の

ア
ナ
な
ど
、
ア
ル
バ
ム
が
も
う
十
冊
を
超
え
た
。「
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
出
は
っ
た
ら
、

一
日
中
帰
っ
て
き
は
ら
し
ま
せ
ん
」と
妻
・
敏
子
。
そ
の
敏
子
は
ツ
ヅ
レ
織
り
の
ベ
テ

ラ
ン
で
、
日
展
に
は
十
回
入
選
、
京
都
市
美
大
の
講
師
で
あ
る
。
八
木
も
お
く
れ
て
こ

と
し
か
ら
同
校
の
講
師
に
な
っ
た
。（
後
略
）（14
）。

こ
の
記
事
か
ら
、
現
存
す
る
資
料
が
実
際
に
撮
影
し
た
も
の
の
一
部
で
し
か
な
い
こ
と
が
分
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か
る
。

　
こ
こ
で
、
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
八
木
の
作
品
を
Ａ
の
ア
ル
バ
ム
や
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
残

存
す
る
画
像
資
料
と
当
時
の
展
覧
会
評
に
よ
っ
て
振
り
返
る
こ
と
と
す
る
。
図
版
と
し
て
紹

介
す
る
画
像
は
、
一
九
五
五
年
の
梅
田
画
廊（
大
阪
）で
の
個
展（
図
27
〜
30
）、
一
九
六
三

年
の
フ
ジ
カ
ワ
画
廊（
東
京
）で
の
個
展（
図
31
〜
33
）、
一
九
六
四
年
の
画
廊
紅（
京
都
）で

の
個
展（
図
34
〜
40
）で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
展
覧
会
に
つ
い
て
、
当
時
の
受
け
と
め
ら
れ
方
を
展
覧
会
評
の
一
部
を
抜
粋
し

な
が
ら
た
ど
る
と
、
一
九
五
四
年
の
フ
ォ
ル
ム
画
廊（
東
京
）で
の
個
展
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容

の
作
品
を
展
示
し
た
と
思
わ
れ
る
一
九
五
五
年
の
梅
田
画
廊（
大
阪
）に
つ
い
て
は
、

　
　

�「《
ザ
ム
ザ
氏
の
散
歩
》は
、
孤
独
な
彼
の
心
を
反
映
し
、《
作
品
Ａ
》に
は
抑
圧
さ
れ
た

鈍
重
な
魂
が
投
影
さ
れ
て
い
る
」（
15
）、

　
　

�「
近
作
の
構
成
部
分
と
な
っ
て
い
る
管
は
、
も
は
や
花
を
活
け
る
た
め
の
管
で
は
な
く
、

人
間
造
形
の
有
機
体
の
部
分
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
比
喩
的
に
い
え
ば
、
人
間
の

内
臓
の
よ
う
な
作
品《
陰
火
》も
あ
り
、
脳
ず
い
の
構
造
を
示
す
よ
う
な
作
品《
単
独
者
》

も
あ
る
」（
16
）、

　
　

�「
い
ま
ま
で
の
陶
器
の
観
念
じ
ゃ
ま
っ
た
く
手
が
つ
け
ら
れ
ぬ
発
想
な
の
で
あ
る
。
し
か

も
八
木
の
ナ
マ
の
感
情
が
直
接
的
に
せ
ま
っ
て
く
る
オ
ブ
ジ
ェ
に
違
い
な
い
・・・
」（
17
）、

な
ど
で
あ
り
、「
孤
独
な
彼
の
心
」「
抑
圧
さ
れ
た
鈍
重
な
魂
」「
人
間
造
形
の
有
機
体
」「
内

臓
の
よ
う
な
」「
脳
ず
い
の
構
造
を
示
す
よ
う
な
」「
ナ
マ
の
感
情
」な
ど
と
、
心
理
的
、
身

体
的
な
言
葉
遣
い
で
管
状
の
パ
ー
ツ
で
構
成
さ
れ
た
奇
妙
な
造
形
を
な
ん
と
か
紹
介
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
図
27
〜
30
の
写
真
と
言
葉
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
観
念
的
に
理

解
し
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
ち
な
み
に《
ザ
ム
ザ
氏
の
散
歩
》は
条
痕
釉
、

《
作
品
Ａ
》、《
陰
火
》、《
単
独
者
》は
焼
締
の
作
品
で
あ
る
。

　
次
に
、
焼
締
の
ほ
か
、
黄
釉
や
柿
色
系
の
釉
薬
を
使
っ
た
立
体
造
形
を
発
表
し
た
一
九
六
三

年
の
フ
ジ
カ
ワ
画
廊
で
の
個
展
の
展
覧
会
評
か
ら
一
部
を
抜
粋
す
る
と
、

　
　

�「
自
虐
的
な
作
者
の
こ
こ
ろ
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
ま
た
風
刺
的
に
造
形
さ
れ
、
焼
き
し
め

ら
れ
て
い
る
。
内
臓
が
は
み
出
し
た
よ
う
な
官
能
的
な
作
品
が
多
い
が
、《
溶
解
す
る

聖
句
》は
広
い
面
を
生
か
し
た
構
成
で
す
っ
き
り
と
ま
と
め
、
作
者
の
体
質
的
表
現
と

も
見
ら
れ
る
。《
変
身
》の
繊
細
な
技
巧
も
秀
逸
で
あ
る
」（
18
）、

　
　

�「（《
変
身
》に
つ
い
て
）高
さ
一
メ
ー
ト
ル
、
幅
十
セ
ン
チ
た
ら
ず
の
細
長
い
作
品
だ
。

外
側
を
お
お
う
薄
い
皮
が
破
れ
た
よ
う
な
中
に
、
圧
縮
さ
れ
凝
縮
さ
れ
た
か
に
見
え
る

中
身
が
の
ぞ
く
。
気
味
悪
さ
を
見
る
人
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
も
の
が
変
化
し
て
ゆ
く
過

程
の
姿
を
想
像
す
る
人
も
あ
ろ
う
。
命
の
に
お
い
を
か
い
だ
と
い
っ
て
い
る
人
も
あ
り
、

現
代
人
の
ニ
ヒ
ル
な
笑
い
を
聞
い
た
と
い
っ
た
人
も
あ
る
。
土
を
扱
う
技
術
が
絶
妙
だ

と
は
批
評
家
が
口
を
そ
ろ
え
た
と
こ
ろ
。
土
の
も
つ
可
能
性
を
手
の
内
に
秘
め
、
巧
み

に
土
を
使
い
こ
な
し
た
作
品
だ
」（
19
）。

ま
た
、
黒
陶
の
作
品
を
主
と
し
た
一
九
六
四
年
の
画
廊
紅（
京
都
）の
個
展
に
つ
い
て
は
、

　
　

�「
腸
ね
ん
て
ん
の
痛
み
に
堪
え
か
ね
る
よ
う
な
表
情
の
幾
点
か
の《
肖
像
》が
並
ぶ
が
、

そ
の
う
め
き
の
な
か
か
ら
、
ふ
と
楽
し
げ
な
う
た
声
が
も
れ
て
く
る
。（
途
中
略
）。
自

虐
的
な
意
識
の
過
剰
さ
や
饒
舌
さ
は
少
な
く
な
り
、
と
が
っ
た
乳
房《
女
王
》や
切
立
っ

た
面
の
鋭
い《
像
》な
ど
、
む
し
ろ
幾
何
学
的
な
構
成
が
加
え
ら
れ
て
、
造
形
の
楽
し
さ

を
味
わ
わ
せ
る
」（
20
）、

　
　

�「
出
品
し
て
い
る
も
の
は
、
ま
る
で
人
間
の
内
臓
を
思
わ
せ
る
も
の
が
多
い
が
、
ど
の

作
品
も
怪
奇
を
越
し
た
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
と
同
時
に
、
ち
ゃ
ん
と
土
の
材
質
性
を
生
か

し
て
い
る
」（
21
）、

　
　

�「《
肖
像
》《
翼
》《
女
王
》な
ど
、
い
ず
れ
も
脳
細
胞
を
思
わ
す
よ
う
な
シ
ワ
が
露
出
し
て
、

一
見
グ
ロ
テ
ス
ク
な
怪
異
さ
が
見
る
も
の
の
心
を
と
ら
え
る
。
形
そ
の
も
の
は
単
純
な

世
界
で
あ
り
、
色
調
も
釉
薬
な
し
の
黒
一
色
だ
が
、
一
点
一
点
の
オ
ブ
ジ
ェ
が
訴
え
て

く
る
も
の
は
、
小
粒
な
が
ら
強
烈
だ
。
う
ご
め
く
よ
う
な
醜
悪
さ
を
、
簡
素
な
美
へ
昇

華
さ
せ
て
い
る
の
は
、
作
者
の
主
義
の
鮮
明
さ
と
、
技
術
の
確
か
さ
だ
ろ
う
が
、
こ
の

こ
と
自
体
に
大
い
な
る〝
風
刺
〟を
感
じ
る
」（
22
）。

こ
れ
ら
の
一
九
六
三
年
や
一
九
六
四
年
の
個
展
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
五
年
の
個
展
の
際
の

言
葉
遣
い
に
比
べ
、「
自
虐
的
な
作
者
の
こ
こ
ろ
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
ま
た
風
刺
的
に
造
形
さ

れ
」、「
内
臓
が
は
み
出
し
た
よ
う
な
官
能
的
な
」、「
命
の
に
お
い
を
か
い
だ
」、「
現
代
人
の

ニ
ヒ
ル
な
笑
い
を
聞
い
た
」、「
腸
ね
ん
て
ん
の
痛
み
に
耐
え
か
ね
る
よ
う
な
表
情
」、「
う
め

き
の
な
か
か
ら
、
ふ
と
楽
し
げ
な
う
た
声
が
も
れ
て
く
る
」、「
人
間
の
内
臓
を
思
わ
せ
る
も

の
が
多
い
が
、
ど
の
作
品
も
怪
奇
を
越
し
た
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
」、「
う
ご
め
く
よ
う
な
醜
悪

さ
を
、
簡
素
な
美
へ
昇
華
さ
せ
て
い
る
」な
ど
と
評
者
の
表
現
も
複
雑
に
な
り
、
少
し
で
は
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図29　 陰火
1955年梅田画廊（大阪）個展
会場にて（フィルム資料より）

図33　 変身
1963年フジカワ画廊（東京）
個展会場にて（アルバム14より）

図35　肖像Ｂ（アルバム1より）

図37　肖像Eより（アルバム1より）

図28　 作品A
1955年梅田画廊（大阪）個展
会場にて（フィルム資料より）

図32　 溶解する聖句
1963年フジカワ画廊（東京）
個展会場にて（アルバム14より）

図27　 ザムザ氏の散歩
1955年梅田画廊（大阪）個展
会場にて（フィルム資料より）

図31　 1963年フジカワ画廊（東京）個展会場風景  
（アルバム14より）

図30　 単独者
1955年梅田画廊（大阪）個展
会場にて（フィルム資料より）

図34　 1964年画廊紅（京都）個展会場風景（アルバム1より） 図36　肖像Ｃ（アルバム1より）

図38　女王（アルバム1より） 図39　像（アルバム1より） 図40　翼（アルバム1より）
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あ
る
が
明
る
さ
や
軽
み
も
加
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
土
の
材
質
性
」や「
簡
素
な
美
」な
ど
、

素
材
や
フ
ォ
ル
ム
、
技
術
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
、
八
木
の
造
形
に
お
け
る
形
式
と
内
容
の
深

ま
り
が
見
る
側
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
一
九
五
〇
年
代
中
頃
か
ら
一
九
六
〇
年
代
中
頃
に
か
け
て
の
八
木
は
、「
オ
ブ
ジ
ェ
焼
き
」

を
追
求
し
始
め
た
頃
で
、
手
法
も
形
式
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
た
最
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
時

期
で
あ
っ
た
。
後
年
、
八
木
は
、
座
談
会
で
、《
ザ
ム
ザ
氏
の
散
歩
》を
発
表
し
た
一
九
五
四

年
頃
を
振
り
返
り
、
当
時
の
造
形
思
考
に
つ
い
て
回
想
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
そ

の
頃
は
、
走
泥
社
の
仲
間
と
と
も
に
、
ロ
ク
ロ
の
巧
さ
や
味
わ
い
を
評
価
軸
と
す
る
よ
う
な

陶
磁
器
の
通
念
、
八
木
の
言
葉
遣
い
に
よ
れ
ば「
や
き
も
の
の
呪
縛
」（
23
）か
ら
の
解
放
を
も

く
ろ
み
、
陶
芸
の
素
材
と
プ
ロ
セ
ス
を
解
体
し
て
見
直
し
、「
粘
土
の
生
理
だ
と
か
粘
土
を

構
築
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
か
ら
の
導
き
」（
24
）に
、「
自
分
の
精
神
み
た
い
な
も
の
と
を
、
も
っ

と
ス
ト
レ
ー
ト
に
ピ
シ
ャ
っ
と
結
び
つ
け
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ
う
な
考
え
方
、
と
い

う
よ
り
動
作
」（
25
）で
、
自
身
の
語
彙
、
文
体
を
探
り
始
め
て
い
た
と
い
う
。《
ザ
ム
ザ
氏
の

散
歩
》は
、
ロ
ク
ロ
を
成
形
上
の
機
械
と
捉
え
、
そ
う
や
っ
て
つ
く
っ
た
円
筒
形
を
組
み
合

わ
せ
た
造
形
で
あ
り
、
一
九
五
〇
年
代
中
頃
か
ら
一
九
六
〇
年
代
中
頃
に
か
け
て
は
、
そ
う

し
た
管
状
の
造
形
か
ら
、
手
び
ね
り
に
よ
る
焼
締
の
立
体
、
そ
し
て
黒
陶
に
よ
る
立
体
へ
と

造
形
が
展
開
し
て
い
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
新
し
い
造
形
が「
オ
ブ
ジ
ェ

焼
き
」と
称
さ
れ
て
い
っ
た
背
景
に
は
、
そ
れ
が
彫
刻
か
工
芸
か
と
系
統
立
て
よ
う
と
す
る

議
論
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
、
見
る
側
の
心
を
掻
き
立
て
る
触
感
的
な
フ
ォ
ル
ム
と
マ

チ
エ
ー
ル
が
視
覚
的
に
強
烈
な
印
象
を
与
え
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
、
八
木
が
土
と
い

う
素
材
、
土
を
構
築
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
自
身
の
精
神
を
直
截
的
に
反
映
さ
せ
て
表
現
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
陶
芸
の
新
領
域
で
あ
っ
た（
26
）。

　
こ
れ
ら
の
作
品
を
制
作
し
て
い
た
の
と
同
時
期
に
、
カ
メ
ラ
を
手
に
し
た
ら
し
ば
ら
く
は

家
に
戻
っ
て
こ
な
い
と
家
族
に
言
わ
れ
る
ほ
ど
熱
中
し
て
い
た
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
は
、
自

身
の
精
神
み
た
い
な
も
の
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
ピ
シ
ャ
っ
と
結
び
つ
け
る
動
作
を
そ
の
ま
ま
表

現
す
る
特
性
を
持
つ
メ
デ
ィ
ア
で
あ
り
、
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
と
作
陶
は
、
同
質
と
言
え
る

制
作
動
機
に
よ
っ
て
深
い
と
こ
ろ
で
繋
が
っ
て
い
た
と
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
新

鮮
な
発
見

4

4

」を
日
常
に
求
め
、
あ
た
か
も
オ
ブ
ジ
ェ
を
見
出
す
か
の
よ
う
に
し
て
撮
影
さ
れ

た
写
真
の
な
か
に
は
陶
芸
作
品
の
直
接
の
着
想
源
に
な
っ
た
の
で
は
と
思
わ
せ
る
も
の
も
あ

図43　蛇ケ谷所見（アルバム2より）

図42　 八木一夫近影 
（フィルム資料より）

図41　 シャツの碑 
（アルバム11の差し込み写
真より）

図44　 問答の壁（フジカワ画廊のアルバム14より）

※ 図13〜44は、表２に記した資料のなかから選んだもの
である。ただし、図32〜33、35〜40、44については本
稿の挿図とするためトリミングをした。

45　　知られざる八木一夫 ―1960年代中頃のスナップショットについて



り
、
こ
の
時
期
の
八
木
の
写
真
と
陶
芸
作
品
と
の
あ
い
だ
の
イ
メ
ー
ジ
の
往
還
を
想
像
さ
せ

る
も
の
で
あ
る（
図
41
〜
44
）。
逆
に
言
え
ば
、
そ
う
い
っ
た
共
振
性
が
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
、

八
木
は
陶
芸
に
、
ま
っ
た
く
新
し
い
観
点
か
ら
対
峙
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

４
．
お
わ
り
に
―「
新
鮮
な
発
見

4

4

」に
つ
い
て

　
前
章
で
は
、
八
木
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
の
表
現
と
し
て
の
魅
力
や
特
徴
が
、「
新
鮮
な

発
見

4

4

」を
求
め
る
八
木
の
眼
差
し
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
新
鮮
な
発
見

4

4

」が
制
作
を
導

く
と
い
う
姿
勢
が
、
同
時
期
の
作
陶
の
方
法
論
、
す
な
わ
ち
、
土
や
土
を
構
築
す
る
プ
ロ
セ

ス
に「
自
身
の
精
神
み
た
い
な
も
の
と
を
、
も
っ
と
ス
ト
レ
ー
ト
に
ピ
シ
ャ
っ
と
結
び
つ
け

よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ
う
な
考
え
方
、
と
い
う
よ
り
動
作
」と
相
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
が
八
木
の
立
体
造
形
の
展
開
の
背
後
に
あ
っ
た
と
考
え
た
。

　
こ
の
章
で
は
、
八
木
が
最
初
か
ら「
新
鮮
な
発
見

4

4

」を
作
陶
の
肝
要
と
考
え
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
を
示
し
、
作
陶
に
つ
い
て
の
八
木
の
挑
戦
に
つ
い
て
触
れ
よ
う
と
思
う
。
八

木
が
育
っ
た
京
焼
の
環
境
で
は
、
作
陶
は「
新
鮮
な
発
見

4

4

」な
ど
で
は
な
く
、
技
術
の
巧
み

に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
八
木
が
新
進
作
家
と
し
て
世
間
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
四
八
年
に
京
展
で

《
金
環
蝕
》と
い
う
作
品
が
市
長
賞
を
受
賞
し
た
頃
か
ら
と
さ
れ
る
。
同
じ
類
の
手
法
に
よ
る

作
品
を
含
め
た
四
点
の
作
品（《
少
女
低
唱
》《
飛
翔
す
る
か
ま
き
り
》《
こ
う
も
り
と
カ
メ

レ
オ
ン
》他
一
点
）が
二
年
後
の
一
九
五
〇
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
で
展
示
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
新
聞
の
取
材
を
受
け
た
と
き
に
は
、

　
　

�「
新
し
い
も
の
と
古
典
と
の
結
婚
、
こ
れ
が
私
の
ね
ら
い
で
す
、
ピ
カ
ソ
や
ク
レ
ー
な

ど
の
フ
ラ
ン
ス
の
近
代
絵
画
と
し
ぶ
い
日
本
の
ロ
ク
ロ
の
味
を
作
品
の
上
で
、
ど
う
調

和
さ
せ
る
か
が
私
の
仕
事
で
す
」（
27
）。

と
答
え
て
お
り
、
そ
の
造
形
思
考
は
従
来
の
陶
器
の
通
念
か
ら
は
み
出
す
も
の
で
は
な
い
。

　
一
方
、
市
長
賞
の
受
賞
と
同
年
の
新
匠
美
術
工
芸
会
に
出
品
し
た
、
や
は
り
同
類
の
作
品

に
つ
い
て
は
、
同
会
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
富
本
憲
吉
か
ら
審
査
前
の
下
見
の
際
に
制
作
意

図
を
尋
ね
ら
れ
て
こ
ん
な
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
。

　
　

�「
絵
は
い
い
と
し
て
、
こ
の
形
は
な
ん
で
こ
ん
な
に
し
た
の
で
す
か
」と
富
本
さ
ん
は

尋
ね
た
。

　
　

�「
こ
ん
な
絵
を
描
き
た
か
っ
た
も
ん
で
。
中
国
か
ら
仕
入
れ
の
形
で
す
ね
ん
。
絵
は
立

体
派
の
方
法
で
、
―
」

　
　
「
仕
入
れ
の
形
と
は
ね
え
、
―
」

　
　

�

富
本
さ
ん
は
妙
な
顔
を
し
た
。
そ
れ
で
も
、
陳
べ
て
も
よ
ろ
し
い
や
ろ
、
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た（
28
）。

富
本
が
八
木
の
折
衷
的
な
造
形
思
考
に
同
意
し
か
ね
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
会
話
は
、
八
木
の
エ
ッ
セ
ー「
富
本
さ
ん
の
こ
と
」で
回
想
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ

の
エ
ッ
セ
ー
で
は
富
本
と
の
交
流
の
断
片
が
記
さ
れ
て
い
る
。
戦
前
に
父
一
艸
に
釉
薬
の
相

談
を
す
る
た
め
に
富
本
が
五
条
坂
の
家
を
訪
ね
て
き
た
こ
と
、
中
学
時
代
の
頃
に
は
講
演
会

を
聴
講
し
に
行
っ
た
こ
と
、
戦
後
、
油
絵
や
彫
刻
の
仲
間
と
富
本
を
囲
ん
で
話
を
聞
く
会
を

催
し
た
こ
と
な
ど
、
京
都
の
作
家
た
ち
の
交
流
の
近
さ
が
伝
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る（
29
）。

　
八
木
は
、
陶
芸
を
立
体
の
美
術
と
し
て
と
ら
え
た
モ
ダ
ニ
ス
ム
陶
芸
家
の
先
駆
者
で
あ
る

富
本
憲
吉
に
、
自
身
に
は
到
底
敵
わ
な
い
と
思
え
る
非
凡
さ
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の

こ
と
を
富
本
の「
新
鮮
な
発
見

4

4

」に
見
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
エ
ッ
セ
ー
の
な
か
で
、

富
本
の
ロ
ク
ロ
が
決
し
て
達
者
な
わ
け
で
は
な
い
と
し
つ
つ
も
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　

�「
富
本
さ
ん
の
壺
は
、
あ
の
石
も
の
の
白
磁
の
壺
で
も
、
ま
る
で
水
び
き
を
終
え
た
ば

か
り
の
よ
う
な
、
み
ず
み
ず
し
い
発
見
の
感
動
が
あ
る
。
曖
昧
に
水
び
き
を
終
え
て
、

お
ず
お
ず
と
け
ず
り
な
が
ら
、
や
っ
と
た
ど
り
つ
い
た
と
い
う
結
末
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
迷
い
で
は
な
く
イ
メ
ー
ジ
に
確
信
が
あ
っ
た
こ
と
。
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
玄
人
の
よ

う
に
、
既
定
の
計
算
に
も
と
づ
く
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ん
で
、
確
実
に
目
標
へ
と
達
す
る
わ

け
で
も
な
い
。
絶
え
ず
未
知
の
空
気
に
と
り
巻
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
新
鮮
な

発
見

4

4

が
や
っ
て
く
る
。
そ
の
一
瞬
を
、
富
本
さ
ん
は
確
信
し
、
待
ち
か
ま
え
る
の
だ
。

そ
の
一
瞬
が
富
本
さ
ん
に
轆
轤
を
停
め
さ
せ
る
の
で
あ
る
」（
30
）。

八
木
は
、
玄
人
に
お
け
る
技
術
の
巧
み
と
、
そ
れ
に
比
べ
て
ア
マ
チ
ュ
ア
的
に
映
る
こ
と
も

あ
る
芸
術
的
感
性
に
よ
る
表
現
と
の
違
い
が
、「
新
鮮
な
発
見

4

4

」に
あ
る
と
考
え
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
富
本
の
芸
術
性
を
分
析
す
る
一
方
で
、
八
木
は
、
し
ば
し
ば
自
身
の
こ
と
を
純
粋
美
術
家
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で
は
な
く
陶
工
に
す
ぎ
な
い
と
か
、
芸
術
家
で
は
な
く
茶
わ
ん
や
で
あ
る
と
か
、
そ
の
よ
う

な
区
別
は
ど
ち
ら
で
も
良
い
な
ど
と
説
明
し
た
り
し
て
、
そ
の
自
己
規
定
は
分
か
り
づ
ら
い

（
31
）。
確
か
な
の
は
、
従
来
の
よ
う
な
陶
器
で
は
な
く
、
自
身
の
真
実
を
陶
器
で
表
現
し
た

い
と
考
え
、
そ
の
要
と
な
っ
た
の
が「
新
鮮
な
発
見

4

4

」で
あ
り
、
あ
と
は
、
自
身
と「
つ
な
が

り
あ
う
よ
う
に
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
」（
32
）素
材
で
あ
る
土
や
、
土
が
形
に
な
っ
て
い
く
プ

ロ
セ
ス
に
導
か
れ
て
新
し
い
立
体
造
形
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ

の
テ
ラ
コ
ッ
タ
を
見
て「
や
ら
れ
た
」（
33
）と
思
い
、
そ
れ
が
契
機
の
一
つ
と
な
っ
て《
ザ
ム

ザ
氏
の
散
歩
》が
出
来
た
の
も
、
そ
の
後
に
続
く
友
人
の
彫
刻
家
辻
晉
堂
と
制
作
を
競
い
合

う「
激
し
い
展
開
」（
34
）が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
の
も
、
あ
る
い
は
、
一
九
五
四
年
頃
か
ら
指
導

者
と
し
て
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
近
江
学
園
や
一
麦
寮
で
の
精
薄
児
童
た
ち
が
つ
く
る
土
の

造
形
に
触
れ
た
と
き
も
、「
新
鮮
な
発
見

4

4

」が
八
木
の
次
の
造
形
を
う
な
が
し
た
。
ま
た
、

一
九
六
六
年
に
訪
日
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
画
家
ホ
ア
ン
・
ミ
ロ
の
信
楽
行
き
に
同
行
し
て
ミ
ロ

が
タ
ヌ
キ
の
置
物
に
目
を
輝
か
せ
た
と
き
も（
35
）、「
芸
術
家
自
身
の
中
の
ア
マ
チ
ュ
ア
的
な

初
心
の
精
神
」（
36
）が
発
動
す
る「
新
鮮
な
発
見

4

4

」の
一
瞬
を
八
木
は
見
逃
し
て
は
い
な
い
の

で
あ
る
。

　
「
新
鮮
な
発
見

4

4

」と
い
う
発
想
は
、
子
ど
も
の
よ
う
に
純
真
無
垢
な
目
で
世
界
を
見
る
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
こ
と
自
体
は
、
八
木
が
好
き
だ
っ
た
パ
ウ
ル
・
ク
レ
ー
を
は
じ
め
、
近
代
芸

術
家
に
共
通
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
。
八
木
の
場
合
は
、
そ
の
こ
と
を
陶
工
と
芸
術
家
を
隔
て

る
違
い
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
複
雑
な
こ
と
に
、
実
際
に
は
、
八
木
自

身
は
そ
の
ど
ち
ら
か
に
寄
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
芸
術
家
と
自
己
規
定
す
る
に
は
、
土
と
つ

な
が
る
よ
う
に
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
陶
工
と
し
て
の
自
身
を
自
覚
し
て
お
り
、
ま
た
、
茶

碗
を
は
じ
め
と
す
る
陶
芸
独
特
の
造
形
に
、
陶
工
と
芸
術
家
の
中
庸
を
見
出
し
て
い
た
か
ら

と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
制
作
に
つ
い
て
は
、
現
状
か
ら
身
を
ず
ら
し
て
、
そ
う
す
る
こ
と
で

自
身
が
傷
つ
い
た
と
し
て
も
、「
新
鮮
な
発
見

4

4

」を
す
る
こ
と
が
創
作
に
つ
な
が
る
と
し
、
そ

の
こ
と
は
エ
ッ
セ
ー「
不
安
定
な
ノ
ー
ト
」（
37
）や「
屈
託
の
な
か
で
」（
38
）で
も
明
か
し
て
い
る
。

　
「
新
鮮
な
発
見

4

4

」を
す
る
た
め
に
は
距
離
の
感
覚
が
必
要
だ
が
、
距
離
に
つ
い
て
の
八
木

の
意
識
は
つ
ね
に
鋭
く
、「
い
つ
も
離
陸
の
角
度
で
」や
、「
喝
采
の
ス
ペ
ー
ス
」（
39
）な
ど
の

作
品
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
距
離
と
接
近
の
案
配
も
ま
た
、
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
を
彷
彿

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

註１　

 

花
里
麻
理
・
大
長
智
広
・
高
田
瑠
美
・
島
崎
慶
子『
八
木
家
所
蔵　
八
木
一
艸
関
連
資
料
調
査
報
告
書
』

（
ニ
ュ
ー
カ
ラ
ー
写
真
印
刷
株
式
会
社　
二
〇
二
〇
年
）。

２　

 

八
木
一
夫
の
作
品
に
関
し
て
オ
ブ
ジ
ェ
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
た
最
初
の
例
は
、
京
都
市
美
術
館
で
開

催
さ
れ
た
第
十
一
回
走
泥
社
展
に
関
す
る
展
覧
会
評
で
、「
人
間
の
心
象
を
投
影
し
た
オ
ブ
ジ
ェ
を
め

ざ
し
て
い
る
」と
あ
り
、
掲
載
文
献
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。（
藤
田
）「
進
歩
し
た
前
衛
陶
芸　
走

泥
社
展
評
」『
京
都
新
聞
』（
一
九
五
四
年
九
月
二
十
五
日
付
）。
ま
た
、「
オ
ブ
ジ
ェ
焼
き
」と
い
う
言

葉
の
初
出
は
、
第
二
十
回
走
泥
社
展
に
関
す
る
展
覧
会
評
で
、「
照
明
具
や
花
器
な
ど
、
そ
の
ま
ま
使

え
る
工
芸
的
な
も
の
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
＂オ
ブ
ジ
ェ
焼
き
＂の
元
祖
ら
し
く
、
純
粋
造
形
的
な

も
の
を
陶
芸
の
世
界
か
ら
追
求
し
て
い
る
」と
あ
り
、掲
載
文
献
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。（
橋
本
）「（
美

術
展
）影
ひ
そ
め
た
過
剰
意
識　
前
衛
陶
芸『
走
泥
社
展
』」『
朝
日
新
聞
』（
一
九
五
九
年
十
一
月
二
十

日
付
）。

　
　

 

八
木
自
身
が
陶
芸
作
品
を
オ
ブ
ジ
ェ
と
表
現
し
た
こ
と
が
分
か
る
最
初
の
例
は
、『
朝
日
新
聞
』

（
一
九
五
九
年
十
月
十
二
日
付
）に
寄
稿
し
た
エ
ッ
セ
ー「
く
ら
し
の
真
実
を
」内
で
、「
モ
ダ
ン
・
ク
ラ

フ
ト
の
中
で
、
オ
ブ
ジ
ェ
と
言
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
工
芸
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
全
く
個

人
的
な
自
己
表
現
の
作
物
で
あ
る
場
合
の
方
が
多
い
」で
あ
る
が
、
自
作
に
直
接
結
び
つ
け
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
一
方
、
一
九
六
二
年
八
月
に
プ
ラ
ハ
で
の
第
三
回
国
際
陶
芸
展
で
金
賞
を
受
賞
し
た

際
の
取
材
で
は
、「
や
は
り
私
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
も
日
本
の
伝
統
が
に
じ
み
出
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た
の

と
ち
が
う
か
な
あ
」（「
時
の
人　

国
際
陶
芸
展
で
連
続
金
賞
を
受
賞
し
た
八
木
一
夫
」『
毎
日
新
聞
』

（
一
九
六
二
年
八
月
二
十
五
日
付
）と
語
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
六
四
年
十
二
月
号
の『
芸
術

新
潮
』で
は
、
山
本
太
郎「
八
木
一
夫
黒
陶
展
」内
で
、「
八
木
さ
ん
が『
オ
ブ
ジ
ェ
焼
き
』と
自
称
す
る

作
品
」と
あ
る
。

　
　

 

こ
の
ほ
か
、
八
木
の
用
途
を
も
た
な
い
彫
刻
的
な
造
形
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
六
年
、
第
八
回
京
展

の
審
査
員
会
で
は
彫
刻
部
の
招
待
出
品
者
に
推
薦
さ
れ
、
そ
の
際
、
前
衛
派
の
陶
器
は
工
芸
か
彫
塑

か
の
議
論
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
八
木
の
作
品
は
一
九
六
二
年
の
毎
日
選
抜
美
術
展
で
も
彫
刻
と
し

て
展
示
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
上
に
つ
い
て
の
掲
載
文
献
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。「
前
衛
派
の

陶
器
は
工
芸
か
彫
塑
か　
京
展
審
査
会
」『
京
都
新
聞
』（
一
九
五
六
年
掲
載
日
不
明
）、（
杉
本
記
者
）「
美

術　
国
際
的
水
準
の
力
作　
毎
日
選
抜
美
術
展
」『
毎
日
新
聞
夕
刊
』（
一
九
六
二
年
三
月
二
日
付
）。

な
お
、
八
木
の
略
歴
を
見
る
と
、
一
九
五
七
年
、
京
都
市
立
美
術
大
学（
現
京
都
市
立
芸
術
大
学
）彫

刻
科
の
非
常
勤
講
師
と
な
り
、
一
九
七
一
年
か
ら
は
同
大
学
の
陶
芸
科
教
授
を
務
め
て
い
る
。

　
　

 

こ
の
よ
う
に
、
八
木
の
作
品
は
、「
工
芸
」「
モ
ダ
ン
・
ク
ラ
フ
ト
」「
前
衛
陶
芸
」「
彫
塑（
彫
刻
）」「
オ

ブ
ジ
ェ
焼
き（
オ
ブ
ジ
ェ
）」と
、
言
葉
の
枠
組
み
を
超
え
て
行
き
来
し
た
。

３　

 

京
都
国
立
近
代
美
術
館
・
東
京
国
立
近
代
美
術
館
・
日
本
経
済
新
聞
社
編『
八
木
一
夫
展
』（
日
本
経
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済
新
聞
社　
一
九
八
一
年
）、
京
都
国
立
近
代
美
術
館
・
日
本
経
済
新
聞
社
編『
没
後
二
十
五
年　
八

木
一
夫
展
』（
日
本
経
済
新
聞
社　
二
〇
〇
四
年
）。

４　

 
海
上
雅
臣
編
、
奈
良
原
一
高
写
真『
八
木
一
夫
作
品
集
』（
求
龍
堂　
一
九
六
九
年
）、
木
村
重
信
・
乾

由
明
・
鈴
木
治
編『
八
木
一
夫
作
品
集
』（
講
談
社　
一
九
八
〇
年
）。

５　
司
馬
遼
太
郎「
八
木
一
夫
雑
感
」前
掲
註
４『
八
木
一
夫
作
品
集
』（
講
談
社　
一
九
八
〇
年
）所
収
。

６　

 

八
木
一
夫『
懐
中
の
風
景
』（
講
談
社　
一
九
七
六
年
）、
八
木
一
夫『
刻
々
の
炎
』（
駸
々
堂
出
版
株
式

会
社　
一
九
八
一
年
）、
八
木
一
夫『（
講
談
社
文
芸
文
庫
）オ
ブ
ジ
ェ
焼
き　
八
木
一
夫
陶
芸
随
筆
』（
講

談
社　
一
九
九
九
年
）。

７　

 

註
３
〜
５
で
挙
げ
た
以
外
の
八
木
一
夫
に
関
す
る
主
な
展
覧
会
図
録
や
研
究
書
、
美
術
雑
誌
特
集
号

等
を
以
下
に
挙
げ
る
。『
辻
晉
堂
・
八
木
一
夫
・
堀
内
正
和　
一
九
五
〇
年
代
京
都
か
ら　
新
た
な
る

造
形
へ
の
出
発　
辻
晉
堂
没
後
一
〇
周
年
記
念
特
別
企
画
展
』（
米
子
市
美
術
館　
一
九
九
〇
年
）、

「（
巻
頭
特
集
）八
木
一
夫
の
偉
業
１
」『
炎
芸
術
』43
号（
阿
部
出
版　

一
九
九
五
年
）、
樋
田
豊
郎
・

稲
賀
繁
美
編『
終
わ
り
き
れ
な
い「
近
代
」　
八
木
一
夫
と
オ
ブ
ジ
ェ
焼
』（
美
学
出
版　
二
〇
〇
八
年
）、

稲
賀
繁
美『
接
触
造
形
論　
触
れ
あ
う
魂
、
紡
が
れ
る
形
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会　
二
〇
一
六
年
）。

８　

 

前
掲
註
１
書
。
報
告
書
で
は
、
大
長
が
八
木
一
艸
の
自
筆
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
、
高
田
が
蔵
書
に
つ
い
て
、

花
里
と
島
崎
が
八
木
一
艸
の
作
品
に
つ
い
て
を
ま
と
め
て
い
る
。

９　
高
田
瑠
美「
八
木
家
所
蔵
書
籍
に
つ
い
て
」前
掲
註
１
書
。

10　

 

富
樫
木
人「
工
藝
家
訪
問
記（
１
）　
陶
工
・
楠
部
彌
弌
氏「
赤
土
の
會
」を
中
心
に
語
る
」『
美
術
と
趣
味
』

第
４
巻
第
10
号（
美
術
と
趣
味
社　
一
九
三
九
年
）。

11　

 

走
泥
社
は
走
泥
社
ク
ラ
フ
ト
展
、
走
泥
社
小
品
展
で
実
用
の
器
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
山
田
光
と
立

ち
上
げ
た「
門
工
房
」で
は
、
自
身
が
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
、
山
田
が
制
作
を
担
当
し
た
。
エ
ッ
セ
ー

で
は
、「
風
月
の
世
界
に
つ
い
て　
技
術
の
場
か
ら
」『
日
本
の
文
様　
風
月
』（
淡
交
社　
一
九
六
九
年
）、

「
終
刊
に
の
ぞ
ん
で
」『
京
都
ク
ラ
フ
ト
・
ニ
ュ
ー
ス
』第
五
十
号（
京
都
ク
ラ
フ
ト
協
議
会　

一
九
七
二
年
）等
が
あ
る
。

12　
八
木
一
夫「
論
理
的
な
構
造
力
―
ブ
ー
レ
ー
ズ
」『
朝
日
新
聞
』（
一
九
七
〇
年
四
月
五
日
付
）。

13　
八
木
一
夫「
富
本
さ
ん
の
こ
と
」『
富
本
憲
吉
陶
芸
作
品
集
』（
美
術
出
版
社　
一
九
七
四
年
）。

14　

 「（
人
間
形
成
23
）八
木
一
夫
」「
余
談　
陶
器
と
織
物
の
お
し
ど
り
講
師
」『
毎
日
新
聞
』（
一
九
六
三

年
六
月
十
一
日
付
）。

15　

 

浜
村
順「
火
を
通
し
た
土
の
オ
ブ
ジ
ェ
―
八
木
一
夫
の
作
品
」『
美
術
手
帖
』91
巻（
美
術
出
版
社　

一
九
五
五
年
）。

16　
（
杉
本
）「
八
木
一
夫
新
作
陶
展
・
美
術
評
」『
毎
日
新
聞
』（
一
九
五
五
年
五
月
十
三
日
付
）。

17　
「
八
木
一
夫
新
陶
展
」『
読
売
新
聞
』（
一
九
五
五
年
五
月
十
四
日
付
）。

18　
（
橋
）「
繊
細
な
技
巧　
八
木
一
夫
個
展
」『
朝
日
新
聞
』（
一
九
六
三
年
十
月
四
日
付
）。

19　

 「（
毎
日
選
抜
美
術
展
か
ら
⑥　
《
変
身
》八
木
一
夫
）」『
毎
日
新
聞
』（
一
九
六
三
年
十
二
月
九
日
付
）。

フ
ジ
カ
ワ
画
廊
で
の
個
展
は
、
大
阪
と
東
京
で
開
催
し
た
よ
う
で
あ
る
。

20　
（
橋
）「
幾
何
学
的
な
構
成　
八
木
一
夫
個
展
」『
朝
日
新
聞
』（
一
九
六
四
年
九
月
九
日
付
）。

21　
富
永
静
朗「
土
の
本
質
生
か
す　
八
木
一
夫
個
展
」『
産
経
新
聞
』（
一
九
六
四
年
九
月
十
日
付
）。

22　
（
藤
）「
強
烈
な
オ
ブ
ジ
ェ
の
訴
え　
八
木
一
夫
個
展
」『
京
都
新
聞
』（
一
九
六
四
年
九
月
十
二
日
付
）。

23　
八
木
一
夫「
私
の
自
叙
伝
」『
芸
術
新
潮
』第
30
巻
第
５
号（
新
潮
社　
一
九
七
九
年
）。

24　

 

乾
由
明
・
堀
内
正
和
・
八
木
一
夫「（
座
談
会
）勃
興
期
の
前
衛
陶
芸
―
走
泥
社
結
成
の
思
想
的
拠
点
」『
現

代
の
陶
芸
第
12
巻　
八
木
一
夫
・
鈴
木
治
・
加
守
田
章
二
』（
乾
由
明
責
任
編
集　
講
談
社　
一
九
七
五

年
）所
収
。

25　
前
掲
註
24
書
。

26　

 

八
木
の
作
品
を
め
ぐ
る
工
芸
か
彫
刻
か
の
話
題
は
、
以
下
の
文
献
等
に
窺
わ
れ
る
。「
前
衛
派
の
陶
器

は
工
芸
か
彫
塑
か　
京
展
審
査
会
」『
京
都
新
聞
』（
一
九
五
六
年
日
付
不
明
）、
南
邦
男「
彫
刻
と
陶

芸
の
間
―
八
木
一
夫
の
場
合
」『
萠
春
』１
３
６
号（
日
本
美
術
新
報
社
、
一
九
六
五
年
）。

27　
「
京
の
前
衛
陶
器　
米
国
美
術
館
へ
」『
朝
日
新
聞
夕
刊
』（
一
九
五
〇
年
三
月
二
十
八
日
付
）。

28　
前
掲
註
13
書
。

29　
前
掲
註
13
書
。

30　
前
掲
註
13
書
。

31　

 （
藤
）「
オ
ブ
ジ
ェ
焼
と
チ
ャ
ワ
ン
屋
」『
京
都
新
聞
』（
一
九
七
二
年
二
月
十
一
日
付
）等
。
ま
た
、
今

回
の
調
査
で
確
認
し
た「
実
作
者
に
と
っ
て
・・・
」で
始
ま
る
自
筆
原
稿
で
も
、「
若
い
頃
に
私
は
、

自
分
は
純
粋
芸
術
家
で
は
な
く
一
陶
工
に
す
ぎ
な
い
と
自
分
自
身
に
も
他
人
に
も
云
い
き
か
せ
て
き

ま
し
た
。
何
を
造
り
た
い
、
ど
う
い
う
意
図
を
現
し
た
い
と
お
も
う
以
前
に
、
私
に
は
土
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
形
を
造
る
。（
途
中
略
）つ
ま
り
私
の
心
も
動
作
も
、
土
と
い
う
材
料
、
そ
し
て
や
き
も

の
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
規
制
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
純
粋
美
術
家
の
よ
う
に
、
自
由
な
心
を
自
由

な
姿
勢
で
材
料
や
プ
ロ
セ
ス
と
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
自
分
を

指
し
て
、
一
陶
工
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
の
は
そ
の
意
味
か
ら
な
の
で
す
。」と
記
し
て
い
る
。

32　
前
掲
註
31
八
木「
実
作
者
に
と
っ
て
・・・
」所
収
。

33　
前
掲
註
24
書
。

34　
 

鈴
木
治「
回
想　

八
木
一
夫
と
草
創
期
の
走
泥
社
」前
掲
註
４『
八
木
一
夫
作
品
集
』（
講
談
社
、

一
九
八
〇
年
）所
収
。

35　

 

八
木
一
夫「
ミ
ロ
画
伯
と
歩
く（
中
）　
陶
郷
・
信
楽
で
の
興
味
」『
毎
日
新
聞
』（
一
九
六
六
年
十
月
四

日
付
）。

36　
八
木
一
夫「
前
衛
映
画
」『
京
都
新
聞
夕
刊
』（
一
九
六
九
年
四
月
三
十
日
付
）。

37　
八
木
一
夫「
不
安
定
な
ノ
ー
ト
」初
出
不
明（
一
九
七
二
年
）。
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38　
八
木
一
夫「
屈
託
の
な
か
で
」『
京
都
新
聞
』（
一
九
七
六
年
六
月
十
一
日
付
）。

39　

 「
い
つ
も
離
陸
の
角
度
で
」（
一
九
七
七
年
）と「
喝
采
の
距
離
」（
一
九
七
四
年
）は
作
品
名
で
あ
る
。

　

49　　知られざる八木一夫 ―1960年代中頃のスナップショットについて



メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
に
よ
る

磁
器
の
部
屋
に
つ
い
て

―
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
と

ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
宮
殿
を
中
心
に（
一
）

茨
城
県
陶
芸
美
術
館　
学
芸
員　

芦
刈
歩

は
じ
め
に

　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
王
侯
貴
族
の
館
に
設
け
ら
れ
た
磁
器
が
陳
列

さ
れ
た
部
屋
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら「
ポ
ー
セ
リ
ン
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
」、「
ポ
ー
セ
リ
ン
・

ル
ー
ム
」、「
シ
ノ
ワ
ズ
リ
・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
」な
ど
と
呼
ば
れ
る
空
間
を「
磁
器
の
部
屋
」と

呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
以
下
、
一
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
磁
器
の

部
屋
の
起
源
と
派
生
に
つ
い
て
論
じ
た
後
、
そ
の
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
女
王
メ
ア

リ
ー
二
世
こ
と
メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト 

（M
ary Stuart, 

一
六
六
二
―
一
六
九
四
）が

自
ら
の
宮
殿
に
設
え
た
磁
器
の
部
屋
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い（
１
）。

　
メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
は
、
イ
ギ
リ
ス
王
室
に
生
ま
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
総
督
・
オ
ラ
ニ

エ
公
ウ
ィ
レ
ム
三
世（W

illem
 III van O

ranje, 

一
六
五
〇
―
一
七
〇
二
）の
も
と
に
輿

入
れ
し
、
の
ち
に
名
誉
革
命
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
王
の
称
号
を
得
た
夫
と
と
も
に
女
王
と
し
て

イ
ギ
リ
ス
へ
舞
い
戻
っ
た
人
物
で
あ
る
。
メ
ア
リ
ー
が
生
き
た
一
七
世
紀
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ

ン
ド
会
社
に
よ
っ
て
大
量
の
中
国
や
日
本
の
磁
器
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
た
ら
さ
れ
、
同
地
の

王
侯
貴
族
が
こ
ぞ
っ
て
買
い
求
め
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（
２
）。
メ
ア
リ
ー
も
例
に

も
れ
ず
熱
心
な
磁
器
蒐
集
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
彼
女
の
磁
器
蒐
集
癖
の
結
晶
と
も
言

え
る
の
が
、
磁
器
の
部
屋
で
あ
っ
た
。

　
メ
ア
リ
ー
の
磁
器
の
部
屋
に
つ
い
て
先
行
研
究
の
多
く
は
、
義
理
の
家
族
で
あ
る
オ
ラ
ニ

エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
の
女
性
た
ち
か
ら
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る（
３
）。
ウ
ィ
レ
ム
の
祖
母
、

ア
マ
ー
リ
ア
・
フ
ァ
ン
・
ソ
ル
ム
ス
＝
ブ
ラ
ウ
ン
フ
ェ
ル
ス（A

m
alia van Solm

s-
Braunfels, 

一
六
〇
二
―
一
六
七
五
）が
デ
ン
・
ハ
ー
グ
の
ハ
ウ
ス
・
テ
ン
・
ボ
ス
宮
殿
に

磁
器
を
陳
列
し
た
東
洋
風
の
部
屋
を
設
け
た
の
を
皮
切
り
に
、
ア
マ
ー
リ
ア
の
四
人
の
娘
た

ち
も
、
嫁
ぎ
先
の
ド
イ
ツ
で
磁
器
の
部
屋
を
手
が
け
て
い
る
。
磁
器
の
部
屋
の
伝
統
は
、
オ

ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
二
つ
の
問
い
が
浮
上
し
て
く
る
。
ま
ず
、
メ
ア
リ
ー
は
、
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ

ウ
家
の
女
性
た
ち
に
始
ま
る
磁
器
の
部
屋
か
ら
何
を
受
け
継
ぎ
、
何
を
発
展
さ
せ
た
の
だ
ろ

う
か
。
次
に
、
そ
の
継
承
と
発
展
の
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
事
情
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
本
論
で
は
メ
ア
リ
ー
と
ウ
ィ
レ
ム
の
夫
妻
が
建
築
や
改
修
を
行
っ

た
オ
ラ
ン
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
の
宮
殿
の
中
か
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
と
、
ヘ
ッ

ト
・
ロ
ー
宮
殿
で
の
実
践
を
踏
ま
え
て
作
ら
れ
た
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー

ト
宮
殿
の
磁
器
の
部
屋
を
中
心
に
一
考
を
加
え
た
い
。
本
稿
で
は
、
装
飾
と
実
用
と
い
う
二

つ
の
視
点
を
設
定
し
、
磁
器
の
部
屋
を
当
時
の
新
し
い
生
活
文
化
で
あ
る
喫
茶
と
関
連
付
け

て
論
じ
る
。

　
考
察
を
通
じ
て
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
磁
器
蒐
集
・
陳
列
の
裏
に
あ
る
君
主
達
の
政
治
的

思
惑
と
、
磁
器
を
通
じ
て
独
自
の
芸
術
・
生
活
文
化
を
編
み
出
し
て
い
っ
た
上
流
階
級
の
女

性
達
の
姿
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ギ
リ
ス
の
二
つ
の
国
を
揺
れ
動
い
た
女
性
君
主
、
メ
ア

リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
の
例
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
陶
磁
文
化
の
受
容
・
進
化
・
伝
播

の
諸
相
を
私
た
ち
に
示
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
彼
女
は
東
洋
の
磁
器
だ
け
で
な
く
オ

ラ
ン
ダ
産
の
デ
ル
フ
ト
陶
器
に
も
同
等
の
熱
意
を
注
い
で
い
た
。
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
と
ハ

ン
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
宮
殿
の
磁
器
の
部
屋
を
語
る
う
え
で
は
デ
ル
フ
ト
陶
器
も
重
要
な
ア
イ

テ
ム
だ
が
、
そ
の
こ
と
に
関
す
る
分
析
は
次
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

１
．
一
七
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
磁
器
と
喫
茶
習
慣

（
1
）磁
器
貿
易
の
始
ま
り

　
個
別
の
事
例
を
論
じ
る
前
に
、
ま
ず
は
中
国
・
日
本
の
磁
器
を
は
じ
め
と
す
る
品
物
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
も
た
ら
さ
れ
、
王
侯
貴
族
の
間
で
流
行
し
た
時
代
背
景
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
ヨ
ー

―
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
と
ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト

宮
殿
を
中
心
に（
一
）
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ロ
ッ
パ
に
お
け
る
磁
器
の
流
通
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社

で
あ
る
。
一
五
六
八
年
に
始
ま
る
オ
ラ
ン
ダ
独
立
戦
争
を
経
て
ス
ペ
イ
ン
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

家
の
支
配
か
ら
脱
し
た
オ
ラ
ン
ダ
は
、
海
上
貿
易
に
よ
り
一
躍
世
界
の
表
舞
台
に
お
ど
り
出

て
、
一
七
世
紀
に
政
治
、
経
済
と
も
に
最
盛
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

　
オ
ラ
ン
ダ
が
貿
易
に
乗
り
出
す
以
前
、
一
五
―
一
六
世
紀
頃
に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
に
よ
っ

て
す
で
に
中
国
の
磁
器
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
と
も
た
ら
さ
れ
て
い
た（

4
）。
そ
れ
ら
に
は
銀
製

の
台
が
付
け
ら
れ
、
未
知
の
世
界
の
珍
品
を
集
め
た
い
わ
ゆ
る「
驚
異
の
部
屋
」（cabinet 

of curiosities

）に
大
切
に
し
ま
わ
れ
て
い
た
と
い
う（

5
）。
と
は
い
え
、
こ
の
段
階
で
は

磁
器
が
西
欧
諸
国
に
広
く
出
回
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
一
六
〇
二
年
と
一
六
〇
三
年
、
二
隻
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
オ
ラ
ン
ダ
に
よ
っ
て
拿
捕
さ
れ
、

積
ま
れ
て
い
た
磁
器
が
売
り
さ
ば
か
れ
た
。
セ
ー
ル
ス
の
成
功
に
商
機
を
見
出
し
た
オ
ラ
ン

ダ
商
人
た
ち
は
、
公
式
に
中
国
か
ら
大
量
の
磁
器
を
仕
入
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
販
路
を
広
げ

て
い
く
。
そ
の
後
、
明
朝
と
清
朝
の
王
朝
交
代
に
伴
う
内
乱
と
海
禁
策
に
よ
っ
て
中
国
か
ら

の
磁
器
の
供
給
が
途
絶
え
る
と
、
新
し
く
興
っ
た
磁
器
の
産
地
、
有
田
の
製
品
が
買
い
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
日
本
の
磁
器
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
で
幅
を
利
か
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
は
さ
ら
に
、
磁
器
だ
け
で
な
く
漆
器
、
染
織
作
品
な
ど
の
工
芸

品
や
、
茶
、
ス
パ
イ
ス
、
植
物
な
ど
大
量
の
ア
ジ
ア
の
物
品
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
流
通
さ
せ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
浸
透
し
て
い
っ
た
品
々
は
、
西
洋
の
芸
術
・
生
活
文
化

に
ま
で
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

（
2
）磁
器
の
部
屋
と
喫
茶
習
慣

　
本
節
か
ら
は
、
東
洋
の
磁
器
が
飾
ら
れ
た
磁
器
の
部
屋
に
つ
い
て
概
略
を
示
し
た
い
。

　
オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
る
磁
器
の
大
量
供
給
は
、
西
洋
に
お
け
る
磁
器
陳
列
に
変
革
を
も
た
ら

す
こ
と
に
な
る
。
磁
器
は
も
は
や「
驚
異
の
部
屋
」に
恭
し
く
納
め
ら
れ
る
よ
う
な
珍
品
で

は
な
く
な
り
、
装
飾
品
と
し
て
部
屋
を
埋
め
尽
く
し
た
。
一
七
世
紀
の
前
半
に
は
す
で
に
、

オ
ラ
ン
ダ
の
裕
福
な
市
民
の
家
庭
で
は
部
屋
の
パ
ネ
ル
の
角
や
ド
ア
の
ま
ぐ
さ
、
家
具
の
上

な
ど
に
磁
器
が
配
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う（

6
）。
同
世
紀
の
後
半
に
な
る
と
、
磁
器
陳
列
は

宮
殿
や
城
な
ど
で
さ
ら
に
大
規
模
に
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
磁
器
が
大
量
に
流
通
す
る
よ
う
に
な

る
と
、
貴
族
や
商
人
た
ち
は
、
同
じ
く
東
洋
か
ら
輸
入
さ
れ
た
食
料
品
な
ど
の
品
々
と
と
も

に
、
磁
器
の
器
を
積
極
的
に
食
卓
に
取
り
入
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
様
子
は
、
ロ
ー
ル
フ
・
コ
ー

ツ
二
世
に
帰
属
さ
れ
る《
喫
茶
す
る
家
族
》（
挿
図
１
）に
見
て
取
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
小
さ

な
磁
器
の
茶
杯
と
受
け
皿
が
描
か
れ
て
い
る
。
男
性
が
羽
織
っ
て
い
る
の
は
、
当
時
流
行
っ

て
い
た
日
本
風
の
上
着
で
あ
る
。
家
族
が
囲
む
漆
塗
り
の
テ
ー
ブ
ル
は
、
お
そ
ら
く
ベ
ト
ナ

ム
製
と
推
測
さ
れ
る（

7
）。
富
を
誇
示
す
る
よ
う
に
東
洋
か
ら
の
高
価
な
輸
入
品
の
数
々
が

散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
作
品
の
主
題
に
も
な
っ
て
い
る
茶
に
注
目
し
た
い
。

　

茶
は
中
国
か
ら
の
輸
入
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
先
達
で
あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
続
き
、

一
六
一
〇
年
に
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
が
茶
の
貿
易
を
開
始
、
一
六
七
八
年
に
は
イ
ギ
リ

ス
が
参
入
す
る
。
茶
を
淹
れ
、
飲
む
た
め
に
使
わ
れ
た
の
が
、
磁
器
の
茶
器
で
あ
っ
た
。
同

じ
地
域
か
ら
や
っ
て
き
た
茶
と
磁
器
は
、
セ
ッ
ト
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
独
自
の
喫
茶
習
慣
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
と
り

わ
け
オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ギ
リ
ス
で
は
茶
が
盛
ん
に
消
費
さ
れ
た（

8
）。
こ
の
こ
と
は
、
後
述
す

る
よ
う
に
両
国
で
の
新
た
な
生
活
文
化
の
形
成
に
繋
が
っ
て
い
く
。

挿図１　 ロールフ・コーツ二世（に帰属） 
《喫茶する家族》　1680年頃　個人蔵
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（
３
）文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
女
性

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
に
お
け
る
文
化
の
担
い
手
と
い
え
ば
男
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
が

ち
で
あ
る
が
、
こ
と
磁
器
に
関
し
て
は
女
性
の
役
割
を
無
視
で
き
な
い
。
本
節
で
は
、
上
流

階
級
の
女
性
が
磁
器
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
し
た
喫
茶
習
慣
の
普
及
に
い
か
に
寄
与
し
て
き
た

か
を
述
べ
る
。

　
一
七
世
紀
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
貴
族
の
館
の
建
築
に
お
い
て
は
男
女
で
役
割

が
分
か
れ
て
お
り
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
と
庭
園
は
女
性
の
領
域
と
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、

宮
殿
や
城
館
の
内
装
に
は
女
性
が
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る（

9
）。

　
で
は
、
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
磁
器
が
飾
ら
れ
た
部
屋
は
、
ど
の
よ
う
な
用
途
を
持
っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
興
味
深
い
の
は
、
磁
器
が
飾
ら
れ
た
空
間
に
共
通
す
る
の
は
、
い
ず
れ

も
主
に
女
性
自
身
が
使
う
、
も
し
く
は
采
配
を
振
る
う
た
め
に
作
ら
れ
た
部
屋
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
大
き
く
分
け
て
、
い
わ
ゆ
る
シ
ノ
ワ
ズ
リ
の
部
屋（
10
）、
グ
ラ
ン
ド
・

キ
ッ
チ
ン
、
グ
ラ
ン
ド
・
バ
ス
ル
ー
ム
、
庭
園
の
延
長
線
上
に
あ
る
グ
ロ
ッ
ト
の
四
つ
が
挙

げ
ら
れ
る（
11
）。

　
本
稿
で
は
と
り
わ
け
、
東
洋
の
モ
チ
ー
フ
や
品
々
で
飾
り
立
て
ら
れ
た
シ
ノ
ワ
ズ
リ
の
部

屋
に
注
目
し
た
い
。
文
中
に
お
け
る「
磁
器
の
部
屋
」と
い
う
語
は
シ
ノ
ワ
ズ
リ
の
部
屋
を

指
し
て
い
る
。
こ
の
空
間
は
、
前
段
で
述
べ
た
新
し
い
生
活
文
化
で
あ
る
喫
茶
と
結
び
付
け

ら
れ
る
。
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
茶
の
普
及
に
伴
い
、
上
流
階
級
の
女
性
た
ち
の
間
で
流
行

を
み
せ
た
テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
の
主
な
舞
台
と
な
っ
た
の
が
、
磁
器
の
部
屋
で
あ
っ
た
。

テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
主
催
者
で
あ
る
女
主
人
、
た
と
え
ば
姫
君
た
ち
が
自
ら
茶
を

淹
れ
、
客
を
も
て
な
し
た
。
美
術
史
家
、
ビ
シ
ョ
フ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
高
価
な
飲
み
物

と
器
や
し
つ
ら
え
、
親
密
な
雰
囲
気
、
特
別
な
集
ま
り
に
招
待
さ
れ
た
優
越
感
、
女
主
人
の

手
か
ら
茶
を
い
た
だ
く
栄
誉
、
と
い
っ
た
要
素
が
、
テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
お
よ
び
そ
の
空

間
を
女
性
た
ち
に
と
っ
て
特
別
な
ス
テ
イ
タ
ス
の
あ
る
も
の
に
し
た
の
だ（
12
）。

　
さ
て
、
磁
器
の
部
屋
の
起
源
と
さ
れ
る
の
が
、
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
の
女
性
た
ち
が

関
連
し
た
宮
殿
や
城
館
と
言
わ
れ
る
。
次
章
で
は
、
そ
の
具
体
例
に
迫
っ
て
い
き
た
い
。

２　
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
の
女
性
た
ち
に
よ
る
磁
器
の
部
屋

（
１
）磁
器
の
部
屋
の
政
治
的
背
景

　
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
の
磁
器
の
部
屋
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
前
提
と
し
て
頭
に

入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
一
族
の
立
場
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
は
市
民
を
中
心
と
し
た
共
和
国
で
あ
り
絶
対
君
主
制
国
家
で
は

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
は
一
国
を
代
表
す
る
と
は
い
え
あ
く
ま
で

も
総
督
の
立
場
で
あ
り
、
絶
対
王
政
を
布
く
他
国
の
王
家
の
よ
う
な
ス
テ
イ
タ
ス
は
持
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
芸
術
文
化
の
面
で
も
新
興
国
・
オ
ラ
ン
ダ
の
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
は
あ
る

種
の
劣
等
感
を
抱
い
て
い
た
。
一
七
世
紀
の
宮
廷
文
化
に
お
い
て
西
洋
諸
国
の
誰
も
が
一
目

を
置
い
て
い
た
の
は
、
貿
易
大
国
と
し
て
飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
で
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
で
は

な
く
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
フ
ラ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
調
和
と
統
一
性
を
旨
と
し
た
フ
ラ
ン
ス

宮
廷
の
ス
タ
イ
ル
は
、
オ
ラ
ニ
エ=

ナ
ッ
サ
ウ
家
の
宮
殿
建
築
に
も
多
大
な
影
響
を
与
え
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
実
際
、
メ
ア
リ
ー
の
義
理
の
祖
父
で
あ
り
、
ア
マ
ー
リ
ア
の
夫
で
あ
る

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
が
最
新
の
流
行
を
学
ぶ
た
め
に
パ
リ
を
訪
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
、
こ
の
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
よ
う（
13
）。

　
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
こ
の
劣
等
感
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
解
決
策

と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
が
、
貿
易
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
異
国
の
品
々
だ
っ

た（
14
）。
と
り
わ
け
磁
器
や
漆
器
は
、
経
済
力
を
背
景
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
に
影
響
力
を
及
ぼ

し
て
き
た
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
の
繁
栄
の
象
徴
と
し
て
、
格
好
の
ア
イ
テ
ム
で
あ
っ
た
。

来
客
を
も
て
な
す
場
と
し
て
の
磁
器
の
部
屋
に
は
、
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
の
威
光
を
示

す
た
め
に
高
価
な
磁
器
や
漆
器
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
の
磁
器
の
部
屋
の
系
譜

　
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
の
館
に
お
け
る
磁
器
の
部
屋
の
出
発
点
と
な
っ
た
の
が
、
ア
マ
ー

リ
ア
に
よ
る
、
ハ
ウ
ス
・
テ
ン
・
ボ
ス
宮
殿
の
磁
器
の
部
屋
で
あ
る
。
こ
の
部
屋
を
含
む
棟

は
の
ち
に
改
装
さ
れ
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
ア
マ
ー
リ
ア
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
そ
の
配
置
場

所
を
記
し
た
財
産
目
録
か
ら
当
時
の
内
装
の
手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る（
15
）。
ア
マ
ー
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リ
ア
は
こ
の
宮
殿
の
建
築
に
積
極
的
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
前
章
で
述
べ
た
当
時
の

建
築
に
お
け
る
女
性
た
ち
の
関
与
を
考
え
あ
わ
せ
て
も
、
磁
器
の
部
屋
に
は
施
主
で
あ
る
彼

女
自
身
の
意
向
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　
実
は
ア
マ
ー
リ
ア
は
一
六
四
五
年
に
着
工
し
た
ハ
ウ
ス
・
テ
ン
・
ボ
ス
宮
殿
以
前
、
ノ
ー

ル
ド
ア
イ
ン
デ
宮
殿
等
で
す
で
に
磁
器
を
装
飾
の
目
的
で
陳
列
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
磁
器
の
部
屋
の
最
初
期
の
事
例
と
も
言
わ
れ
て
い
る（
16
）。
し
か
し
、
ハ
ウ
ス
・

テ
ン
・
ボ
ス
宮
殿
の
内
装
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
従
来
の
事
例
と
一
線
を
画
し
て
い
た
。
ア
マ
ー

リ
ア
は
た
だ
磁
器
を
並
べ
る
だ
け
で
な
く
、
部
屋
全
体
に
異
国
の
品
々
を
散
り
ば
め
、
東
洋

風
の
雰
囲
気
を
部
屋
全
体
で
演
出
し
た
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
彼
女
が
東
洋
風
の

部
屋
を
作
る
た
め
に
使
っ
た
漆
の
パ
ネ
ル
は
、
日
本
の
漆
の
家
具
を
解
体
し
た
も
の
だ
っ
た

と
い
う
。
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
に
お
け
る
調
和
と
統
一
性
の
考
え
方
を
応
用
し
、
内
装
を
東
洋
風

に
統
一
し
た
磁
器
の
部
屋
は
、
こ
こ
で
歴
史
上
に
姿
を
現
し
た
の
で
あ
る（
17
）。

　
ア
マ
ー
リ
ア
の
没
後
、
磁
器
を
含
む
彼
女
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
多
く
は
娘
た
ち
に
よ
っ
て

相
続
さ
れ
た（
18
）。
娘
た
ち
が
受
け
継
い
だ
の
は
物
品
だ
け
で
は
な
い
。
東
洋
風
の
磁
器
の

部
屋
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
ま
た
、
娘
た
ち
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
嫁
ぎ
先
で

あ
る
ド
イ
ツ
の
城
館
で
花
開
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ル
イ
ー
ズ
・
ヘ
ン
リ
エ
ッ
テ
に
よ
る
オ
ラ

ニ
エ
ン
ブ
ル
ク
城
、
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ネ
・
ア
グ
ネ
ス
に
よ
る
オ
ラ
ニ
エ
ン
ス
タ
イ
ン
城
、

ヘ
ン
リ
エ
ッ
テ
・
カ
タ
リ
ー
ナ
に
よ
る
オ
ラ
ニ
エ
ン
バ
ウ
ム
城
、
マ
リ
ア
に
よ
る
オ
ラ
ニ
エ

ン
ホ
フ
城
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
城
の
部
屋
に
は
、
壁
付
棚
、
吊
り
下
げ
型
ラ
ッ
ク
、
飾
り
戸

棚
、
家
具
や
暖
炉
、
ド
ア
の
上
、
挙
句
の
果
て
に
は
テ
ー
ブ
ル
の
下
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
場
所
に
た
く
さ
ん
の
磁
器
が
並
べ
ら
れ
た
と
い
う（
19
）。
漆
の
家
具
由
来
の
パ
ネ
ル
で
飾

ら
れ
た
と
い
う
点
で
も
、
ア
マ
ー
リ
ア
流
を
受
け
継
い
で
い
る
。
さ
ら
に
、
娘
た
ち
に
よ
る

磁
器
の
部
屋
で
は
新
し
い
生
活
文
化
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
喫
茶
習
慣

で
あ
る
。

（
３
）オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
に
お
け
る
磁
器
の
部
屋
の
用
途

　
前
章
で
は
、
磁
器
の
部
屋
が
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
さ
れ
、
喫
茶
の
場
と
し

て
機
能
し
た
こ
と
を
述
べ
た
。
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
の
女
性
た
ち
に
よ
る
一
連
の
磁
器

の
部
屋
は
、
そ
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
作
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

　
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
の
女
性
た
ち
の
高
価
な
輸
入
品
が
飾
ら
れ
た
磁
器
の
部
屋
は
、

ご
く
限
ら
れ
た
来
訪
者
だ
け
が
招
き
入
れ
ら
れ
る
特
別
な
部
屋
で
、
外
交
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
た
。
ア
マ
ー
リ
ア
の
娘
た
ち
が
設
え
た
磁
器
の
部
屋
で
は
、
茶
が
供
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
オ
ラ
ニ
エ
ン
バ
ウ
ム
城
の
磁
器
の
部
屋
と
推
測
さ
れ
て
い
る
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
が
、
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る（
20
）。

実
際
、
オ
ラ
ニ
エ
ン
バ
ウ
ム
城
の
施
主
で
あ
る
ヘ
ン
リ
エ
ッ
テ
・
カ
タ
リ
ー
ナ
は
茶
の
愛
好

家
で
知
ら
れ
、
彼
女
が
喫
茶
を
楽
し
む
様
子
は
、
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
ス
ナ
ッ
フ
ェ
ン
作《
喫

茶
す
る
へ
ン
リ
エ
ッ
テ
・
カ
タ
リ
ー
ナ
・
フ
ァ
ン
・
ナ
ッ
サ
ウ
と
娘
た
ち
》（
挿
図
２
）に

描
か
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
例
を
挙
げ
る
と
、
現
在
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国

立
美
術
館
の
展
示
室
の
一
角
に
は
、
も
う
一
人
の
娘
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
ネ
・
ア
グ
ネ
ス
が
オ

ラ
ン
ダ
・
レ
ー
ワ
ル
デ
ン
市
の
ス
タ
ッ
ド
ホ
ウ
デ
ル
リ
ー
ク
・
ホ
フ
に
し
つ
ら
え
た
テ
ィ
ー

ル
ー
ム
が
再
構
築
さ
れ
て
い
る（
挿
図
３
）。
漆
の
パ
ネ
ル
で
装
飾
さ
れ
た
こ
の
部
屋
は
、

ハ
ウ
ス
・
テ
ン
・
ボ
ス
宮
殿
の
磁
器
の
部
屋
の
系
譜
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
言
え
よ
う
。

挿図２：エイブラハム・スナッフェン
　　　　 《喫茶するへンリエッテ・カタリーナ・ファン・

ナッサウと娘たち》　1686年　
　　　　デッサウ=ヴェルリッツ文化財団蔵
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３　
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
磁
器
と
オ
ラ
ン
ダ

（
１
）宮
廷
文
化
の
政
治
的
背
景

　
前
章
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
磁
器
の
部
屋
の
典
型
的
な
モ
デ
ル
と
な
っ
た
と
さ
れ

る
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
に
よ
る
事
例
を
見
て
き
た
。
し
か
し
、
メ
ア
リ
ー
に
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
た
の
は
そ
れ
だ
け
だ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
メ
ア
リ
ー
の
出
身
国
で
あ

る
イ
ギ
リ
ス
と
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
磁
器
を
軸
に
し
て
述
べ
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
の
政
治
や
文
化
の
関
係
を
紐
解
く
に
あ
た
っ
て
は
、

も
う
ひ
と
つ
欠
か
せ
な
い
国
が
あ
る
。
そ
れ
は
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
に
よ
る
建
築
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ

ギ
リ
ス
は
と
も
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
強
国
で
あ
り
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
は
政
略

結
婚
を
背
景
と
し
た
君
主
一
族
同
志
の
複
雑
な
姻
戚
関
係
に
よ
っ
て
時
に
結
び
付
け
ら
れ
、

人
的
・
文
化
的
交
流
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
国
の
宮
殿
建
築
の
影
響
関
係
を
、
近
世
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
装
飾
芸
術
研
究
に
大
き
な
足
跡
を
遺
し
た
美
術
史
家
、
ソ
ー
ン
ト
ン
の
論
を
借
り

て
ま
と
め
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
は
一
七
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宮
廷
文
化
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ー

ダ
ー
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
が
そ
れ
に
追
随
し
、
イ
ギ
リ
ス
が
フ
ラ
ン
ス
化
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ

の
ス
タ
イ
ル
に
刺
激
さ
れ
た
、
と
い
う
構
図
が
あ
っ
た
と
い
う（
21
）。

　
フ
ラ
ン
ス
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ス
タ
イ
ル
だ
け
の
問

題
で
は
な
い
。
ス
タ
イ
ル
の
裏
に
込
め
た
政
治
的
思
惑
も
、
他
国
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

ソ
ー
ン
ト
ン
は
、
壮
麗
な
一
七
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
宮
廷
建
築
や
文
化
は
、
国
家
と
い
う
シ
ス

テ
ム
を
思
い
の
ま
ま
に
動
か
す
こ
と
の
で
き
る
王
が
、
神
の
力
や
富
・
権
力
と
緊
密
に
結
び

付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
人
々
に
印
象
付
け
る
た
め
に
機
能
し
た
と
考
察
し
て
い
る（
22
）。

さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、
フ
ラ
ン
ス
王
家
が
人
々
の
真
似
る
べ
き
文
化
的
ス
タ
イ
ル
を
創
出
し

た
こ
と
も
ソ
ー
ン
ト
ン
は
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
王
の
下
に
仕
え
る
貴
族
た
ち
は
、

国
を
統
べ
る
王
家
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
た
趣
味
や
ふ
る
ま
い
の
型
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
ら
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
高
め
た
の
だ（
23
）。
宮
廷
の
役
割
と
は
、
そ
の
豪
華
絢
爛
さ
に
よ
っ

て
権
力
を
見
せ
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
手
本
と
な
る
べ
き
視
覚
的
様
式
を
作
る
こ
と
に
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
考
え
は
、
各
国
の
王
や
君
主
た
ち
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

（
２
）イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
を
繋
ぐ
磁
器

　
本
節
で
は
、
メ
ア
リ
ー
の
出
身
地
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
磁
器
の
受
容
に
つ
い
て
見

て
い
き
た
い
。
メ
ア
リ
ー
が
作
ら
せ
た
磁
器
の
部
屋
が
オ
ラ
ニ
エ=

ナ
ッ
サ
ウ
家
の
女
性
た

ち
が
関
わ
っ
て
き
た
一
連
の
磁
器
の
部
屋
と
共
通
点
を
多
く
持
つ
の
は
事
実
だ
が
、
磁
器
蒐

集
癖
が
オ
ラ
ン
ダ
で
培
わ
れ
た
も
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
と
も
言
い
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
メ
ア
リ
ー
が
生
ま
れ
た
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
家
と
磁
器
を
取
り
巻
く
時
代
背
景
に
触
れ

る
。
磁
器
蒐
集
と
い
う
点
で
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
家
は
オ
ラ
ン
ダ
の
上
得
意
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ

が
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
か
ら
磁
器
を
分
捕
っ
て
売
り
捌
い
て
い
た
ご
く
初
期
か
ら
磁
器
を
オ
ラ
ン

ダ
経
由
で
入
手
し
て
い
た
。
メ
ア
リ
ー
の
父
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
二
世
の
磁
器
の
目
利
き
ぶ
り
は

国
外
に
も
知
れ
渡
っ
て
お
り
、
メ
ア
リ
ー
は
幼
少
期
か
ら
多
く
の
磁
器
を
目
に
す
る
機
会
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（
24
）。

　
た
だ
、
イ
ギ
リ
ス
王
室
に
と
っ
て
磁
器
と
は
興
味
の
対
象
以
上
の
意
味
合
い
を
持
っ
て
い

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
磁
器
は
単
な
る
商
品
と
し
て
以
外
に
、
オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ギ
リ
ス
を
つ

な
ぐ
外
交
的
な
贈
答
品
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
王

政
は
盤
石
で
は
な
く
、
市
民
革
命
に
翻
弄
さ
れ
て
い
た
。
一
六
四
二
年
に
始
ま
る
清
教
徒
革

挿図３： スタッドホウデルリーク・ホフのティールー
ムの復元　
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命
に
よ
っ
て
国
を
脱
出
し
た
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
家
の
面
々
が
亡
命
先
に
選
ん
だ
場
所
の
ひ
と
つ

が
、
姻
戚
関
係
な
ど
で
繋
が
り
の
あ
る
オ
ラ
ニ
エ=

ナ
ッ
サ
ウ
家
の
拠
点
、
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
っ

た
。
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
の
妻
、
ヘ
ン
リ
エ
ッ
タ
・
マ
リ
ア
は
、
亡
命
先
の
ハ
ー
グ
で
十
七
人

会（
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
取
締
役
会
）か
ら
じ
つ
に
八
百
を
超
え
る
磁
器
の
ア
イ
テ

ム
を
贈
ら
れ
た
と
い
う
。

　
ソ
ー
ン
ト
ン
が
、
イ
ギ
リ
ス
宮
廷
が
フ
ラ
ン
ス
化
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
ス
タ
イ
ル
に
刺
激

さ
れ
た
、
と
述
べ
た
背
景
は
こ
こ
に
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
宮
廷
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
影
響
を
受
け

た
こ
と
は
先
に
指
摘
し
た
と
お
り
だ
が
、
オ
ラ
ン
ダ
に
亡
命
し
、
彼
の
地
の
宮
廷
に
滞
在
し

た
イ
ギ
リ
ス
の
王
侯
貴
族
た
ち
が
、
芸
術
文
化
・
生
活
文
化
の
運
び
手
と
な
っ
た
の
だ
。

（
３
）イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
喫
茶
習
慣
の
広
が
り

　
さ
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
王
侯
貴
族
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
も
た
ら
し
た
文
化
の
中
に
は
、
磁
器
の

部
屋
も
含
ま
れ
て
い
た
。
メ
ア
リ
ー
以
前
の
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
家
の
館
に
磁
器
の
部
屋
が
作
ら

れ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
家
に
近
し
い
王
党
派
の

貴
族
の
館
に
は
、
磁
器
の
部
屋
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ

サ
ウ
家
の
女
性
た
ち
に
よ
る
磁
器
の
部
屋
と
多
く
の
共
通
点
を
持
っ
て
い
た
。

　
た
と
え
ば
、
名
誉
革
命
以
前
の
一
六
七
〇
年
に
改
装
さ
れ
た
、
ロ
ー
ダ
ー
デ
ー
ル
公
爵
夫

人
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
マ
リ
ー
が
所
有
し
て
い
た
ハ
ム
・
ハ
ウ
ス
の
私
室
に
は
、
ジ
ャ
パ
ニ
ン
グ

（
模
造
漆
）が
施
さ
れ
た
本
棚
、
日
本
製
漆
器
の
蓋
物
、
ベ
ン
ガ
ル
製
テ
ィ
ー
テ
ー
ブ
ル
、

テ
ィ
ー
ポ
ッ
ト
が
納
め
ら
れ
て
い
た（
25
）。
こ
の
部
屋
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
最
初
期
の

喫
茶
愛
好
家
と
し
て
知
ら
れ
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
茶
を
楽
し
ん
だ
場
所
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
似

た
よ
う
な
例
は
、
同
じ
時
期
に
改
装
さ
れ
た
エ
ク
セ
タ
ー
伯
爵
セ
シ
ル
家
の
居
城
バ
ー
リ
ー
・

ハ
ウ
ス
な
ど
に
も
見
ら
れ
る（
26
）。
こ
れ
ら
の
磁
器
の
部
屋
を
紐
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る

の
は
、
い
ず
れ
も
女
性
・
東
洋
風
に
統
一
さ
れ
た
内
装
・
喫
茶
習
慣
の
三
つ
で
あ
り
、
こ
れ

ら
は
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
に
よ
る
磁
器
の
部
屋
に
共
通
し
て
い
る
。

　
喫
茶
の
た
め
の
東
洋
風
の
部
屋
は
オ
ラ
ン
ダ
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ

の
証
拠
に
、
ア
ラ
ン
デ
ル
伯
爵
夫
人
ア
レ
ー
シ
ア
・
ハ
ワ
ー
ド
の
所
有
し
て
い
た
タ
ー
ト
・

ホ
ー
ル
に
設
け
ら
れ
た
、
バ
ン
ケ
ッ
ト
・
ル
ー
ム
は「
オ
ラ
ン
ダ
風
バ
ン
ケ
ッ
ト
・
ル
ー
ム
」

と
呼
ば
れ
、
多
く
の
磁
器
が
賓
客
を
も
て
な
し
た
。
磁
器
の
あ
る
部
屋
は
す
な
わ
ち
オ
ラ
ン

ダ
風
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
貴
族
に
共
有
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る（
27
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
磁
器
の
部
屋
お
よ
び
喫
茶
習
慣
は
メ
ア
リ
ー
の
帰
国
以
前
に
も
イ
ギ
リ
ス

で
萌
芽
を
見
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
メ
ア
リ
ー
が
も
た
ら
し
た
磁
器
お
よ
び
喫
茶
習
慣
の
流

行
は
、
こ
れ
ら
を
は
る
か
に
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
。

４　
メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
の
宮
殿
に
お
け
る
磁
器
蒐
集
・
陳
列

（
１
）メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
と
磁
器

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
背
景
を
踏
ま
え
て
、
本
章
で
は
メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
の
磁

器
の
部
屋
に
つ
い
て
論
じ
る
。
そ
の
前
に
、
彼
女
の
生
い
立
ち
と
磁
器
蒐
集
に
つ
い
て
簡
単

に
概
要
を
述
べ
た
い
。

　
メ
ア
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
は
一
六
六
二
年
、
ヨ
ー
ク
公
ジ
ェ
ー
ム
ズ
、
の
ち
の
イ
ギ
リ

ス
王
ジ
ェ
ー
ム
ズ
二
世
の
娘
と
し
て
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
家
に
生
ま
れ
た
。
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
カ
ト

リ
ッ
ク
へ
と
傾
倒
し
て
い
く
が
、
メ
ア
リ
ー
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
育
て
ら
れ
た
。

一
六
七
七
年
、
当
時
一
五
歳
だ
っ
た
彼
女
は
、
従
兄
弟
で
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
も
あ
っ
た
オ

ラ
ン
ダ
総
督
、
ウ
ィ
レ
ム
三
世
の
も
と
に
輿
入
れ
す
る
。
こ
れ
は
対
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
意
味

も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
ば
ら
く
オ
ラ
ン
ダ
で
新
婚
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
メ
ア
リ
ー
で
あ
っ

た
が
、
平
和
な
時
間
は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
と
な
っ
た
父
ジ
ェ
ー
ム
ズ
二

世
と
イ
ギ
リ
ス
議
会
と
の
対
立
は
次
第
に
修
復
不
可
能
な
も
の
に
な
り
、
つ
い
に
ジ
ェ
ー
ム

ズ
は
一
六
八
八
年
に
国
を
追
わ
れ
、
代
わ
り
に
ウ
ィ
レ
ム
と
メ
ア
リ
ー
が
二
人
そ
ろ
っ
て
イ

ギ
リ
ス
で
王
位
に
就
く
こ
と
に
な
る
。
世
に
い
う
名
誉
革
命
で
あ
る
。

　
さ
て
、
メ
ア
リ
ー
の
磁
器
に
対
す
る
関
心
が
芽
生
え
た
の
が
い
つ
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
家
で
は
磁
器
が
蒐
集
さ
れ
て
お
り
、
幼
い
頃
か
ら
こ

れ
ら
に
親
し
ん
で
き
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
た
だ
、
彼
女
が
実
際
に
コ
レ
ク
タ
ー
と

し
て
の
頭
角
を
現
し
た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
頃
メ
ア
リ
ー
は
義
理

の
祖
母
で
あ
る
ア
マ
ー
リ
ア
が
設
え
た
ハ
ウ
ス
・
テ
ン
・
ボ
ス
宮
殿
の
磁
器
の
部
屋
を
実
際

に
目
に
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
刺
激
を
受
け
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る（
28
）。
名

誉
革
命
の
後
、
彼
女
の
磁
器
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
一
六
八
九
年
に
イ
ギ
リ
ス
へ
と
移
送
さ
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れ
た
。
そ
し
て
、
彼
女
は
イ
ギ
リ
ス
史
上
に
残
る
磁
器
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
名
を
馳
せ
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
２
）ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
と
ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
宮
殿

　
メ
ア
リ
ー
が
磁
器
蒐
集
活
動
と
同
じ
く
情
熱
を
注
い
だ
の
が
、
宮
殿
建
築
で
あ
っ
た
。
メ

ア
リ
ー
と
ウ
ィ
レ
ム
が
関
わ
っ
た
宮
殿
の
う
ち
、
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
と
ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー

ト
宮
殿
は
、
費
用
と
規
模
の
面
か
ら
言
っ
て
も
、
彼
ら
が
最
も
力
を
入
れ
た
建
築
と
言
っ
て

差
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
以
下
、
宮
殿
の
概
要
を
紹
介
し
、
各
宮
殿
の
磁
器
の
部
屋
を
考
察
す

る
た
め
の
資
料
を
挙
げ
る
。

　

ま
ず
は
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
中
部
、
ア
ペ
ル
ド
ー
ン
に
位
置
し
、

一
六
八
六
年
に
竣
工
し
た
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
は
、
ウ
ィ
レ
ム
が
ゲ
ス
ト
と
と
も
に
夏
に
狩

猟
を
楽
し
む
た
め
の
別
荘
と
し
て
作
ら
れ
た
。
メ
ア
リ
ー
と
ウ
ィ
レ
ム
に
よ
る
建
築
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
多
く
は
既
存
の
宮
殿
の
改
築
・
改
装
だ
が
、
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
は
も
と
も
と
中
世

の
狩
猟
小
屋
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
と
は
い
え
、
建
物
か
ら
庭
園
ま
で
ほ
ぼ
す
べ
て
が
彼
ら
の
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
に
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
磁
器
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
収
め
ら
れ
て
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
こ
と
に
メ
ア
リ
ー
が
宮
殿
に
い
た
当
時
の
財
産
目
録
は
現
存
し
て

い
な
い
が
、
彼
女
の
死
の
約
二
〇
年
後
、
一
七
一
三
年
に
編
纂
さ
れ
た
目
録
に
は
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
・
数
量
が
記
載
さ
れ
て
お
り
磁
器
の
部
屋
の
様
子
を
断
片
的
に
伝

え
る（
29
）。
一
九
七
七
年
と
一
九
八
四
年
に
行
わ
れ
た
宮
殿
の
修
復
お
よ
び
発
掘
工
事
の
記

録
も
重
要
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る（
30
）。

　
一
方
、
ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
宮
殿
は
も
と
も
と
一
六
世
紀
は
じ
め
、
チ
ュ
ー
ダ
ー
朝
時

代
か
ら
イ
ギ
リ
ス
王
家
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
建
物
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
メ
ア
リ
ー
以
前

の
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
家
の
王
は
、
郊
外
に
位
置
す
る
ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
宮
殿
よ
り
も
利
便

性
が
高
い
ロ
ン
ド
ン
の
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル
宮
殿
に
代
々
居
住
し
て
い
た
。
し
か
し
一
説
に
は

ウ
ィ
レ
ム
が
喘
息
持
ち
で
都
会
を
嫌
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
夫
妻
が
イ
ギ
リ
ス
で
戴
冠
し
て
ほ

ど
な
く
、
彼
ら
の
住
ま
い
を
整
え
る
た
め
に
ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
宮
殿
の
大
規
模
な
改
築

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
存
す
る
宮
殿
の
半
分
ほ
ど
は
彼
ら
に
よ
る
改
築
部
分
で
あ

る
。
改
築
工
事
期
間
中
、
宮
殿
の
敷
地
内
に
あ
る
テ
ム
ズ
川
に
面
し
た
古
い
建
物
が
メ
ア
リ
ー

の
た
め
の
仮
住
ま
い
と
し
て
使
わ
れ
、「
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」と
呼
ば
れ
た
。
こ

こ
が
、
彼
女
の
磁
器
の
部
屋
が
設
け
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
。
メ
ア
リ
ー
の
死
後
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
取
り
壊
さ
れ
、
そ
こ
に
あ
っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
新
し
い
建
物
の「
ロ

ン
グ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」と
呼
ば
れ
る
場
所
へ
と
移
さ
れ
た
。

　
メ
ア
リ
ー
の
生
前
は
千
点
を
超
え
る
磁
器
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る

の
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
編
纂
さ
れ
た
ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
宮
殿
お
よ

び
セ
ン
ト
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
宮
殿
の
カ
タ
ロ
グ
に
、
イ
ギ
リ
ス
王
家
が
所
蔵
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
詳
細
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
中
国
・
日
本
の
磁
器
一
一
六
点
の
記
録
が
あ

る（
31
）。
現
存
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
六
年
に
出
版
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス

王
室
の
陶
磁
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
カ
タ
ロ
グ
・
レ
ゾ
ネ
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
二
つ
の

カ
タ
ロ
グ
を
比
較
す
る
と
多
く
の
ア
イ
テ
ム
は
一
致
し
て
お
り
大
き
な
変
化
は
な
い
よ
う
で

あ
る（
32
）。
さ
ら
に
、『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
著
作
家
ダ

ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
や
イ
ギ
リ
ス
人
旅
行
家
シ
リ
ア
・
フ
ァ
イ
ン
ズ
に
よ
る
旅
行
記
も
貴
重

な
資
料
で
あ
る（
33
）。

　
こ
こ
で
紹
介
し
た
資
料
や
、
そ
の
他
同
時
代
の
証
言
な
ど
を
集
め
て
い
く
と
、
ふ
た
つ
の

宮
殿
に
は
共
通
項
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
、
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
は
ハ
ン
プ
ト
ン
・

コ
ー
ト
宮
殿
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
で
あ
る
と
い
う
説
も
存
在
す
る
く
ら
い
だ（
34
）。
共
通
項
の

最
た
る
も
の
が
、
磁
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
多
さ
で
あ
る
。
次
節
で
は
、
ま
ず
メ
ア
リ
ー
と
オ

ラ
ニ
エ=

ナ
ッ
サ
ウ
家
の
女
性
た
ち
の
磁
器
の
部
屋
の
比
較
か
ら
メ
ア
リ
ー
が
受
け
継
い
だ

も
の
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
メ
ア
リ
ー
に
よ
る
二
つ
の
宮
殿
の
比
較
を
通
し
て
、
彼
女
自

身
が
オ
ラ
ン
ダ
時
代
か
ら
イ
ギ
リ
ス
時
代
に
か
け
て
発
展
さ
せ
た
も
の
を
浮
き
彫
り
に
し
て

い
き
た
い
。

（
３
）オ
ラ
ニ
エ=

ナ
ッ
サ
ウ
家
か
ら
の
継
承

　
ま
ず
は
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
で
あ
る
。
理
由
は
後
述
す
る
が
、
現
在
の
図
書
室
に
あ
た
る

部
屋
は
か
つ
て
磁
器
の
部
屋
だ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
る（
35
）。
一
七
一
三
年
の
財
産
目
録
に

は
お
び
た
だ
し
い
数
の
陶
磁
器
や
漆
器
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
陶
磁
器
の
中
で
も
茶
器
が
数

多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
喫
茶
を
楽
し
む
た
め
の
磁
器
の
部
屋
が
宮
殿
内
に
あ
っ
た

こ
と
は
十
分
推
測
可
能
で
あ
る（
36
）。
実
際
、
オ
ラ
ン
ダ
の
別
の
建
物
の
事
例
も
あ
る
。
オ
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ラ
ン
ダ
国
会
議
事
堂
な
ど
を
抱
え
る
ビ
ネ
ン
ホ
フ
と
い
う
建
物
内
の
オ
ラ
ン
ダ
総
督
住
居
に
、

メ
ア
リ
ー
の
指
示
に
よ
っ
て
磁
器
の
部
屋
が
作
ら
れ
た
と
さ
れ
、
そ
の
目
録
に
は「
喫
茶
道

具
を
備
え
付
け
た
東
イ
ン
ド
キ
ッ
チ
ン
」の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
茶
が
提
供
さ

れ
た
の
だ
ろ
う（
37
）。

　
ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
宮
殿
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
在
り
し
日
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
の
様
子
を
唯
一
伝
え
る
フ
ァ
イ
ン
ズ
の
旅
行
記
は
、
こ
こ
に
磁
器
や
漆
の
パ
ネ
ル
、
鏡

で
飾
ら
れ
た
部
屋
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
る（
38
）。
そ
の
漆
の
パ
ネ
ル
は
ア
マ
ー
リ

ア
の
方
式
に
従
っ
て
、
日
本
製
家
具
を
分
解
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た（
39
）。
加
え
て

デ
フ
ォ
ー
の
手
記
に
は
、
メ
ア
リ
ー
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
移
さ
れ
た
ロ
ン
グ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
、
こ
れ
ま
で
イ
ギ
リ
ス
で
は
見
た
こ
と
の
な
い
規
模
の
磁
器
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
陳
列
さ
れ

て
い
た
様
子
が
綴
ら
れ
て
い
る（
40
）。
た
だ
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
磁
器
の
部
屋

が
喫
茶
用
に
使
わ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
メ
ア
リ
ー
が
大
変
な
茶

好
き
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
喫
茶
習
慣
の
普
及
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
た
事
実
で
あ
り
、
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
や
ビ
ネ
ン
ホ
フ
の
前
例
を
考
え
て
み
て
も
、
磁
器

の
部
屋
で
茶
が
楽
し
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
メ
ア
リ
ー
の
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
お
よ
び
ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
宮
殿

の
磁
器
の
部
屋
は
装
飾
の
面
で
も
実
用
の
面
で
も
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
の
女
性
た
ち
に

よ
る
磁
器
の
部
屋
と
共
通
す
る
部
分
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
で
は
、
な
ぜ
メ
ア
リ
ー
は
積
極
的
に
前
例
に
倣
お
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
彼

女
が
置
か
れ
た
政
治
的
立
場
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
ず
、
彼
女
は
も
と
も

と
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
の
人
間
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
オ
ラ
ン
ダ
に
嫁
ぎ
、
自
分
が
家

族
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
を
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ

流
に
装
飾
し
た
の
だ
ろ
う
。
名
誉
革
命
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
戻
っ
た
後
彼
女
は
、
外
国
人

で
あ
る
ウ
ィ
レ
ム
の
王
位
の
正
当
性
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
オ
ラ
ン
ダ

と
イ
ギ
リ
ス
の
結
び
つ
き
を
強
調
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
同
時
に
、
自
分
た
ち
が
こ
れ
ま
で

の
イ
ギ
リ
ス
王
と
は
違
う
と
い
う
こ
と
も
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス

王
家
の
伝
統
か
ら
距
離
を
置
く
た
め
に
旧
来
の
王
室
の
イ
メ
ー
ジ
が
こ
び
り
つ
い
た
ホ
ワ
イ

ト
ホ
ー
ル
宮
殿
か
ら
離
れ
、
ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
宮
殿
で
新
し
い
様
式
を
導
入
し
た
の
だ

と
考
え
ら
れ
て
い
る（
41
）。

（
４
）磁
器
の
部
屋
の
進
化

　
こ
れ
ま
で
は
メ
ア
リ
ー
が
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
の
伝
統
に
倣
っ
た
部
分
を
取
り
上
げ

て
き
た
が
、
で
は
彼
女
自
身
が
付
け
加
え
た
も
の
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
重
要
人
物
と
し
て
浮

上
す
る
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
建
築
家
・
室
内
装
飾
家
、
ダ
ニ
エ
ル
・
マ
ロ（
父
）（D

aniel 
M

arot the elder, 

一
六
六
一
―
一
七
五
二
）で
あ
る
。
建
築
家
の
ジ
ョ
ン
・
マ
ロ
の
息
子

と
し
て
パ
リ
に
生
ま
れ
た
マ
ロ
は
、
ル
イ
一
四
世
お
抱
え
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ジ
ャ
ン
・
ベ
レ
ン

（
父
）の
も
と
で
数
々
の
デ
ザ
イ
ン
画
を
制
作
し
て
い
た
。
し
か
し
彼
は
ユ
グ
ノ
ー
で
あ
っ

た
た
め
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
に
や
っ
て
く
る
こ
と
に
な

る
。
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
精
通
し
て
い
た
彼
は
ウ
ィ
レ
ム
と
メ
ア
リ
ー
に
召

し
抱
え
ら
れ
、
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
や
ホ
ン
セ
ラ
ー
ス
ダ
イ
ク
宮
殿
の
建
築
・
改
装
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
従
事
し
た
。
た
だ
、
彼
の
イ
ギ
リ
ス
で
の
活
動
は
記
録
に
表
れ
ず
は
っ
き
り
と
分
か

ら
な
い
。
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
在
来
の
建
築
家
に
配
慮
し
た
結
果
で
あ
り
、
ウ
ィ
レ
ム
た
ち
は

私
的
に
マ
ロ
を
頼
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る（
42
）。
建
築
史
家
ジ
ャ
ク
ソ
ン=

ス
ト
ッ
プ
ス

も
マ
ロ
が
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
改
装
し
た
と
推
測
し
て
お
り
、
彼
が
イ
ギ
リ
ス
で

も
活
動
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
研
究
者
の
間
で
意
見
が
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る（
43
）。

　
マ
ロ
は
、
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
文
化
の
理
念
で
あ
る
調
和
と
統
一
性
を
新
し
い
形
で
磁
器
の
部

屋
に
も
た
ら
し
た
。
版
画
家
で
も
あ
る
マ
ロ
は
、
自
身
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
磁
器
の
部
屋
の
図

を
い
く
つ
か
遺
し
て
い
る（
挿
図
４
）。
こ
れ
が
実
在
の
磁
器
の
部
屋
と
一
致
す
る
と
は
限

ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
彼
の
頭
の
中
に
あ
る
プ
ラ
ン
を
反
映
し
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。

図
を
見
る
と
、
磁
器
が
独
特
な
配
置
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
瓶
や
壺
な
ど
が
、

付
け
柱
、
チ
ム
ニ
ー
ピ
ー
ス（
暖
炉
の
上
の
突
き
出
し
た
部
分
）、
天
井
の
縁
な
ど
、
ま
る

で
建
築
の
構
造
を
強
調
す
る
か
の
よ
う
に
じ
つ
に
規
則
正
し
く
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

マ
ロ
は
磁
器
を
た
だ
置
く
の
で
は
な
く
、
建
築
の
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
、
装
飾
要
素
と
し
て
計

画
的
に
配
置
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
部
屋
全
体
の
統
一
感
を
創
出
し
た
の
だ
。

　
も
う
一
つ
、
版
画
か
ら
は
判
ら
な
い
が
、
磁
器
の
部
屋
に
お
け
る
鏡
の
導
入
も
マ
ロ
の
創

意
と
言
わ
れ
る（
44
）。
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
や
ビ
ネ
ン
ホ
フ
以
外
に
オ
ラ
ン
ダ
で
メ
ア
リ
ー

が
関
与
し
た
も
う
一
つ
の
磁
器
の
部
屋
が
ホ
ン
セ
ラ
ー
ス
ダ
イ
ク
宮
殿
の「
イ
ン
ド
風
の
部
屋
」

で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
も
マ
ロ
が
室
内
装
飾
を
担
当
し
て
い
る
。
メ
ア
リ
ー
と
同
時
代
を
生
き

た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
建
築
家
ニ
コ
デ
ム
ス
・
テ
ッ
シ
ン（
子
）の
証
言
に
よ
れ
ば
、
こ
の
部
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屋
の
天
井
は
鏡
張
り
で
、
壁
は
漆
の
パ
ネ
ル
で
飾
ら
れ
、
磁
器
が
チ
ム
ニ
ー
ピ
ー
ス
の
周
り

に
並
べ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
テ
ッ
シ
ン
の
証
言
は
、
マ
ロ
が
遺
し
た
版
画
と
一
致
す
る
と

こ
ろ
が
多
い（
挿
図
５
）（45
）。
実
は
、
前
に
言
及
し
た
よ
う
に
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
の
図
書

室
が
も
と
も
と
磁
器
の
部
屋
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
ホ
ン
セ
ラ
ー
ス
ダ
イ

ク
宮
殿
の「
イ
ン
ド
風
の
部
屋
」の
目
撃
証
言
と
符
合
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
図
書
室
の
天
井
は
鏡
張
り
で
あ
り
、
改
修
工
事
で
発
見
さ
れ
た
木
造
部
分
に
描

か
れ
た
素
描
は
、
マ
ロ
の
デ
ザ
イ
ン
と
似
通
っ
て
い
た
の
で
あ
る（
46
）。
ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー

ト
宮
殿
に
つ
い
て
も
、
前
述
の
フ
ァ
イ
ン
ズ
の
証
言
か
ら
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

磁
器
と
漆
の
パ
ネ
ル
、
鏡
で
彩
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

　
マ
ロ
が
フ
ラ
ン
ス
を
去
る
以
前
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
プ
チ
・
ギ
ャ
ル
リ
に
は
規
則
的
に
並

べ
ら
れ
た
輝
石
と
鏡
と
で
飾

ら
れ
た
部
屋
が
あ
っ
た
と
い

い
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
宮
殿

建
築
に
詳
し
か
っ
た
マ
ロ
が

磁
器
の
部
屋
を
手
掛
け
る
に

あ
た
っ
て
こ
れ
を
参
考
に
し

た
と
い
う
説
も
あ
る（
47
）。

と
も
あ
れ
、
マ
ロ
は
磁
器
の

計
画
的
な
配
置
お
よ
び
鏡
を

新
機
軸
と
し
て
打
ち
だ
し
た
。

鏡
は
室
内
の
輝
き
を
増
幅
さ

せ
、
縦
に
横
に
と
磁
器
が
無

限
に
連
な
る
よ
う
な
錯
覚
を

人
々
に
与
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
で
は
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル

の
磁
器
の
部
屋
に
、
施
主
で

あ
る
メ
ア
リ
ー
の
意
向
は
ど

の
程
度
反
映
さ
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
ハ
ン
プ
ト
ン
・

コ
ー
ト
宮
殿
改
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
責
任
者
で
あ
っ
た
建
築
家
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
レ
ン
に

よ
れ
ば
、
メ
ア
リ
ー
は
こ
の
改
築
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
で
積
極
的
に
関
与
し
、
意
見
を
出
し
た

と
い
う（
48
）。
だ
が
、
具
体
的
に
ど
の
部
分
に
彼
女
の
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
か
も
、

あ
る
い
は
磁
器
の
部
屋
の
新
機
軸
は
全
く
の
マ
ロ
の
創
意
な
の
か
も
、
今
の
と
こ
ろ
知
る
す

べ
は
な
い
。
し
か
し
ひ
と
つ
確
か
な
の
は
、
メ
ア
リ
ー
が
マ
ロ
と
の
協
働
の
も
と
、
後
々
に

続
く
磁
器
の
部
屋
の
新
し
い
定
型
、
す
な
わ
ち
、
磁
器
が
統
一
性
を
持
っ
て
配
列
さ
れ
た
鏡

張
り
の
部
屋
を
作
り
上
げ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

挿図４：ダニエル・マロ（父）　絵画と中国陶磁のある部屋　1712年

挿図５： ダニエル・マロ（父）　暖炉脇の漆のパネル 
1673〜1703年頃
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お
わ
り
に

　　
オ
ラ
ン
ダ
に
と
っ
て
一
七
世
紀
は
黄
金
時
代
と
も
呼
ば
れ
る
。
東
西
貿
易
に
よ
っ
て
一
躍

世
界
の
表
舞
台
に
躍
り
出
た
オ
ラ
ン
ダ
と
、
そ
の
元
首
で
あ
る
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
の

富
と
力
の
象
徴
が
、
東
方
か
ら
や
っ
て
き
た
貿
易
品
で
あ
っ
た
。
こ
の
新
興
国
の
一
総
督
家

が
フ
ラ
ン
ス
な
ど
他
国
の
君
主
と
張
り
合
う
た
め
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
国
民
、
ひ
い
て
は
他
国

の
人
々
に
も
真
似
さ
れ
る
よ
う
な
独
自
の
文
化
様
式
を
作
り
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

の
た
め
に
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
東
洋
風
に
統
一
さ
れ
た
磁
器
の
部
屋
で
あ
っ
た
。
磁
器
の

部
屋
に
招
か
れ
た
賓
客
は
、
女
主
人
自
ら
の
淹
れ
た
茶
が
注
が
れ
た
磁
器
の
う
つ
わ
で
も
て

な
し
を
受
け
、
部
屋
を
飾
る
中
国
や
日
本
の
調
度
品
に
目
を
奪
わ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
の
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
に
飛
び
込
ん
だ
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
メ
ア

リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
だ
っ
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
目
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
磁
器
と
オ
ラ
ン

ダ
で
再
会
し
、
そ
の
魅
力
に
取
り
つ
か
れ
た
メ
ア
リ
ー
は
、
ダ
ニ
エ
ル
・
マ
ロ
の
協
力
を
得

て
、
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
な
ど
で
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
家
の
伝
統
に
新
基
軸
を
加
え
た
磁

器
の
部
屋
を
作
り
出
し
た
。
歴
史
の
荒
波
に
流
さ
れ
イ
ギ
リ
ス
に
舞
い
戻
っ
た
後
も
、
彼
女

は
ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
宮
殿
に
自
分
流
の
磁
器
の
部
屋
を
造
営
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
人
々
に

磁
器
と
茶
へ
の
情
熱
を
伝
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
自
分
流
の
定
型
の
創
出
に
は
、
王
が
意
図
的
に
そ
の
時
代
の
芸
術
・
生
活
様
式
を
作
り
出

す
、
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
の
理
念
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
メ
ア
リ
ー
に
と
っ
て
そ

の
新
し
い
様
式
と
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
結
び
つ
き
を
象
徴
す
る
磁
器
と
い
う
ア

イ
テ
ム
を
使
っ
た
芸
術
・
生
活
文
化
に
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
磁
器
の
部
屋
で
あ
り
、
喫
茶
習

慣
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
メ
ア
リ
ー
は
、
ヘ
ッ
ト
・
ロ
ー
宮
殿
や
ハ
ン
プ
ト
ン
・
コ
ー
ト
宮
殿
な
ど
に
お
い
て
、
い

わ
ゆ
る
シ
ノ
ワ
ズ
リ
の
部
屋
と
は
別
種
の
磁
器
の
部
屋
を
手
掛
け
て
い
る
。
マ
ロ
も
関
与
し

た
そ
れ
ら
の
部
屋
で
は
、
東
洋
の
磁
器
以
上
に
デ
ル
フ
ト
陶
器
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
。

次
回
は
、
そ
れ
ら
の
部
屋
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

註（
１
）　 

本
稿
で
は
便
宜
的
に
、
当
時
の
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
連
邦
共
和
国
を「
オ
ラ
ン
ダ
」、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
・

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
連
合
国
を「
イ
ギ
リ
ス
」と
呼
ぶ
。

（
２
）　 

当
時「
東
イ
ン
ド
」と
い
う
語
は
特
定
の
国
で
は
な
く
、
東
洋
の
こ
と
を
漠
然
と
指
す
た
め
に
使
わ

れ
た
。

（
３
）　 W

ilson 1972, pp.116-119; Shulsky 1989, pp.51-54; Erkelens et al. 1996, pp. 
11-13; H

inton et al. 1998, pp.27-33; Bischoff 2014, pp.171-179.

（
４
）　Lane 1949, p. 23; A

yers 1985, pp.262-263.

（
５
）　Lane 1949, p. 23; G

erritsen et al., 2016, pp.8-10.

（
６
）　van C

am
pen 2014, pp.194-195.

（
７
）　C

orrigan et al. 2015, pp.214-216.

（
８
）　Young 2003, pp.88-91.

（
９
）　Thornton 1978, pp.7-10; Bischoff 2014, p. 171 and 262.

（
10
）　
「
シ
ノ
ワ
ズ
リ
」と
は
中
国
趣
味
の
意
だ
が
、
中
国
に
限
ら
ず
極
東
に
発
想
の
源
泉
を
求
め
た
。

（
11
）　Bischoff 2014, p.171 and 262.

（
12
）　Bischoff 2014, p.183.

（
13
）　Thornton 1978, p.39.

（
14
）　Bischoff 2014, p.172-173.

（
15
）　T. H

. Lunsingh Scheurleer et al. 1974.

（
16
）　Fock 1997, p.80-81.

（
17
）　Bischoff 2014, p.172.

（
18
）　C

orringen et al. 2015, p.169.

（
19
）　 Thornton 1978, pp.250-251; Fock 1997, pp.76-86; C

orrigan et al. 2015, p.222 
et al.

（
20
）　Fock 1997, p.84; Bechler 2002, p.19; C

orringen et al.2015, p.169.
（
21
）　Thornton 1978, pp.25-51.

（
22
）　Thornton 1978, p.3.

（
23
）　Thornton 1978, p.3.

（
24
）　H

ardy 1989, p.23; M
arschner 1998, p.49.

（
25
）　Row

ell 2012, p.51.

（
26
）　Till 1986, pp.32-33; Im

pey 2002, p.118.

（
27
）　Thornton 1978, p.248; Bischoff 2014, p.171-172.

（
28
）　Erkelens 1996, p.13.
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当
館
寄
託
の
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
陶
芸
作
品

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

茨
城
県
陶
芸
美
術
館　
学
芸
員　

名
村
実
和
子

　
当
館
で
は
二
〇
二
〇
年
四
月
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
工
芸
作
家
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ（
一
八
四
六

―
一
九
〇
四
）の
陶
芸
作
品
を
中
心
と
す
る
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（

1
）の
う
ち
、
八
十
六
件
の

作
品
の
寄
託
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
す
べ
て
、
二
〇
二
〇
年
一
月
か
ら
三
月
に

か
け
開
催
さ
れ
た
展
覧
会「
ガ
レ
の
陶
芸
―
世
紀
末
の
煌
め
き 

昆
虫
・
植
物
・
ジ
ャ
ポ
ニ
ス

ム
―
」に
出
品
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ガ
レ
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
内
で
は
特
に
ガ
ラ
ス
作

品
に
注
目
が
集
ま
る
こ
と
が
多
く
、
陶
芸
に
焦
点
を
当
て
た
展
覧
会
の
開
催
は
少
な
か
っ
た
。

そ
の
中
で
、
ガ
レ
の
陶
芸
作
品
九
十
二
件
が
一
堂
に
会
し
た
本
展
は
、
そ
の
制
作
の
全
貌
を

国
内
に
紹
介
す
る
意
味
で
た
い
へ
ん
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。
同
展
の
出
品
作
の
大
半
が

当
館
に
寄
託
さ
れ
た
こ
と
は
、
ガ
レ
の
陶
芸
を
継
続
し
て
研
究
で
き
る
重
要
な
機
会
と
な
る
。

貴
重
な
作
品
を
寄
託
し
て
く
だ
さ
っ
た
所
蔵
家
の
方
に
は
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
改
め
て
、
寄
託
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
作
品
総
数
八
十
六
件
中
二

件
は
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
代
表
的
な
作
例
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る「
セ
ル
ヴ
ィ
ス
・
ル
ソ
ー
」

シ
リ
ー
ズ（

2
）の
平
皿
で
あ
り
、
残
る
八
十
四
件
が
ガ
レ
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
一

件
は
父
シ
ャ
ル
ル
・
ガ
レ（
一
八
一
八
―
一
九
〇
二
）が
ガ
レ
商
会
を
主
導
し
て
い
た
時
代

の
磁
器
皿（
六
枚
）で
、
一
件
は「
ブ
ラ
ン
」と
呼
ば
れ
る
、
釉
薬
を
掛
け
る
前
の
素
焼
き
の

状
態
の
陶
器（

3
）、
そ
の
他
八
十
二
件
は
全
て
フ
ァ
イ
ア
ン
ス（
軟
質
施
釉
陶
器
）で
あ
る
。

こ
の
八
十
二
件
の
作
品
の
内
訳
を
、
展
覧
会「
ガ
レ
の
陶
芸
」出
品
時
の
章
分
け
に
沿
っ
て

示
す
な
ら
ば
、
伝
統
的
な
表
現
か
ら
の
着
想（
花
柄
、
デ
ル
フ
ト
焼
風
、
紋
章
風
の
装
飾
デ

ザ
イ
ン
な
ど
）十
三
件
、
折
衷
的
様
式（
西
洋
風
の
器
形
や
モ
チ
ー
フ
に
日
本
風
の
絵
柄
が

組
み
合
わ
さ
れ
た
折
衷
的
デ
ザ
イ
ン
）十
三
件
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
十
七
件
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ

ス
ム（
エ
ジ
プ
ト
や
ア
ラ
ブ
風
の
デ
ザ
イ
ン
）四
件
、
生
物
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
十
八
件
、

植
物
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
十
七
件
と
な
る
。
な
お
、
章
立
て
は
あ
く
ま
で
便
宜
的
に
作

品
の
一
部
の
特
徴
を
も
と
に
区
分
け
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
は
作
品
を
デ
ザ
イ
ン
ご
と
に

明
確
に
分
類
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
実
に
多
様
な
作
品
が
寄
託
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に

含
ま
れ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
内
訳
を
記
し
て
お
く
。
ま
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
食
器

セ
ッ
ト
の
一
部
で
あ
る
複
数
枚
の
平
皿
か
ら
、
一
八
八
〇
年
代
以
降
の
万
国
博
覧
会
等
に
出

品
さ
れ
た
作
品
と
同
様
の
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
が
含
ま
れ
る
な
ど
、
ガ
レ
の
陶
器
に
お
け
る
業

績
を
俯
瞰
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
先
に
触
れ
た
父
シ
ャ
ル
ル
の
時
代
の
磁
器
皿
や「
ブ

ラ
ン
」も
ま
た
、
そ
う
し
た
総
合
的
な
理
解
に
対
し
有
益
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
本
稿
は
、
ガ
レ
の
陶
芸
に
お
け
る
業
績
の
概
要
に
触
れ
な
が
ら
、
寄
託
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
い
く
つ
か
の
作
品
に
つ
い
て
具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
で
、
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
と

そ
の
価
値
に
つ
い
て
紹
介
す
る
も
の
と
し
た
い
。

は
じ
め
に　
ガ
レ
の
陶
芸
作
品
の
編
年
と
分
類
の
難
し
さ　

　
本
論
に
入
る
前
に
押
さ
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
が
、
作
品
の
編
年
や
分
類
を
め
ぐ
る

問
題
で
あ
る
。
ガ
レ
の
陶
芸
作
品
に
つ
い
て
は
、
元
オ
ル
セ
ー
美
術
館
所
属
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

テ
ィ
エ
ボ
ー
氏
が「
美
術
史
家
が
分
類
基
準
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
困
難
を
覚
え
る
」、

「
フ
ォ
ル
ム
と
装
飾
を
網
羅
し
た
目
録
の
作
成
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
」と
い
う
言
葉
で
、
そ

の
多
様
性
と
、
系
統
立
て
た
分
類
の
難
し
さ
を
指
摘
す
る（

4
）。
寄
託
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
作

品
も
実
に
多
様
で
、
フ
ォ
ル
ム
に
お
い
て
は
、
平
皿
や
ポ
ッ
ト
と
い
っ
た
用
途
と
密
接
に
結

び
つ
く
も
の
か
ら
、
瓢
箪
や
竹
、
団
扇
な
ど
日
本
的
な
形
を
取
り
入
れ
た
も
の
、
エ
ジ
プ
ト

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
鷲
の
両
翼
を
広
げ
た
よ
う
な
形
、
昆
虫
や
蝉
の
姿
を
象
っ
た
も
の
な
ど

幅
広
い
内
容
を
含
む
。
絵
柄
や
配
色
な
ど
の
装
飾
に
つ
い
て
も
、
一
つ
の
作
品
に
お
い
て
西

洋
風
景
画
風
の
柄
と
日
本
の
文
様
風
の
絵
付
け
が
混
在
す
る
も
の
、
擬
人
化
さ
れ
た
虫
の
絵

柄
の
も
の
、
植
物
が
大
き
く
配
さ
れ
た
も
の
な
ど
主
と
な
る
モ
チ
ー
フ
や
テ
ー
マ
が
様
々
で
、

さ
ら
に
、
白
い
地
色
の
上
に
お
お
ら
か
な
絵
付
け
が
な
さ
れ
た
素
朴
な
印
象
の
も
の
か
ら
、

細
部
に
盛
り
上
が
る
よ
う
に
エ
ナ
メ
ル
を
施
し
た
緻
密
な
も
の
ま
で
、
技
術
的
な
幅
も
感
じ

64



ら
れ
る
。
し
か
し
多
様
で
あ
る
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
独
特
の
表
現
、
ガ
レ
ら
し
さ

が
感
じ
ら
れ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
有
機
的
で
、
ね
じ
曲
が
っ
た
よ
う
な
フ
ォ
ル
ム
や
器
面

の
凹
凸
、
風
変
わ
り
な
色
づ
か
い
や
、
モ
チ
ー
フ
の
意
表
を
突
く
組
み
合
わ
せ
、
幻
想
的
で

時
に
奇
妙
な
世
界
感
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
ガ
レ
の
陶
芸
に
つ
い
て
評
し
た
一
八
七
八
年

の
ア
ド
リ
ア
ン
・
デ
ュ
ブ
シ
ェ
の「
愛
す
べ
き
醜
女
が
も
つ
、
人
を
惹
き
つ
け
る
容
貌
、
強

烈
な
味
わ
い
、
刺
す
よ
う
な
芳
香
が
あ
る
」と
い
う
論
評
は
、
こ
う
し
た
特
徴
に
惹
か
れ
る

心
理
を
言
い
あ
ら
わ
そ
う
と
し
た
点
で
共
感
で
き
る（

5
）。
ガ
レ
の
作
品
は
、
協
働
関
係
に

あ
る
製
陶
所
や
専
用
の
装
飾
ア
ト
リ
エ
で
、
多
く
の
職
人
の
手
を
経
て
作
ら
れ
た
。
し
か
し

発
案
か
ら
完
成
ま
で
の
全
工
程
に
お
い
て
、
ガ
レ
自
身
が
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
り
そ

の
監
督
下
で
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

6
）。
こ
れ
ら
全
て
が
一
人
の
ア
イ
デ
ア
を

中
心
に
生
み
出
さ
れ
た
作
品
群
と
考
え
た
場
合
、
や
は
り
そ
の
多
様
さ
は
驚
く
べ
き
も
の
だ

ろ
う
。

　
ま
た
、
ガ
レ
の
陶
芸
作
品
に
お
い
て
さ
ら
に
研
究
者
を
悩
ま
せ
る
の
が
、
フ
ォ
ル
ム
と
装

飾（
文
様
や
個
々
の
絵
柄
な
ど
）の
双
方
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
も
の
が
あ
る

こ
と
だ
。
こ
う
し
た〝
デ
ザ
イ
ン
の
複
製
〟は
、
作
品
を
複
数
生
産
し
販
売
す
る
と
い
う
商

業
的
な
観
点
か
ら
は
当
然
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ザ
イ
ン
の
使
用
年
代
が
限
ら
れ

る
場
合
に
は
、
制
作
年
の
指
標
に
も
な
り
得
る
。
し
か
し
ガ
レ
の
場
合
は
、
協
働
関
係
に
あ

る
製
陶
所
に
残
っ
て
い
た
古
い
鋳
型（
＝
フ
ォ
ル
ム
）を
採
用
し
た
例
が
あ
る
こ
と
や
、
し

ば
ら
く
の
中
断
の
の
ち
、
ふ
た
た
び
作
品
制
作
に
使
用
さ
れ
た
形
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
判

明
し
て
い
る（

7
）。
装
飾
に
関
し
て
も
、
例
え
ば
後
述
す
る
紺
、
赤
、
金
の
配
色
で
日
本
的

な
モ
チ
ー
フ
を
描
い
た〝
伊
万
里
金
襴
手
風
〟の
デ
ザ
イ
ン
は
、
少
な
く
と
も
一
八
七
〇
年

代
初
頭
か
ら
一
八
八
九
年
頃
ま
で
作
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
な
ど（

8
）、
特
定
の
フ
ォ
ル
ム

や
装
飾
を
作
品
の
制
作
年
代
と
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
状
況
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
フ
ォ
ル
ム
や
装
飾
の
表
現
の
展
開
を
追
お
う
と
す
る
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が〝
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
た
年
〟と
い
う
も
の
を
基
準
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
ガ
レ
父
子
の
活
躍
し
た
十
九
世
紀
後
半
は
博
覧
会
の
時
代
で
、
一
八
五
一
年
の
ロ
ン
ド
ン

万
国
博
覧
会
を
皮
切
り
に
、
欧
米
諸
国
の
大
都
市
で
次
々
に
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。

ガ
レ
も
父
の
代
か
ら
こ
う
し
た
博
覧
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
記
録
や
出

品
に
際
し
て
の
資
料
が
、
デ
ザ
イ
ン
年
推
定
の
手
が
か
り
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

エ
ミ
ー
ル
の
代
に
な
っ
て
以
降
の
ガ
レ
商
会
の
、
デ
ザ
イ
ン
の
盗
用
を
巡
る
裁
判
の
記
録
や
、

裁
判
所
へ
の
意
匠
登
録
の
た
め
の
資
料
な
ど
も
参
考
に
な
る
。
こ
う
し
た
資
料
を
調
査
し
丁

寧
に
読
み
込
ん
だ
先
行
研
究
の
成
果
に
よ
り
、
集
積
さ
れ
た
情
報
を
繋
い
で
い
く
こ
と
で
、

徐
々
に
で
は
あ
る
が
ガ
レ
の
陶
芸
制
作
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
が
今
日
の
状

況
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
本
項
で
は
、
そ
う
し
た
情
報
か
ら
類
推
で
き
る
ガ
レ
の
陶
芸
制
作
の

概
況
に
つ
い
て
、
父
シ
ャ
ル
ル
の
経
営
時
代（
一
八
七
六
年
以
前
）、
エ
ミ
ー
ル
が
ガ
レ
商

会
の
経
営
を
引
き
継
い
で
以
降（
一
八
七
七
年
以
降
）、
陶
芸
制
作
が
佳
境
に
入
っ
た
時
期

（
一
八
八
〇
年
代
）の
三
つ
の
時
期
に
分
け
、
関
連
す
る
寄
託
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
作
品
の

解
説
と
と
も
に
記
し
て
い
き
た
い
。

１
．
父
シ
ャ
ル
ル
の
経
営
時
代（
一
八
七
六
年
以
前
）

　
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
の
父
シ
ャ
ル
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
北
東
部
ナ
ン
シ
ー
に
て
高
級
ガ
ラ
ス
や

陶
磁
器
の
製
造
販
売
業
を
営
ん
で
い
た
。
こ
の
店
は
、
自
社
が
作
品
の
企
画
を
主
導
し
つ
つ
、

製
造
は
外
部
工
場
に
委
託
す
る
と
い
う「
エ

デ
ィ
ト
ゥ
ー
ル（
発
行
元
）」と
呼
ば
れ
る
業

態
を
と
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
当
時
珍
し
い
も

の
で
は
な
く
、
後
年
エ
ミ
ー
ル
も
ま
た
、
こ

う
し
た
業
態
を
引
き
継
い
で
制
作
を
行
っ
て

い
る
。
シ
ャ
ル
ル
の
時
代
の
店（
以
下
、
エ

ミ
ー
ル
の
代
も
含
め
全
て
ガ
レ
商
会
と
記
す
）

は
、
一
八
五
四
年
以
降
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
に

食
器
セ
ッ
ト
を
納
め
る
な
ど
事
業
的
に
も
成

功
し
て
い
た
。
当
時
の
作
品
は
寄
託
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
磁
器
皿（
作
品
１
）に
も
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
伝
統
的
な
西
洋
の
磁
器
皿
の
装

飾
に
拠
る
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

一
八
六
四
年
頃
か
ら
サ
ン
＝
ク
レ
マ
ン
製
陶

作品1　父シャルルの時代の磁器皿　1854年−1867年
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所
と
の
協
働
関
係
が
始
ま
り
、
こ
の
頃
ま
で
に
シ
ャ
ル
ル
が
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
に
関
心
を
も
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
エ
ミ
ー
ル
の
陶
芸
作
品
は
基
本
的
に
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
に
よ
る

も
の
だ
が
、
の
ち
に
書
簡
で
父
に
つ
い
て「
昔
の
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
を
再
び
フ
ラ
ン
ス
で
流
行

さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
て
い
た（

9
）」と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
フ
ァ
イ
ア
ン
ス
を

手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
父
の
代
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。
エ
ミ
ー
ル
は
学
業
の
傍

ら
、
十
代
の
頃
か
ら
ガ
レ
商
会
の
装
飾
ア
ト
リ
エ
で
陶
磁
器
の
絵
付
け
に
従
事
し
、
食
器
の

デ
ザ
イ
ン
も
行
な
う
な
ど
し
て
、
家
業
を
引
き
継
ぐ
た
め
の
経
験
を
積
ん
で
い
く
。

　
寄
託
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
に
は
、
こ
の
父
シ
ャ
ル
ル
の
時
代
に
考
案
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
に

関
連
す
る
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
。
輸
出
向
け
の
伊
万
里
焼
に
着
想
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
、

青
み
を
帯
び
た
白
地（
も
し
く
は
白
地
）に
紺
、
赤
、
金
彩
で
絵
付
け
が
施
さ
れ
、
日
本
的

な
文
様
や
モ
チ
ー
フ
を
取
り
入
れ
た
装
飾
を
持
つ
複
数
の
作
品
で
、
モ
チ
ー
フ
や
細
部
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
も
の
の
、
デ
ザ
イ
ン
に
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
作
品
群
で
あ
る
。
本
稿
で
は

そ
れ
ら
を〝
伊
万
里
金
襴
手
風
〟デ
ザ
イ
ン
の
作
品
群
と
称
し
て
論
述
す
る
。
寄
託
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
中
に
は
、
こ
の〝
伊
万
里
金
襴
手
風
〟の
作
品
が
六
点
含
ま
れ
て
い
る（
例
：
作
品
２
、

作
品
３
）。

　
〝
伊
万
里
金
襴
手
風
〟デ
ザ
イ
ン
で
制
作
年
代
の
わ

か
る
作
品
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
工
芸
美
術
館
所
蔵
の
燭
台
の

セ
ッ
ト
で
、
一
八
七
一
年
の
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
で

注
文
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
デ
ザ
イ
ン

が
少
な
く
と
も
一
八
七
一
年
以
前
、
つ
ま
り
父
シ
ャ
ル

ル
の
時
代
か
ら
あ
っ
た
も
の
と
判
明
す
る（
10
）。
エ
ミ
ー

ル
は
一
八
七
七
年
に
自
社
の
経
営
権
を
父
か
ら
引
き
継

ぎ
名
実
と
も
に
ガ
レ
商
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
が
、〝
伊

万
里
金
襴
手
風
〟の
装
飾
は
そ
れ
以
降
も
引
き
続
き
作

品
に
採
用
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
よ
う
だ（
11
）。

　

先
述
の
通
り
、〝
伊
万
里
金
襴
手
風
〟作
品
群
は
そ

れ
ぞ
れ
モ
チ
ー
フ
や
細
部
の
装
飾
を
異
に
し
て
い
る
。

例
え
ば
花
の
描
き
方
に
つ
い
て
、
作
品
２
と
作
品
３
を

比
較
し
て
み
た
い
。
作
品
２
で
は
花
弁
の
輪
郭
線
が

し
っ
か
り
と
描
か
れ
、
単
純
化
さ
れ
た
描
写（
作
品
２

拡
大
参
照
）で
あ
る
の
に
対
し
て
、
作
品
３
で
は
、
筆

致
の
残
る
絵
画
的
と
も
い
え
る
表
現
に
な
っ
て
い
る（
作

品
３
拡
大
①
、
拡
大
②
参
照
）。
こ
の
作
品
３
の
花
の

描
き
方
は
、
ガ
レ
に
よ
り
一
八
八
一
年
頃
に
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト「
セ
ル
ヴ
ィ
ス
・
フ
ロ
ラ
ル（
12
）」

に
お
け
る
花
の
表
現
と
よ
く
似
て
い
る
。「
セ
ル
ヴ
ィ

ス
・
フ
ロ
ラ
ル
」は
オ
ル
セ
ー
美
術
館
に
素
描
の
残
る

作
品
で
、
セ
ッ
ト
の
平
皿
や
高
台
皿
の
中
央
に
、
そ
れ

ぞ
れ
異
な
る
種
類
の
花
が
大
き
く
伸
び
や
か
に
描
か
れ
、

花
は
赤
、
葉
や
茎
は
紺
で
金
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
が
施
さ
れ

た
、
統
一
感
の
あ
る
配
色
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
大
胆

な
構
図
と
特
徴
的
な
配
色
に
よ
り
、
華
や
か
さ
と
独
自

性
を
併
せ
も
つ
デ
ザ
イ
ン
の
こ
の
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
ト
と

作
品
３
と
の
類
似
は
、〝
伊
万
里
金
襴
手
風
〟の
デ
ザ

作品2　 エミール・ガレ　燭台　獅子形　 
1877年頃−1904年

作品２拡大作品３拡大①作品３拡大②

作品3　エミール・ガレ　花器　1877年頃−1904年
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イ
ン
と
、
ガ
レ
自
身
に
よ
る「
セ
ル
ヴ
ィ
ス
・
フ
ロ
ラ
ル
」の
デ
ザ
イ
ン
と
の
関
連
を
示
唆

す
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
父
の
時
代
か
ら
存
在
す
る
装
飾
テ
ー
マ
で
あ
る〝
伊
万
里
金

襴
手
風
〟の
デ
ザ
イ
ン
に
、
ガ
レ
が
様
々
な
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
な
が
ら
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
引

き
継
ぎ
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
個
性
的
な「
セ
ル
ヴ
ィ
ス
・
フ
ロ
ラ
ル
」

の
デ
ザ
イ
ン
が
生
み
出
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
前
か
ら
あ
る
デ
ザ
イ
ン
を

放
棄
し
て
新
し
い
も
の
に
変
え
て
い
く
の
で
は
な
く
、
過
去
の
ア
イ
デ
ア
を
新
た
な
デ
ザ
イ

ン
の
源
泉
と
し
て
利
用
す
る
ガ
レ
の
プ
ロ
セ
ス
が
読
み
取
れ
る
。
こ
う
し
た
、
ア
イ
デ
ア
を

積
極
的
に
蓄
え
、
デ
ザ
イ
ン
の
引
き
出
し
を
増
や
し
て
い
く
発
想
法
が
、
作
品
の
驚
異
的
な

多
様
性
を
生
み
出
す
こ
と
を
可
能
に
し
た
一
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２
．
ガ
レ
商
会
の
経
営
を
引
き
継
い
で
以
降（
一
八
七
七
年
以
降
）

　
ガ
レ
は
一
八
七
七
年
に
は
父
か
ら
経
営
権
を
引
き
継
ぎ
、
名
実
と
も
に
ガ
レ
商
会
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
。
そ
の
直
後
に
迎
え
た
大
き
な
舞
台
が
、
一
八
七
八
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
で

あ
っ
た
。
ガ
レ
は
同
万
博
に
、
陶
器
に
お
い
て
は「
日
本
の
夜
」と
称
す
る
作
品
群
を
、
ガ

ラ
ス
に
お
い
て
は「
月
光
色
ガ
ラ
ス
」と
呼
ぶ
透
明
な
薄
青
色
の
器
胎
の
上
に
、
北
斎
漫
画

か
ら
引
用
し
た
絵
柄
を
あ
し
ら
っ
た
作
品
を
出
品
す
る
な
ど
、
陶
芸
、
ガ
ラ
ス
双
方
で
日
本

の
影
響
の
色
濃
い
作
品
を
発
表
し
、
庭
園
装
飾
の
た
め
の
園
芸
用
美
術
陶
芸
部
門
で
銀
賞
、

ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
・
ガ
ラ
ス
・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
部
門
と
陶
芸
部
門
で
銅
賞
の
評
価
を
得

る
。

　
こ
の
一
八
七
八
年
の
パ
リ
万
博
の
前
後
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
日
本
趣
味
が
最
盛
期
を

迎
え
、
熱
狂
に
至
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
ガ
レ
の
出
品
作
の
傾
向
は
こ
う
し
た
世
間
の
人
気

に
応
え
る
も
の
で
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
の
ガ
レ
父
子
と
日
本
美
術
と

の
出
会
い
は
さ
ら
に
早
く
、
一
八
六
〇
年
代
に
ま
で
遡
る
。
ガ
レ
商
会
が
父
シ
ャ
ル
ル
の
経

営
時
代
、
一
八
七
一
年
の
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
に「
日
本
猫
」と
呼
ぶ
作
品
な
ど
を
出
品

し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
は
ガ
レ
自
身
の
言
及
に
よ
り

一
八
六
五
年
頃
に
考
案
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
13
）。
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
初
期
の

作
品
と
し
て
知
ら
れ
、
寄
託
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
二
件
の
作
品
が
含
ま
れ
る「
セ
ル
ヴ
ィ
ス
・

ル
ソ
ー
」（
作
品
４
）が
一
八
六
四
年
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
当

時
の
制
作
者
た
ち
は
、
一
八
六
〇
年
代
前
半
に
は
既
に
日
本
美
術
と
の
出
会
い
を
経
て
、
そ

れ
を
取
り
込
ん
だ
作
品
を
生
み
出
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
ガ
レ
父
子
も
ま
た
こ
う
し

た
流
れ
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
日
本
の
影
響
の
あ
る
作
品
を
生
み
出
し
て
い
た
。

　
寄
託
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
展
覧
会「
ガ
レ
の
陶
芸
」の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
章
で
紹
介
し

た
作
品
が
十
七
件
あ
り
、
こ
れ
に
折
衷
的
様
式
の
章
で
紹
介
し
た
日
本
的
な
器
形
や
モ
チ
ー

フ
の
使
用
が
み
ら
れ
る
作
品
十
三
件
を
加
え
る
と
、
日
本
美
術
の
影
響
が
見
ら
れ
る
作
品
は

三
十
件
に
及
ぶ
。
こ
れ
は
モ
チ
ー
フ
や
器
形
な
ど
直
接
的
な
影
響
が
わ
か
り
や
す
い
例
の
み

を
挙
げ
て
の
数
な
の
で
、
展
覧
会
で
他
の
章
に
区
分
し
た
も
の
も
含
め
詳
細
に
見
て
い
く
と
、

日
本
の
影
響
が
あ
る
と
言
え
る
作
品
の
数
は
さ
ら
に
増
え
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
日
本
の
影

響
が
み
ら
れ
る
作
品
が
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
の
か
、
は
っ
き
り
と
わ
か
る
も
の

は
少
な
い
。
し
か
し
、
瓢
箪
形
の
鉢
の
器
形（
作
品
５
）な
ど（
14
）、
父
シ
ャ
ル
ル
の
時
代
か

ら
複
数
の
作
品
に
日
本
由
来
の
絵
柄
や
器
形
の
デ
ザ
イ
ン
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、

一
八
七
八
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
の
陶
芸
、
ガ
ラ
ス
双
方
で
の
日
本
的
な
出
品
作
の
数
々

な
ど
か
ら
、
そ
の
影
響
は
少
な
く
と
も
一
八
六
〇
年
代
か
ら
七
十
年
代
を
通
し
て
は
特
に
、

作品4　 フランソワ＝ウジェーヌ・ルソー／フェリックス・ブラックモン　
「セルヴィス・ルソー」シリーズの平皿　1866年−1941年

作品5　 シャルル・ガレもしくはエミール・ガレ　 
大鉢　瓢箪形　1864年頃−1904年
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作
品
に
直
接
的
に
そ
の
要
素
が
現
れ
る
形
で
反
映
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
陶
芸
だ
け
で
な
く
ガ
ラ
ス
も
含
め
た
ガ
レ
の
表
現
に
お
け
る
日
本
美
術
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
モ
チ
ー
フ
の
直
接
的
な
引
用
の
段
階
を
経
て
、
次
第
に
本
質
的
、
精
神
的
な
も
の
に
な
っ

て
い
っ
た
こ
と
が
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
本
由
来
の
モ
チ
ー
フ
や
構
図
の
妙
を
直

接
的
に
取
り
入
れ
る
段
階
か
ら
、
日
本
美
術
に
み
る
自
然
の
捉
え
方
や
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た

心
情
に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
れ
が
や
が
て
生
物
や
植
物
の
姿
に
生
や
死
の
観
念
ま
で
を
も
託

す
よ
う
な
象
徴
主
義
的
な
表
現
へ
と
繋
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る（
15
）。
こ
う
し

た
展
開
を
考
え
る
場
合
、
モ
チ
ー
フ
や
器
形
に
日
本
美
術
か
ら
の
直
接
的
な
引
用
の
あ
る
作

品
は
過
渡
期
の
も
の
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
う
し
た
日
本
趣
味
的
な
ガ
レ

の
陶
芸
作
品
に
、
独
特
の
味
わ
い
や
遊
び
心
が
感
じ
ら
れ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

例
え
ば
竹
形
の
花
器（
作
品
６
）の
、
草
花
を
掲
げ
て
歩
く
キ
リ
ギ
リ
ス
と
思
し
き
虫
の

姿
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
絵
柄
に
つ
い
て
は
、
大
英
博
物
館
所
蔵
の
江
戸
末
期
頃
の
日
本
画

や
、
明
治
期
の
輸
出
陶
磁
器
、
リ
ヨ
ン
染
織
美
術
館
蔵
の
日
本
の
着
物
な
ど
、
絵
画
、
陶
磁

器
、
染
織
な
ど
幅
広
い
作
例
に
、
類
似
す
る
虫
の
行
列
図
柄
が
確
認
さ
れ
て
い
る（
16
）。
い

ず
れ
が
元
か
、
あ
る
い
は
出
典
が
他
に
あ
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
日
本
由
来
の

柄
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
だ
け
の
類
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
虫
の

行
列
図
が
当
時
海
外
で
人
気
を
得
た
装
飾
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
作
品
が
、
大
名
行
列
の
よ
う
な
虫
の
群
像
そ
の
も
の
を
絵
柄
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

ガ
レ
は
虫
の
姿
を
単
独
で
抽
出
し
繰
り
返
し
配
置
す
る
こ
と
で
、
そ
の
コ
ミ
カ
ル
な
存
在
感

を
一
層
際
立
た
せ
て
お
り
、
こ
う
し
た
ユ
ー
モ
ア
に
好
意
的
な
心
情
が
う
か
が
え
る
。
虫
の

擬
人
化
は
、
ガ
レ
に
と
っ
て
は
同
郷
の
画
家
Ｊ
．
Ｊ
．
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル（
一
八
〇
三
―

一
八
四
七
）の
幻
想
的
な
絵
画
を
通
し
て
幼
少
期
か
ら
馴
染
み
の
あ
る
世
界
観
で
あ
り
、
そ

う
し
た
素
地
も
こ
の
日
本
由
来
の
絵
柄
へ
の
共
感
を
高
め
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
ま
た
寄
託
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
、
日
本
美
術
の
影
響
の
見
ら
れ
る
他
の
作
品
の
中
に
は
、
ガ

レ
の
制
作
手
法
が
垣
間
見
え
る
興
味
深
い
作
例
が
あ
る（
作
品
７
）。
赤
で
描
か
れ
た
青
海

波
風
の
文
様
や
団
扇
形
の
よ
う
な
器
形
が
日
本
的
な
印
象
を
与
え
る
作
品
だ
が
、
意
表
を
突

く
の
が
前
面
に
大
き
く
配
さ
れ
た
イ
ル
カ
の
絵
柄
で
あ
る
。
こ
の
絵
柄
は
、
同
じ
く
寄
託
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
中
の
食
器
皿「
紋
章
風
の
動
物
Ⅱ
」に
み
る
イ
ル
カ
の
絵
柄
と
同
様
で
あ
る（
作

品
８
）。
こ
の
よ
う
に
、
ガ
レ
の
作
品
に
み
ら
れ
る
装
飾
の
繰
り
返
し
の
中
で
は
、
全
く
同

一
と
思
し
き
絵
柄
を
見
出
す
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
ガ
レ
は
同
じ
絵
柄
を
複
数
使
用
す
る

作品6　 エミール・ガレ　花器　竹形　 
1877年頃−1904年

作品7　 エミール・ガレ　鉢　イルカ文　 
1877年頃−1904年

作品8　 エミール・ガレ　平皿「紋章風の動物Ⅱ」シリー
ズより　イルカ文の皿　1877年頃−1904年
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際
に
は
、「
ピ
ケ
」と
呼
ば
れ
る
薄
紙
を
使
用
し
て
い
た
。「
ピ
ケ
」に
は
モ
チ
ー
フ
の
描
線
に

沿
っ
て
小
さ
な
穴
が
開
け
ら
れ
て
お
り
、
上
か
ら
カ
ー
ボ
ン
の
粉
な
ど
を
振
り
か
け
て
擦
る

こ
と
で
、
輪
郭
の
あ
た
り
を
器
面
に
写
し
と
る
こ
と
が
で
き
る
。「
紋
章
風
の
動
物
Ⅱ
」は

一
八
七
七
〜
七
九
年
の
間
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
作
品
７
の
詳
細
な
制
作
年
が
不

明
な
た
め
、
い
ず
れ
の
デ
ザ
イ
ン
が
先
か
は
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
横
向
き
の
構
図
や

鬣
の
よ
う
に
ひ
ら
め
く
鰭
な
ど
、
西
洋
の
紋
章
に
み
ら
れ
る
動
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
想
起
さ
せ

る
イ
ル
カ
の
表
現
は
、
作
品
８
に
は
馴
染
む
も
の
の
、
作
品
７
の
日
本
風
の
文
様
、
器
形
と

の
組
み
合
わ
せ
に
お
い
て
は
唐
突
で
奇
妙
な
も
の
に
も
感
じ
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
あ
る
種
の
奇
妙
さ
、
意
外
性
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
ガ
レ
の
陶
芸
作
品
に
み
ら

れ
る
特
質
の
一
つ
で
あ
る
。
日
本
美
術
を
は
じ
め
、
ガ
レ
の
装
飾
モ
チ
ー
フ
に
は
イ
メ
ー
ジ

の
源
泉
が
わ
か
り
や
す
い
も
の
も
多
く
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
作
品
に
採
用
さ
れ
る
際
に
、
意

外
な
組
み
合
わ
せ
や
大
胆
な
配
置
、
配
色
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
で
、
個
性
的
な
デ
ザ
イ
ン
に

仕
上
げ
ら
れ
た
。
ガ
レ
自
身
が「
万
華
鏡
」と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
混
沌
と

し
た
印
象
は
意
図
的
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た（
17
）。「
ピ
ケ
」の
使
用
は
型
と
同
様
、

基
本
的
に
は
複
数
生
産
に
効
率
を
も
た
ら
す
手
法
で
あ
る
。
し
か
し
取
り
合
わ
せ
の
妙
を
あ

え
て
取
り
入
れ
、
常
に
驚
き
を
も
た
ら
す
こ
と
を
目
指
し
た
ガ
レ
に
と
っ
て
、「
ピ
ケ
」に

よ
る
転
写
作
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
絵
柄
の
引
き
写
し
や
組
み
換
え
、
大
胆
な
組
み
合
わ
せ
の

発
想
の
手
助
け
と
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
作
品
７
と
作
品
８
で
は
、
同
一
の
絵
柄

が
、
統
一
感
あ
る
デ
ザ
イ
ン
と
異
質
な
組
み
合
わ
せ
と
い
う
対
照
的
な
場
面
で
使
用
さ
れ
て

い
る
。
デ
ザ
イ
ン
の
前
後
関
係
が
明
ら
か
で
な
い
以
上
は
推
測
に
な
る
が
、
ガ
レ
が
か
つ
て

デ
ザ
イ
ン
し
た
食
器
セ
ッ
ト
の
モ
チ
ー
フ
を
抽
出
し
、
あ
え
て
異
質
な
日
本
的
由
来
の
フ
ォ

ル
ム
や
文
様
と
組
み
合
わ
せ
て
再
構
成
す
る
こ
と
で
、
独
創
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
生
み
出
そ
う

と
し
た
例
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

３
．
陶
芸
制
作
が
佳
境
に
入
っ
た
時
期（
一
八
八
〇
年
代
）

　
ガ
レ
の
陶
芸
制
作
が
佳
境
に
入
る
の
は
一
八
八
〇
年
代
で
あ
る
。
特
に
一
八
八
〇
年
代
後

半
の
展
覧
会
や
万
国
博
覧
会
等
で
高
い
評
価
を
獲
得
し
た
こ
と
で
、
ガ
レ
の
芸
術
家
と
し
て

の
名
声
は
高
ま
っ
て
い
く
。
こ
う
し
た
催
し
に
お
け
る
出
品
に
際
し
て
は
、
ガ
レ
自
身
に
よ

る
作
品
解
説
の
テ
キ
ス
ト
や
、
準
備
段
階
の
資
料
、
出
品
物
の
写
真
な
ど
の
資
料
が
一
部
残
っ

て
お
り
、
出
品
作
品
の
い
く
つ
か
の
内
容
が
判
明
し
て
い
る
。
寄
託
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は

一
八
八
〇
年
代
の
展
覧
会
に
お
い
て
出
品
さ
れ
た
作
品
と
同
一
の
フ
ォ
ル
ム
や
絵
柄
を
も
つ

作
品
が
い
く
つ
か
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
制
作
の
展
開
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と

な
っ
て
い
る
。
本
章
で
は
そ
う
し
た
作
品
の
う
ち
二
つ
を
紹
介
し
、
一
八
八
〇
年
代
の
ガ
レ

の
陶
芸
表
現
の
概
要
に
触
れ
た
い
。

①
水
仙
文
の
花
器（
作
品
９
）

　
作
品
９
は
、
一
八
八
四
年
の
第
八
回
装
飾
中
央
美
術
連
盟
展
の
出
品
解
説
に
記
さ
れ
た
作

品
内
容（
18
）と
酷
似
す
る
た
め
、
同
展
に
出
品
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン（
器
形
、
装
飾

と
も
に
同
一
）の
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
出
品
解
説
で
は
プ
ラ
チ
ナ
彩
の
使

用
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
本
作
に
は
そ
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
。
ガ
レ
研
究
家

の
山
根
郁
信
氏
に
よ
る
と
、
展
覧
会
は
出
品
作
品
を
見
本
と
し
て
注
文
を
得
る
機
会
で
も
あ

り
、
出
品
解
説
文
と
の
差
は
、
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
顧
客
の
た
め
に
再
制
作
す
る
際
に
出
た
差
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異
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
北
澤
美
術
館
に
は
、
本
作
と
同
様
に
花
冠
の
フ
ォ
ル

ム
を
生
か
し
た
器
形
に
水
仙
の
浮
き
彫
り
を
あ
し
ら
っ
た
花
器
の
、
一
八
八
二
年
の
年
記
の

あ
る
素
描
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る（
19
）。
こ
の
素
描
は
器
形
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
二
つ
の
水
仙
と

そ
の
茎
の
交
差
す
る
描
か
れ
方
な
ど
に
お
い
て
本
作
と
た
い
へ
ん
似
て
お
り
、
デ
ザ
イ
ン
が

一
八
八
二
年
頃
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
推
定
す
る
材
料
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
一
八
八
〇
年
代
初
期
に
つ
い
て
は
、
年
記
の
あ
る
意
匠
登
録
用
の
素
描
が
残
る
作
品

が
他
に
も
存
在
す
る
。
寄
託
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
飛
蝗
形
の
水
差
し（
作
品
10
）は
、

ガ
レ
の
陶
芸
に
関
す
る
書
籍
で
様
々
な
装
飾
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
目
に
す
る
作
品
の

一
つ
だ
が
、
一
八
八
一
年
と
一
八
八
二
年
の
素
描
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
寄
託
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
蜻
蛉
の
形
の
小
物
入
れ（
作
品
11
）は
、
本
作
と
同
様
の
フ
ォ
ル
ム
の
ト
ン

ボ
が
二
匹
、
背
中
合
わ
せ
に
な
る
形
の
小
物
入
れ
の
、
一
八
八
一
年
の
素
描
が
残
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
独
特
の
奇
妙
さ
と
ユ
ー
モ
ア
を
兼
ね
備
え
て
お
り
、
強
い
存
在
感
を
放
っ

て
い
る
。
こ
の
強
烈
な
印
象
を
も
た
ら
す
要
因
の
一
つ
は
、
昆
虫
の
形
態
、
巨
大
な
複
眼
や

節
だ
っ
た
脚
、
波
打
つ
腹
部
な
ど
、
実
物
を
目
に
す
る
と
時
に
奇
妙
で
グ
ロ
テ
ス
ク
な
昆
虫

の
細
部
が
、
巨
大
化
さ
れ
、
強
調
さ
れ
て
観
る
も
の
に
迫
る
点
で
あ
る
。
生
命
の
リ
ア
ル
と

驚
異
を
あ
り
の
ま
ま
に
作
品
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
得
て
い
る
。
こ

う
し
た
表
現
は
対
象
物
を
象
っ
た
作
品
の
み
な
ら
ず
、
側
面
に
巨
大
な
蝉
を
レ
リ
ー
フ
状
に

あ
し
ら
っ
た
、
や
は
り
一
八
八
〇
年
代
初
期
の
デ
ザ
イ
ン
と
思
わ
れ
る
作
品
に
も
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
る（
作
品
12
）（
20
）。

　
も
う
一
つ
は
、
形
態
と
機
能
の
一
致
で
あ
る
。
水
差
し
の
持
ち
手
は
バ
ッ
タ
の
後
脚
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
水
差
し
と
し
て
の
使
用
に
適
し
た
持
ち
手
の
サ
イ
ズ
や
位
置
に
合
わ
せ
て
デ

フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
い
る
。
ト
ン
ボ
の
小
物
入
れ
に
お
い
て
は
、
極
端
に
湾
曲
さ
れ
た
胴
体
部

分
が
持
ち
手
に
な
り
、
置
い
た
際
に
器
を
安
定
さ
せ
る
接
地
点
に
も
な
っ
て
い
る
。
工
芸
品

の
機
能
的
な
構
造
と
モ
チ
ー
フ
の
形
を
融
合
す
る
や
り
方
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
工
芸
品
に

み
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
十
九
世
紀
末
の
西
欧
で
言
及
さ
れ
て
も
い
る（
21
）。

　
水
仙
文
の
花
器（
作
品
９
）に
つ
い
て
も
、
花
器
全
体
が
花
冠
の
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

片
方
は
器
面
に
貼
り
付
け
ら
れ
、
片
方
は
窪
ま
せ
る
こ
と
で
前
後
を
あ
ら
わ
し
た
二
つ
の
黄

水
仙
の
立
体
的
な
装
飾
な
ど
、
ガ
レ
の
装
飾
デ
ザ
イ
ン
が〝
器
の
表
面
に
絵
付
け
を
施
す
〟

と
い
う
意
識
か
ら
一
段
進
み
、
基
本
的
な
器
形
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
や
三
次
元
的
な
装
飾
の

工
夫
に
ま
で
及
ぶ
、
真
に
独
創
的
な
表
現
へ
と
到
達
し
始
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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②
花
器　
渦
巻
文（
作
品
13
）

　
寄
託
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
一
八
八
九
年

の
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
会
場
写
真
か
ら
、
同

展
に
出
品
さ
れ
た
も
の
と
同
様
の
デ
ザ
イ
ン

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
作
品
も
含
ま
れ
て

い
る（
作
品
13
）。
金
箔
が
あ
し
ら
わ
れ
た

も
の
と
白
地
に
青
色
釉
で
描
か
れ
た
も
の
の

二
つ
の
渦
巻
文
の
あ
る
こ
の
作
品
は
、
そ
の

器
胎
全
体
が
茶
系
の
複
数
色
の
釉
薬
で
覆
わ

れ
て
い
る
。
色
の
混
ざ
り
合
い
や
垂
れ
て
流

れ
る
様
子
の
生
か
し
方
か
ら
、
釉
薬
表
現
へ

の
関
心
を
う
か
が
わ
せ
る
。
多
く
が
具
象
的

な
モ
チ
ー
フ
や
文
様
に
よ
っ
て
装
飾
さ
れ
て

い
る
ガ
レ
の
陶
芸
作
品
に
お
い
て
、
抽
象
的

な
二
つ
の
渦
巻
文
の
み
で
仕
上
げ
ら
れ
た
装
飾
は
珍
し
く
、
そ
の
点
か
ら
も
釉
に
よ
る
マ
チ

エ
ー
ル
を
み
せ
る
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
た
作
品
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
ガ
レ
研
究
家
の
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ル
・
タ
コ
ン
氏
は
、
ガ
レ
が
一
八
八
四
年
頃
、
錫
を
ベ
ー

ス
に
し
た
色
付
き
の
新
し
い
釉
薬
を
開
発
し
た
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り
多
様
な
色
彩
を
釉
薬
で

表
現
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る（
22
）。
こ
う
し
た
一
八
八
〇
年
代
の

釉
薬
研
究
の
背
景
に
は
、
ガ
レ
が
自
然
の
中
で
感
じ
る
空
気
感
を
自
身
の
作
品
に
お
い
て
表

現
す
る
こ
と
に
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
を
釉
薬
に
よ
り
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
意
欲
は
、
一
八
八
九
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
で
の
出
品
解
説
の
文
言
な

ど
か
ら
読
み
取
れ
る
が（
23
）、
空
気
感
や
情
感
の
表
現
へ
の
萌
芽
は
、
一
八
七
〇
年
代
末
の

作
品
の
中
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
八
七
八
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
お
い
て
、
ガ
レ
が「
日
本
の
夜
」と
題
し
た
複
数
の

陶
器
を
出
品
し
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
こ
れ
ら
は
関
連
す
る
下
絵
の
存
在
か
ら
、
白
地
に

黒
の
シ
ル
エ
ッ
ト
風
に
日
本
風
の
動
植
物
を
描
き
、
金
彩
と
青
色
の
暈
し
で
全
体
を
彩
っ
た

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
下
絵
に
類
似
す
る
装
飾
の
作
品
が
複
数
確
認

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
万
博
に
出
品
さ
れ
た「
日
本
の
夜
」に
類
す
る
デ
ザ
イ
ン
の
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
日
本
の
夜
」の
デ
ザ
イ
ン
は
、
白
い
地
の
上
に
、
絵
付
け
に
よ
り
モ
チ
ー

フ
を
描
く
と
い
う
技
法
的
な
面
で
は
、
父
の
代
か
ら
の
装
飾
の
流
れ
を
汲
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
青
色
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と
砂
子
の
よ
う
な
金
彩
の
組
み
合
わ
せ
、
光
と
陰
影
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
金
彩
と
モ
チ
ー
フ
の
シ
ル
エ
ッ
ト
の
対
比
か
ら
、
そ
の
テ
ー
マ
が
夜
の
帳
と

も
い
う
べ
き
空
気
感
や
、
そ
こ
か
ら
受
け
る
印
象
そ
の
も
の
を
あ
ら
わ
そ
う
と
し
て
い
る
点

で
興
味
深
い
。
自
然
の
情
感
の
表
現
に
対
し
て
の
関
心
が
既
に
ガ
レ
の
中
に
生
ま
れ
て
い
た

こ
と
が
想
像
さ
れ
る（
24
）。
そ
こ
に
は
、
絵
付
け
に
よ
り
陶
器
を
装
飾
す
る
と
い
う
感
覚
で

は
な
く
、
自
身
の
感
じ
た
こ
と
や
自
然
の
情
感
を
テ
ー
マ
と
し
、
そ
れ
を
陶
器
に
よ
っ
て
表

わ
そ
う
と
す
る
、
ガ
レ
の
表
現
に
対
す
る
意
識
の
転
換
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

変
革
こ
そ
が
、
特
に
一
八
八
〇
年
代
以
降
に
展
開
さ
れ
る
独
創
的
な
作
風
の
基
礎
と
な
る
考

え
方
で
あ
り
、
生
涯
を
通
じ
工
芸
を
芸
術
へ
と
押
し
上
げ
る
こ
と
に
注
力
し
た
ガ
レ
の
思
い

の
発
端
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
萌
芽
が
、
日
本
の
影
響
の
顕
著
な
陶
器
作
品
の
中
に
見

い
だ
せ
る
こ
と
は
、
従
来
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
ガ
レ
の
業
績
に
対
す
る
日
本
美
術
の
影
響

の
大
き
さ
を
改
め
て
裏
付
け
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
こ
の「
日
本
の
夜
」を
め
ぐ
っ
て
は
、
協
働
関
係
に
あ
る
製
陶
所
の
一
つ
が
デ
ザ
イ
ン
を

盗
用
し
た
と
し
て
一
八
七
九
年
に
ガ
レ
父
子
が
訴
え
を
起
こ
す
。
裁
判
の
中
で
ガ
レ
は「
こ

れ
は
も
は
や
日
本
の
も
の
で
は
な
く
、
ガ
レ
の
も
の
だ（
25
）」と
い
う
言
葉
で
そ
の
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
を
主
張
す
る
が
、
こ
う
し
た
訴
え
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
訴
訟
に
お
い
て
ガ
レ
父

子
は
の
ち
に
敗
訴
す
る
。
絵
付
け
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
が
、
釉
薬
研
究
に
邁
進
す
る
動
機
と
な
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
ガ

レ
は
一
八
八
〇
年
代
以
降
、
釉
薬
や
エ
ナ
メ
ル
に
よ
る
装
飾
技
術
、
時
に
ガ
ラ
ス
作
品
に
用

い
た
手
法
も
駆
使
す
る
な
ど
し
て
、
陶
芸
表
現
の
中
に
技
術
的
な
面
で
も
新
し
さ
を
求
め
て

い
く
。
釉
薬
の
マ
チ
エ
ー
ル
を
生
か
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
作
品
が
、
万
国
博
覧
会
と
い
う
重
要

な
展
示
の
場
に
出
品
さ
れ
た
こ
と
は
、
ガ
レ
の
そ
う
し
た
表
現
に
お
け
る
挑
戦
を
裏
付
け
る

よ
う
で
興
味
深
い
。
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お
わ
り
に

　
一
八
八
〇
年
代
を
通
し
て
、
大
き
な
展
覧
会
や
万
国
博
覧
会
で
高
い
評
価
を
得
た
ガ
レ
で

あ
っ
た
が
、
一
八
九
二
年
を
最
後
に
陶
芸
の
新
作
発
表
を
や
め
、
以
降
は
ガ
ラ
ス
と
木
工
家

具
中
心
の
制
作
へ
と
シ
フ
ト
す
る（
た
だ
し
新
作
発
表
は
な
い
も
の
の
、
陶
芸
作
品
の
制
作

自
体
は
ガ
レ
が
亡
く
な
る
ま
で
継
続
さ
れ
た
）。
ガ
レ
が
父
か
ら
経
営
権
を
譲
り
受
け
た

一
八
七
七
年
か
ら
数
え
る
と
、
陶
芸
の
新
作
を
発
表
し
続
け
た
期
間
は
十
五
年
で
あ
る
。
そ

の
間
に
こ
れ
ほ
ど
多
様
な
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
の
は
、
ガ
レ
が
陶
芸
表
現
に
対
し
て
強
い

情
熱
を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
寄
託
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
作
品
か
ら
は
、

こ
の
十
五
年
の
期
間
に
お
い
て
、
父
の
代
か
ら
あ
る
デ
ザ
イ
ン
や
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る

異
国
の
意
匠
な
ど
を
貪
欲
に
吸
収
し
、
主
に
絵
付
け
に
お
い
て
異
質
な
組
み
合
わ
せ
で
独
自

の
表
現
を
追
求
し
た
段
階
か
ら
、
立
体
の
芸
術
と
し
て
の
フ
ォ
ル
ム
も
含
め
て
の
工
夫
や
、

陶
芸
特
有
の
釉
薬
表
現
へ
の
関
心
に
至
る
ま
で
の
、
表
現
の
発
展
が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取

れ
る
。　

　
八
十
四
件
の
作
品
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
内
で
の
作
品
比
較
や
、
そ
の
他
の
数
多
く
の
資
料

と
の
照
ら
し
合
わ
せ
に
よ
り
、
そ
の
複
雑
な
業
績
の
展
開
を
紐
解
く
た
め
の
手
が
か
り
を
数

多
く
含
ん
で
い
る
。
ま
た
、
陶
芸
以
外
の
分
野
で
も
大
き
な
業
績
を
残
し
た
ガ
レ
の
、
ガ
ラ

ス
や
木
工
家
具
作
品
と
の
表
現
の
比
較
を
含
め
、
今
後
の
研
究
の
余
地
を
多
く
含
ん
だ
内
容

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
註（

１
）　 

当
館
寄
託
の
ガ
レ
の
陶
芸
作
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
シ
ャ
ル
ル
の
時
代
の
作
品
、
ブ
ラ
ン
、
ま
た「
セ

ル
ヴ
ィ
ス
・
ル
ソ
ー
」の
平
皿
を
含
む
）は
す
べ
て
中
村
功
氏
の
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿
掲
載

の
図
版
の
作
品
は
す
べ
て
同
氏
の
所
蔵
で
あ
る
。（
作
品
撮
影
：
稲
田
浩
男
）

（
2
）　 

フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ン
と
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ル
ソ
ー
に
よ
り
一
八
六
六
年
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
食
器
セ
ッ
ト
。『
北
斎
漫
画
』を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
版
画
類
を
転
写
し
た
絵
柄
で
人
気
を
博

し
、
シ
リ
ー
ズ
は
一
九
四
一
年
ま
で
生
産
さ
れ
た
。

（
3
）　 「
ブ
ラ
ン（blanc

）」は
、
加
飾
前
の
作
品
を
指
す
言
葉
と
し
て
ガ
レ
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
。
加

飾
前
の
ガ
ラ
ス
の
作
品
も
同
様
に「
ブ
ラ
ン
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

（
4
）　 『
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ　
そ
の
陶
芸
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
』（
平
凡
社
／
二
〇
〇
三
）一
〇
頁　
フ
ィ
リ
ッ

プ
・
テ
ィ
エ
ボ
ー「
陶
芸
家
ガ
レ
」よ
り
文
を
引
用
。 

（
5
）　 

前
掲
書（
註
4
）九
一
頁　
山
根
郁
信「
ガ
レ
の
陶
芸
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」よ
り
山
根
氏
に
よ
る
訳
文

引
用（
原
文
出
典
：A

drian D
ubouche,《La céram

ique contem
poraine á l’exposition 

universelle de 1878

》, L’A
rt, t.15, 1878, p.60.

（
6
）　 

ガ
レ
の
手
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
画
に
書
き
込
ま
れ
た
文
言
や
、
職
人
た
ち
へ
の
書
簡
な
ど
か
ら
、
ガ

レ
が
制
作
に
つ
い
て
詳
細
に
わ
た
り
指
示
を
す
る
と
と
も
に
仕
上
が
り
に
つ
い
て
も
確
認
し
、
時

に
出
来
栄
え
を
厳
し
い
言
葉
で
非
難
し
て
い
た
事
実
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
前

掲
書（
註
4
）一
一
頁　
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
テ
ィ
エ
ボ
ー
氏
の
論
考
中
に
お
い
て
も
、
具
体
例
の
一
つ

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
7
）　 『
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
の
陶
芸
』（
松
江
北
堀
美
術
館
／
二
〇
〇
一
）四
四
頁
掲
載
の
作
品「
箕
型
盆（
制

作
年
一
八
七
一
〜
一
八
七
六
年
）」の
作
品
解
説
に
お
い
て
、
同
形
の
作
品
で
一
八
七
六
年
以
降
に

再
生
産
さ
れ
た
作
品
が
ナ
ン
シ
ー
派
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）　 

前
掲
書（
註
7
）一
〇
六
頁
掲
載
の
作
品「
伊
万
里
風
装
飾
獅
子
型
燭
台
一
対
お
よ
び
テ
ー
ブ
ル
・
セ

ン
タ
ー
」作
品
解
説
文
に
記
載
。

（
9
）　 

前
掲
書（
註
4
）四
九
頁　

フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ル
・
タ
コ
ン「
陶
工
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
」よ
り
引
用（
原

文
は
一
八
八
九
年
の
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
か
ら
エ
ミ
ル
・
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
宛
て
の
書
簡
。
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
美
術
館
蔵
。）

（
10
）　 

前
掲
書（
註
7
）一
〇
六
頁　
「
伊
万
里
風
装
飾
獅
子
型
燭
台
一
対
お
よ
び
デ
ー
ブ
ル
・
セ
ン
タ
ー
」

作
品
解
説
文
に
詳
し
い
。

（
11
）　 （
註
13
に
同
じ
） 

こ
う
し
た
装
飾
の
作
品
は
、
少
な
く
と
も
一
八
八
九
年
頃
ま
で
制
作
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。

（
12
）　
前
掲
書（
註
4
）本
文
中
盤
の
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ（
ペ
ー
ジ
番
号
外
）に
図
版
掲
載
。

（
13
）　 『
ガ
レ
と
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
』（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
／
二
〇
〇
八
年
）一
五
頁　
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
テ
ィ

エ
ボ
ー「
こ
れ
は
も
は
や
日
本
の
も
の
で
は
な
く
、
ガ
レ
の
も
の
だ
」に「
日
本
猫
」に
つ
い
て
詳
し

く
記
載
。
出
典
は
オ
ル
セ
ー
美
術
館
所
蔵
の
資
料「
一
八
七
一
年
の
ロ
ン
ド
ン
万
博
に
送
ら
れ
た
見

本
の
典
拠
」。

（
14
）　 

作
品
５
の
絵
柄
に
つ
い
て
は
、
父
シ
ャ
ル
ル
の
経
営
の
時
代
の
作
品（
ナ
ン
シ
ー
派
美
術
館
所
蔵
作

品『G
alle au M

usee de l'Ecole de N
ancy

』一
四
頁
図
版
掲
載
）に
同
柄
の
も
の
が
存
在
す

る
た
め
、
一
八
七
七
年
よ
り
以
前
か
ら
あ
っ
た
デ
ザ
イ
ン
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
15
）　 

前
掲
書（
註
16
）九
頁　
土
田
ル
リ
子「
ガ
レ
が
見
た
日
本
の
美
意
識
」に
、
ガ
レ
の
表
現
の
展
開
に
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み
る
日
本
美
術
の
影
響
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
16
）　 
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
図
版
掲
載
資
料
は
以
下
の
通
り
。
江
戸
末
期
頃
の
日
本
画（
大
英
博
物
館
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
検
索
よ
りM

useum
 num

ber1881, 1210, 0.2264

西
山
芳
園
作
）、

明
治
期
の
輸
出
陶
磁
器（『
別
冊
太
陽 

デ
ン
マ
ー
ク
王
室
秘
蔵
の
ガ
レ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

ア
ー
ル
・

ヌ
ー
ヴ
ォ
ー 
ア
ー
ル
・
デ
コ
Ⅵ
』平
凡
社
／
一
九
九
九
、八
四
頁　
三
輪
芳
明「
百
年
の
時
空
を
越

え
て
」）、
リ
ヨ
ン
染
織
美
術
館
蔵
の
日
本
の
着
物（『D

RESSTU
D

Y N
o.40

』 

京
都
服
飾
文
化

研
究
財
団
／
二
〇
〇
一
、四
頁　
金
子
賢
治「
海
外
に
渡
っ
た
明
治
の
染
織
―
服
飾
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム

の
源
流
」）

（
17
）　 

前
掲
書（
註
4
）一
三
頁　
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
テ
ィ
エ
ボ
ー「
陶
芸
家
ガ
レ
」に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
ガ

レ
の
書
簡（
一
八
八
三
年
、
ロ
ジ
ェ
・
マ
ル
ク
ス
宛
て
。
個
人
蔵
）の
文
言
よ
り
。
以
下
、
訳
文
引
用
。

「
私
の
想
像
力
は
様
々
の
奇
妙
な
角
度
か
ら
見
つ
め
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら

ま
る
で
バ
ロ
ッ
ク
の
開
花
の
よ
う
な
、
そ
し
て
万
華
鏡
に
見
ら
れ
る
支
離
滅
裂
な
優
雅
さ
を
も
っ
た
、

少
し
い
び
つ
な
イ
メ
ー
ジ
が
姿
を
現
す
の
で
す
。」

（
18
）　 

前
掲
書（
註
16
）一
一
一
頁
よ
り
、
出
品
解
説
書
の
文
言
の
訳
文
を
以
下
に
引
用
す
る
。「
コ
ル
ネ
ッ

ト
形
花
器（
黄
水
仙
）、
そ
の
形
は
、
ロ
レ
ー
ヌ
で〝
ク
ロ
ー
デ
ィ
ネ
ッ
ト
〟と
呼
ば
れ
る
黄
水
仙
の

花
冠
か
ら
想
を
得
て
い
る
。
こ
の
植
物
の
ブ
ー
ケ
が
ひ
と
つ
、
浮
き
彫
り
さ
れ
て
、
花
瓶
を
飾
っ

て
い
る
。
鋳
型
で
成
形
さ
れ
た
素
地
は
灰
色
、
褐
色
、
緋
色
に
焼
成
さ
れ
て
い
る
。
花
々
は
金
彩

と
プ
ラ
チ
ナ
彩
を
施
し
た
上
か
ら
色
釉
を
か
け
て
い
る
」

（
19
）　 『
ガ
レ
の
庭　

花
々
と
声
な
き
も
の
た
ち
の
言
葉
』（
東
京
都
庭
園
美
術
館
他
／
二
〇
一
六
年
）

一
二
二
頁
に
図
版
掲
載

（
20
）　 

器
形
が
異
な
る
が
よ
く
似
た
蝉
の
レ
リ
ー
フ
状
の
装
飾
の
あ
る
一
八
八
二
年
の
素
描
が
北
澤
美
術

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
書（
註
19
）一
二
三
頁
に
図
版
掲
載
。

（
21
）　 『
工
芸
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
展
』図
録
八
頁　
金
子
賢
治「
工
芸
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
と
現
代
工
芸
的
造
形
」

論
文
中
に
お
い
て
こ
う
し
た
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）　
前
掲
書（
註
7
）二
二
頁　
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ル
・
タ
コ
ン「
陶
工
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
」に
詳
し
い
。

（
23
）　 

前
掲
書（
註
7
）一
一
六
頁
の「
湖
畔
風
景
と
貝
の
花
器
」の
作
品
解
説
よ
り
、
出
品
解
説
の
訳
文
を

以
下
に
引
用
す
る
。「
彼（
ガ
レ
）は
中
国
の
陶
工
た
ち
に
お
な
じ
み
の
ア
イ
デ
ア
、
雨
に
洗
わ
れ
た

空
の
色
を
自
分
も
表
現
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
彼
は
溶
け
や
す
い
エ
ナ
メ
ル
が
雷
雨
の
あ
と
の

や
わ
ら
ぎ
と
す
が
す
が
し
さ
の
感
じ
を
出
す
よ
う
望
ん
だ
の
で
す
。
彼
は
溶
け
や
す
く
流
動
的
な

釉
薬
に
よ
っ
て
、
硬
質
の
エ
ナ
メ
ル
に
熱
を
加
え
て
流
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。（
後
略
）」

（
24
）　 「
日
本
の
夜
」に
類
す
る
デ
ザ
イ
ン
の
作
例
に
つ
い
て
は『
ガ
レ
の
陶
芸
』（
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
／

二
〇
二
〇
年
）三
〇
頁
に
図
版
掲
載
。
ま
た
七
三
頁
名
村
論
考「N

o.29

鉢　
瓢
箪
形「
日
本
の
夜
」

に
つ
い
て
の
考
察
」に
詳
し
い
解
説
を
掲
載
し
て
い
る
。

（
25
）　 

前
掲
書（
註
26
）七
五
頁
に
前
後
の
訳
文
や
原
文
を
含
め
た
詳
細
を
記
し
て
い
る
。
出
典
は
同
裁
判

に
関
連
す
る
ガ
レ
か
ら
弁
護
士
に
宛
て
た
覚
書
で
あ
る
。
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美
術
館
で
学
ぶ

―
美
術
館
と
小
中
学
校
教
育
の
連
携
に
つ
い
て

筑
西
市
立
古
里
小
学
校　
校
長　

柳
田
高
志

　
１
．
所
蔵
品　
板
谷
波
山
／
松
井
康
成
の
作
品
の
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　
２
．
企
画
展
関
連「
絵
皿
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」の
概
要

　
３
．�

美
術
館
を
飾
ろ
う
―
親
子
向
け
拡
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
会
場
を
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
す

る
活
動
に
つ
い
て

は
じ
め
に

　
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
で
は
、
美
術
普
及
活
動
の
充
実
・
発
展
を
期
し
て
県
内
の
小
中
学
校
、

高
等
学
校
、
大
学
、
大
学
校
と
の
連
携
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
特
に
、
義
務
教
育
課
程
の

小
中
学
校
と
は
、
県
内
市
町
村
の
図
工
、
美
術
教
科
研
究
部
と
随
時
、
連
絡
調
整
を
図
り
な

が
ら
、
美
術
館
が
学
校
の
教
育
活
動
に
い
か
な
る
形
で
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
試

み
を
継
続
し
て
い
る
。
小
中
学
校
と
の
連
携
事
業
と
し
て
は
、
Ⅰ「
教
師
向
け
の
レ
ク
チ
ャ
ー
」

及
び
、
Ⅱ「
児
童
生
徒
対
象
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
」を
随
時
開
催
し
て
き
た
。

　
Ⅰ
に
つ
い
て
は
、
笠
間
市
、
水
戸
市
、
筑
西
市
、
つ
く
ば
市
、
高
萩
市
、
桜
川
市
、
古
河

市
な
ど
、
県
内
各
市
町
村
の
図
工
美
術
教
育
研
究
部
研
修
会
に
展
覧
会
担
当
及
び
教
育
普
及

担
当
が
出
向
い
た
り
、
或
い
は
各
学
校
か
ら
要
請
を
受
け
て
学
校
訪
問
し
、
図
工
、
美
術
担

当
の
教
職
員
に
対
し
、
県
内
ゆ
か
り
の
作
家「
板
谷
波
山
」「
松
井
康
成
」の
作
品
鑑
賞
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
き
た
。

　
図
工
・
美
術
科
の
学
習
活
動
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
鑑
賞
活
動
は
、
小
・
中
学

校
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
に
も
あ
る
、「
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
の
充
実
」

及
び「
言
語
活
動
の
充
実
」に
深
く
結
び
つ
く
。

　
同
じ
く
中
学
校
学
習
指
導
要
領
美
術
科
の
改
善
の
具
体
的
事
項
と
し
て「
感
じ
取
っ
た
こ

と
や
考
え
た
こ
と
な
ど
を
自
分
の
価
値
意
識
を
も
っ
て
批
評
し
合
う
な
ど
し
て
、
自
分
な
り

の
意
味
や
価
値
を
つ
く
り
だ
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
の
充
実
を
図
る
」と
示

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
央
教
育
審
議
会
答
申
に
お
い
て
も
、「
感
じ
取
る
力
や
思
考
す
る

力
を
一
層
豊
か
に
育
て
る
た
め
に
、
自
分
の
思
い
を
語
り
合
っ
た
り
、
自
分
の
価
値
意
識
を

も
っ
て
批
評
し
合
っ
た
り
す
る
な
ど
、
鑑
賞
の
指
導
を
重
視
す
る
」と
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

対
話
に
よ
る
鑑
賞
は
小
学
校
図
画
工
作
科
、
中
学
校
美
術
科
及
び
高
等
学
校
芸
術
科（
美
術
）

を
通
し
て
の
改
善
事
項
で
も
あ
る
。

　
意
見
の
交
流
を
通
し
て
自
己
の
相
対
化
や
他
者
理
解
が
促
さ
れ
る
経
験
は
、
心
の
教
育
や

人
と
人
と
の
相
互
理
解
が
求
め
ら
れ
る
今
、
最
も
重
要
な
教
育
的
経
験
の
一
つ
と
捉
え
ら
れ

る
。
自
分
の
思
い
を
み
ん
な
に
伝
え
た
い
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
た
い
と
い
う
願
い
は
、
児

童
生
徒
が
本
来
も
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
対
話
に
よ
る
鑑
賞
は
、
こ
の
願
い
に
よ
り
そ
い
、

生
徒
の
発
言
を
促
し
、
進
行
さ
せ
て
い
く
の
で
、
児
童
生
徒
は
落
ち
着
い
て
自
分
の
考
え
を

伝
え
合
い
、
主
体
的
に
深
く
学
ん
で
い
く
態
度
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ

で
は
、
美
術
館
と
学
校
と
の
双
方
が
作
品
と
児
童
生
徒
に
対
し
て
十
分
な
理
解
が
さ
れ
て
い

る
状
況
が
不
可
欠
と
な
る
。

　
ま
た
、
暮
ら
し
の
中
で
親
し
ま
れ
て
き
た「
陶
磁
」を
近
代
以
降「
芸
術
」に
昇
華
さ
せ
た

板
谷
波
山
と
、「
陶
芸
」の
可
能
性
を
格
段
に
拡
げ
た
松
井
康
成
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
、

県
内
の
小
中
学
生
に
と
っ
て
意
味
深
く
重
要
な
学
習
内
容
と
い
え
る
。
こ
こ
で
、
小
中
学
校

の
教
職
員
に
対
し
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は
、
本
県
ゆ
か
り
の
陶
芸
作
家

を
代
表
す
る
板
谷
波
山
と
松
井
康
成
の
作
品
に
見
る
表
現
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、

作
家
性
、
地
域
、
時
代
背
景
も
含
め
た
多
様
な
視
点
で
と
ら
え
、
作
家
の
表
現
に
つ
い
て
追

体
験
す
る
内
容
を
含
め
た
鑑
賞
活
動
に
取
り
組
む
事
で
、
地
域
の
芸
術
文
化
と
作
品
の
価
値

を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
な
お
、
板
谷
波
山
と
松
井
康
成
の
作
品
は
、

年
間
を
通
し
て
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
第
一
展
示
室
で
鑑
賞
で
き
る
た
め
、
各
学
校
で
は
授
業

計
画
を
立
て
て
随
時
参
加
し
て
い
る
が
、
授
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
学
校

の
担
当
教
師
と
連
携
し
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
や
資
料
の
確
認
、
日
程
の
調
整
を
行
い
、
美
術
館

展
示
室
で
の
鑑
賞
活
動
の
際
に
は
、
学
芸
員
が
対
話
を
促
す
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
タ
ー
の
役
割

で
協
力
し
た
。
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Ⅱ
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
夏
休
み
期
間
に
開
催
さ
れ
る
親
子
対
象
の
展
覧
会
の
テ
ー
マ
に

関
連
し
て
、
児
童
、
生
徒
及
び
親
子
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
展
示
空
間
を
児
童
生
徒

の
作
品
で
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
す
る
活
動
等
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
企
画
展
関
連
催
事
の
一

つ
と
し
て「
絵
皿
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施
し
て
き
た
。「
古
九
谷
浪
漫 

華
麗
な
る
吉

田
屋
展
」（
二
〇
〇
六
）、「
景
徳
鎮
千
年
展
」（
二
〇
〇
七
）、「
ヘ
レ
ン
ド
展
」（
二
〇
一
七
）、

「
胸
キ
ュ
ンC

O
LO

RS
窯
芸
の
彩
色
」（
二
〇
一
八
）で
は
上
絵
付
け
、「
富
本
憲
吉
展
」

（
二
〇
〇
六
）、「
オ
ー
ル
ド
ノ
リ
タ
ケ
と
懐
か
し
の
洋
食
器
」（
二
〇
〇
八
）、「
や
き
も
の

植
物
園
」で
は
染
付
、「
東
南
ア
ジ
ア
の
陶
磁
器
展
」（
二
〇
〇
七
）で
は
古
代
呉
須
と
赤
絵

の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
た
。
毎
回
、
学
校
単
位
で
の
参
加
も
あ
り
、
毎
回
約
五
〇
〇
点
程
度

の
応
募
が
あ
る
。

　
拡
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展「
や
き
も
の
植
物
園　
土
か
ら
生
ま
れ
た
草
・
木
・
花
」（
二
〇
一
五
）

で
は
植
物
を
テ
ー
マ
に
会
期
中
の
美
術
館
を
装
飾
し
た
。
ま
た
、
拡
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展「
胸

キ
ュ
ンC

O
LO

RS　

窯
芸
の
彩
色
」（
二
〇
一
八
）で
は
、
や
き
も
の
の〝
色
〟を
展
覧
会

の
テ
ー
マ
と
し
た
こ
と
か
ら
、「
色
彩
」に
関
連
づ
け
た
装
飾
に
つ
い
て
検
討
し
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
装
飾
品
ヒ
ン
メ
リ
を
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
で
ア
レ
ン
ジ
し
て
美
術
館
内
を
装
飾
す
る

「
美
術
館
を
飾
ろ
う
」を
実
施
し
た
。

　
以
上
は
、
当
館
で
継
続
的
に
実
施
し
て
き
た
学
校
と
の
連
携
事
業
の
一
部
で
あ
る
。
他
に

も
、
大
学
、
大
学
校
、
高
等
学
校
等
と
の
様
々
な
連
携
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。
本
稿
は
、

義
務
教
育
課
程
の
児
童
生
徒
及
び
教
職
員
を
対
象
に
実
施
し
て
き
た
な
か
で
も
こ
れ
か
ら
の

教
育
課
程
に
結
び
付
く
で
あ
ろ
う
学
校
と
の
連
携
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。

１
．�

所
蔵
品　

板
谷
波
山
／
松
井
康
成
の
作
品
の
鑑
賞
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て

（
１
）教
職
員
に
向
け
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー　
―
板
谷
波
山
、
そ
の
芸
術
に
触
れ
よ
う
。
―

Ⅰ　
目　
的

　

小
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
図
画
工
作
科
編
の
改
訂（
平
成
二
十
九
年
）に
よ
っ
て
、
鑑

賞
指
導
を
従
来
と
同
じ
よ
う
に
表
現
と
の
関
連
を
図
っ
て
行
う
こ
と
を
原
則
と
し
つ
つ
も
、

全
学
年
で
発
達
や
地
域
の
実
態
に
応
じ
て
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
地
域
の

博
物
館
、
美
術
館
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
よ
り
積
極
的
で
多
面
的
な
意

義
を
鑑
賞
教
育
に
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
美
術
館
の
展
示
室
で
は
、
本
物
の
芸
術
作
品
な
ら
で
は
の
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
体
感
で
き

る
。
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
介
し
た
視
覚
情
報
が
あ
ふ
れ
る
時
代
に
あ
っ
て
、「
本
物
と
の
出

会
い
」と
い
う
切
り
札
に「
作
品
の
見
方
、
親
し
み
方
を
知
る
」要
素
を
加
え
、
昨
今
の
美
術

館
で
は
様
々
な
教
育
普
及
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
本
物
に
触
れ
る
こ
と
以
上
に
、

鑑
賞
教
育
の
方
法
論
の
提
供
を
重
要
視
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
平
成
初
期
の
図
工
・
美
術
教
育
で
重
視
さ
れ
、
主
導
さ
れ
た
の
は
創
造
的
自
己
表
現
を
主

と
し
た
児
童
生
徒
の「
表
現
」、
つ
ま
り
作
品
制
作
で
あ
る
。
同
時
期
の
鑑
賞
活
動
は
、
低

学
年
で
表
現
活
動
を
す
る
中
で
自
分
や
友
だ
ち
の
作
品
の
よ
さ
を
認
め
た
り
す
る
こ
と
を
出

発
点
と
し
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ
、
発
展
的
に
芸
術
作
品
へ
向
か
う
と
い
う
方

向
性
で
あ
り
、
表
現
活
動
と
の
関
係
が
前
提
で
あ
っ
た
。
ま
た
、「
児
童
生
徒
の
視
点
」に

立
つ
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
、「
自
己
表
現
」す
る
こ
と
に
よ
り
価
値
が
置
か
れ
る
こ
と
で
、「
見

る
」こ
と
や
知
覚
重
視
の
学
習
は
言
語
を
主
体
と
す
る
美
術
作
品
の
鑑
賞
活
動（
批
判
的
分
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析
な
ど
）は
知
識
学
習
に
つ
な
が
る
と
い
う
見
方
や
、
当
時
の
学
習
指
導
要
領
に
み
ら
れ
た「
造

形
作
品
の
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
を
感
じ
取
り
」と
い
う
表
現
は
、
鑑
賞
の
質
的
側
面
が
情
緒

的
で
感
性
的
な
も
の
と
い
う
解
釈
で
あ
っ
た
。
現
在
は
、
美
術
作
品
に
つ
い
て
の
歴
史
や
固

有
の
情
報
を
教
え
る
の
み
で
は
な
く
、
作
品
に
対
す
る
自
分
の
見
方
、
感
じ
方
や
考
え
方
を

他
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
、
対
話
を
通
し
て
個
々
の
見
方
や
理
解
を
深
め
た
り
広
げ

た
り
す
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
出
の
通
り
で
あ
り
、「
言
語
活
動
の
充
実
」

を
重
要
事
項
に
あ
げ
る
指
導
要
領
改
訂
以
後
、
さ
ら
に
発
展
的
な
展
開
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
一
方
で
鑑
賞
学
習
を「
は
じ
め
に
イ
メ
ー
ジ
あ
り
き
」で
純
粋
芸
術
か
ら
出
発
し
、

知
覚
的
側
面
だ
け
を
強
調
す
る
傾
向
に
な
り
が
ち
な
こ
と
に
つ
い
て
は
今
後
も
注
意
を
要
す

る
。

　
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説（
図
画
・
工
作
）の
Ｂ
鑑
賞（
１
）に
は
、
親
し
み
の
あ
る
作

品
な
ど
を
鑑
賞
す
る
活
動
を
通
し
て
、
次
の
事
項
を
指
導
す
る
と
あ
る
。 

ア 　

自
分
た
ち
の
作
品
、
我
が
国
や
諸
外
国
の
親
し
み
の
あ
る
美
術
作
品
、
暮
ら
し
の

中
の
作
品
な
ど
を
鑑
賞
し
て
、
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
。

イ 　
感
じ
た
こ
と
や
思
っ
た
こ
と
を
話
し
た
り
、
友
人
と
話
し
合
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、

表
し
方
の
変
化
、
表
現
の
意
図
や
特
徴
な
ど
を
と
ら
え
る
こ
と
。

　

ま
た
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説（
美
術
）で
は
、
美
術
作
品
な
ど
の
よ
さ
や
美
し
さ

を
感
じ
取
り
味
わ
う
活
動
を
通
し
て
、
鑑
賞
に
関
す
る
事
項
と
し
て
Ｂ
鑑
賞（
１
）に
、
次
の
、

ア
及
び
イ
の
二
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

ア 　

造
形
的
な
よ
さ
や
美
し
さ
、
作
者
の
心
情
や
意
図
と
表
現
の
工
夫
、
美
と
機
能
性

の
調
和
、
生
活
に
お
け
る
美
術
の
働
き
な
ど
を
感
じ
取
り
、
作
品
な
ど
に
対
す
る
思

い
や
考
え
を
説
明
し
合
う
な
ど
し
て
、
対
象
の
見
方
や
感
じ
方
を
広
げ
る
こ
と
。

イ 　
身
近
な
地
域
や
日
本
及
び
諸
外
国
の
美
術
の
文
化
遺
産
な
ど
を
鑑
賞
し
、
そ
の
よ

さ
や
美
し
さ
な
ど
を
感
じ
取
り
、
美
術
文
化
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
。

　
何
れ
の
指
導
解
説
の
示
す
内
容
を
見
て
も
、
鑑
賞
活
動
は
、
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領

の
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
に
も
あ
る
、「
伝
統
や
文
化
に
関
す
る
教
育
の
充
実
」及
び「
言
語
活
動

の
充
実
」に
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
題
材
で
は
、

茨
城
県
内
に
ゆ
か
り
の
あ
る
芸
術
家
で
あ
り
筑
西
市（
旧
下
館
町
）生
誕
の
板
谷
波
山
に
つ

い
て
知
る
た
め
の
鑑
賞
活
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
波
山
と
そ
の
作
品
へ
の
理
解
を
通
し

て
、
作
品
の
も
つ
多
く
の
価
値
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
探
求
的
な
学
習
を
目
指

し
た
。
ま
た
、
表
現
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
作
家
性
、
地
域
、
時
代
背
景
も
含
め

た
多
角
的
な
視
点
を
意
識
し
、
作
家
の
表
現
を
体
験
す
る
内
容
を
含
め
た
鑑
賞
活
動
に
取
り

組
む
事
で
、
地
域
の
芸
術
文
化
と
作
品
の
価
値
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
鑑
賞
力
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
計
画
し
た
。

Ⅱ　
実
施
時
期
に
つ
い
て

　
各
学
校
の
年
間
指
導
計
画
に
随
時
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
内
容
だ
が
、
企
画
展
開
催

に
合
わ
せ
て
の
実
施
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
多
く
の
作
品
と
出
会
う
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
板
谷
波
山
、
松
井
康
成
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生
誕
、

没
後
の
周
年
に
当
る
年「
没
後
五
〇
年 

板
谷
波
山
展
」（
二
〇
一
三
）、「
没
後
一
〇
年 

松
井

康
成
展
」（
二
〇
一
三
）の
回
顧
展
に
合
わ
せ
て
、
積
極
的
に
実
施
し
た
。

Ⅲ　
授
業
の
基
本
構
成（
五
時
間
計
画
）　
※
太
字
は
美
術
館
を
利
用
し
て
の
鑑
賞
活
動

第
一
次　

 

調
べ
学
習（
グ
ル
ー
プ
学
習
）「
板
谷
波
山
と
そ
の
芸
術
に
つ
い
て
調
べ
て
み

よ
う
」（
一
時
間
）

　
　
　
　

 

キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
、
書
籍
やW

eb

で
調
べ
、
波
山
の
生
き
方
や
、
作
品

の
特
徴
を
ま
と
め
る
。

第
二
次　

 

美
術
館
で
の
鑑
賞
活
動「
美
術
館
に
行
こ
う
―
自
分
ら
し
い
見
方
を
ひ
ろ
げ
よ

う
―
」（
一
時
間
）

　
　
　
　

 

ワ
ー
ク
シ
ー
ト（
個
別
配
付
）を
使
い
、
美
術
館
で
鑑
賞
活
動
を
実
施
。
作
品

鑑
賞
に
あ
た
っ
て
は
、「
さ
が
し
て
み
よ
う
」と
い
う
投
げ
か
け
を
行
い
、
作

品
の
特
徴
を
発
見
す
る
活
動
を
引
き
出
す
。

第
三
次　
表
現
活
動「
波
山
の
彫
り
技
に
迫
る
―
延
壽
文
を
彫
る
」（
二
時
間
）

　
　
　
　

 
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
波
山
の
代
表
的
な
意
匠
を
模
写
し
、
彫
刻
す
る
こ
と

で
波
山
の
制
作
プ
ロ
セ
ス
の
追
体
験
を
す
る
。

第
四
次　
ま
と
め
、
振
り
返
り（
一
時
間
）
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Ⅳ　
授
業
計
画
と
ポ
イ
ン
ト

　
第
一
次　
板
谷
波
山
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う（
グ
ル
ー
プ
学
習
）

　
　
　
　

 　
キ
ー
ワ
ー
ド
や
調
べ
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
事
項
を
も
と
に
、W

eb

、
書

籍
を
使
い
調
べ
、
板
谷
波
山
の
生
き
方
や
、
そ
の
作
品
の
特
徴
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
１（
作
家
に
つ
い
て
）　 

下
館
町
、
下
館
尋
常
小
学
校
、
東
京
美
術
学
校
彫

刻
科
、
石
川
県
工
業
学
校
、
東
京
工
業
高
等
学
校

（
現
・
東
京
工
業
大
学
）窯
業
科
、
田
端
、
筑
波
山
、

帝
展
第
四
部
、
帝
室
技
芸
員
、
洞
下
、
下
館
町
名

誉
町
民
、
文
化
勲
章
、
茨
城
県
名
誉
県
民
、
下
館

寿
峰
会
、
刺
繍
教
室

　
　
〃　
　
２（
技
法
に
つ
い
て
）　 

薄
肉
彫
、
釉
下
彩
、
葆
光
白
磁
、
氷
華
磁
、
葆
光

彩
磁
、
青
磁
、
紫
金
磁
、
蛋
殻
磁
、
黄
飴
瓷
、
錦
窯

　
　
〃　
　
３（
作
品
の
形
）　　
　

 

花
瓶
、
壺
、
鉢
、
茶
盌
、
茶
入
、
香
爐（
香
炉
）、

香
合
、
観
音
像
、
鳩
杖
、
茶
道
具

　
　
〃　
　
４（
色
と
模
様
）　　
　

 

八
ツ
手
葉
、
葡
萄（
ぶ
ど
う
）、
仙
桃
文
、
孔
雀
、

笹
葉
、
柘
榴
、
更
紗
、
吉
祥
の
文
様

　
　
〃　
　
５（
交
友
関
係
な
ど
）　 

岡
倉
天
心
、
高
村
光
雲
、
平
野
耕
輔
、
深
海
三
次
郎
、

現
田
市
松
、
香
取
秀
真
、
古
宇
田
正
雄
、
諏
訪
蘇

山
、
北
村
彌
一
郎
、
赤
塚
自
得（
あ
か
つ
か
じ
と
く
）、

井
上
良
斎
、
宮
之
原
謙

　
　
〃　
　
６（
創
作
へ
の
影
響
）　 

ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
、
中
国
陶
磁
、
方
氏
墨
譜
、

イ
ン
ド
更
紗

　
　
〃　
　
７（
そ
の
他
）　　
　
　

 

茨
城
工
芸
会
、
東
陶
会
、
品
陶
会
、
彩
壺
会
、
岩

崎
小
弥
太
、
パ
リ
万
博

　
第
二
次 　
美
術
館
で
の
鑑
賞
活
動「
美
術
館
に
行
こ
う
―
自
分
ら
し
い
見
方
を
ひ
ろ
げ
よ

う
―
」

　
　
　
　

 　

鑑
賞
活
動
で
使
用
す
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト（
個
別
配
付
）を
使
い
、
美
術
館
で
鑑

賞
活
動
を
実
施
す
る
。
作
品
鑑
賞
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
美
し
い
と
感
じ
る
こ

と
、
好
き
な
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
れ
が
自
分
を
発
見
し
、
自
分

を
知
る
こ
と
と
な
る
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
は「
さ
が
し
て
み
よ
う
」と
い
う
投
げ

か
け
を
行
い
、
焼
き
物
の
表
現
や
模
様
を
見
つ
け
る
活
動
を
引
き
出
す
。
ま
た
、

美
術
館
を
利
用
す
る
場
合
、
必
ず
留
意
点
に
触
れ
る
。

　
　
　
　
美
術
館
で
鑑
賞
活
動
を
す
る
際
の
留
意
点
の
一
例（
別
紙　
マ
ナ
ー
ガ
イ
ド
参
照
）
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・ 

引
率
生
徒
の
人
数（
団
体
利
用
）・
交
通
機
関
の
確
認
・
集
合
場
所
等
の
確
認
・

鑑
賞
対
象
の
範
囲
の
確
認

　
　
　
　
・
展
示
室
の
確
認
・
学
芸
員
と
の
打
ち
合
わ
せ
・
鑑
賞
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
等
の
活
用

　
第
三
次　
板
谷
波
山
の
彫
り
技
に
挑
戦（
表
現
活
動
）

　
　
　
　
　
「
波
山
の
彫
り
技
に
せ
ま
る
！　
う
す
に
く
彫
り
Ｄ
Ｅ
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」

　
　
　
　
　

 

彫
刻
等
の
扱
い
方
及
び
、
彫
り
の
手
順
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。
刃
物
の

扱
い
に
つ
い
て
は
安
全
面
の
十
分
な
配
慮
と
正
し
い
使
い
方
を
児
童
生
徒
に
指

導
で
き
る
よ
う
に
資
料
と
実
演
で
伝
え
た
。

　
第
四
次　
発
表
・
ま
と
め

　
　
　
　
・
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
調
べ
た
内
容
を
発
表

　
　
　
　
・
個
人
鑑
賞
カ
ー
ド
に
感
想
を
ま
と
め
る
。

Ⅴ　
付
記　
―
授
業
導
入
時
に
活
用
し
た
映
像
資
料
に
つ
い
て
―

　
　
・
映
画　

 「
心
あ
り
き
」―
陶
芸
家　

に
ん
げ
ん　

板
谷
波
山
―（
一
九
九
七
）四
十
六

分　
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

　
　
・
映
画　

 「H
A

ZA
N

」（
二
〇
〇
三
）百
八
分　
ド
ラ
マ　
出
演　
榎
木
孝
明　
南
果

歩　
ほ
か

　
　
・
映
画　
「
波
山
を
た
ど
る
旅
」（
二
〇
一
二
）九
十
分（
２
部
構
成
）　

　
　
　
　
　
　

 

第
１
部（
四
十
分
）主
人
公
の
美
大
生
が
波
山
の
生
涯
を
学
び
な
が
ら
成
長

す
る
物
語

　
　
　
　
　
　
第
２
部（
五
十
分
）波
山
の
親
族
や
有
識
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
※
学
習
教
材
と
し
て
無
償
提
供
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）小
中
学
校
教
職
員
と
の
連
携　
―
松
井
康
成　
練
上
の
技
を
読
み
解
く
―

Ⅰ　
題
材
名

　
現
代
陶
芸
に
見
る「
伝
統
」と「
創
造
」、
そ
の
造
形
性
を
探
る
。

　
―
人
間
国
宝
の
発
想
と
技
術
、
そ
の
制
作
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
す
る
。
―

Ⅱ　
題
材
の
概
要
・
ね
ら
い
と
培
い
た
い
能
力　
―
児
童
の
気
付
き
を
大
切
に
―

　
本
題
材
で
は
、「
伝
統
」と「
創
造
」と
い
う
近
現
代
伝
統
工
芸
の
価
値
観
を
捉
え
る
上
で

最
も
重
要
な
要
素
に
着
目
し
た
。
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
統
的
技
法
と
作
家
の
創
意
と
は
、
双

方
が
相
俟
っ
て
新
た
な
表
現
の
素
地
と
な
り
、
そ
の
蓄
積
の
結
果
、
新
た
な
伝
統
を
生
み
出

し
て
い
く
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
重
要
無
形
文
化
財「
練
上
」保
持
者
、
松
井
康
成
の
作
品

か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
練
上
技
法
は
、
器
面
に
絵
を
描
く
の
と
は
違
い
、
色
を

練
り
込
ん
だ
粘
土
の
組
み
合
わ
せ
が
模
様
と
な
る
た
め
成
形
と
加
飾
が
分
か
ち
が
た
く
結
び

つ
き
、
い
わ
ば「
造
形
＝
模
様
」と
い
う
構
造
が
成
立
す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
。

通
常
な
ら
ば
、
段
階
的
に
考
え
る
べ
き「
成
形
」か
ら「
加
飾
」に
至
る
プ
ロ
セ
ス
が
同
時
進

行
で
完
成
に
向
か
う
練
上
技
法
の
独
自
性
と
、
そ
こ
に
作
家
の
創
意
が
加
え
ら
れ
た
作
品
は

展
示
室
に
訪
れ
た
者
の
強
い
興
味
・
関
心
を
ひ
き
つ
け
る
。
よ
っ
て
、
児
童
生
徒
が
作
品
を

目
の
前
に
し
て
鑑
賞
し
た
と
き
に
、
写
真
や
資
料
で
は
得
が
た
い
体
験
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

鑑
賞
の
際
、「
見
る
」活
動
に
加
え
、
指
導
者
の
話
を「
聞
く
」、
感
じ
た
こ
と
を「
話
す
」

と
い
っ
た
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、『
共
通
事
項
』の
視
点
か
ら
、
形
と
色
と
の
関
係
、

表
し
方
な
ど
の
面
白
さ
や
楽
し
さ
を
感
じ
取
ら
せ
る
こ
と
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。「
な

ぜ
そ
う
見
え
る
の
だ
ろ
う
。」「
ど
ん
な
違
い
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。」と
い
っ
た
児
童
の「
気

づ
き
」に
つ
な
が
る「
発
問
」を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
児
童
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、
引
き
継

が
れ
て
き
た
日
本
の
伝
統
文
化
の
独
自
性
と
そ
の
価
値
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
深
ま
り
を
期

待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
鑑
賞
後
の
制
作（
制
作
プ
ロ
セ
ス
の
追
体
験
）で
は
、
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作
品
か
ら
感
じ
取
っ
た
面
白
さ
や
楽
し
さ
を
自
ら
の
制
作
過
程
に
再
現
さ
せ
る
こ
と
で
、
構

想
力
、
判
断
力
、
表
現
力
を
高
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

Ⅲ　
本
題
材
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
―
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
―

　
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
の（
２
）Ｂ
鑑
賞
の
領
域
に
係
る
説
明
に
以
下
の
よ
う
に
あ

る
。
鑑
賞
の
学
習
は
、
自
然
や
身
の
回
り
の
造
形
、
美
術
作
品
の
よ
さ
や
美
し
さ
、
創
造
力

の
た
く
ま
し
さ
な
ど
を
感
じ
取
り
、
心
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
、
さ
ら
に
作
品
と
の
対
話

を
重
ね
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
も
の
を
感
受
し
、
学
び
取
る
た
め
の
資
質
や

能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
鑑
賞
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
３
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。

・
造
形
的
よ
さ
や
美
し
さ
な
ど
に
関
す
る
鑑
賞

・ 

生
活
を
美
し
く
豊
か
に
す
る
美
術
の
働
き
に
関
す
る
鑑
賞（
安
ら
ぎ
や
自
然
と
の
共
生

な
ど
）

・
美
術
文
化
に
関
す
る
鑑
賞

　
ま
た
、「
鑑
賞
の
学
習
は
、
知
識
を
詰
め
込
む
も
の
で
は
な
く
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
な
が
ら

対
象
と
の
関
係
で
自
分
の
中
に
新
し
い
価
値
を
つ
く
り
だ
す
創
造
活
動
で
あ
る
。」と
も
示

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
美
し
さ
や
美
術
作
品
に
対
す
る
よ
り
深
い
鑑
賞
力
を
育
成
す
る
た

め
に
作
品
の
も
つ
多
く
の
価
値
に
気
づ
き
感
じ
と
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
作
品
に
使
わ
れ
る
表
現
上
の
意
志

や
テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
、
作
家
性
、
時
代
背
景
な

ど
様
々
な
視
点
を
意
識
す
る
と
と
も
に
、
作
家
の
表
現

を
体
験
す
る
内
容
を
含
め
る
こ
と
が
、
よ
り
深
い
理
解

の
獲
得
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。

　
本
題
材
で
は
、
作
品
か
ら
見
え
る
も
の
を
手
が
か
り

に
し
、
そ
の
表
現
が
生
み
出
さ
れ
る
周
辺
に
つ
い
て
調

べ
た
り（
作
家
の
言
葉
、
技
法
、
交
友
関
係
、
創
作
へ

の
影
響
な
ど
）、
調
べ
た
結
果
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

ま
と
め
る
な
ど
、
協
同
的
な
活
動
を
通
し
て
、
美
術
工

芸
作
品
に
つ
い
て
自
分
な
り
の
解
釈
を
つ
く
り
あ
げ
た
り
、
そ
れ
を
も
と
に
豊
か
に
発
想
し

表
現
し
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
松
井
康
成
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
。
本
題
材
で
大
切

に
し
た
こ
と
は
、
児
童
に
と
っ
て
鑑
賞
が
単
に
答
え
探
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
、「
み
る
」

こ
と
自
体
を
学
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ま
た
、
鑑
賞
を
鑑
賞
の
ま
ま
で
終
わ
ら
せ
ず
、
鑑

賞
を
出
発
点
に
、
自
ら
の
表
現
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

Ⅳ　
授
業
の
基
本
構
成（
四
時
間
計
画
）

時
間

学
習
の
流
れ

生
徒
の
活
動
等

第
一
次

「
松
井
康
成
と
そ
の
作
品
に

つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
」

（
一
時
間
）

・ 

キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
、
書
籍
やW

eb

で
調
べ
、
松
井
康
成
の
作
品
の
特
徴
、
展

開
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。

（
グ
ル
ー
プ
学
習
）

第
二
次

「
美
術
館
に
行
こ
う
―
自
分

ら
し
い
見
方
を
ひ
ろ
げ
よ

う
―
」

鑑
賞
活
動（
一
時
間
）

・ 

美
術
館
で
鑑
賞
活
動
を
実
施
。
展
示
室
で

の
作
品
鑑
賞
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
探

し
て
み
よ
う
」と
い
う
投
げ
か
け
を
行
い
、

作
品
の
特
徴
を
見
つ
け
、
言
語
化
す
る
活

動
を
引
き
出
す
。（
鑑
賞
活
動
）

第
三
次

「
練
上
の
制
作
プ
ロ
セ
ス
を

追
体
験
す
る
」（
一
時
間
）

・ 

展
示
室
か
ら
、
制
作
室
に
移
動
し
、
鑑
賞

し
た
作
品
の
成
形
方
法
を
体
験
す
る
。（
制

作
活
動
）

第
四
次

発
表
と
振
り
返
り（
一
時
間
）
・ 

互
い
の
感
想
を
発
表
し
、
練
上
技
法
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
。

Ⅴ　
授
業
の
詳
細

　
第
一
次　
松
井
康
成
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う（
グ
ル
ー
プ
学
習
）
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キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
、W

eb

、
書
籍
を
使
い
調
べ
、
松
井
康
成
の
生
き
方
や
、

そ
の
作
品
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
言
葉
で
表
現
す
る
に
は
、
作
品
を

し
っ
か
り
見
て
、
感
じ
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
る
。
感
じ
た
こ
と
を
言
葉
で
表
す

た
め
に
は
、
作
品
か
ら
多
く
の
内
容
を
受
け
止
め
る
た
め
に
ど
う
見
た
ら
よ
い
か
、

様
々
な
見
方
を
児
童
生
徒
が
知
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
児
童
生
徒
の
気
づ

き
や
感
じ
る
力
と
、
そ
れ
を
言
葉
で
描
写
、
表
現
す
る
力
と
は
、
結
び
つ
き
が
深

い
が
、
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
や
す
い
。
ま
ず
見
方（
ど
う
見
れ
ば
気
づ
く
こ
と
が
で

き
る
か
、
様
々
な
視
点
）に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
、
感
じ
た
こ
と
、
伝
え
た
い
こ

と
が
言
語
化
さ
れ
、
対
話
的
な
活
動
が
生
ま
れ
、
考
え
合
う
、
伝
え
合
う
経
験
の

積
み
重
ね
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は「
思
考
力
、
判
断
力
等
の
育
成
」が
期
待
で
き

る
。
松
井
の
作
品
の
特
徴
は
練
上
技
法
を
軸
と
し
な
が
ら
、
次
々
に
発
展
し
て
い

く
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
構
造
や
発
展
の
プ
ロ
セ
ス
に
連
続
性
が
あ
り
と
て
も
わ

か
り
や
す
く
、「
対
話
的
で
深
い
学
び
」の
実
現
に
適
し
た
題
材
の
一
つ
と
い
え
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド（
五
斑
編
成
の
例
）

　
作
家
自
身
の
言
葉
・
・
同
根
異
色
、
み
す
ま
る
の
た
ま
、
無
の
か
た
ち

　
技
法
に
つ
い
て
・
・
・ 

練
上
手
、
嘯
裂
、
象
裂
、
茜
手
、
堆
瓷
、
破
調
、
風
白
地
、

晴
白
、
萃
瓷
、
玻
璃
光
、
呈
色
剤
、
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
産
カ
オ
リ
ン
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
粉
末
、
ロ
ク
ロ
、

型
造
り

　
交
友
関
係
・
・
・
・
・
田
村
耕
一

　
創
作
へ
の
影
響
・
・
・
黒
田
領
治
、
日
本
工
芸
会

　
そ
の
他
・
・
・
・
・
・ 

長
野
県
佐
久
市
、
明
治
大
学
文
学
部
、
茨
城
県
笠
間
市
、
月

崇
寺
、
乾
由
明
、
人
間
国
宝
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

　
第
二
次　

 「
美
術
館
に
行
こ
う
―
自
分
ら
し
い
見
方
を
ひ
ろ
げ
よ
う
―
」（
美
術
館
で
の
鑑

賞
活
動
）

　
　
　
　

 　
練
上
の
技
法
は
、
作
品
を
目
の
前
に
す
る
と
そ
の
構
造
や
面
白
さ
が
わ
か
り
や

す
い
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
作
品
鑑
賞
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
自
分

の
眼
で
好
き
な
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
れ
が
自
分
を
発
見
し
、
自

分
を
知
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
そ
こ
で
、
本
題
材
で
は
、
次
の
三
つ
の
学
習
活

動
を
設
け
た
。
一
つ
め
は
、「
対
話
に
よ
る
鑑
賞
」を
体
験
的
に
知
る
活
動
で
あ
る
。

二
つ
め
は
、
よ
り
深
く
、
創
造
的
に
鑑
賞
す
る
活
動
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
同
じ

テ
ー
マ
に
興
味
を
も
っ
た
児
童
が
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
制
作
プ
ロ
セ
ス
の
推
理

を
通
し
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
と
し
た
。
三
つ
め
は
、
鑑

賞
を
通
し
て
と
ら
え
た
こ
と
を
自
分
の
表
現
に
つ
な
げ
る
活
動
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
鑑
賞
し
て
と
ら
え
た
こ
と
を
土
台
と
し
、
想
像
を
膨
ら
ま

せ
て
練
上
表
現
の
世
界
に
独
自
の
肉
付
け
を
行
い
な
が
ら
、
自
分
だ
け
の
新
し
い

作
品
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
で
は「
さ
が
し
て
み

よ
う
」と
い
う
投
げ
か
け
を
行
い
、
焼
き
物
の
表
現
や
模
様
を
見
つ
け
る
活
動
を

引
き
出
す
。
ま
た
、
美
術
館
の
利
用
に
あ
た
っ
て
、
必
ず
留
意
点
に
触
れ
る
よ
う

に
し
た
。
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（
◎
は
、
予
想
さ
れ
る
生
徒
の
感
想
等　
○
は
教
師
側
の
支
援
）

　
（
1
）器
の
形
・
・
・
◎　
皿
、
鉢
、
丸
い
壺
、
四
角
い
壺
、
陶
筥
、
ク
レ
イ
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○　

 

初
期
の
作
品
に
多
い
形
は
？
嘯
裂
や
象
裂
に
多
い
器
の
形

は
？
ど
う
し
て
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堆
瓷
に
多
い
器
の
形
は
？
ど
う
し
て
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

破
調
、
風
白
地
、
萃
瓷
、
玻
璃
光
の
器
の
形
は
ど
う
だ
ろ

う
？

　
（
2
）模
様
、
色
・
・
◎　

 
線
文
様
、
ヒ
ビ
、
貝
殻
の
模
様
、
幾
何
学
模
様
、
植
物
の

模
様
、
円
環

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○　
初
期
の
模
様
は
？
色
は
？
ど
う
し
て
だ
と
思
う
？

　
（
3
）用　
途
・
・
・
◎　
花
を
生
け
る
、
お
茶
や
飲
み
物
を
入
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○　

 

作
家
本
人
の
言
葉
に
よ
る
と
、
鑑
賞
陶
器
。
陶
芸
品
は
も

と
も
と
用
途
が
あ
る
が
、
板
谷
波
山
や
富
本
憲
吉
以
降
、

鑑
賞
の
み
を
目
的
に
制
作
さ
れ
る
も
の
が
一
般
化
す
る
。（
陶

芸
家

≒

個
人
作
家
と
な
る
）

　
（
4
）材　
質
・
・
・
◎　
粘
土
、
磁
土
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○　

 

磁
器
。
大
別
す
る
と
陶
芸
作
品
に
は
磁
器（
原
料
：
陶
石
）、

陶
器（
原
料
：
陶
土
）が
あ
る
。
原
料
に
は
そ
れ
ぞ
れ
産
地

ご
と
の
特
徴
が
あ
り
、
作
品
に
強
く
影
響
す
る
。
あ
る
い

は
表
現
の
根
幹
に
な
る
こ
と
も
多
い
。

　
（
5
）加　
飾
・
・
・
◎　
器
の
表
と
裏
に
同
じ
模
様
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○　
色
土
、
呈
色
剤

　
第
三
次　

 「
練
上
の
制
作
プ
ロ
セ
ス
を
追
体
験
す
る
」（
よ
り
深
い
理
解
に
つ
な
が
る
鑑
賞

活
動
へ
）　

　
　
　
　

 　

単
に
作
品
を
見
た
だ
け
で
は
、「
練
上
」の
造
形
性
と
そ
の
面
白
さ
を
捉
え
る

こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
軽
量
粘
土
を
用
い
て
練
上
作
品
制
作
の
追
体
験
を
行
っ

た
。
制
作
手
順
を
確
認
し
、「
同
根
異
色
」の
初
期
表
現
か
ら
、「
嘯
裂
」「
象
裂
」

と
い
っ
た
作
家
の
創
造
性
が
強
く
出
て
い
る
松
井
の
代
表
的
な
表
現
を
追
っ
た
。

制
作
の
前
段
階
で
、
児
童
生
徒
の
解
釈
に
十
分
な
咀
嚼
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
、
作

品
の
捉
え
方
に
つ
い
て
教
師
が
把
握
し
、
助
言
の
言
葉
な
ど
、
そ
の
支
援
方
法
を

予
め
十
分
に
準
備
し
て
お
く
。
例
え
ば「
器
の
表
裏
の
模
様
は
ど
の
よ
う
に
描
か

れ
て
い
る
の
か
」と
い
っ
た
発
問
か
ら
は
児
童
生
徒
の
思
考
力
が
働
き
、
制
作
の

イ
メ
ー
ジ
、
表
現
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
へ
の
具
体
的
な
興
味
・
関
心
に
つ
な
が
る
だ

ろ
う
。
さ
ら
に
、
一
人
一
人
の
作
品
の
見
方
や
感
じ
方
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
、

作
品
の
よ
さ
、
美
し
さ
、
面
白
さ
を
仲
間
分
け
す
る
活
動
や
、
作
品
の
よ
さ
、
美

し
さ
、
面
白
さ
を
交
換
し
合
う
た
め
に
よ
り
多
く
の
見
方
や
感
じ
か
た
を
知
り
、

そ
の
幅
を
広
げ
る
活
動
を
採
り
入
れ
た
。

　
　
　
　

 　
ま
た
、
児
童
の
感
覚
や
感
じ
方
を
大
切
に
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
話
す
こ
と
、

伝
え
合
う
こ
と
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
、
対
話
的
な
鑑
賞
を
取
り
入
れ
た
。
そ

れ
は
、
児
童
の
発
し
た
言
葉
を
十
分
受
容
す
る
こ
と
を
基
に
、
意
味
を
探
り
つ
な

ぐ
こ
と
で「
見
方
・
感
じ
方
」が
深
め
ら
れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
対
話
の

対
象
は
、
教
師
や
友
人
だ
け
で
な
く
、
語
り
か
け
る
作
品
や
向
き
合
う
自
分
自
身

も
含
め
る
よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
、
書
く
こ
と
の
充
実
に
向
け
て
鑑
賞
シ
ー
ト
の
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工
夫
を
行
っ
た
。
学
習
展
開
に
応
じ
て
児
童
が
感
じ
取
っ
た
こ
と
を
整
理
し
、
深

化
で
き
る
鑑
賞
シ
ー
ト
の
作
成
を
し
た
。
さ
ら
に
、
選
択
肢
を
入
れ
る
こ
と
や
単

語
で
メ
モ
を
取
る
こ
と
な
ど
、
文
章
表
現
力
に
重
点
を
置
き
過
ぎ
な
い
よ
う
配
慮

し
た
。

　
　
　
　

 　
そ
し
て
、
色
土
の
段
階
的
な
変
化
を
表
現
す
る
た
め
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
、
模
様

を
美
し
く
出
す
た
め
の
粘
土
の
組
み
方
や
切
り
方
な
ど
の
方
法
と
用
具
の
使
い
方

に
つ
い
て
、
十
分
な
伝
達
の
必
要
が
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
作
品
を
鑑
賞
し
な

が
ら
学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説
の
時
間
を
加
え
た
。

　
第
四
次　
発
表

　
　
　
　

 　
話
し
方
や
書
き
方
を
知
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
使
う
と

感
じ
た
こ
と
を
自
分
の
感
じ
た
通
り
に
表
せ
る
か
が
わ
か
り
、
話
す
こ
と
や
書
き

表
す
こ
と
に
困
ら
な
く
な
る
。
見
る
こ
と
の
技
術
を
上
げ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
は
、
言
語
化
す
る
技
術
も
相
乗
的
に
上
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
感
じ
取
り
や
す
く
す
る
た
め
の
作
品
の
見
方
の
面
と
、
そ
の
感
じ
た
こ
と

を
可
能
な
限
り
忠
実
に
言
葉
に
置
き
換
え
る
言
語
表
現
の
方
法
と
い
う
面
と
が
両

立
す
る
鑑
賞
活
動
に
お
け
る
言
語
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
、

発
表
に
つ
な
げ
た
。

・
見
え
る
も
の
を
言
葉
で
描
写
す
る
。

・
直
感
的
に
感
じ
た
こ
と
を
言
葉
に
す
る
。

・
視
覚
以
外
の
感
覚（
触
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
、
味
覚
、）に
変
換
し
、
言
葉
に
す
る
。

・
作
品
の
制
作
プ
ロ
セ
ス
を
想
像
し
、
作
家
本
人
の
考
え
を
想
像
し
て
言
葉
に
し
て
み
る
。

・
色
や
形
に
つ
い
て
感
じ
た
こ
と
を
言
葉
に
す
る
。

・ 

何
か
に
例
え
た
り
、
程
度
を
考
え
て
表
現
し
て
み
る
。

　
「
ま
る
で
＊
＊
＊
の
よ
う
だ
」「
＊
＊
＊
く
ら
い
大
き
い
」

・
台
詞
を
つ
け
て
み
る
。

・
作
品
の
ど
こ
を
見
て
そ
う
感
じ
た
の
か
、
理
由
を
言
葉
に
す
る
。

・
詩
、
短
歌
、
俳
句
で
表
現
す
る
。
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Ⅵ　
主
な
材
料
・
用
具

　
　
教
師
：
軽
量
粘
土
、
粘
土
ベ
ラ
、
粘
土
切
り
、
カ
ッ
タ
ー
マ
ッ
ト

　
　
生
徒
：
新
聞
紙
、
水
彩
絵
の
具
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
雑
巾
、
タ
オ
ル

Ⅶ　
美
術
館
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て

　
作
家
や
作
品
に
つ
い
て
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を
持
つ
学
芸
員
と
児
童
、
生
徒
の
実
態
に

即
し
た
教
育
活
動
の
具
現
化
を
目
指
す
図
工
・
美
術
科
担
当
教
職
員
が
協
働
す
る
こ
と
は
、

児
童
と
作
品
と
の
距
離
感
を
な
く
し
、
鑑
賞
す
る
力
の
育
成
の
た
め
の
大
き
な
手
立
て
と
な

る
と
考
え
、
次
の
よ
う
に
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
た
。

美
術
館
学
芸
員
と
小
中
学
校
図
工
・
美
術
担
当
教
職
員
の
連
携
の
ポ
イ
ン
ト

・「
鑑
賞
す
る
力
」の
育
成
を
ね
ら
い
と
し
た
協
働
で
の
授
業
づ
く
り

・
児
童
の「
見
方
・
感
じ
方
」の
明
確
化
と
承
認

　
学
校
と
美
術
館
そ
れ
ぞ
れ
が
担
う
鑑
賞
教
育
の
長
所
を
い
か
し
て
連
携
を
す
る
た
め
に
は
、

明
確
な
ね
ら
い
を
持
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
本
題
材
で
は
、
美
術
館
で
鑑
賞
の
授
業
を

実
施
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
授
業

づ
く
り
全
体
に
関
わ
る
こ
と
と
児
童
に
対
す
る
関
わ

り
を
大
き
な
柱
と
し
た
。

　
な
お
、
美
術
館
を
利
用
す
る
に
あ
た
り
、
必
要
な

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
十
分
な
事
前
指
導
を
し
て
お
き
た

い
。
美
術
館
の
役
割
、
特
に
、
作
品
の
保
存
と
展
示

に
つ
い
て
は
、
そ
の
目
的
と
内
容
に
つ
い
て
き
ち
ん

と
理
解
さ
せ
た
い
。
ま
た
、
学
習
の
目
的
や
指
導
の

内
容
、
生
徒
の
既
習
状
況
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
、

よ
り
効
果
的
な
指
導
方
法
を
検
討
す
る
な
ど
事
前
に

綿
密
な
打
合
せ
を
行
い
、
美
術
館
と
学
校
連
携
の
最

大
効
果
を
目
指
し
た
。

Ⅷ　
対
話
的
な
学
び
の
実
現
に
向
け
て

　
鑑
賞
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、
制
作
活
動
の
各
段
階
で
、
作
品
の
よ
さ
や
面
白
さ
に
気
づ
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
表
現
や
鑑
賞
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

ま
た
、
作
品
か
ら
自
分
な
り
の
意
味
や
根
拠
を
も
っ
て
、
話
し
合
う
学
習
な
ど
も
重
要
に
な

る
。
以
上
の
よ
う
に
様
々
な
視
点
に
気
づ
き
、
交
流
し
、
思
考
を
深
め
る
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
支
援
す
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
タ
ー
の
役
割
が
十
分
に
機
能
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
具
体
的
な
授
業
改
善
の
視
点
を
提
示
し
て
み
た
い
。

（
１
）問
題
に
向
き
合
う
素
直
な
心

　
　

 　
豊
か
な
心
を
育
成
し
て
い
く
に
は
、
自
己
と
対
話
を
重
ね
、
自
分
自
身
を
深
め
つ
つ
、

他
者
、
社
会
、
自
然
・
環
境
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
生
き
る
と
い
う
、「
自
律
し
開
か

れ
た
個
」で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
が
目
的
を
も
っ
て

積
極
的
に
活
動
し
、「
こ
れ
で
い
い
ん
だ
」と
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な

支
援
が
必
要
で
あ
る
。

（
２
）既
習
内
容
や
経
験
と
関
連
付
け
た
思
考
の
促
進

　
　

 　
深
い
学
び
を
実
現
す
る
た
め
に
、
既
習
事
項
を
使
い
自
分
の
考
え
を
順
序
よ
く
説
明
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さ
せ
た
り
、
課
題
に
対
し
て
予
想
や
見
通
し
を
立
て
な
が
ら
、
既
習
の
知
識
や
技
能
を

使
っ
て
課
題
解
決
し
た
り
で
き
る
機
会
を
設
定
す
る
。
学
習
内
容
の
深
い
理
解
と
、
個

別
の
知
識
の
定
着
を
図
る
こ
と
で
、
社
会
に
お
け
る
様
々
な
場
面
で
活
用
で
き
る
概
念

と
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

（
３
）造
形
的
な
見
方
・
考
え
方
が
働
く
学
習
過
程
や
環
境
の
構
築

　
　

 　
深
い
学
び
を
実
現
す
る
に
は
、
表
現
や
鑑
賞
の
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
感
性
や
想

像
力
を
働
か
せ
な
が
ら
、
つ
く
り
た
い
も
の
や
描
き
た
い
こ
と
に
つ
い
て
、
形
や
色
、

質
感
な
ど
か
ら
捉
え
、
自
己
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
化
し
、
新
た
な
価
値
を
つ
く
り
だ
す

中
で
、
自
分
な
り
の
意
味
を
見
出
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
道
具
や

材
料
、
ま
た
身
の
回
り
に
あ
る
対
象
や
事
象
と
接
す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
気
づ
い
て
い

な
か
っ
た
よ
さ
や
価
値
な
ど
に
気
づ
く
機
会
や
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

Ⅸ　
ま
と
め

　
話
し
て
伝
え
る
こ
と
や
言
葉
で
正
確
に
描
写
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

言
語
活
動
の
経
験
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
数
学
的
な
考
え
方
や
外
国
語

を
習
得
す
る
場
合
と
同
じ
く
、
繰
り
返
し
訓
練
が
さ
れ
て
、
話
し
方
や
書
き
方
が
身
に
付
き
、

感
じ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
時
間
を
か
け
、
身
に
付
け
、
磨
か
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
力
と
と
ら
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
今
後
は
、
図
工
・
美
術
科
な
ら

で
は
の
言
語
、
つ
ま
り
形
や
色
を
言
語
に
変
換
し
描
写
し
説
明
で
き
る
力
、
視
覚
言
語
、
造

形
言
語
の
表
現
力
を
育
て
る
題
材
開
発
や
、
各
学
校
の
実
態
に
合
わ
せ
て
対
応
で
き
る
美
術

館
と
学
校
が
連
携
し
た
鑑
賞
授
業
の
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
そ
れ
を
広
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え

る
。
ま
た
、
鑑
賞
力
の
評
価
の
方
法
に
つ
い
て
も
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
成
長
を
評

価
す
る
個
人
内
評
価
を
重
視
し
、
い
ろ
い
ろ
な
鑑
賞
活
動
を
通
し
て
成
長
し
た
子
ど
も
た
ち

の
感
性
を
き
ち
ん
と
見
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
評
価
方
法
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

２
．
企
画
展
関
連「
絵
皿
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」の
概
要

Ⅰ　
目　
的　

　
参
加
者
に
鑑
賞
及
び
創
作
活
動
を
体
験
す
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
陶
磁
器
が

も
つ
形
や
、
模
様
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
高
め
、
美
術
館
の
積
極
的
利
用
へ
の
啓
発
を
図

り
た
い
。
ま
た
、
参
加
者
が
そ
の
面
白
さ
と
奥
深
さ
を
感
じ
取
り
、
そ
の
価
値
を
知
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

Ⅱ　
方　
法　
―
植
物
模
様
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
の
場
合
―

　
１　
概
要　
　
　

 

植
物
模
様
の
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
指
定
の
応
募
用
紙
を
準
備
し
、
広
く
本

展
の
普
及
啓
発
を
図
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

審
査
後
、
入
賞
者
は
自
分
の
デ
ザ
イ
ン
画
を
、
染
付
の
技
法
で
絵
付
け

し
、
完
成
後
、
授
賞
式
で
作
品
を
受
け
取
る
。

　
２　
募
集
期
間　
平
成
二
十
七
年
七
月
一
日（
水
）〜
八
月
二
日（
日
）  

※
当
日
消
印
有
効

　
３　
応
募
方
法　
① 

当
館
オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
専
用
コ
ー
ナ
ー
で
デ
ザ
イ
ン
画
を
制

作
、
応
募
ポ
ス
ト
に
投
函
。

　
　
　
　
　
　
　
　
② 
陶
芸
美
術
館
Ｈ
Ｐ
か
ら
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。
完
成
し
た
デ

ザ
イ
ン
画
は
、
美
術
館
に
郵
送
す
る
。（
学
校
等
の
団
体
単
位
で
応
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募
す
る
場
合
は
ま
と
め
て
郵
送
）

　
４　
参
加
対
象　
企
画
展
観
覧
者
及
び
、
小
、
中
学
校
の
児
童
生
徒

　
５　
手　
　
順　
―
応
募
用
紙
の
扱
い
と
全
体
の
流
れ
に
つ
い
て
―

　
　
　
　
　
　
　
　

 

オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
設
置
し
た
机
上
に
鉛
筆
・
応
募
ポ
ス
ト
を
用
意
。

　
　
　
　
　
　
　
　
→ 

用
紙
に
植
物
模
様
の
デ
ザ
イ
ン
画
を
描
い
て
も
ら
い
、
ポ
ス
ト
に
投

函
し
て
も
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
→ 

臨
時
職
員
が
ポ
ス
ト
か
ら
取
り
出
し
、
一
階
シ
ョ
ッ
プ
向
か
い
の
仮

設
パ
ネ
ル
に
掲
示
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
→  

八
月
二
日（
日
）応
募
締
切　
八
月
五
日（
水
）審
査
、
受
賞
作
決
定
、

通
知
。

　
　
　
　
　
　
　
　
→  

八
月
十
六
日（
日
）　

窯
業
指
導
所
の
協
力
で
優
秀
作
の
デ
ザ
イ
ン

の
器
を
制
作
。

　
　
　
　
　
　
　
　
→  

八
月
二
十
九
日（
土
）十
時
〜　

表
彰
式　

賞
状
、
賞
品
及
び
副
賞

の
贈
呈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
：
茨
城
県
陶
芸
美
術
館（
館
長
、
副
館
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
所
：
茨
城
県
陶
芸
美
術
館　
多
目
的
ホ
ー
ル

　
６　
審　
　
査　
・
賞
区
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

グ
ラ
ン
プ
リ（
一
点
）　
準
グ
ラ
ン
プ
リ（
二
点
）　
優
秀
賞（
二
十
点
）

内
特
別
賞
等

　
　
　
　
　
　
　
　
・ 

審
査
員　
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
、
窯
業
指
導
所（
※
現
在　
陶
芸
大

学
校
）の
各
代
表

　
７　
参
加
料　

 

無
料（
但
し
、
応
募
方
法
①
で
応
募
す
る
場
合
は
企
画
展
チ
ケ
ッ
ト
が

必
要
）

　
　
　
募
集
期
間　
平
成
二
十
七
年
七
月
一
日（
水
）〜
八
月
二
日（
日
） 

※
当
日
消
印
有
効

　
　
　
対　
　
象　
企
画
展
観
覧
者
及
び
、
小
、
中
学
校
の
児
童
生
徒

　
　
　
応
募
方
法　
① 

当
館
オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
専
用
コ
ー
ナ
ー
で
デ
ザ
イ
ン
画
を
制

作
、
応
募
ポ
ス
ト
に
投
函
。

　
　
　
　
　
　
　
　
② 

陶
芸
美
術
館
Ｈ
Ｐ
か
ら
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。
完
成
し
た
デ

ザ
イ
ン
画
は
、
美
術
館
に
郵
送
す
る
。（
学
校
等
の
団
体
単
位
で
応

募
す
る
場
合
は
ま
と
め
て
郵
送
）
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参
加
費　

 

無
料（
但
し
、
応
募
方
法
①
で
応
募
す
る
場
合
は
企
画
展
チ
ケ
ッ
ト
が

必
要
）

　
　
　
審
査
、
入
賞
者
発
表　
八
月
五
日（
水
）

　
　
　
入
賞
者
絵
付　
八
月
十
六
日（
日
）十
時
〜

　
　
　
表
彰
式　
　
八
月
二
十
九
日（
土
）十
時
〜

　
８　
広
報
の
方
法

　
　
　
（
1
）一
般
向
け
広
報

　
　
　
　
　
美
術
館
Ｈ
Ｐ
及
び
、
企
画
展
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
に
掲
載

　
　
　
（
2
）学
校
向
け
広
報

　
　
　
　
　
応
募
用
紙
の
配
布（
笠
間
市
内
及
び
、
近
隣
市
町
村
の
小
、
中
学
校
）

　
　
　
　
　
配
布
時
期
は
平
成
二
十
七
年
七
月
上
旬

Ⅲ
受
賞
デ
ザ
イ
ン
の
絵
付
け
等
に
つ
い
て

　
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
作
品
は
、
受
賞
者
自
身
が
白
磁
皿
に
絵
付
け
し
て
作
品
に
す

る
。
受
賞
者
の
制
作
活
動
並
び
に
施
釉
と
焼
成
が
必
要
な
た
め
、茨
城
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

窯
業
指
導
所
に
協
力
を
依
頼
す
る
。

日
時
及
び
内
容
等

　
（
1
）　
「
植
物
模
様
デ
ザ
イ
ン
画
コ
ン
ク
ー
ル
」の
絵
付
け
指
導

　
　
　
　
平
成
二
十
七
年
八
月
十
六
日（
日
）午
前
十
時
〜
正
午［
小
中
学
生
二
十
三
名
］

　
（
2
）　
施
釉　
平
成
二
十
七
年
八
月
中
旬

　
（
3
）　
作
品
の
焼
成　
平
成
二
十
七
年
八
月
下
旬

「
植
物
模
様
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
・
絵
付
」実
施
要
項

　
１　
日　
時　
平
成
二
十
七
年
八
月
十
六
日（
日
）午
前
十
時
〜
正
午

　
２　
場　
所　
当
館
研
修
室

　
３　
講　
師　
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
職
員

　
４　
参
加
者　
（
受
賞
者
）二
十
名（
予
定
）

　
５　
参
加
費　
な
し

　
６　
作
品
受
渡
し　
授
賞
式
会
場（
多
目
的
ホ
ー
ル
）に
て
賞
状
、
副
賞
と
と
も
に
授
与
す
る
。

　
７　
日　
　
程

　
　
八
月
十
五
日（
土
）前
日（
会
場
準
備
）

時

内　
　
容　
　
等

対　
応　
等

備　
　
考

15:30

○
研
修
室　
会
場
準
備
・
設
営

・
呉
須
の
準
備

・
筆
・
皿（
各
二
十
）

・
机
配
置

学
芸
課

　
　
八
月
十
六
日（
日
）当
日

時

内　
　
容　
　
等

対　
応　
等

備　
　
考

9:30

○
会
場
確
認

　
・
受
付
用
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
、
看
板

　
・
配
布
物

　
・
誘
導
看
板

　
　
ロ
ビ
ー
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前

展
覧
会
担
当

朝
礼
後
・・・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ア
シ
ス
タ
ン
ト

（
名
札
着
用
）

・ 

テ
ー
ブ
ル
一
台

・
椅
子
二
脚

・
受
付
名
簿

・
チ
ケ
ッ
ト
類

・
鉛
筆
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時

内　
　
容　
　
等

対　
応　
等

備　
　
考

11:50

○
制
作
終
了
・
後
片
付
け
・
連
絡

展
覧
会
担
当

普
及
広
報
担
当

12:00

○
解
散

３
．�

美
術
館
を
飾
ろ
う
―
親
子
向
け
拡
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
の
会
場
を
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
す
る
活
動
に
つ
い
て

（
１
）美
術
館
を
植
物
園
に
し
よ
う　

　
　
　
「
や
き
も
の
植
物
園　
土
か
ら
生
ま
れ
た
草
・
木
・
花
」関
連
催
事

　
　
　
（
平
成
二
十
七
年
七
月
十
八
日（
土
曜
日
）〜
九
月
六
日（
日
曜
日
））　

Ⅰ　
展
覧
会
の
コ
ン
セ
プ
ト

　

拡
大
常
設
展「
や
き
も
の
植
物
園　

土
か
ら
生
ま
れ
た
草
・
木
・
花
」は
、
夏
休
み
中
の

親
子
、
特
に
普
段
は
陶
芸
の
作
品
と
接
点
の
少
な
い
小
中
学
生
の
児
童
生
徒
が
陶
芸
作
品
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、「
親
子
で
楽
し
む
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
展
覧
会
を
開

催
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
展
覧
会
で
は
、
展
示
室
を「
や
き
も
の
植
物
園
」に
仕
立
て
、
植

物
を
モ
チ
ー
フ
に
扱
う
陶
芸
作
品
を
展
示
し
た
。

　
植
物
の
姿
形
は
、
日
常
の
中
で
身
近
な「
面
白

さ
」、「
不
思
議
さ
」で
あ
る
。
そ
の
美
し
さ
や
季

節
ご
と
の
風
情
が
好
ま
れ
、
皿
や
壺
と
い
っ
た
う

つ
わ
の
伝
統
的
な
絵
柄
に
も
多
く
用
い
ら
れ
て
き

た
。
ま
た
、
現
代
作
家
の
陶
の
造
形
表
現
に
は
、

植
物
の
も
つ
生
命
感
を
題
材
に
し
た
作
品
や
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
な
フ
ォ
ル
ム
を
象
っ
た
作
品
も
数
多
く

み
ら
れ
る
。

時

内　
　
容　
　
等

対　
応　
等

備　
　
考

9:50

○
受
付【
一
階　
ロ
ビ
ー
】

　
・
名
簿
で
名
前
・
人
数
を
確
認
す
る

　
・
チ
ケ
ッ
ト
等
を
渡
す

　
　

 
大
人
―
招
待
券

　
　

 
子
供
―
子
供
用
無
料
券
、鉛
筆
二
本

○
欠
席
者
連
絡
対
応
―
受
付
へ
報
告

　
（
欠
席
者
名
・
人
数
）

展
覧
会
担
当

普
及
広
報
担
当

10:00

○
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
【
一
階　
ロ
ビ
ー
】

　
・
挨
拶　
・
自
己
紹
介　
・
日
程
確
認

展
覧
会
担
当

普
及
広
報
担
当

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ア
シ
ス
タ
ン
ト

10:05

○
企
画
展
の
鑑
賞

　
企
画
展
案
内（
十
分
）

○
記
録
写
真
撮
影

○
誘
導

展
覧
会
担
当

普
及
広
報
担
当

普
及
広
報
担
当

荷
物
を
持
ち

移
動

10:20

○
解
説
終
了
・
研
修
室
へ
移
動

10:25

○
染
付
技
法
の
説
明
等

　
【
窯
業
指
導
所
研
修
室
】

　
（
子
供
を
座
ら
せ
て
親
は
近
く
に
）

　
（
実
際
に
や
り
方
を
見
せ
な
が
ら
）

　
・
制
作
の
準
備（
用
具
、
取
り
扱
い
）

　
・
筆
、
呉
須
、
新
聞
紙
、
見
本

大
学
校
職
員

（
補
助
）

展
覧
会
担
当

普
及
広
報
担
当

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ア
シ
ス
タ
ン
ト

10:35

制
作
開
始（
一
時
間
十
五
分
）【
オ
ー
プ

ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】【
研
修
室
】

○
用
具
配
布

○
助
言（
け
が
等
な
い
よ
う
に
注
意
さ
せ
る
）

○
記
録
写
真
撮
影

大
学
校
職
員

展
覧
会
担
当

普
及
広
報
担
当

88



　
案
一
に
つ
い
て
は
、
美
術
科
の
授
業
と
し
て
学
校
で
制
作
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
美
術
館

内
の
三
階
吹
き
抜
け（
オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）に
な
る
空
間
に
植
物
の
旗
を
連
ね
る
こ
と
が
、

具
体
的
な
完
成
イ
メ
ー
ジ
と
な
り
、
実
現
に
向
け
て
、
旗
の
サ
イ
ズ
、
仕
様
、
描
画
材
料
、

テ
ー
マ
な
ど
に
つ
い
て
協
議
決
定
し
、
制
作
を
進
め
た
。

　
案
二
に
つ
い
て
は
、
展
覧
会
を
観
に
来
館
し
た
親
子
が
参
加
す
る
も
の
と
し
た
。
オ
ー
プ

ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
階
段
の
ガ
ラ
ス
面
に
、
富
本
憲
吉
を
代
表
す
る
意
匠「
四
弁
花
模
様
」の
シ
ー

ル
を
貼
っ
て
い
く
こ
と
で
、「
四
弁
花
模
様
」の
変
容
を
、
親
子
の
手
で
会
期
中
に
完
成
さ

せ
て
い
く
も
の
と
し
た
。

　
案
三
も
、
案
二
と
同
様
、
展
覧
会
会
期
中
に
観
覧
者
の
親
子
が
窓
に「
植
物
の
葉
」の
シ
ー

ル
を
貼
り
、
木
漏
れ
日
が
差
し
こ
む

よ
う
な
窓
を
つ
く
る
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
に
し
た
。

　
本
展
で
は
、
植
物
を
題
材
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
や
表
現
を
用
い
た
七
十
五
点
の
作
品
を

紹
介
す
る
。
植
物
の
姿
を「
描
く
、
彫
る
」な
ど
し
て
う
つ
わ
の
表
面
に
表
現
し
た
も
の
と
、

植
物
の
フ
ォ
ル
ム
を
作
品
に
反
映
さ
せ
た
も
の
と
の
、
二
つ
の
章
に
よ
り
紹
介
。
植
物
の
姿

形
が
、
陶
芸
な
ら
で
は
の
素
材
と
技
術
で
ど
う
表
現
さ
れ
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
に
造
ら
れ

た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
、
植
物
を
モ
チ
ー
フ
に
す
る
と
い
う
角
度
か
ら
観
た
陶
芸
作

品
の
魅
力
に
迫
る
。

Ⅱ　
連
携
の
方
法
に
つ
い
て　

　
中
学
校
の
美
術
科
担
当
教
職
員
と
事
前
打
ち
合
わ
せ
を
実
施
し
、
展
覧
会
の
趣
旨
や
展
示

作
品
、
展
示
空
間
を
考
え
て
、
学
校
の
教
育
活
動
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
る
か
を
検
討
し

た
結
果
、
三
案
に
ま
と
ま
っ
た
。

　
案
一
　
や
き
も
の
植
物
園
展
示
空
間
を
彩
る
植
物
模
様
の
旗
を
制
作
す
る
。

　
案
二
　
富
本
憲
吉
の
四
弁
花
模
様
の
変
化
を
た
ど
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
考
え
る
。

　
案
三
　�

展
覧
会
観
覧
者
が
来
場
の
足
跡
を
残
し
な
が
ら
共
同
制
作
で
き
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を

考
え
る
。
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（
２
）北
欧
の
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
、
ヒ
ン
メ
リ
で
会
場
を
彩
ろ
う　

　
　
拡
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展「
胸
キ
ュ
ン
♥C

O
LO

RS 
窯
芸
の
彩
色
」関
連
催
事

　
　
（
平
成
二
十
七
年
七
月
十
八
日（
土
曜
日
）〜
九
月
六
日（
日
曜
日
））

Ⅰ　
展
覧
会
の
コ
ン
セ
プ
ト

　
茨
城
県
陶
芸
美
術
館
で
は
、
夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
に
陶
芸
作
品
に
親
し
ん
で
も
ら
う

た
め
、
平
成
二
十
四
年
度
よ
り「
親
子
で
楽
し
む
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の
展
覧
会
を
開
催

し
て
い
る
。
四
回
目
と
な
る
本
展
で
は
、「
窯
芸
の
彩
色
」と
題
し
て
、
色
を
テ
ー
マ
に
陶

芸
作
品
と
ガ
ラ
ス
作
品
を
展
示
し
た
。
陶
芸
作
品
は
、
窯
の
中
で
焼
成
す
る
こ
と
で
色
が
変

化
す
る
。
窯
変
天
目
や
、
備
前
焼
の
景
色
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
炎
の
力
は
作
り
手
自

身
が
驚
く
よ
う
な
、
予
想
も
し
な
い
鮮
や
か
な
色
や
模
様
を
生
み
出
す
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

色
ガ
ラ
ス
な
ど
に
見
ら
れ
る
光
を
透
過
す
る
涼
や
か
な
色
彩
や
、
教
会
の
中
か
ら
見
上
げ
る

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
心
を
奪
わ
れ
る
よ
う
な
荘
厳
さ
は
、
ガ
ラ
ス
の
色
彩
な
ら
で
は
の
効
果

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
本
展
で
は
、
い
わ
ゆ
る
窯
芸
と
呼
ば
れ
て
い
る
陶
芸
と
ガ
ラ
ス
、
そ
の
表
現
に
見
ら
れ
る

豊
か
な
色
彩
が
作
品
の
魅
力
を
幾
重
に
も
高
め
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
。
作
家
は
何
を
伝

え
よ
う
と
し
て
そ
の
色
を
表
現
し
た
の
か
、
そ
の
色
が
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
か
、

そ
の
色
が
作
品
の
中
で
果
た
す
役
割
は
、
な
ど
に
つ
い
て
紐
解
き
、
や
き
も
の
に
み
る
色
の

魅
力
に
迫
る
。

Ⅱ　
連
携
の
方
法
に
つ
い
て

　
本
展
覧
会
に
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
、
美
術
館
内
を
彩
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
小
学
生
の
共
同
作

品
に
よ
る
制
作
で
考
え
た
。

　
小
学
校
の
教
諭
と
連
携
し
図
工
と
算
数
の
横
断
的
学
習（
ク
ロ
ス
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
）を
展

開
す
る
指
導
法
を
検
討
し
た
。
ヒ
ン
メ
リ
の
構
造
が
、
麦
わ
ら
に
糸
を
通
し
立
体
を
立
ち
上

げ
て
い
く
と
こ
ろ
か
ら
、
平
面
図
形
と
空
間
図
形
を
学
ぶ
算
数
の
学
習
と
共
通
の
ベ
ク
ト
ル

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
平
面
図
形
や
空
間
図
形
に
つ
い
て
は
算
数
的
思
考
だ
け
で
は
体

感
し
き
れ
な
い
空
間
概
念
に
つ
い
て
、
ス
ト
ロ
ー
を
平
面
上
で
組
み
合
わ
せ
た
形
が
立
体
に

ど
う
反
映
さ
れ
て
い
く
か
が
体
感
で
き
る
ヒ
ン
メ
リ
の
制
作
を
通
じ
て
気
づ
き
、
理
解
し
、

獲
得
し
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
た
。

90



お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
開
館
以
来
様
々
な
形
で
試
み
て
き
た
学
校
と
の
連
携
事
業
に
つ
い
て
触
れ
て

き
た
。
特
に
県
内
公
立
小
中
学
校
と
の
連
携
事
業
は
、
質
、
量
と
も
に
圧
倒
的
で
あ
っ
た
た

め
、
そ
こ
を
ト
ピ
ッ
ク
ス
す
る
内
容
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
当
館
職
員
の
一
定
数
が
、
異
動

に
よ
り
美
術
館
と
公
立
小
中
学
校
を
行
き
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
美
術
館
と
当
該
学
校
間

と
が
極
め
て
ス
ム
ー
ズ
に
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、
本
稿

で
触
れ
な
か
っ
た
、
高
等
学
校
や
大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
高
等
学
校
と
の
連
携
事
業

と
し
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る「
茶
道
」を
学
ぶ
高
校
生
の
部
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
茶
碗
な
ど
の
お
茶
道
具
を
通
し
て
、
高
校
生
が
美
術
館
や
陶
芸
の
魅
力
を
発
見
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
二
十
六
年
か
ら
、
各
茶
道
会
の
流
派
の
協
力
に
よ
り
模
擬
茶
会
等
を

開
催
し
て
き
た
。
本
年
度
の
開
催
で
五
回
目
を
数
え
る
。
他
に
も
、
茶
道
に
関
係
す
る
も
の

と
し
て
、
笠
間
高
校
と
連
携
し
、
茶
道
部
の
生
徒
が
亭
主
と
な
る
高
校
生
茶
道
部
に
よ
る
呈

茶
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
き
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
九
年
度
は
、
水
戸
三
高
の
協
力
に
よ

り
企
画
展「
ヘ
レ
ン
ド
展
」の
高
校
生
音
声
ガ
イ
ド
を
作
成
し
た
。（
二
六
四
二
人
が
利
用
）

同
年
度
の
企
画
展「
い
ば
ら
き
工
芸
大
全
Ⅲ　
染
織
の
巻
」で
は
、
高
等
学
校
文
化
連
盟
放

送
部
会
と
連
携
し
、
県
内
の
高
校（
水
戸
一
、
水
戸
二
、
並
木
中
等
、
日
立
二
）放
送
部
員

に
よ
る
音
声
ガ
イ
ド
を
作
成
し
た
。（
八
三
三
人
が
利
用
）平
成
三
十
年
度
も
、
企
画
展「
愛

の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
ジ
ュ
エ
リ
ー
」展
に
お
い
て
、
高
校
生
に
よ
る
音
声
ガ
イ
ド
を
作
成
し
、

来
館
者
に
無
料
貸
出
し
た
。（
三
四
七
〇
人
が
利
用
）

　
大
学
と
の
連
携
事
業
と
し
て
は
、
筑
波
大
学
芸
術
学
群
ク
ラ
フ
ト
領
域
と
平
成
二
十
三
年

度
か
ら
児
童
生
徒
対
象
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
及
び
、
鑑
賞
活
動
を
中
心
に
実
施
し
て
き
た
。

大
学
の
取
得
単
位
の
一
部
と
し
て
、
美
術
館
の
児
童
生
徒
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
学
生
主
体
で
進
め
、
美
術
館
側
も
助
言
等
を
行
い
、
検
討
、

決
定
を
踏
ま
え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
参
加
者
に
何
を
体
験
さ
せ
た
い
の
か
が
明
確
に
な
り
、

「
深
い
学
び
」に
つ
な
が
る
連
携
事
業
と
な
っ
た
。

　

大
学
校
と
の
連
携
事
業
と
し
て
は
、
隣
接
す
る「
県
立
笠
間
陶
芸
大
学
校
」と
、
当
館
催

事（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
）の
協
力
や
、
陶
芸
大
学
校
で
学
ぶ
学
生
の「
卒
業
制
作
展
」を
陶

芸
美
術
館
で
開
催
す
る
な
ど
、
事
業
を
共
同
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
陶
芸
の
魅
力
を
広

く
発
信
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
美
術
館
と
、
小
中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
、
大
学
校
と
い
っ
た
、
様
々

な
教
育
機
関
と
の
連
携
は
、
多
く
の
児
童
、
生
徒
、
学
生
が
工
芸
作
品
に
親
し
み
、
美
術
・

工
芸
を
愛
好
す
る
心
を
育
む
こ
と
は
も
と
よ
り
、
美
術
館
の
教
育
普
及
活
動
と
学
校
に
お
け

る
学
び
の
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
も
大
き
な
進
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
展
覧
会
関
連
行
事
等
の

模
索
と
事
例
報
告～

Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用
～

茨
城
県
陶
芸
美
術
館　
主
任
学
芸
主
事　

岩
井
基
生

は
じ
め
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
各
種
行
事
の
中
止
や
、
臨
時
休
館
な
ど
、
令

和
二
年
度
は
、
特
別
な
年
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
中
に
お
い
て
、
展
覧
会
関
連
行
事
の

在
り
方
に
つ
い
て
考
え
、
美
術
館
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
模
索
し
な
が
ら
の
取
組
を
行
っ
た
。

そ
の
実
施
事
例
を
報
告
す
る
。

　
ま
ず
、
展
覧
会
関
連
行
事
の
意
義
に
つ
い
て
前
置
き
を
添
え
る
と
、
当
館
の
活
動
方
針
の

中
に
は「
多
様
な
美
術
普
及
活
動
の
展
開
を
図
り
な
が
ら
、
県
民
の
芸
術
・
文
化
活
動
の
自

由
な
発
表
の
場
を
提
供
し
、
地
域
に
お
け
る
文
化
創
造
の
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
。」

と
あ
り
、
そ
の
活
動
内
容
と
し
て
は
、「
作
品
の
鑑
賞
を
助
け
、
美
術
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
の
講
演
、
講
座
及
び
作
品
解
説
会
等
を
開
催
す
る
。」と
謳
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
当
館
で
は
展
覧
会
毎
に
、
企
画
に
沿
っ
た
内
容
を
考
え
て
講
演
会
や
講
座（
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
）、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
。

　
し
か
し
今
年
度
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に
様
々
な
制
限
を
強
い
ら
れ
る
中
で
、
こ
れ

ま
で
通
り
の
活
動
が
で
き
ず
関
連
行
事
を
中
止
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
に
お
か
れ
た
。

日
々
変
化
す
る
状
況
の
中
、
そ
の
都
度
対
応
を
考
え
な
が
ら
関
連
行
事
の
在
り
方
を
模
索
し

て
い
っ
た
。

１
．
各
企
画
展
で
の
関
連
行
事
の
変
更
や
代
替
案

　
令
和
二
年
度
の
企
画
展
は「
幻
の
横
浜
焼
・
東
京
焼
」「
青
か
、
白
か
、
―
青
磁
×
白
磁

×
青
白
磁
」「
人
間
国
宝 

松
井
康
成
と
原
清 

展
」の
三
つ
を
開
催
し
た
。
時
期
に
よ
っ
て
刻
々

と
変
化
す
る
感
染
状
況
に
伴
う
対
応
と
と
も
に
、
各
企
画
展
の
開
催
順
に
沿
っ
て
、
例
年
通

り
で
は
な
く
な
っ
た
関
連
行
事
の
変
更
し
た
点
や
代
替
と
し
て
行
っ
た
企
画
に
つ
い
て
挙
げ

て
い
く
。

（
１
）　
幻
の
横
浜
焼
・
東
京
焼（
四
月
一
八
日
～
六
月
二
八
日
）

　
変
更
し
た
関
連
行
事
は
次
の
四
つ
で
あ
る
。

　
　
ⅰ　
記
念
講
演
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
止

　
　
ⅱ　
展
覧
会
紹
介
動
画
の
制
作
と
配
信

　
　
ⅲ　
館
内
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を「
お
う
ち
で
び
じ
ゅ
つ
か
ん
」と
し
て
配
信

　
　
ⅳ　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
人
数
制
限

ⅰ　
記
念
講
演
会
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
止

　
当
初
、
準
備
の
段
階
で
予
定
し
て
い
た
関
連
行
事
は
、
記
念
講
演
会「
幻
の
横
浜
焼
・
東

京
焼　
そ
の
魅
力
に
せ
ま
る（
講
師
：
荒
川
正
明
氏
）」と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
転
写
シ
ー

ト
で
幻
の
令
和
焼
を
つ
く
ろ
う
」、「
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」の
三
行
事
で
あ
っ

た
。
感
染
拡
大
が
本
格
的
に
な
っ
て
き
た
三
月
の
時
点
で
記
念
講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

中
止
を
決
め
た
。
ま
た
、
開
催
前
日
に
行
う
開
会
式
や
内
覧
会
に
つ
い
て
も
中
止
の
決
断
を

し
た
。

ⅱ　
展
覧
会
紹
介
動
画
の
制
作
と
配
信

　
四
月
、
感
染
が
広
が
る
中
、
東
京
な
ど
の
限
ら
れ
た
都
府
県
に
続
く
形
で
、
全
都
道
府
県

に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
一
八
日
か
ら
当
館
も
臨
時
休
館
と
な
っ
た
。

そ
れ
は
、
企
画
展
の
初
日
で
あ
り
、
展
示
作
業
は
全
て
完
了
し
開
催
を
待
つ
の
み
と
な
っ
て

い
た
中
で
の
臨
時
休
館
で
あ
っ
た
た
め
落
胆
は
大
き
か
っ
た
。
誰
も
い
な
い
展
示
室
に
き
れ

い
に
並
べ
ら
れ
た
作
品
を
前
に
、
こ
の
ま
ま
お
客
様
に
見
て
も
ら
え
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
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い
と
い
う
悔
し
い
思
い
が
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
新
た
な
発
案
と
し
て
、
外
に
向
け
て
配

信
す
る
こ
と
で
少
し
で
も
多
く
の
お
客
様
に
紹
介
し
、
美
術
館
が
再
び
開
館
と
な
っ
た
と
き

に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
い
う
目
的
で
展
覧
会
の
紹
介
動
画
を
作
成

す
る
こ
と
を
考
え
た
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
計
画
の
た
め
、
手
探
り
の
部
分
も
多
々
あ
っ
た
。

制
作
プ
ラ
ン（
絵
コ
ン
テ
）の
準
備
、
作
品
の
著
作
権
の
確
認
、
解
説
文
章
の
精
査
、
撮
影

機
材
の
準
備
、
撮
影
・
編
集
作
業
、
校
閲
な
ど
、
公
開
に
至
る
ま
で
様
々
な
工
程
を
経
た
。

特
に
こ
の
企
画
展
は
巡
回
展
で
、
共
催
で
あ
る
神
奈
川
新
聞
社
と
の
確
認
作
業
や
校
閲
に
も

注
意
を
払
っ
た
。
結
果
的
に
公
開
で
き
た
の
は
五
月
一
八
日（
臨
時
休
館
が
明
け
た
日
）と

な
り
、
元
々
の
目
的
で
あ
っ
た「
休
館
中
に
も
展
示
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
」と
い
う
趣
旨

か
ら
は
外
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
動
画
制
作
の
反
響
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
対
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
の
あ
と
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
活
用
の
大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
の
は

間
違
い
な
か
っ
た
。

ⅲ　
館
内
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を「
お
う
ち
で
び
じ
ゅ
つ
か
ん
」と
し
て
配
信

　
紹
介
動
画
に
合
わ
せ
て
、
館
内
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
っ
た「
幻
の
高
浮
折
を
つ
く
ろ
う
」

と
い
う
、
折
り
紙
を
用
い
て
制
作
す
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
ｗ
ｅ
ｂ
で
配
信
す
る
こ
と
も
発
案

し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
デ
ー
タ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
担
当
学
芸
員
が
実

際
に
制
作
を
す
る
様
子
を
動
画
に
し
て
配
信
す
る
こ
と
で「
お
う
ち
で
び
じ
ゅ
つ
か
ん
」と

し
て
、
美
術
館
に
来
ら
れ
な
く
て
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
を
考
え
た
。

ⅳ　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
人
数
制
限

　
五
月
十
二
日
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
臨
時
休
館
も
解
け
、
美
術
館
は
再
開
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
。
密
を
避
け
る
こ
と
や
手
指
の
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、
入
場
を
制
限
す
る

準
備
な
ど
、
館
と
し
て
感
染
予
防
対
策
を
行
う
中
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

の
実
施
方
法
に
つ
い
て
も
模
索
を
し
た
。
普
段
は
二
十
人
程
度
が
参
加
し
、
学
芸
員
が
解
説

し
な
が
ら
一
時
間
程
度
か
け
て
展
示
室
内
を
観
覧
す
る
方
法
を
と
る
が
、
密
を
避
け
る
手
立

て
と
し
て
、
少
人
数
で
の
実
施
を
検
討
し
た
。
一
回
の
人
数
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

代
わ
り
に
、
そ
れ
を
三
〜
四
回
繰
り
返
す
こ
と
に
し
た
。
そ
の
分
、
一
回
の
時
間
を
短
く
設

定
し
、
具
体
的
に
は
一
回
十
五
分
間
、
五
人
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
実
施
し
た
。

（
２
）　
青
か
、
白
か
、�

―
青
磁
×
白
磁
×
青
白
磁（
七
月
一
八
日
～
十
月
十
八
日
）

　
コ
ロ
ナ
禍
に
影
響
さ
れ
た
関
連
行
事
は
次
の
２
つ
で
あ
る
。

　
　
ⅰ　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
の
実
施
不
可
に
よ
る
代
替
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
作
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」の
ｗ
ｅ
ｂ
配
信

　
　
ⅱ　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
人
数
制
限

ⅰ　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
の
実
施
不
可
に
よ
る
代
替
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
作
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」の
ｗ
ｅ
ｂ
配
信

　

六
月
、
こ
の
企
画
展
は
計
画
を
立
て
る
段
階
で
、
感
染
拡
大（
緊
急
事
態
宣
言
）の
最
中

で
あ
っ
た
た
め
、
講
演
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
で
き
な
い
と
い
う
前
提
で
関
連
行
事
の
検

討
を
進
め
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
の
企
画
も
発
案
さ
れ
て
い
た
が
、
人
が
集
ま
る
こ
と

を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
計
画
は
難
航
し
た
。
そ
こ
で
思
い
立
っ
た
の
が「
作
家
イ
ン
タ

企画展「幻の横浜焼・東京焼」紹介動画

ワークシート「おうちでびじゅつかん」制作動画
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ビ
ュ
ー
」で
あ
る
。
事
前
に
出
品
作
家
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、
編
集
し
た
動
画
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ン
テ
ン
ツ
を
利
用
し
て
配
信
す
る
計
画
だ
。
当
館
で
は
以
前
に
も
作
家

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
の
作
成
実
績
は
あ
り
、
館
内
で
上
映
し
た
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作
し
た
り
し

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
配
信
は
な
か
っ
た
た
め
、
初
の
試
み
と
な
っ

た
。
出
品
作
家
の
ア
ト
リ
エ
に
伺
い
、
制
作
風
景
な
ど
も
撮
影
す
る
計
画
を
立
て
た
が
、
出

品
作
家
全
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
難
し
い
た
め
、
今
回
は
以
下
の
四
名
に
絞
る
こ
と
と
し

た
。

六
月
二
五
日　
松
村　
淳 
氏　
　
於  

埼
玉
県

七
月
二
一
日　
加
藤　
委 

氏　
　
於  
岐
阜
県

七
月
二
九
日　
志
賀　
暁
吉 

氏　
於  
福
島
県（
中
止
）

八
月
四
日　
　
和
田　
的 

氏　
　
於  
千
葉
県

　
県
を
ま
た
ぐ
移
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
あ
っ
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
七
月
末
に
予
定
し
て

い
た
志
賀
暁
吉
氏
は
、
感
染
状
況
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
く
、
中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
動
画
は「
全
編
版（
五
〜
七
分
）」と「
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版（
一
分
）」の
二
種
類

を
制
作
し
た
。
一
分
版
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
て
配
信
し
、

全
編
版
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
誘
導
す
る
目
的
を
考
え
て
長
さ
の
違
う
二
種
類
に
し
た
。
取
材

自
体
は
、
作
家
も
真
摯
に
答
え
て
く
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
二
時
間
か
ら
三
時
間
に
及
ぶ
充
実
し
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
な
っ
た
が
、
そ
の
反
面
、
短
い
時
間
に
編
集
す
る
作
業
が
難
し
か
っ
た
。

単
に
編
集
で
切
っ
て
繋
い
で
い
く
だ
け
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
の
空
気
感
の
よ
う
な
も
の

や
作
家
の
思
い
を
伝
え
ら
れ
な
い
と
思
っ
た
た
め
で
あ
る
。
作
家
の
意
図
を
変
え
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
に
意
識
し
な
が
ら
、
言
葉
の
順
序
を
入
れ
替
え
る
な
ど
し
て
、
編
成
し
直
し
て
い
っ

た
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
動
画
は
展
覧
会
の
関
連
行
事
で
あ
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
に
代

替
す
る
意
味
合
い
を
も
つ
と
い
う
こ
と
を
常
に
念
頭
に
置
き
、
今
回
の
展
示
作
品
に
関
す
る

内
容
に
焦
点
を
当
て
て
編
集
を
し
て
い
っ
た
。

松村 淳

和田 的

加藤 委

SNS用　ダイジェスト版「近日公開」

企画展「青か、白か、―青磁×白磁×青白磁」
作家インタビュー動画
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ⅱ　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
人
数
制
限

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
前
回
企
画
展
同
様
に
、
人
数
や
時
間
を
制
限
し
、
数

回
に
分
け
て
実
施
し
た
。
ま
た
、
後
の
回
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
公
開
し

て
い
る
動
画
を
上
映
し
、
待
ち
時
間
も
有
効
に
で
き
る
よ
う
に
工
夫
を
し
た
。「
幻
の
横
浜
焼
・

東
京
焼
」の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
際
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
一
五
分
間
で
解
説
し
な
が
ら

企
画
展
を
回
る
に
は
時
間
が
短
す
ぎ
、
充
実
感
に
は
か
け
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
る
。
少
人
数
、

数
回
に
分
散
す
る
こ
と
で
、
後
の
回
の
グ
ル
ー
プ
の
待
ち
時
間
を
考
慮
す
る
と
、
一
回
の
実

施
時
間
を
短
く
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
の
折
り
合
い
を
つ
け
る
の
が
難
し
か
っ
た
。

（
３
）　
人
間
国
宝�

松
井
康
成
と
原
清�
展（
十
月
三
一
日
～
三
月
二
一
日
）

　
ⅰ　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
在
り
方（
状
況
に
応
じ
た
人
数
制
限
と
中
止
）

　
ⅱ　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
在
り
方（
状
況
に
応
じ
た
人
数
制
限
と
中
止
）

ⅰ　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
在
り
方（
状
況
に
応
じ
た
人
数
制
限
と
中
止
）

　
十
月
の
開
催
の
企
画
展
と
い
う
こ
と
で
、
準
備
の
段
階
で
は
、
感
染
拡
大
が
一
時
落
ち
着

い
て
き
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
計
画
を
進
め
た
。「
体
験
！

人
間
国
宝
の
技
」と
題
し
て
一
二
月
と
二
月
の
二
回
計
画
し
、
一
回
目
を
原
清
氏
の
制
作
技

法
を
模
し
た「
抜
き
絵
に
挑
戦
」と
い
う
内
容
で
、
二
回
目
を
松
井
康
成
氏
の
制
作
技
法
を

模
し
た「
練
上
手
に
挑
戦
」と
い
う
内
容
で
準
備
を
進
め
た
。
と
言
っ
て
も
予
断
は
許
さ
れ

な
い
状
況
で
も
あ
る
た
め
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
一
〇
人
ま
で
と
、
通
常
よ
り
人
数
を
制
限

し
て
の
予
約
制
と
し
、
以
下
の
よ
う
な
感
染
予
防
対
策
を
と
っ
た
上
で
の
実
施
と
な
っ
た
。

①
館
入
口
に
て
検
温
及
び
手
指
の
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
、
②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
受
付

に
て
、
茨
城
県
独
自
の
感
染
追
跡
シ
ス
テ
ム「
い
ば
ら
き
ア
マ
ビ
エ
ち
ゃ
ん
」へ
の
登
録
徹
底
、

③
会
場
で
は
密
を
避
け
る
た
め
、
長
い
テ
ー
ブ
ル
一
台
に
つ
き
一
人
と
す
る
、
④
使
用
す
る

用
具
類
は
、
個
別
に
用
意
し
て
他
者
と
の
共
有
を
減
ら
す
。（
共
有
を
避
け
ら
れ
な
い
用
具
は
、

別
の
場
所
に
設
置
し
、
使
用
前
に
手
指
の
消
毒
を
行
う
よ
う
に
す
る
）、
な
ど
の
対
策
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
対
策
を
講
じ
た
上
で
、
一
二
月
の
回
は
、
予
定
通
り
に
実
施
が
で
き
た
。
し
か
し
、

一
月
八
日
に
東
京
な
ど
一
〇
都
府
県
に
二
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
に
続
い
て
一
八
日
か
ら
茨

城
県
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
二
月
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
中

止
と
な
っ
た
。

ⅱ　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
の
在
り
方（
状
況
に
応
じ
た
人
数
制
限
と
中
止
）

　
企
画
展
の
開
催
期
間
が
長
い
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
時
々
で
変
化
す
る
状
況
に
応
じ
て
人
数

制
限
や
中
止
な
ど
の
対
応
を
し
た
。
そ
の
判
断
の
基
準
は
原
則
と
し
て
茨
城
県
の
感
染
状
況

を
示
す
ス
テ
ー
ジ
に
準
じ
る
こ
と
と
し
た
。
一
一
月
に
は
一
グ
ル
ー
プ
一
五
人
ま
で
の
人
数

制
限
を
、
一
二
月
に
は
一
グ
ル
ー
プ
五
人
ま
で
の
制
限
を
設
け
て
の
実
施
と
な
っ
た
。
一
月

は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
県
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
同
様
に
中

止
の
判
断
を
し
た
。

２
．
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用
の
実
施
事
例
報
告
と
課
題

　
こ
こ
ま
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
企
画
展
関
連
行
事
を
大
き
く
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
一
年
間
と
な
っ
た
。
そ
し
て
企
画
展
関
連
行
事
の
在
り
方
を
模
索
す
る
課
程

で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
利
用
し
た
外
部
へ
の
発
信
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
必
須
の
要

素
に
な
り
得
る
と
実
感
し
た
。（
と
言
っ
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
は
す

で
に
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
よ
う
や
く
そ
こ
の
土
台
に
立
っ
た
と
い
う
の
も
事
実

ワークショップ感染対策（会場の様子）

ワークショップ感染対策（個別の準備）

ワークショップ感染対策（共有コーナー）
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で
あ
る
が
。）こ
こ
で
は
、
今
年
度
の
実
施
報
告
と
、
実
施
し
て
み
て
浮
か
び
あ
が
っ
た
課

題
を
挙
げ
た
い
と
思
う
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
る
効
果
の
検
証
な
ど
を
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
デ
ー
タ
が
足
り
ず
、
そ
れ
以
前
と
の
比
較
が
し
難
い
こ
と
も
あ
り
、

今
回
は
あ
く
ま
で
報
告
と
い
う
形
に
と
ど
め
た
い
と
思
う
。

（
１
）実
施
報
告

　
企
画
展
で
の
活
用
事
例
を
含
め
、
今
年
度
に
制
作
し
た
展
覧
会
関
連
の
動
画
を
挙
げ
る
。

　
【
企
画
展
】幻
の
横
浜
焼
・
東
京
焼　
紹
介
動
画

　
【
企
画
展
】幻
の
横
浜
焼
・
東
京
焼　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
作
成
動
画

　
【
企
画
展
】青
か
、
白
か
、
―
青
磁
×
白
磁
×
青
白
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
告
動
画
・「
作
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」動
画（
三
件
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
Ｓ
Ｎ
Ｓ
用
短
編
版
あ
り

　
【
テ
ー
マ
展
】笠
間
と
益
子
の
急
須
展　
紹
介
動
画

　
【
特
別
展
】日
本
遺
産
認
定
記
念

　
　
　
　
　
「
か
さ
ま
し
こ
〜
兄
弟
産
地
が
紡
ぐ
焼
き
物
語
〜
」展 

紹
介
動
画

　
以
上
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
用
の
短
編
版
を
除
い
て
、
八
件
の
動
画
を
制
作
し
た
。

（
２
）実
施
か
ら
見
え
た
課
題

　
今
年
度
、
臨
時
休
館
な
ど
が
き
っ
か
け
で
紹
介
動
画
を
制
作
す
る
こ
と
と
な
り
、
順
に
他

の
動
画
も
制
作
し
て
い
っ
た
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
は
す
で
に
当
た

り
前
の
世
の
中
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
必
要
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

反
響
も
多
く
、
そ
れ
ら
を
見
て
来
館
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ

ン
テ
ン
ツ（
動
画
制
作
と
配
信
）を
今
後
も
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
継
続
し
て
い
く
に
は
、
ま
だ

ま
だ
課
題
が
あ
る
。

　
一
つ
目
は
、
制
作
の
労
力
と
質
の
問
題
で
あ
る
。
今
回
は
付
け
焼
き
刃
的
に
、
一
職
員
が

撮
影
か
ら
編
集
ま
で
を
一
貫
し
て
行
っ
た
た
め
、
専
門
業
者
に
依
頼
す
る
そ
れ
と
は
か
け
離

れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
質
の
面
に
お
い
て
は
、
素
人
に
し
て
は
質
の
高
い
映
像
、
と
評

し
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、
や
は
り
プ
ロ
の
も
の
と
は
各
段
に
違
う
質
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
ま
た
、
労
力
の
面
に
お
い
て
は
、
た
っ
た
数
分
の
動
画
を
制
作
す
る
だ
け
で

も
撮
影
だ
け
で
数
時
間
、
編
集
に
お
い
て
は
、
数
十
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
り
、
通
常
の

業
務
と
の
か
け
も
ち
の
作
業
に
し
て
は
、
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
ま
た
、

編
集
に
必
要
な
あ
る
程
度
の
知
識
や
技
術
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
た
め
作
業
の

分
担
な
ど
も
容
易
で
は
な
い
こ
と
も
問
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
二
つ
目
は
、
閲
覧
数
や
配
信
の
効
果
の
問
題
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
労
力
を
も
っ
て
公
開

に
至
っ
て
も
、
実
際
の
閲
覧
数
は
そ
こ
ま
で
伸
び
て
い
な
い
の
も
現
実
で
あ
る
。
今
の
世
の

中
で
は
ひ
と
た
び
注
目
を
浴
び
れ
ば
数
万
件
の
閲
覧
数
や
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
を
受
け
る
と
こ
ろ
、

数
百
件
で
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
発
信
し
た
際
に
は
あ

る
程
度
の
反
応
が
あ
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
着
実
に
固
定
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
増
え
て
き

て
い
る
側
面
も
あ
る
が
、
そ
れ
が
当
た
り
前
の
時
代
に
お
い
て
は
、
や
は
り
埋
も
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
と
言
え
る
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
課
題
は
、
専
門
の
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
で
一
様
の
解
決
は
図
れ
る
と
推

察
で
き
る
が
、
そ
れ
に
は
ま
た
費
用
が
か
か
る
。
費
用
対
効
果
を
考
え
た
上
で
有
効
で
あ
る

テーマ展「笠間と益子の急須展」紹介動画

特別展　日本遺産認定記念
「かさましこ〜兄弟産地が紡ぐ“焼き物語”〜」紹介動画
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と
判
断
し
、
実
行
に
至
る
ま
で
は
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積
み
で
あ
る
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　
最
後
に
、
こ
こ
ま
で
令
和
二
年
度
の
企
画
展
関
連
行
事
の
取
組
を
中
心
に
振
り
返
り
な
が

ら
挙
げ
て
き
た
報
告
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
関
連
行
事
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と

を
述
べ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
未
曾
有
の
状
況
の
中
で
、
や
む
な
く
変
え
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
結
果
で
は
あ
る
が
、
見
方
を
変
え
る
と
、
変
化
の
き
っ
か
け
を
与
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
ら
単
に
元
に
戻
る
の
で
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
行
っ
て
き
た
企
画
を
生
か
し
な
が
ら
も
、
時
代
に
合
っ
た
方
法
を
こ
れ
か
ら
も
模
索

す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
る
。
特
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
活
用
に
つ
い
て
は
、
手
探
り
で
様
々

な
手
立
て
を
試
し
て
み
た
が
、
効
果
的
な
点
と
課
題
点
を
見
出
す
こ
と
も
で
き
た
。
課
題
に

つ
い
て
は
先
に
挙
げ
た
と
お
り
、
費
用
の
面
や
職
員
の
ス
キ
ル
、
働
き
方
の
面
で
も
簡
単
に

は
解
決
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
効
率
的
に
か
つ
効
果
的
な
方
法
を
検
討
し
な
が

ら
、
こ
の
取
組
を
礎
に
、
今
後
も
Ｗ
Ｅ
Ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
有
効
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
は

必
要
不
可
欠
な
も
の
と
考
え
る
。
関
連
行
事
の
在
り
方
を
こ
れ
か
ら
も
検
討
・
検
証
し
な
が

ら
、
時
代
に
適
応
し
た
、
よ
り
よ
い
美
術
館
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

茨城県陶芸美術館YouTubeチャンネル
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